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日本大学教育憲章

　日本大学は，本学の「目的及び使命」を理解し，本学の教育理念である「自主創造」を構成する「自
ら学ぶ」，「自ら考える」及び「自ら道をひらく」能力を身につけ，「日本大学マインド」を有する者
を育成する。

日本大学マインド

・ 日本の特質を理解し伝える力
日本文化に基づく日本人の気質，感性及び価値観を身につけ，その特質を自ら発信することが

　　できる。
・ 多様な価値を受容し，自己の立場・役割を認識する力
異文化及び異分野の多様な価値を受容し，地域社会，日本及び世界の中での自己の立ち位置や

　　役割を認識し，説明することができる。
・ 社会に貢献する姿勢
社会に貢献する姿勢を持ち続けることができる。

「自主創造」の３つの構成要素及びその能力

＜自ら学ぶ＞
・ 豊かな知識・教養に基づく高い倫理観
豊かな知識・教養を基に倫理観を高めることができる。

・ 世界の現状を理解し，説明する力
世界情勢を理解し，国際社会が直面している問題を説明することができる。

＜自ら考える＞
・ 論理的・批判的思考力
得られる情報を基に論理的な思考，批判的な思考をすることができる。

・ 問題発見・解決力
事象を注意深く観察して問題を発見し，解決策を提案することができる。

＜自ら道をひらく＞
・ 挑戦力
あきらめない気持ちで新しいことに果敢に挑戦することができる。

・ コミュニケーション力
他者の意見を聴いて理解し，自分の考えを伝えることができる。

・ リーダーシップ・協働力
集団のなかで連携しながら，協働者の力を引き出し，その活躍を支援することができる。

・ 省察力
謙虚に自己を見つめ，振り返りを通じて自己を高めることができる。
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教育研究上の目的

専 攻 名 博士前期課程 博士後期課程
土 木 工 学 専 攻 人間生活を支える基盤施設とそのシステムの建設

とマネジメントに関する理論と応用を学び，自然
環境との調和や資源の有効活用に努め，快適な社
会を提供できる，広い視野と自由な精神をもった
シビルエンジニアにして，実践的な専門性を要す
る職業に必要な高度の能力ないし研究能力を有す
る人材を養成する。

人間生活を支える基盤施設とそのシステムの建設
とマネジメントに関する理論と応用を学び，自然
環境との調和や資源の有効活用に努め，快適な社
会を提供できる，広い視野と自由な精神をもった
シビルエンジニアにして，研究者として自立して
研究活動を行うことができ，高度に専門的な業務
に従事するために必要な研究能力とその基礎とな
る豊かな学識を有する人材を養成する。

交通システム工学専攻 交通・都市・環境の調和と共生が実現できる地域
社会の構築と運営のために，情報化社会に即した
システマティックに，かつ，専門的な視野に立つ
教育・研究を行い，広く人類の福祉に貢献し得る
交通工学及び社会基盤工学分野の研究者・技術者
を養成する。

交通・都市・環境の調和と共生が実現できる地域
社会の構築と運営のために，情報化社会に即した
システマティックに，かつ，専門的な視野に立つ
高度な教育・研究を行い，広く人類の福祉に貢献
し得る交通工学及び社会基盤工学分野の学識豊か
な研究者・技術者を養成する。

建 築 学 専 攻 国際的な視野，公正な倫理観，豊かな創造性ある
いは芸術性を備え，環境に調和した持続的都市・
安全で美しく機能的な建築空間の構築に貢献でき
る，高度な専門的能力を有するプランナー・デザ
イナー及び技術者を養成する。

国際的な視野，公正な倫理観を持ち，高度な専門
的業務に従事するに必要な豊かな学識と自立して
研究活動を行うことのできる能力を備え，環境に
調和した持続的都市・安全で美しく機能的な建築
空間の創造に貢献できる人材を養成する。

海 洋 建 築 工 学 専 攻 建築工学と海洋工学が融合した海洋建築工学のよ
り高度な知識を修得するとともに，海洋及び沿岸
域の環境評価，防災安全に優れ多様な立地環境に
適合できる建築構造，快適かつ自然環境や景観に
配慮した建築物や都市空間・海洋空間の利用・計
画・設計・施工に貢献できる，倫理観の高い研究
者・技術者を養成する。

建築工学と海洋工学が融合した海洋建築工学のよ
り高度な知識に基づき，海洋及び沿岸域の環境評
価，防災安全に優れ多様な立地環境に適合できる
建築構造，快適かつ自然環境や景観に配慮した建
築物や都市空間・海洋空間を利用・計画・設計・
施工に貢献できる，倫理観の高い自立した研究者・
技術者を養成する。

ま ち づ く り 工 学 専 攻 土木工学・建築学・都市工学・造園学という既存
の学問とともに，景観学・観光学・福祉工学・防災
工学・環境学・情報学といった学際的学問を融合し
た教育・研究を推進することによって，まちづくり
分野の指導的立場に立つとともに，国際的にも活躍
できるような高度な専門的能力を有する技術者 （ま
ちづくりプランナー，まちづくりデザイナー，まち
づくりプロデューサー） 及び研究者を養成する。

土木工学・建築学・都市工学・造園学といった既
存の学問を基盤として，景観学・観光学・福祉工学・
防災工学・環境学・情報学といったまちづくり分野
における学際的学問を包含しつつ，自立して研究活
動を推進することにより，まちづくり分野の学問の
深淵に臨み，持続可能なまちづくりを実現すること
のできる技術と能力及び豊かな感性と学識並びに
経験を備えた研究者・技術者・教育者を養成する。

機 械 工 学 専 攻 人間生活を環境と安全の側面から豊かにするため
に，機械工学と自然科学の基礎理論を総合的に
使って，社会のニーズに応える創造性豊かな 「も
のづくりとそのための研究」 ができる技術者を養
成する。弾塑性学，熱工学，流体工学，工作法，
熱機関，自動車工学，機械力学，金属材料のいず
れかの分野において，学部の学生と研究グループ
を組んで自由闊達な議論をしながら，研究計画を
立て問題を解決できる能力を養い，現象に対する
観察能力，調査能力，問題点の発見能力，指導力，
協調性，説明能力，報告書作成能力をもつ人材を
養成する。

人間生活を環境と安全の側面から豊かにするため
に，機械工学と自然科学の基礎理論を総合的に
使って，社会のニーズに応える創造性豊かな 「も
のづくりとそのための研究」 ができる高度な研究
者・技術者を養成する。弾塑性学，熱工学，流体
工学，工作法，熱機関，自動車工学，機械力学，
金属材料のいずれかの分野において，主体的に選
定した研究テーマの下で，研究計画を立て問題を
解決し，現象に対する観察能力，調査能力，問題
点の発見能力，指導力，協調性，説明能力，報告
書作成能力を養い，自立して研究を遂行できる人
材を養成する。

精 密 機 械 工 学 専 攻 機械工学に加えて電気・電子工学を基礎として，
知的メカトロニクスやロボティクスに代表される
自動化技術，微細加工，マイクロマシン （MEMS），
などの分野における高度な専門知識と研究能力を
養う。また，広い視野に立った豊かな学識を有し，
高度な専門性のある業務や新技術の展開に対応で
き，人間性豊かな創造力のある技術者・研究者を
養成する。

機械工学に加えて電気・電子工学を基礎として，
知的メカトロニクスやロボティクスに代表される
自動化技術，微細加工，マイクロマシン （MEMS），
などの分野における高度な専門知識と研究能力を
養う。また，広い視野に立った豊かな学識を有し，
自立して研究活動を行い，かつ高度な専門性のあ
る業務に従事できる人間性豊かな創造力のある技
術者・研究者を養成する。

自然環境を護り，社会倫理を尊び，学術の理論及び技術の深奥を究め，世界の
平和と人類の福祉に貢献できる高度な専門的能力を有する人材を養成する。

日本大学大学院理工学研究科の教育理念
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専 攻 名 博士前期課程 博士後期課程
航 空 宇 宙 工 学 専 攻 先駆性，極限性，総合性を特徴とする航空宇宙工

学の修得を通じて，自啓自発の精神を持ち，科学・
技術の発展に貢献できる技術者を養成する。また，
技術者倫理を含む人間形成に必要な素養を身に付
けることで，世界の平和，人類の福祉及び地球環
境の保護に貢献できる高度な技術者を養成する。

先駆性，極限性，総合性を特徴とする航空宇宙工
学の修得を通じて，自啓自発の精神を持ち，科学・
技術の発展に貢献できる技術者を養成する。また，
技術者倫理を含む人間形成に必要な素養を身に付
けることで，世界の平和，人類の福祉及び地球環
境の保護に貢献できる高度な技術者を養成する。
さらに，深淵な専門知識を修め，自立して研究を
遂行し，将来の国際的研究指導者として活躍し得
る研究者を養成する。

電 気 工 学 専 攻 電気工学が関わる諸分野において，基礎から応用
に渡る幅広い研究を行う科学技術の担い手とし
て，改革の時代に柔軟に対応できる豊かな学識と
電気工学に関する基礎的な専門能力及び国際的に
活躍することのできる実力を備えた研究者・技術
者を養成する。

未来社会を根底で支える電気工学が関わる諸分野
において，先端的な幅広い研究を行う科学技術の
担い手として，改革の時代に柔軟に対応できる豊
かな学識と電気工学に関する高度な専門能力を有
する自己啓発的な人材及び国際的に活躍すること
のできる実力を備えた研究者・技術者を養成する。

電 子 工 学 専 攻 回路・制御，材料・素子，通信・光，情報工学に
またがる幅広い電子技術の基礎知識を関連付けな
がら，最新のトピックスや技術動向を学び，電子
基礎，電子工学，電子材料，通信工学，情報処理
に関わる先端的テーマを掲げる研究を遂行するこ
とによって，研究開発，専門業務に携わることの
できる技術力，語学・発表能力を備えた未来志向
の研究者・技術者を養成する。

電子基礎，電子工学，電子材料，通信工学，情報
処理の諸分野において，世界に先駆ける先端的
テーマを掲げる研究を計画・遂行・完成すること
によって，次世代の広範な電子技術を駆使，発展
させる独創的研究開発，高度な専門業務を遂行す
るに十分な学識と能力を備えた研究者・技術者を
養成する。

情 報 科 学 専 攻 数理科学，計算機技術を駆使し，次世代の情報科
学及び広範な工学分野の発展のために，独創的な
研究，開発，高度な専門業務を遂行する能力を備
えた研究者・技術者を養成する。

豊かな学識をもって，次世代の情報科学及び広範
な工学分野の発展を担う，独創性と創造力に秀で
た研究者，高度技術者を養成する。

物 質 応 用 化 学 専 攻 国際的視野に立ち，創造的な研究開発能力を発揮
できる化学技術者を養成する。

化学に関する独創的・国際的な研究開発能力なら
びに時代の変化に対応できる豊かな学識と高い倫
理観を有し，化学技術の進歩を推進するための自
律的な行動力とコミュニケーション能力をもった
指導者となりえる人材を養成する。

物 理 学 専 攻 現代科学・技術の様々な分野において基礎となる
物理学の専門知識と論理的な思考法，科学・技術
の課題の解決法を修得し，豊かな人間性，国際性，
社会倫理観を身に付けた人材を養成する。

物理学の高度で最新の専門知識と思考法を修得
し，科学者としての社会倫理観を身に付け，現代
科学・技術の様々の分野における研究課題を解決
する能力，自立して研究を進める能力，新しい分
野を切り開く応用力をもつ人材を養成する。

数 学 専 攻 現代数学の幅広い分野から，個々の学生の志望，
性格に適したテーマを選択し，論理的分析力，発
表力を体得した数学応用者，教育者，研究者を養
成する。

現代数学の幅広い分野から，個々の学生の自主的
な選択のもとに主題を定め，数学の深い知識，論
理的分析力，発表力を涵養し，学界及び産業界に
て活躍できる人材を養成する。

地 理 学 専 攻 地形や気候を扱う自然地理学，農山村や都市を対
象とする人文地理学，GIS（地理情報システム）
を中核とする地理情報科学，環境地理学，これら
を統合する地誌学などの分野において，実務的技
術を修得して，実験実習やフィールドワークを重
視した研究を行うことのできる，創造性豊かで実
践的かつ高度な研究能力を備えた研究者，教育者，
実務者などを養成する。

地理学の各専攻分野において豊かな学識を有し，
研究者として自立して研究活動を行うことのでき
る高度な研究能力を備えた人材を養成する。

量 子 理 工 学 専 攻 現代物理学の根幹となっている量子力学に基づ
き，加速器科学・素粒子論・場の理論・物性科学・
エネルギー科学・情報科学・生命科学などの量子
科学を考究するとともに，その工学的・学際的領
域への応用力を培う教育を行う。これら量子科学
の根底的理解を通じて，従来の枠を越えた新しい
科学技術に対応できる能力を養い，社会に貢献で
きる技術者及び研究者となる人材を養成する。

現代物理学の根幹となっている量子力学に基づ
き，加速器科学・素粒子論・場の理論・物性科学・
エネルギー科学・情報科学・生命科学などの量
子科学を考究するとともに，その工学的・学際的
領域に応用・展開する力を培う教育を行う。これ
ら量子科学の根底的理解を通じて，従来の枠を越
えた新しい科学技術を創造できる豊かな能力を養
い，率先して社会に貢献できる技術者及び研究者
を養成する。
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修了の認定に関する方針 （ディプロマ・ポリシー） 
日本大学教育憲章を踏まえ， 以下のとおりディプロマ・ポリシーを定める。 

博士前期課程 博士後期課程
各専攻博士前期課程の所定の単位を修得し，研究指導を受けて次に
掲げる能力等を身に付けるとともに，修士論文の審査（建築学専攻
は特定の課題についての研究の成果の審査をもって修士論文の審査
に代えることができる）及び最終試験に合格した者に修士の学位を
授与する。
１　研究を主体的かつ計画的に遂行する能力
２　研究成果を論理的に説明する能力
３　専門的知識を駆使し自己研鑽を図る能力
４　学術研究における倫理観
なお，各専攻における専門的知識には，以下を含む。

各専攻博士後期課程の所定の単位を修得し，研究指導を受けて次に
掲げる能力等を身に付けるとともに，博士論文の審査及び最終試験
に合格した者に博士の学位を授与する。
１　自立した研究者として , 自ら研究課題を発見・設定し，研究内容・
方法を立案して，研究を計画的に遂行する能力
２　研究成果を論理的に説明する能力
３　高度な専門的知識，豊かな学識を駆使し自己研鑽を図る能力
４　学術研究における倫理観
５　外国語（英語）により研究成果を発表する能力
なお，各専攻における高度な専門的知識には，以下を含む。

土木工学専攻�  ［工学］
土木構造学，土木材料，土質力学，土木計画学，河海工学，環境工学

土木工学専攻�  ［工学］
土木構造学，土木材料，土質力学，土木計画学，河海工学，環境工学

交通システム工学専攻�  ［工学］
交通施設工学，交通計画・交通工学

交通システム工学専攻�  ［工学］
交通施設工学，交通計画・交通工学

建築学専攻�  ［工学］
建築史，建築計画，建築設計，都市計画，環境工学，建築材料学，
建築構造学，防災工学

建築学専攻�  ［工学］
建築史，建築計画，都市計画，環境工学，建築材料学，建築構造学，
防災工学

海洋建築工学専攻�  ［工学］
海洋環境工学，海洋建築構造工学，海洋空間利用計画

海洋建築工学専攻�  ［工学］
海洋環境工学，海洋建築構造工学，海洋空間利用計画

まちづくり工学専攻�  ［工学］
都市・地域マネジメント工学，環境・防災まちづくり工学，景観・
観光まちづくり工学，健康・福祉まちづくり工学

まちづくり工学専攻�  ［工学］
都市・地域マネジメント工学，環境・防災まちづくり工学，景観・
観光まちづくり工学，健康・福祉まちづくり工学

機械工学専攻�  ［工学］
弾塑性学，熱工学，流体工学，工作法，熱機関，自動車工学，機械力学，
金属材料

機械工学専攻�  ［工学］
弾塑性学，熱工学，流体工学，工作法，熱機関，自動車工学，機械力学，
金属材料

精密機械工学専攻�  ［工学］
計測・制御・人間工学，微小機械設計，微小機械プロセス・デバイ
ス技術，熱流体工学，機械加工学，電子・機能性材料工学

精密機械工学専攻�  ［工学］
計測・制御・人間工学，微小機械設計，微小機械プロセス・デバイ
ス技術，熱流体工学，機械加工学，電子・機能性材料工学

航空宇宙工学専攻�  ［工学］
流体工学，燃焼・推進工学，材料・構造工学，誘導・制御工学，航
空工学，宇宙工学

航空宇宙工学専攻�  ［工学］
流体工学，燃焼・推進工学，材料・構造工学，誘導・制御工学，航
空工学，宇宙工学

電気工学専攻�  ［工学］
エネルギー・制御，通信・情報・音響，材料・エレクトロニクス

電気工学専攻�  ［工学］
エネルギー・制御，通信・情報・音響，材料・エレクトロニクス

電子工学専攻�  ［工学］
回路・制御工学，電子材料・デバイス工学，通信・光工学，情報工学

電子工学専攻�  ［工学］
回路・制御工学，電子材料・デバイス工学，通信・光工学，情報工学

情報科学専攻�  ［工学又は理学］
情報処理・ソフトウェア工学，組込みシステム・システム工学，情
報メディア・ネットワーク，離散数学・アルゴリズム

情報科学専攻�  ［工学又は理学］
情報処理・ソフトウェア工学，組込みシステム・システム工学，情
報メディア・ネットワーク，離散数学・アルゴリズム

物質応用化学専攻�  ［工学又は理学］
物質化学，応用化学，生命化学

物質応用化学専攻�  ［工学又は理学］
物質化学，応用化学，生命化学

物理学専攻�  ［理学］
素粒子物理学，宇宙物理学，計算物理学，統計物理学，物性物理学，
超伝導，プラズマ物理学，核融合，科学史，数理情報学，生物物理学，
量子ビーム科学

物理学専攻�  ［理学］
素粒子物理学，宇宙物理学，計算物理学，統計物理学，物性物理学，
超伝導，プラズマ物理学，核融合，科学史，数理情報学，生物物理学，
量子ビーム科学

数学専攻�  ［理学］
代数学，幾何学，解析学，応用数学，計算機科学

数学専攻�  ［理学］
代数学，幾何学，解析学，応用数学，計算機科学

地理学専攻�  ［理学］
自然地理学，人文地理学，地理情報科学，地誌学

地理学専攻�  ［理学］
自然地理学，人文地理学，地理情報科学，地誌学

量子理工学専攻�  ［理学又は工学］
加速器・放射線科学，プラズマ・核融合科学，量子物性科学，素粒子・
原子核物理学，非線形数理シミュレーション

量子理工学専攻�  ［理学又は工学］
加速器・放射線科学，プラズマ・核融合科学，量子物性科学，素粒子・
原子核物理学，非線形数理シミュレーション
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教育課程の編成及び実施に関する方針 （カリキュラム・ポリシー） 
博士前期課程 博士後期課程

修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた能力を
身に付け，専門的知識・応用力を修得するため，各専攻に授業科目
を系統的に履修できるように置くとともに，自らの専門領域に関連
する領域の授業科目も履修できるようにする。併せて，特別研究（研
究指導科目）を置き，研究課題に応じたその専門的な研究を通じて
自らの専門領域における基盤から先端までの専門的知識や技術を修
得する。
なお，各専攻の教育課程は以下のとおりである。

修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた能力を
身に付けるため，高度な専門的知識や応用力を修得するため，コー
スワーク科目として各専攻に特別講義を置き，自らの研究関連分野
の高度な知識を修得し，研究関連科目へのつながりを意識し，学位
論文作成に活かすことができるようにする。併せて，リサーチワー
クとして特別研究（研究指導科目）を置き，自らの専門分野におけ
る研究を通じて研究を自立して遂行する能力を修得する。
なお，各専攻の教育課程は以下のとおりである。

土木工学専攻�  ［工学］
土木工学に関する専門的知識・応用力を修得するため，土木構造学，
土木材料，土質力学，土木計画学，河海工学及び環境工学に関する
講義や演習による授業科目並びに特定の研究課題に基づき研究を行
う研究指導科目により教育課程を編成する。

土木工学専攻�  ［工学］
土木工学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，土木
構造学，土木材料，土質力学，土木計画学，河海工学及び環境工学
に関する特別講義及び研究指導科目により教育課程を編成する。

交通システム工学専攻�  ［工学］
交通システム工学に関する専門的知識・応用力を修得するため，交
通施設工学及び交通計画・交通工学に関する講義や演習による授業
科目並びに特定の研究課題に基づき研究を行う研究指導科目により
教育課程を編成する。

交通システム工学専攻�  ［工学］
交通システム工学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するた
め，交通施設工学及び交通計画・交通工学に関する特別講義及び研
究指導科目により教育課程を編成する。

建築学専攻�  ［工学］
建築学に関する専門的知識・応用力を修得するため，建築史，建築
計画，建築設計，都市計画，環境工学，建築材料学，建築構造学及
び防災工学に関する講義や演習による授業科目並びに特定の研究課
題に基づき研究を行う研究指導科目により教育課程を編成する。

建築学専攻�  ［工学］
建築学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，建築史，
建築計画，都市計画，環境工学，建築材料学，建築構造学及び防災
工学に関する特別講義及び研究指導科目により教育課程を編成す
る。

海洋建築工学専攻�  ［工学］
海洋建築工学に関する専門的知識・応用力を修得するため，海洋環
境工学，海洋建築構造工学及び海洋空間利用計画に関する講義や演
習による授業科目並びに特定の研究課題に基づき研究を行う研究指
導科目により教育課程を編成する。

海洋建築工学専攻�  ［工学］
海洋建築工学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，
海洋環境工学，海洋建築構造工学及び海洋空間利用計画に関する特
別講義及び研究指導科目により教育課程を編成する。

まちづくり工学専攻�  ［工学］
まちづくり工学に関する専門的知識・応用力を修得するため，都市・
地域マネジメント工学，環境・防災まちづくり工学，景観・観光ま
ちづくり工学及び健康・福祉まちづくり工学に関する講義や演習に
よる授業科目並びに特定の研究課題に基づき研究を行う研究指導科
目により教育課程を編成する。

まちづくり工学専攻�  ［工学］
まちづくり工学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，
都市・地域マネジメント工学，環境・防災まちづくり工学，景観・
観光まちづくり工学及び健康・福祉まちづくり工学に関する特別講
義及び研究指導科目により教育課程を編成する。

機械工学専攻�  ［工学］
機械工学に関する専門的知識・応用力を修得するため，弾塑性学，
熱工学，流体工学，工作法，熱機関，自動車工学，機械力学及び金
属材料に関する講義や演習による授業科目並びに特定の研究課題に
基づき研究を行う研究指導科目により教育課程を編成する。

機械工学専攻�  ［工学］
機械工学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，弾塑
性学，熱工学，流体工学，工作法，熱機関，自動車工学，機械力学
及び金属材料に関する特別講義及び研究指導科目により教育課程を
編成する。

精密機械工学専攻�  ［工学］
精密機械工学に関する専門的知識・応用力を修得するため，計測・
制御・人間工学，微小機械設計，微小機械プロセス・デバイス技術，
熱流体工学，機械加工学及び電子・機能性材料工学に関する講義や
演習による授業科目並びに特定の研究課題に基づき研究を行う研究
指導科目により教育課程を編成する。

精密機械工学専攻�  ［工学］
精密機械工学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，
計測・制御・人間工学，微小機械設計，微小機械プロセス・デバイ
ス技術，熱流体工学，機械加工学及び電子・機能性材料工学に関す
る特別講義及び研究指導科目により教育課程を編成する。

航空宇宙工学専攻�  ［工学］
航空宇宙工学に関する専門的知識・応用力を修得するため，流体工
学，燃焼・推進工学，材料・構造工学，誘導・制御工学，航空工学
及び宇宙工学に関する講義や演習による授業科目並びに特定の研究
課題に基づき研究を行う研究指導科目により教育課程を編成する。

航空宇宙工学専攻�  ［工学］
航空宇宙工学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，
流体工学，燃焼・推進工学，材料・構造工学，誘導・制御工学，航
空工学及び宇宙工学に関する特別講義及び研究指導科目により教育
課程を編成する。

電気工学専攻�  ［工学］
電気工学に関する専門的知識・応用力を修得するため，エネルギー・
制御，通信・情報・音響及び材料・エレクトロニクスに関する講義
や演習による授業科目並びに特定の研究課題に基づき研究を行う研
究指導科目により教育課程を編成する。

電気工学専攻�  ［工学］
電気工学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，エネ
ルギー・制御，通信・情報・音響及び材料・エレクトロニクスに関
する特別講義及び研究指導科目により教育課程を編成する。
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博士前期課程 博士後期課程
電子工学専攻�  ［工学］
電子工学に関する専門的知識・応用力を修得するため，回路・制御
工学，電子材料・デバイス工学，通信・光工学及び情報工学に関す
る講義や演習による授業科目並びに特定の研究課題に基づき研究を
行う研究指導科目により教育課程を編成する。

電子工学専攻�  ［工学］
電子工学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，回路・
制御工学，電子材料・デバイス工学，通信・光工学及び情報工学に
関する特別講義及び研究指導科目により教育課程を編成する。

情報科学専攻�  ［工学又は理学］
情報科学に関する専門的知識・応用力を修得するため，情報処理・
ソフトウェア工学，組込みシステム・システム工学，情報メディア・
ネットワーク及び離散数学・アルゴリズムに関する講義や演習によ
る授業科目並びに特定の研究課題に基づき研究を行う研究指導科目
により教育課程を編成する。

情報科学専攻�  ［工学又は理学］
情報科学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，情報
処理・ソフトウェア工学，組込みシステム・システム工学，情報メディ
ア・ネットワーク及び離散数学・アルゴリズムに関する特別講義及
び研究指導科目により教育課程を編成する。

物質応用化学専攻�  ［工学又は理学］
物質応用化学に関する専門的知識・応用力を修得するため，物質化
学，応用化学及び生命化学に関する講義や演習による授業科目並び
に特定の研究課題に基づき研究を行う研究指導科目により教育課程
を編成する。

物質応用化学専攻�  ［工学又は理学］
物質応用化学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，
物質化学，応用化学及び生命化学に関する特別講義及び研究指導科
目により教育課程を編成する。

物理学専攻�  ［理学］
物理学に関する専門的知識・応用力を修得するため，素粒子物理学，
宇宙物理学，計算物理学，統計物理学，物性物理学，超伝導，プラ
ズマ物理学，核融合，科学史，数理情報学，生物物理学及び量子ビー
ム科学に関する講義や演習による授業科目並びに特定の研究課題に
基づき研究を行う研究指導科目により教育課程を編成する。

物理学専攻�  ［理学］
物理学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，素粒子
物理学，宇宙物理学，計算物理学，統計物理学，物性物理学，超伝導，
プラズマ物理学，核融合，科学史，数理情報学，生物物理学及び量
子ビーム科学に関する特別講義及び研究指導科目により教育課程を
編成する。

数学専攻�  ［理学］
数学に関する専門的知識・応用力を修得するため，代数学，幾何学，
解析学，応用数学及び計算機科学に関する講義や演習による授業科
目並びに特定の研究課題に基づき研究を行う研究指導科目により教
育課程を編成する。

数学専攻�  ［理学］
数学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，代数学，
幾何学，解析学，応用数学及び計算機科学に関する特別講義及び研
究指導科目により教育課程を編成する。

地理学専攻�  ［理学］
地理学に関する専門的知識・応用力を修得するため，自然地理学，
人文地理学，地理情報科学及び地誌学に関する講義や演習による授
業科目並びに特定の研究課題に基づき研究を行う研究指導科目によ
り教育課程を編成する。

地理学専攻�  ［理学］
地理学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，自然地
理学，人文地理学，地理情報科学及び地誌学に関する特別講義及び
研究指導科目により教育課程を編成する。

量子理工学専攻�  ［理学又は工学］
量子理工学に関する専門的知識・応用力を修得するため，加速器・
放射線科学，プラズマ・核融合科学，量子物性科学，素粒子・原子
核物理学及び非線形数理シミュレーションに関する講義や演習によ
る授業科目並びに特定の研究課題に基づき研究を行う研究指導科目
により教育課程を編成する。

量子理工学専攻�  ［理学又は工学］
量子理工学に関する高度な専門的知識・応用力を修得するため，加
速器・放射線科学，プラズマ・核融合科学，量子物性科学，素粒子・
原子核物理学及び非線形数理シミュレーションに関する特別講義及
び研究指導科目により教育課程を編成する。
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理工学部・理工学研究科の沿革

明治 22 年 10 月　　日本法律学校設立　学祖　山田顕義（時の司法大臣）。
明治 36 年 8 月　　校則を改め日本大学と改称。
大正 9 年 4 月　　大学令による大学設立認可。
大正 9 年 6 月　　日本大学高等工学校（土木・建築各科）設置。
大正 10 年 4 月　　日本大学高等工学校に機械科設置。
昭和 3 年 4 月　　日本大学工学部（土木・建築・機械・電気各学科）を設置，同予科を開設。
昭和 4 年 3 月　　日本大学専門部工科（土木・建築・機械・電気各科）を設置。
昭和 13 年 3 月　　日本大学工学部，専門部工科，高等工学校に工業化学科設置。
昭和 22 年 3 月　　日本大学専門部工科を福島県郡山市に移転。
昭和 24 年 2 月　　学制改正による新制大学に改編設置移行。
昭和 26 年 4 月　　日本大学大学院工学研究科修士課程（建設・機械・電気・応用化学各専攻）を設置。
昭和 27 年 2 月　　日本大学工学部に薬学科，工業経営学科設置。
昭和 28 年 3 月　　日本大学大学院工学研究科博士課程（建設・機械・電気・有機応用化学各専攻）を設置。
昭和 32 年 4 月　　日本大学工学部工業経営学科を津田沼校舎に移転。
昭和 33 年 1 月　　日本大学工学部に物理学科を設置し，理工学部と名称変更。
昭和 34 年 1 月　　日本大学理工学部に数学科を設置。
昭和 36 年 7 月　　理工学部に交通工学科，精密機械工学科設置。
昭和 38 年 3 月　　大学院工学研究科修士 ･ 博士課程に物理学，数学，地理学各専攻を増設し，理工学研究科と名称変更。
昭和 48 年 3 月　　大学院理工学研究科修士 ･ 博士課程建設工学専攻を土木工学専攻と建築学専攻に分離，修士課程応用化学
　　　　　　　　　専攻と博士課程有機応用化学専攻を工業化学専攻と名称変更。
昭和 52 年 12 月　　理工学部に海洋建築工学科，航空宇宙工学科，電子工学科設置。
昭和 54 年 3 月　　大学院理工学研究科博士前期・後期課程に交通土木工学専攻，海洋建築工学専攻，精密機械工学専攻，
　　　　　　　　　航空宇宙工学専攻，電子工学専攻設置。
昭和 54 年 9 月　　理工学部交通工学科を交通土木工学科と名称変更。
昭和 58 年 9 月　　理工学部第二部（土木工学科，建築学科，機械工学科，電気工学科，工業化学科，数学科）廃止。
昭和 62 年 12 月　　日本大学薬学部（薬学科，生物薬学科）設置。
昭和 63 年 3 月　　理工学部薬学科募集停止。
平成 元 年 10 月　　日本大学創立 100 周年。
平成 2 年 6 月　　理工学部創設 70 周年。
平成 4 年 3 月　　日本大学大学院理工学研究科修士課程に不動産科学専攻，医療・福祉工学専攻，情報科学専攻，
　　　　　　　　　量子理工学専攻を設置。
平成 5 年 11 月　　理工学部薬学科廃止。
平成 6 年 3 月　　日本大学大学院理工学研究科博士後期課程に不動産科学専攻，医療・福祉工学専攻，情報科学専攻，
　　　　　　　　　量子理工学専攻を設置。
平成 8 年 4 月　　習志野校舎を船橋校舎と名称変更。
平成 11 年 4 月　　理工学部工業化学科を物質応用化学科と名称変更。
平成 13 年 4 月　　理工学部交通土木工学科を社会交通工学科，電子工学科を電子情報工学科と名称変更。
　　　　　　　　　大学院理工学研究科博士前期・後期課程交通土木工学専攻を社会交通工学専攻と名称変更。
平成 15 年 4 月　　大学院理工学研究科博士前期・後期課程工業化学専攻を物質応用化学専攻と名称変更。
平成 16 年 4 月　　日本大学理工学部科学技術史料センター（CSTMUSEUM）設立。
平成 22 年 6 月　　理工学部創設 90 周年。
平成 25 年 4 月　　理工学部にまちづくり工学科，応用情報工学科を設置。
　　　　　　　　　理工学部社会交通工学科を交通システム工学科，電子情報工学科を電子工学科と名称変更。
平成 29 年 4 月　　日本大学大学院理工学研究科修士課程にまちづくり工学専攻設置。
　　　　　　　　　大学院理工学研究科博士前期・後期課程社会交通工学専攻を交通システム工学専攻と名称変更。
　　　　　　　　　大学院理工学研究科博士前期・後期課程医療・福祉工学専攻募集停止。
平成 29 年 5 月　　大学院理工学研究科博士前期・後期課程医療・福祉工学専攻廃止。
平成 30 年 4 月　　大学院理工学研究科博士前期・後期課程不動産科学専攻募集停止。
　　　　　　　　　大学院理工学研究科博士前期・後期課程物質応用化学専攻募集停止。
　　　　　　　　　大学院理工学研究科博士前期・後期課程物質応用化学専攻を設置。※「工学」と「理学」を分野とする専攻
平成 31 年 4 月　　日本大学大学院理工学研究科博士後期課程にまちづくり工学専攻設置。
平成 31 年 5 月　　大学院理工学研究科博士前期・後期課程不動産科学専攻廃止。
令和 元 年 10 月　　日本大学創立 130 周年。
令和 2 年 5 月　　大学院理工学研究科博士前期・後期課程物質応用化学専攻廃止。
令和 2 年 6 月　　理工学部創設 100 周年。
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Ⅰ　履修要覧
1　修了要件等について
　【博士前期課程】
　　①　修了要件
　　　�　同課程に標準修業年限（２年）以上在学し，特別研究６単位を含めて 30 単位以上修得，必要な研究指導を受け，

更に修士論文の審査（建築学専攻に限り，特定の課題についての研究の成果の審査をもって修士論文の審査に
代えることができる）及び最終試験に合格しなければなりません。

　　②　在学年限
　　　　同課程は４年を超えて在学することはできません。
　【博士後期課程】
　　①　修了要件
　　　�　同課程に標準修業年限（３年）以上在学し，必修科目２単位及び特別研究８単位を修得，必要な研究指導を

受け，博士論文の審査及び最終試験に合格しなければなりません。
　　　�　標準修業年限を経過し，更に在籍を希望する場合は所定の修業年限超過在籍手続をしてください。
　　②　短縮修了
　　　�　同課程に１年以上在学し，「日本大学大学院理工学研究科博士後期課程博士論文審査に関する内規」第２条

第２項及び別表２に掲げる当該専攻が定めた研究業績を充足している場合は，特に優れた研究業績を上げた者
として，標準修業年限を短縮して修了する制度があります。詳細については教務課で確認してください。 

　　③　在学年限
　　　　同課程は６年を超えて在学することはできません。

2　履修について
　　①　履修方法・履修上の注意
　　　　所属する専攻の授業科目，履修方法等の詳細は，12 頁以降に記載されていますので，確認してください。
　　②　授業科目の履修
　　　�　履修計画を立てる際は，別掲の授業科目概要及びシラバス（授業計画）を参考にしてください。また，履修

に当たっては，次のことに注意してください。
　　　　⑴　所属専攻の授業科目を履修する場合
　　　　　�　入学年度の大学院要覧に記載された授業科目に限ります。カリキュラム改正により，授業時間割に入学

年度の大学院要覧に記載のない授業科目が設置された場合でも，旧授業科目への振替が認められる授業科
目以外は，単位が認められません。

　　　　⑵　共通教育科目を履修する場合
　　　　　��　所属する専攻によって，修了に必要な単位数への参入の可否が異なります。共通教育科目の授業科目概

要及び各専攻の表に記載の履修方法を必ず確認してください。
　　　　⑶　他専攻の授業科目を履修する場合
　　　　　�　博士前期課程は，入学年度の大学院要覧に記載された授業科目に限らず，当該年度の授業時間割に記載

された授業科目の履修を認めます。修得した単位は，10 単位（物質応用化学専攻は４単位）まで修了す
るために必要な単位数に算入することができます。

　　　　　�　博士後期課程は，該当専攻及び授業科目担当者の許可を得て，当該年度の授業時間割に記載された授業
科目を履修することができます。修得した単位は，総単位数に算入することができます。

　　③　履修手続
　　　�　履修を希望する授業科目については，「履修登録の手引き」に記載されている履修登録関係スケジュール及

びWeb 履修登録システム～操作マニュアル～に従って，Web（学生情報紹介システム）により定められた期
間中に登録することが必要です。履修登録していない科目は採点されず，単位が修得できません。

　　　�　履修手続は所定の期間内に行う必要があり，期間経過後の対応はできません。
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　　　�　また，登録内容修正期間とは別に，前学期及び後学期に履修の中止のみを受付ける期間を設定し，履修登録
はしたが単位の修得が難しいと思われる科目について，本人の手続により履修中止を認めます。ただし，履修
中止の手続を行った科目は，いかなる理由があっても，その学期において履修を復活することはできません。

　　④　博士後期課程学生の博士前期課程授業科目の履修
　　　�　博士前期課程の授業科目の履修を希望する者は，授業科目担当教員の許可を得て履修することができます。

手続方法等の詳細については教務課で確認してください。
　　⑤　相互履修
　　　�　他研究科が相互履修科目として開放している授業科目のうち，本研究科が認める科目を履修することができ

ます。履修方法については，教務課で確認してください。
　　⑥　「首都大学院コンソーシアム」について
　　　�　加盟大学大学院で開講している授業科目を協定聴講生として履修することができます。手続方法等の詳細に

ついては教務課で確認してください。

3　GPA（Grade Point Average）制度による成績評価
　　　国際的な成績評価制度のGPA（Grade Point Average）制度（以下GPA制度）を導入しています。
　�　�　GPA制度とは，授業科目ごとの成績評価を 5段階（S・A・B・C・D）で評価し，それぞれに対して 4・3・2・

1・0 の係数（グレード・ポイント：GP）を付与し，この単位あたりの平均値を出して，その一定水準を修了の
要件とする制度です。ただし，大学院理工学研究科では修了の要件とはせずに，参考成績として使用します。

　　１　成績評価基準
　　　　GPA制度による成績評価及び成績表・成績証明書等に記載される表示は，次表のとおりです。

素　点 評　価 係　数 内　　　　容 成績表示

判

定

合　格

100 ～ 90 点 S 4 特に優れた成績を示したもの S

89 ～ 80 点 A 3 優れた成績を示したもの A

79 ～ 70 点 B 2 妥当と認められたもの B

69 ～ 60 点 C 1 合格と認められるための成績を示したもの C

不合格 59 点 以 下 D 0 合格と認められるに足る成績を示さなかったもの －

無
判
定

－ E 0 履修登録をしたが成績を示さなかったもの －

－ P － 履修登録後，所定の中止手続きを取ったもの －

－ N － 修得単位として認定になったもの N

　　　　※�　成績評価は成績表の素点から導き出されますが，履修登録はしたが成績を示さなかった場合，成績表に
素点は記載されず，成績評価はEとなり，該当する係数は 0となります。

　　　　※�　成績証明書には合格した授業科目の成績（S，A，B及び C）及び認定科目（N）のみを表示します。

　　２　GPA算出方法
　　　　①　�GPAは次の計算式に基づいて算出し，小数点以下第 3位を四捨五入し，小数点以下第 2位までを有効

とします。
　　　　　　なお，P（履修中止），N（認定科目）はGPAに算入しません。

　　　　　　　　　　（４× Sの修得単位数）＋（３×Aの修得単位数）＋（２×Bの修得単位数）＋（１×Cの修得単位数）
　　　　　　GPA＝ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総履修単位数（D，Eの単位数も含める）

　　　　②　算出の対象科目は，修了に必要な単位に含めることができる授業科目となります。
　　　　　　算出対象科目：大学院理工学研究科設置科目及び相互履修科目
　　　　③�　GPAは，当該年度の学期及び年間並びに入学時からの累積を算出します。成績証明書には累積のGPA
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だけが記載されます。
　　　　④　通年科目は，学期のGPA算出の際には後学期のGPAに算入します。
　　　　⑤�　不合格科目を再履修した場合，累積のGPA算出の際には最後の履修による成績及び単位数のみを算入

するものとし，以前の成績及び単位数は算入しません。ただし，学期及び年間のGPAには算入します。
　　　　⑥�　GPA制度は，履修登録を行った科目が対象になりますが，正規の手続により履修中止した科目はGPA

に算入されず，成績証明書等にも表示されません。履修を放棄する場合，この手続をしないと不合格（D
評価）あるいは履修放棄（E評価）となりGPAが下がることとなります。



共通教育科目（各専攻共通）
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4　授業科目，履修方法，履修モデル及び授業科目概要

共通教育科目（各専攻共通）

【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

English for Academics 2 2 各専攻の履修方法を確認すること。

Academic Writing & Presenting 2 2

アントレプレナーシップ 2 2

授業科目概要

English for Academics　　2 単位
English for Academics
　このコースの主な目的は，理工系の大学院生に必要な英語能力を向上させることである。具体的には，１）基本的
な英会話，アカデミックな英会話，学会等で海外に行った際に必要な英会話，２）理工系の研究者が必要とするリー
ディング，ライティング，プレゼンテーションなどのスキル，に焦点をあてる。本コースは，研究を始めたばかりの
M1 の学生や，より高度な英語能力を身に着けたい学生に推奨する。なお，受講学生のニーズや関心によって，授業
の内容は多少変更する場合がある。
　The main goal for this course is for graduate students to improve their conversational and professional English 
skills. The main focuses will be on  1 ) basic conversation, academic conversation, and research conversation, 
and  2 ) on skills researchers need such as reading, writing, and presenting. This course is recommended for M1 
students who have just started their research and anyone who wants to build their skills. Content taught in the 
course may vary due to the students' needs and interests.

Academic Writing & Presenting　　2 単位
Academic Writing & Presenting
　このコースの主な目的は，課題解決型の学習を通じて，受講生が学会発表や論文執筆を英語で行う力を身に着ける
ことである。具体的には，発表原稿や論文の書き方，プレゼンテーションスキルなどに焦点をあてる。本コースは，
すでに発表予定，もしくは執筆予定の研究プロジェクトがある学生に特に推奨する。なお，受講生のニーズや関心に
よって，授業の内容は多少変更する場合がある。
　This course is product oriented/product-based. The main goal is for graduate students to complete a research 
paper for potential publication, a research presentation for a conference, or both. Aspects of research writing, 
editing, and presenting will be the main focus. This course is recommended for students who have research 
projects that they are ready to write or present about. Content taught in the course may vary due to the 
students' needs and interests.

アントレプレナーシップ　　2 単位
Entrepreneurship
　研究者・技術者のための理系的発想を活かしたキャリアのつくり方を学び，研究からの価値創出を社会実装へ展開
するアントレプレナーシップを修得する。著名な実務家の講義を中心に，知財・資金調達・チーム形成・MVP・マー
ケティング・グローバル展開等を扱い，ピッチ・ビジネスコンテストで発信力を高める。
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土木工学専攻

【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中，必修科目２単位，A 群から２
単位以上及び B 群から８単位以上を含め 14 単位以上は左記の授
業科目から修得しなければならない。
また，「共通教育科目」については修了に必要な単位数に算入し
ない。

土木工学基礎特論 2 2

（A 群）

　公共政策特論 2 2 ⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

このうちから，２単位以上を修得しなければならない。　設計事業特論 2 2

　建設事業特論 2 2

（B 群）

　計算力学演習Ⅰ 1 1 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，８単位以上を修得しなければならない。

　計算力学演習Ⅱ 1 1

　固体の有限要素法演習 1 1

　地震応答解析演習 1 1

　地震応答解析法 2 2

　耐震設計法 2 2

　固体の連続体力学と有限要素法 2 2

　コンクリート材料の特性 2 2

　土質力学特論 2 2

　土質動力学特論 2 2

　土木計画数理特論 2 2

　都市計画特論 2 2

　都市交通計画特論 2 2

　水理学・流体力学演習 1 1

　応用水理学演習 1 1

　基礎水理学特論 2 2

　水理学特論 2 2

　河川水理学特論 2 2

　海岸流体力学特論 2 2

　環境解析学特論 2 2

　環境反応学特論 2 2

風工学特論 2 2

構造同定と振動制御 2 2

構造メンテナンス工学 2 2

コンクリート構造の設計検証と維持管理 2 2

構造デザイン論 2 2

コンクリートの耐久性と維持管理マネジメント 2 2
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授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

ジオシンセティックス材料 2 2

地盤防災特論 2 2

地盤工学特論 2 2

土木地質学特論 2 2

社会資本制度特論 2 2

インフラ整備政策特論 2 2

交通プロジェクト評価特論 2 2

港湾・空港政策特論 2 2

海岸・港湾工学特論 2 2

環境技術・低炭素事業論 2 2

水環境学特論 2 2

空間情報工学特論 2 2

土木工学特別演習 2 2

土木構造学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。

土質力学特別研究 6 6

土木計画学特別研究 6 6

河海工学特別研究 6 6

環境工学特別研究 6 6

土木材料特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

土木工学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

土木構造学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

土質力学特別研究 8 8

土木計画学特別研究 8 8
このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。

河海工学特別研究 8 8

環境工学特別研究 8 8

土木材料特別研究 8 8

学位論文
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土木工学専攻 土木工学専攻土木工学専攻

授業科目概要

土木工学専攻
Civil Engineering Major

【博士前期課程】

土木工学基礎特論　　2 単位
Fundamentals of Civil Engineering
　土木工学における各分野を対象に，数学・物理・化学などの工学基礎の応用事例を学び，各学問領域の学理の一端
に触れる。この科目では，各分野の学問と工学基礎との関連性の一部を学ぶ。これによって，諸科学が探求する問い
と考察に基づき，工学的な諸問題に対応できるような技術者・研究者となるための素養を磨くことを目指す。 

公共政策特論　　2 単位
Public Policy
　社会資本整備に関連する計画，公物管理法・事業法体系，予算，組織などの制度や歴史的変遷などについて幅広い
知識を習得する。また，国土交通省の政策担当官等から近年の重点政策の講義を通して現実の公共政策の動向につい
て論じる。

設計事業特論　　2 単位
Design Project
　国内外のインフラプロジェクトの事業企画・構想から設計に至るまでの各プロセスで必要となる幅広い知識を習得
する。具体的には，設計業務や入札方法，設計事業企画では，最新の土木デザイン，まちづくり，SDGs，PFI 事業
などの事業手法と実践と海外での設計事業の契約や実践などの一連のプロジェクトの流れを講義する。

建設事業特論　　2 単位
Construction Project
　建設市場や建設産業の特性を理解したうえで，インフラプロジェクトの構想から実現に至るまでの各プロセスで必
要となる幅広い知識を習得する。具体的には，事前調査や評価，資金調達やキャシュー・フロー分析などのファイナ
ンス手法，施工管理などのコンストラクションマネジメント，調達・契約マネジメント，アセットマネジメントの理
論と実践を講義する。

計算力学演習Ⅰ　　1 単位
Computational Mechanics Ⅰ
　理工学の分野で取り扱われる基本的な物理現象を，有限要素法を中心とする数値解析手法でシミュレーションする
方法から CAD と直結する最新の方法まで，その理論，技法を講義し，コンピュータを活用した計算力学の基礎を習
得する。コンピュータを用い，実際に解析の演習も実施する。

計算力学演習Ⅱ　　1 単位
Computational Mechanics Ⅱ
　計算力学演習 I に引き続き，物理現象の有限要素解析・コンピュータシミュレーションについて，コンピュータを
用いた演習を中心とするより実際的な学習を行う。計算力学演習 I を同時に履修することを前提とする。

固体の有限要素法演習　　1 単位
Excersise of Finite Element Analysis for Solids
　連続体理論等から導かれる，固体の運動方程式の解法は，構造物等の地震時の安全性の評価など，それらの保守・
設計に重要である。ここでは，固体の運動方程式を対象とした有限要素法の実装について説明し，その演習を行う。
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地震応答解析演習　　1 単位
Excersise of Earthquake Response Analysis
　地震応答解析法の後を受け，より具体的，個別的に解析法について説明し，実習を行う。

地震応答解析法　　2 単位
Earthquake Response Analysis
　構造物の耐震設計に関わる基礎理論として，地震現象，地盤震動および構造物の地震時応答を扱う。構造物の地震
時応答は数値的に推定されるが，時々刻々の応答は設計に直接には使用できず，個々の応答を集約して設計に反映さ
せなければならない。線形ランダム解析を通じて耐震設計の骨組みを示す。例題を提示して簡単な演習を併せて行う。

耐震設計法　　2 単位
Seismic design method
　耐震設計で必要な不確定な地震動や地盤の評価，ハード面とソフト面の対策，地震時挙動の本質的を理解したアレ
ンジ，プロジェクトマネジメント等について解説する。

固体の連続体力学と有限要素法　　2 単位
Continuum Mechanics and Finite Element Analysis
　個体や流体等を，統一的に扱う連続体力学は，現在のコンピュータによる構造物，地盤，流体等の解析の基盤となっ
ている。ここでは，応力・歪みの概念の表現，連続体の一般的支配方程式，構成式について説明し，その数値解法で
ある有限要素法の基礎理論について述べる。

コンクリート材料の特性　　2 単位
Characteristics of Concrete Materials
　コンクリートを主とする土木材料を対象とする。セメント・混和材料・骨材等の化学的・物理的特性，性能規定型
設計への適用と材料規格，コンクリートの製造・施工・養生工程での品質管理について解説する。

土質力学特論　　2 単位
Soil Mechanics
　土質力学の重要な基礎概念のうち，特に応力とせん断および変形に関する徹底理解と各基礎概念の相互関連性を理
解し，地盤の諸現象に対する具体的，総合的な理解力を養う。

土質動力学特論　　2 単位
Behavior of Ground and Earth Structure under Cyclic Loading
　地盤や土構造物の地震や交通荷重・機械荷重等の動的荷重に対する応答を解析するための理論的解明の方法の理解
を図る。さらに，それらの解析手法により得られた実際の地盤や土構造物の解析事例から得られる土構造物や地盤の
応答特性についての知見を例示する。

土木計画数理特論　　2 単位
Multivariable Analysis and Mathematical Programming
　土木計画における計画量の数量化，最適化の手法や意思決定の問題等について解説する。

都市計画特論　　2 単位
City Planning
　わが国が抱える国土・地域・都市の課題を総括し法制度を講義した上で，国土・地域・都市の計画を立案する上で
基本となる客観的根拠からのアプローチし，関連する統計の分析をも行いながら，議論を展開する。

都市交通計画特論　　2 単位
Urban Transportation Planning
　都市（土地利用）と交通は相互に作用して影響を及ぼし合っていることを理解した上で，地区交通計画，都市交通
施設計画を中心に考え方や理論を最新の動向を交えて論ずる。
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水理学・流体力学演習　　1 単位
Hydraulics and Fluid Mechanics
　流れの基礎方程式について学び，管路流・開水路流への応用について演習する。

応用水理学演習　　1 単位
Applied Hydraulic Pratice
　実在流体のエネルギー方程式からみた平均流と変動流の役割，学部で学んだ実在流体に適用した Bernoulli の定理
の位置づけ，跳水部および壁面噴流の流速の相似性について演習する

基礎水理学特論　　2 単位
Fundamental Hydraulics
　実在流体の支配方程式（運動方程式，運動量方程式）に基づいて様々な実現象の考察が可能となる能力が取得でき
るように根底基礎から理解を深める。

水理学特論　　2 単位
Hydraulics
　河川工学，環境防災工学（砂防工学など），ダム工学，河川環境工学における水理学的問題を解明するための方法
を学ぶ。

河川水理学特論　　2 単位
River Engineering Hydraulics
　河川整備（計画・設計・施工）に必要な工学的な判断能力が身に付くように，流水抵抗，掃流力，浮遊砂などの取
り扱いの課題と改善に必要な視点を学ぶ。

海岸流体力学特論　　2 単位
Coastal Hydrodynamics
　海岸における波と流れについて流体力学の観点から講義を行う。ベクトル解析や線積分の手法を用いて沿岸の流れ
や波の伝播の流体力学的理解を深める。

環境解析学特論　　2 単位
Environmental Analysis
　コンクリートの塩害や水中への酸素の溶解などに代表される拡散現象を中心に物質移動現象の理解とその工学的な
利用方法を学習する。

環境反応学特論　　2 単位
Environmental Reaction
　環境浄化に寄与する反応槽理論および数理モデルを理解し，その工学的な利用方法を学習する。

風工学特論　　2 単位
Wind Engineering
　風が私たちの社会システムや施設・構造物に及ぼす作用とそれに対するエンジニアリングに関して講述する。取り
扱う内容 : 風の性質，構造物に対する風の作用，耐風構造，風洞実験と数値シミュレーション，風災害，風力エネルギー
など。

構造同定と振動制御　　2 単位
Structure Identification and Vibratory Control
　近代の技術は実験・観測とその数値シミュレーションにより加速度的に進展してきた。数値シミュレーションに関
しては理論と表裏の関係にあって多く論じられているが，実験や観測に関しては系統的なアプローチが一般的に困難
である。この講義では動的現象を対象として，観測された挙動から対象系の特性を推察するために必要な基礎的知識
について論述する。振動論とプログラミング言語に関する基礎的な知識を有していることを前提とする。
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構造メンテナンス工学　　2 単位
Structural Maintenance Engineering
　鋼構造物の疲労と破壊の制御について，損傷の事例研究，破壊力学によるアプローチ，疲労設計，既設構造物の点
検・診断，補修補強設計などについて講じる。

コンクリート構造の設計検証と維持管理　　2 単位
Design Verification and Mentenance for Concrete Structure
　コンクリート構造物の設計や照査を行うにあたり必要とされる知識の習得を目的とする。構造物の要求性能（安全
性，使用性，復旧性など），それに対応した限界状態と照査方法の現状に関して説明する。また，照査方法の背景にある，
ひび割れ，変位・変形，損傷，疲労および破壊などのコンクリート構造物の基本的な力学的挙動を説明し，照査方法
との関係に関しても説明する。

構造デザイン論　　2 単位
Conceptual Design 
　欧州の構造設計家の設計の概念から，美しき機能的な構造物としてデザインする考え方を学び，デザイン論として
議論する。構造物の計画の段階からの動線計画や，必要な部材の形状を整え，構造と造形を融合させながらデザイン
する事を学ぶ。デザイン対象として，鋼構造， RC 構造物，プレストレスコンクリート構造物他，複合構造，融合構
造などを対象とする。

コンクリートの耐久性と維持管理マネジメント　　2 単位
Concrete Durability and Maintenance Management
　土木構造用コンクリートに関する材料の特性，フレッシュ時の性質，硬化後の力学的・化学的特性を踏まえて，コ
ンクリート構造物の耐久性を考慮した設計施工，維持管理について解説する。

ジオシンセティックス材料　　2 単位
Geosnythetics Materials
　近年，新たな土木材料として石油化学原料から成る「ジオシンセティックス」が多くの土木工事現場で活用されて
いる。最近のジオシンセティックスは，その機能も使用方法も多様化している。本講義では多種類のジオシンセティッ
クスが使用される廃棄物処分場を例にして，その機能や設計手法等を解説する。

地盤工学特論　　2 単位
Geotechnical Engineering
　「地盤工学」の知識をベースに，土質及び基礎工学に関する設計及び施工のポイントについて理解を深める。後半
は英文の文献を読む力身につける。

地盤防災特論　　2 単位
Geohazard Engineering
　地盤に関する災害にスポットを当て，発生メカニズム及びその対策について理解を深める。

土木地質学特論　　2 単位
Engineering Geology
　理学（地質学）と工学（地盤工学）は，人為的に設けられた学問の枠組みに過ぎず，生活環境を深く理解するには，
両方の視点が不可欠である。本講義では，都市の地盤災害を題材に，それらをもたらした歴史風土並びに近現代の社
会・経済史も含め，学際的に人々の暮らしと環境を見る訓練を行う。また，その実習として，野外巡検を数回行う予
定である。

社会資本制度特論　　2 単位
Infrastructure Planning and Subsidy System
　社会資本の整備や管理に関わる制度・政策について，基本的な考え方，最近の動向，今後の課題等を講義する。
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インフラ整備政策特論　　2 単位
Infrastructure Development Policy
　インフラ整備の効果分析を中心に，その政策について学習する。具体的には，効果の定義と分類，便益の計測；ミ
クロ経済学と均衡分析，マーシャルの消費者余剰と便益の計測，補償変分，等価変分による便益の計測，利用者便益
の推定；旅行時間節約便益，走行費用減少便益，交通事故減少，環境質への影響による便益の計測，費用の算定；費
用便益分析，ケーススタディー，総合評価について解説する。また，インフラ整備プロジェクトの事例に基づいて討
議を行う。

交通プロジェクト評価特論　　2 単位
Transportation Project Evaluation
　交通施設整備などのプロジェクトの計画から実施までの過程について概要を学習する。また，プロジェクトの実
施が地域に与える影響を推計する方法として産業連関分析と一般応用均衡分の理論を学習すると同時に，これらを
EXCEL 及び GAMS（General Algebraic Modeling System）を用いてモデル化し，実際の事例を用いて計算を行う
ことで，プロジェクトを分析し，評価する方法を学習する。

港湾・空港政策特論　　2 単位
Special Lecture on Policy for Harbor and Airport
　これからの土木技術者として活躍する素養を持つために，港湾と空港に関する国土交通省他の資料等による講義，
横浜港，羽田空港および港湾空港技術研究所の視察を通じて，その歴史的変遷，現在の課題と将来展望を学び，自ら
も政策提案を試みることによることにより，土木技術者としての意識の高揚を図る。

海岸・港湾工学特論　　2 単位
Coastal and Port Engineering
　海岸は，背後地を高波から防護するほか，生物には生息場を，人々には憩いの場を提供する貴重な空間である。一方，
港湾は，輸出流貨物量の 99.7% を取り扱っており，物流の重要な拠点となっている。本講義では，海岸での波・流れ・
地形変化，沿岸災害，港湾施設の配置・設計などを講述する。

環境技術・低炭素事業論　　2 単位
Environmental Technology and Low Carbon Project
　最新の環境改善技術及び低炭素事業に関する事例を学ぶことで，環境保全に寄与する工学的考え方を身につける。

水環境学特論　　2 単位
Water Environment
　環境工学分野における基礎的知識を踏まえて，流域・水環境管理，水質汚濁問題，廃水処理，下水道システムにつ
いて幅広い視点から理解を深める。

空間情報工学特論　　2 単位
Spatial Information Engineering
　土木工学における空間情報の利用・処理について，衛星リモートセンシング，地理情報システム，GNSS 等を対象
に講義・演習を行い理解を深める。

土木工学特別演習　　2 単位
SpeciaIl Seminar on Civil Engineering
　院生それぞれの専門分野が関係するプロジェクトに対する設計や演習を行う。

土木構造学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Structural Mechanics
　各自が受講している土木構造学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この
成果を学内の学術講演会等や学外の学会にて発表し，修士論文として取りまとめる。
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土質力学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Geotechnical Engineering
　各自が受講している土質力学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を学内の学術講演会等や学外の学会にて発表し，修士論文として取りまとめる。

土木計画学特別研究　　6 単位
Graduate Research on City Planning and Surveying
　各自が受講している土木計画学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この
成果を学内の学術講演会等や学外の学会にて発表し，修士論文として取りまとめる。

河海工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Hydraulic and Coastal Engineering
　各自が受講している河海工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を学内の学術講演会等や学外の学会にて発表し，修士論文として取りまとめる。

環境工学特別研究　　6 単位 
Graduate Research on Environmental Engineering
　各自が受講している環境工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を学内の学術講演会等や学外の学会にて発表し，修士論文として取りまとめる。

土木材料特別研究　　6 単位 
Graduate Research on Construction Materials
　各自が受講している土木材料特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を学内の学術講演会等や学外の学会にて発表し，修士論文として取りまとめる。

【博士後期課程】

土木工学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Civil Engineering
　博士後期課程・特別研究の指導教員を中心とした複数の講師による研究テーマに関する分野の特別講義とし，オム
ニバス形式で複数名の教員で行う。
　A special lecture on the original theme of each student, is given in an omnibus style by multiple instructors, 
mainly the faculty members guiding the Doctoral Program.

土木構造学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Structural Mechanics
　各自が受講している土木構造学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博士
論文として取りまとめる。
　Students conduct research on their respective themes under the guidance of the faculty member in charge of 
the Graduate Research on Structual Mechanics and compile the Doctoral Dissertations.

土質力学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Geotechnical Engineering
　各自が受講している土質力学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博士論
文として取りまとめる。
　Students conduct research on their respective themes under the guidance of the faculty member in charge of 
the Graduate Research on Geotechnical Engineering and compile the Doctoral Dissertations.
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土木計画学特別研究　　8 単位
Graduate Research on City Planning and Surveying
　各自が受講している土木計画学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博士
論文として取りまとめる。
　Students conduct research on their respective themes under the guidance of the faculty member in charge of 
the Graduate Research on City Planning and Surveying and compile the Doctoral Dissertations.

河海工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Hydraulic and Coastal Engineering
　各自が受講している河海工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博士論
文として取りまとめる。
　Students conduct research on their respective themes under the guidance of the faculty member in charge of 
the Graduate Research on Hydraulic and Coastal Engineering and compile the Doctoral Dissertations.

環境工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Environmental Engineering
　各自が受講している環境工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博士論
文として取りまとめる。
　Students conduct research on their respective themes under the guidance of the faculty member in charge of 
the Graduate Research on Environmental Engineering and compile the Doctoral Dissertations.

土木材料特別研究　　8 単位
Graduate Research on Construction Materials
　各自が受講している土木材料特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博士論
文として取りまとめる。
　Students conduct research on their respective themes under the guidance of the faculty member in charge of 
the Graduate Research on Construction Materials and compile the Doctoral Dissertations.
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【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中，各領域から必修科目２単位を含
め６単位以上，演習１又は演習２のいずれか２単位を修得しなけ
ればならない。
また，アントレプレナーシップについては修了に必要な単位数に
算入しない。

（交通システム施設工学領域）

　エンジニアリング基礎特論 2 2 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

必修科目２単位を含め６単位以上を修得しなければならない。

　構造工学特論 2 2

　交通地盤工学特論 2 2

　コンクリート工学特論 2 2

　交通施設メンテナンス工学特論 2 2

　エンジニアリングセンシング技術特論 2 2

（交通システム計画・工学領域）

　インフラ整備政策特論 2 2 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

必修科目２単位を含め６単位以上を修得しなければならない。

　交通プロジェクト評価特論 2 2

　交通システム政策特論 2 2

　Transportation Systems Analysis and Planning 2 2

　交通流理論 2 2

　交通システム工学特論 2 2

　都市交通計画特論 2 2

　空間情報システム工学特論 2 2

　社会環境通論 2 2

　交通環境工学特論 2 2

　データ処理プロファイリング特論 2 2

　交通システム計画・工学特論 2 2

交通システム施設工学演習 A 1 1 ⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

演習１
交通システム施設工学演習 B 1 1

交通システム計画・工学演習 A 1 1 ⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

演習２
交通システム計画・工学演習 B 1 1

交通システム施設工学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。
交通システム計画 ･ 工学特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

交通システム工学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

交通システム施設工学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。
交通システム計画 ･ 工学特別研究 8 8

学位論文
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授業科目概要

交通システム工学専攻
Transportation Systems Engineering Major

【博士前期課程】

エンジニアリング基礎特論　　2 単位
Fundamentals of Mechanics for Engineering Science
　道路・鉄道などの交通インフラに関連する調査計画，設計施工，維持修繕および管理運用といった一連の交通シス
テムの流れの中で，これらの分野と大きく関わる “ 地盤と構造物 ” を中心に，その本質を論理的に学ぶ。具体的には，
代表的な建設材料である鋼，コンクリート，土，アスファルトの物性と力学的性質の関係を最新の知見に基づき論じ
る。加えて，地盤環境問題の特性と評価についても言及し，理解を深める。
　In the flow of a series of transportation systems such as survey planning, design and construction, maintenance 
and repair, and management and operation related to transportation infrastructure such as roads and railways, 
students logically learn the essence of "ground and structures" which are closely related to these fields. Specifically, 
the relationship between the physical properties and mechanical properties of representative construction 
materials such as steel, concrete, soil, and asphalt will be discussed based on the latest knowledge. In addition, the 
characteristics and evaluation of geo-environmental issues will be mentioned to deepen understanding.

構造工学特論　　2 単位
Structural Engineering
　構造工学の専門家は構造デザインと構造解析に対して責任を持つと同時に，梁，柱等の構造物を構成する個々の要
素を設計できるとともに，橋梁，道路，トンネルを設計する能力を備えておくことが必要である。構造の歴史と技術
の進歩，耐震設計の変遷をベースに交通施設の構造設計について学習する。
　Structural engineering experts are responsible for structural design and structural analysis, and at the same 
time, they need to be able to design individual elements that make up structures such as beams and columns, 
as well as have the ability to design bridges, roads, and tunnels. Students will learn about the structural design 
of transportation facilities based on the history of structures, technological progress, and changes in earthquake-
resistant design.

交通地盤工学特論　　2 単位
Transportation Geotechnical Engineering
　動的荷重，特に周期的変動荷重を対象として，地盤動力学の基礎的事項を学習し，その応用事例を通じて技術の実
際を学習する。具体的には，地盤動力学の分類と定義，土の線形・非線形変形特性，動的強度と疲労特性，振動およ
び繰返し試験・調査法，振動締固め，動的支持力，動土圧，地盤の液状化現象，交通荷重下における地盤の挙動につ
いて論ずる。
　Students will learn the basic matters of ground dynamics targeting dynamic loads, especially periodic 
fluctuating loads, and learn the practice of technology through its application examples. Specifically, it discusses 
the classification and definition of ground dynamics, linear and nonlinear deformation characteristics of soil, 
dynamic strength and fatigue characteristics, vibration and cyclic testing/investigation methods, vibration 
compaction, dynamic bearing capacity, dynamic earth pressure, ground liquefaction phenomenon, and soil behavior 
under traffic loads.

コンクリート工学特論　　2 単位
Concrete Engineering
　プレストレストコンクリート（PC）を対象として，原理と構造特性並びに構造設計に必要な材料の性質や基礎理
論を学習する。具体的には，PC の基本概念，PC の限界状態設計法，PC 用材料，プレストレスの導入と損失，曲げ
挙動の解析と設計，せん断挙動の解析と設計，局部応力と設計について，論ずる。
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　Targeting prestressed concrete (PC), students will learn the principles, structural characteristics, material 
properties, and basic theories necessary for structural design. Specifically, it discusses the basic concept of PC, 
limit state design method for PC, materials for PC, introduction and loss of prestress, analysis and design of 
bending behavior, analysis and design of shear behavior, and local stress and design.

交通施設メンテナンス工学特論　　2 単位
Transportation Facilities Maintenance Engineering
　我が国の道路を始めとする交通施設は，建設後 50 年を超えるものが急増しており，これら施設の長寿命化のため
のメンテナンスが大きな課題となっている。本講義では，交通施設の現状，交通施設の点検の現状と点検方法，交通
施設の補修方法，今後の交通施設の予防保全型補修のあり方，点検支援技術の開発について講義を行う。
　Transportation facilities in Japan, including roads, are rapidly increasing in number to those that have been 
built for more than 50 years, and maintenance for extending the life of these facilities has become a major issue. In 
this lecture, lectures will be given on the current status of transportation facilities, the current status and methods 
of inspection of transportation facilities, repair methods for transportation facilities, the future of preventive 
maintenance-type repair of transportation facilities, and the development of inspection support technology.

エンジニアリングセンシング技術特論　　2 単位
Engineering Sensing Technology
　交通施設整備や交通調査の実務で用いられる主要なセンシング技術を対象として，原理とシステム構成を学習し，
実験・実習を通じて技術の実際を学ぶ。道路空間計測で使用されるレーザスキャナの機構と取得される点群データの
処理，地盤環境モニタリングの機構とプロファイリング処理，交通調査で使用されるセンサの利用法を学ぶ。
　Targeting major sensing technologies used in the practice of transportation facility improvement and 
transportation surveys, students will learn the principles and system configurations, and learn the practice of 
technology through experiments and practical training. Students will learn the mechanism of laser scanners 
used in road space measurement and the processing of acquired point cloud data, the mechanism of ground 
environment monitoring and profiling processing, and how to use sensors used in traffic surveys.

インフラ整備政策特論　　2 単位
Infrastructure Development Policy
　インフラ整備の効果分析を中心に，その政策について学習する。具体的には，効果の定義と分類，便益の計測；ミ
クロ経済学と均衡分析，マーシャルの消費者余剰と便益の計測，補償変分，等価変分による便益の計測，利用者便益
の推定，旅行時間節約便益，走行費用減少便益，交通事故減少，環境質への影響による便益の計測，費用の算定，費
用便益分析，ケーススタディー，総合評価について解説する。また，インフラ整備プロジェクトの事例に基づいて討
議を行う。
　Students will learn about the policy, focusing on the effect analysis of infrastructure development. Specifically, 
it explains the definition and classification of effects, measurement of benefits: microeconomics and equilibrium 
analysis, measurement of benefits by Marshall's consumer surplus, measurement of benefits by compensating 
variation and equivalent variation, estimation of user benefits, benefits of saving travel time, benefits of reducing 
running costs, reduction of traffic accidents, measurement of benefits due to impact on environmental quality, 
calculation of costs, cost-benefit analysis, case studies, and comprehensive evaluation. Discussions will also be held 
based on case studies of infrastructure development projects.

交通プロジェクト評価特論　　2 単位
Transportation Project Evaluation
　交通施設整備などのプロジェクトの計画から実施までの過程について概要を学習する。また，プロジェクトの実
施が地域に与える影響を推計する方法として産業連関分析と一般応用均衡分の理論を学習すると同時に，これらを
EXCEL を用いてモデル化し，実際の事例を用いて計算を行うことで，プロジェクトを分析し，評価する方法を学習
する。
　Students will learn an overview of the process from planning to implementation of projects such as 
transportation facility development. In addition, students will learn the theories of input-output analysis and 
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general applied equilibrium as a method for estimating the impact of project implementation on the region, and at 
the same time, model these using EXCEL and perform calculations using actual cases to learn how to analyze and 
evaluate projects.

交通システム政策特論　　2 単位
Transportation Systems Policy
　交通サービス特性や交通政策について理解を深めることを学習目標として，交通経済学や交通政策学，交通産業論
などの理論（交通市場，交通費用，交通需要，価格形成，生産性など）と実証分析について学習する。
　With the learning goal of deepening understanding of transportation service characteristics and transportation 
policies, students will learn about theories (transportation market, transportation cost, transportation demand, 
price formation, productivity, etc.) and empirical analysis such as transportation economics, transportation policy 
science, and transportation industry theory.

Transportation Systems Analysis and Planning　　2 単位
Transportation Systems Analysis and Planning
　Introduces transportation demand analysis for transportation planning. Topics covered include person trip 
survey, trip generation models, trip distribution models, discrete choics analysis, and user equilibrium assignment 
models. The main objective of this course is to give fundamental knowledge and techniques on transportation 
demand analysis.

交通流理論　　2 単位
Trafic Flow Theory
　交通工学の基礎的専門分野である交通流理論について，国内外の研究を踏まえながら種々の内容について体系的に
講義を行う。また，実例・演習などを踏まえながらこれらについてより深く修得する。
　Lectures will be given systematically on various contents regarding traffic flow theory, which is a basic 
specialized field of traffic engineering, while taking into account domestic and foreign research. In addition, 
students will acquire these more deeply while taking into account actual examples and exercises.

交通システム工学特論　　2 単位
Traffic System Engineering
　交通の本質について改めて理解するとともに，道路交通ネットワークの形成過程について国士計画学的視点を踏ま
えながら解説する。さらに，利用者に対する交通サービスの質とは何かについて理解するとともに，これらを踏まえ
た道路交通計画論について体系的に学習する。
　Students will re-understand the essence of transportation and receive explanations of the formation process of 
road traffic networks while taking into account the perspective of national land planning. Furthermore, students 
will understand what the quality of transportation services for users is, and systematically learn road traffic 
planning theory based on these.

都市交通計画特論　　2 単位
Urban Transportation Planning
　都市と交通は，相互に作用して影響を及ぼし合っている。したがって，都市で交通問題を検討する場合には，交通
だけを考えるのではなく，都市あるいは土地利用との関係を考えていかなければならない。本特論では，都市交通の
歴史的発達，都市交通の特徴，都市交通の捉え方（調査），都市道路の計画と設計，都市交通施設の計画について学
習することで，都市交通計画論の考え方を学習する。
　Cities and transportation interact each other. Therefore, when considering transportation issues in a city, it 
is necessary to consider the relationship with the city or land use, rather than just considering transportation 
alone. In this lecture, students will learn the concept of urban transportation planning theory by learning about 
the historical development of urban transportation, characteristics of urban transportation, how to capture urban 
transportation (survey), planning and design of urban roads, and planning of urban transportation facilities.
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空間情報システム工学特論　　2 単位
Spatial Information Systems Engineering
　交通行動を分析する上で基本となる測位・空間計測・空間解析について論じる。電波による測位技術の中でも汎用
的に利用されている「衛星測位技術」に焦点を当てその原理と測位精度及び利用方法を解説する。一般的な航法に利
用される単独測位に加え，測位精度が高く移動体制御に用いられる搬送波位相測位についても扱う。空間計測技術で
は移動しながら空間を把握する MMS，写真データから空間を把握する S f M についても扱う。さらに，空間解析技
術では，GIS ソフトウェアを用いて各種空間データの解析方法について解説する。
　It discusses positioning, spatial measurement, and spatial analysis, which are basic for analyzing traffic behavior. 
Focusing on "satellite positioning technology," which is widely used among positioning technologies using radio 
waves, it explains its principles, positioning accuracy, and usage methods. In addition to single positioning used for 
general navigation, it also covers carrier phase positioning, which has high positioning accuracy and is used for 
moving body control32. In spatial measurement technology, it also covers MMS for grasping space while moving 
and SFM for grasping space from photo data. Furthermore, in spatial analysis technology, it explains how to 
analyze various spatial data using GIS software.

社会環境通論　　2 単位
Introduction of SociaI Environment
　交通工学の分野において，わが国では交通技術の活用面が先行しているが，今後，安全性・円滑性・信頼性・公平
性等の視点から更なる交通技術の体系的な習得が望まれている。本講義では，道路交通法をはじめとする法規，交通
需要管理，公共交通等の運用技術，環境問題と安全性，交通ンステムの信頼性，および今後のシニア社会に向けた交
通技術のあり方等を学習する。
　In the field of traffic engineering, the application of traffic technology is ahead in Japan, but in the future, 
systematic acquisition of further traffic technology from the perspectives of safety, smoothness, reliability, fairness, 
etc., is desired. In this lecture, students will learn about laws and regulations including the Road Traffic Act, traffic 
demand management, operational technology for public transportation, etc., environmental issues and safety, 
reliability of traffic systems, and the ideal form of traffic technology for the future senior society.

交通環境工学特論　　2 単位
Environmental Engineering on Road Traffic
　道路を取り巻く環境に関して，国内外の先進事例や最新の既往研究をもとに，道路の戦略的環境アセスメント，エ
コツーリズム，シーニックバイウェイ，交通インフラに係るライフサイクルアセスメント，ロードキルや生態系に配
慮した道路環境計画，道路環境の外部費用を含めた総合評価などについて学習する。
　Regarding the environment surrounding roads, based on advanced domestic and foreign cases and the latest 
existing research, students will learn about strategic environmental assessment of roads, ecotourism, scenic 
byways, life cycle assessment related to transportation infrastructure, road environment planning considering 
roadkill and ecosystems, and comprehensive evaluation including external costs of the road environment.

データ処理プロファイリング特論　　2 単位
Data Processing Profiling
　交通システムの計画，建設，維持管理において，高度なセンシング技術を用いて収集されたデータを処理し，特性
を把握する能力を養う。対象は，交通行動，交通状態，交通空間の推定から，交通インフラの維持管理に関する画像
処理等の技術を用いた交通計画・交通工学領域と交通施設工学を横断的に取り扱う。
　In the planning, construction, and maintenance of transportation systems, students will develop the ability to 
process data collected using advanced sensing technology and grasp characteristics. The targets cross-sectionally 
handle the traffic planning/traffic engineering field and traffic facility engineering using techniques such as image 
processing related to the maintenance of traffic infrastructure, from the estimation of traffic behavior, traffic 
conditions, and traffic space.
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交通システム計画・工学特論　　2 単位
Transportation Systems Planning and Engineering
　交通システム工学の各分野における最新の理論や取り組みに関して，各分野を専門とする担当者が講義を行い，交
通システム工学分野における研究活動を行う上で必要となる知識と能力の習得を行う。
　Regarding the latest theories and initiatives in each field of transportation system engineering, personnel 
specializing in each field will give lectures, and students will acquire the knowledge and abilities required to 
conduct research activities in the field of transportation system engineering.

交通システム施設工学演習 A　　1 単位
Seminar on Transportation Systems Facilities Engineering A
　この科目では，それぞれの担当で各分野について演習を行い，応用的演習能力を養う。分野は，構造工学，地盤工
学，地盤環境工学，空間情報工学，道路工学，コンクリート工学である。
　In this subject, exercises will be conducted in each field under each person in charge to develop applied 
exercise skills. The fields are structural engineering, geotechnical engineering, geo-environmental engineering, 
spatial information engineering, road engineering, and concrete engineering.

交通システム施設工学演習 B　　1 単位
Seminar on Transportation Systems Facilities Engineering B
　この科目では，それぞれの担当で各分野について演習を行い，応用的演習能力を養う。分野は，構造工学，地盤工
学，地盤環境工学，道路工学，コンクリート工学である。
　In this subject, exercises will be conducted in each field under each person in charge to develop applied 
exercise skills. The fields are structural engineering, geotechnical engineering, geo-environmental engineering, 
road engineering, and concrete engineering.

交通システム計画・工学演習 A　　1 単位
Seminar on Transportation Systems Planning & Engineering A
　交通計画の演習では，具体的な交通問題に対して解決策を見出し交通計画として立案する能力を養い，計画設計に
結びつける能力等を養う。また，交通工学の演習では，それぞれの担当で交通工学の各分野における応用的演習能力
を養う。
　In transportation planning exercises, students develop the ability to find solutions to specific transportation 
problems and formulate them as transportation plans, as well as the ability to link them to planning and design. 
In transportation engineering exercises, students develop applied exercise skills in each field of transportation 
engineering under each person in charge.

交通システム計画・工学演習 B　　1 単位
Seminar on Transportation Systems Planning & Engineering B
　交通計画の演習では，具体的な交通問題に対して解決策を見出し交通計画として立案する能力を養い，計画設計に
結びつける能力等を養う。また，交通工学の演習では，それぞれの担当で交通工学の各分野における応用的演習能力
を養う。
　In transportation planning exercises, students develop the ability to find solutions to specific transportation 
problems and formulate them as transportation plans, as well as the ability to link them to planning and design. 
In transportation engineering exercises, students develop applied exercise skills in each field of transportation 
engineering under each person in charge.

交通システム施設工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Transportation Systems Facilities Engineering
　各自が受講している交通システム施設工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を
行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Students conduct research on their own theme under the guidance of the faculty member in charge of the 
Special Research on Transportation System Facilities Engineering that they are taking. This result will be 
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separately compiled as a master's thesis.

交通システム計画 ･ 工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Transportation Systems Planning and Engineering
　各自が受講している交通システム計画 ･ 工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究
を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Students conduct research on their own theme under the guidance of the faculty member in charge of the 
Special Research on Transportation System Planning and Engineering that they are taking. This result will be 
separately compiled as a master's thesis.

【博士後期課程】

交通システム工学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Transportation Systems Engineering
　プロジェクトファイナンスに関わる基礎的な知識を習得し，将来インフラ整備の事業化を進める能力を養う。
　Students will acquire basic knowledge related to project finance and develop the ability to proceed with the 
commercialization of future infrastructure development.

交通システム施設工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Transportation Systems Facilities Engineering
　各自が受講している交通システム施設工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を
行う。この成果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Students conduct research on their own theme under the guidance of the faculty member in charge of the 
Special Research on Transportation System Facilities Engineering that they are taking. This result will be 
separately compiled as a doctoral dissertation.

交通システム計画 ･ 工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Transportation Systems Planning and Engineering
　各自が受講している交通システム計画 ･ 工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究
を行う。この成果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Students conduct research on their own theme under the guidance of the faculty member in charge of the 
Special Research on Transportation System Planning and Engineering that they are taking. This result will be 
separately compiled as a doctoral dissertation.
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建築学専攻

【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

建築設計特論Ⅰ 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中，必修科目２単位を含めて 14 単
位以上は左記の授業科目から修得しなければならない。
また，建築学インターンシップ及びアントレプレナーシップにつ
いては修了に必要な単位数に算入しない。

建築設計特論Ⅱ 2 2

建築設計特論Ⅲ 2 2

建築デザイン 4 4

建築学プロジェクト 4 4

建築設計演習 2 2

建築設計ワークショップ 2 2

建築計画特論Ⅰ 2 2

建築計画特論Ⅱ 2 2

建築計画特論Ⅲ 2 2

サスティナブルデザイン特論 2 2

建築史意匠特論 2 2

近代建築史特論 2 2

建築保存修復学特論 2 2

都市計画特論 2 2

都市居住環境特論 2 2

都市再生特論 2 2

都市デザイン特論 2 2

建築環境工学特論Ⅰ 2 2

建築環境工学特論Ⅱ 2 2

建築環境工学特論Ⅲ 2 2

建築環境工学特論Ⅳ 2 2

建築設備計画演習 2 2

建築構造特論Ⅰ 2 2

建築構造特論Ⅱ 2 2

建築構造特論Ⅲ 2 2

建築構造特論Ⅳ 2 2

建築材料特論Ⅰ 2 2

建築材料特論Ⅱ 2 2

建築基礎構造特論 2 2

構造動力学特論Ⅰ 2 2

構造動力学特論Ⅱ 2 2

鉄筋コンクリート工学特論Ⅰ 2 2

鉄筋コンクリート工学特論Ⅱ 2 2

空間構造デザイン特論Ⅰ 2 2

空間構造デザイン特論Ⅱ 2 2
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授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

建築構造計画演習Ⅰ 2 2

建築構造計画演習Ⅱ 2 2

建築構造設計演習 2 2

司法と建築 2 2

建築学特別講義 2 2

建築学インターンシップ 4 4

建築学特別演習 2 2

建築設計特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得すること。
建築計画特別研究 6 6

環境工学特別研究 6 6

建築構造学特別研究 6 6

学位論文・制作
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

建築学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

建築計画特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。環境工学特別研究 8 8

建築構造学特別研究 8 8

学位論文
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授業科目概要

建築学専攻
Architecture Major

【博士前期課程】

建築設計特論Ⅰ　　2 単位
Architectural Design Theory Ⅰ
　建築設計では与えられた条件のもとで，自ら課題を発見し，その解法を建築的に示していく必要がある。建築にお
けるコンセプトの設定とそれを具体化する建築計画・構造デザイン・環境デザインなどの技術について，近現代の事
例をもとに論じる。

建築設計特論Ⅱ　　2 単位
Architectural Design Theory Ⅱ 
　建築を設計するための手法が持つ意味を，歴史的な変遷をたどりながら考える。建築を成立させている様々な事象
への理解を深め，建築設計を行うために必要な幅広い視点を身につける。そのため，建築に用いられている様々な語
彙の慣習的な用法を疑い，その言葉本来の意味と可能性を考察する。また，それらの語彙を取り扱う能力を醸成させる。

建築設計特論Ⅲ　　2 単位
Architectural Design Theory Ⅲ
　建築設計は社会的・文化的責任要請のもとに行われる。正しい倫理観を持って建築設計監理を行う為に，公共性の
ある建築設計から事務所経営に至るまで幅広く建築家の仕事を理解する必要がある。授業では，特に職能，倫理，権
利と責任，資格，国家的認識や教育に加え，公共的建築の設計手法から設計監理の実務までを具体的事例を通して学ぶ。

建築デザイン　　4 単位
Architectural Design
　建築デザインの全貌を把握し，美学，技術，環境などの総合的な視点に立ってデザインする能力を養う。そのため
に，ステューディオ形式の授業を設定し，建築デザインの諸要素，つまり意匠的諸要素，技術的諸要素，関連分野の
諸要素等を全般にわたり検討し，分析・評価・総合というプロセスを繰返しながら完成度の高い作品を作り上げる。

建築学プロジェクト　　4 単位
Architectural Project
　設計等の実務経験を有する建築士の指導の下，様々な実践的プロジェクトや調査・研究などへの参加を通じて，学
生自らが実践的な課題を設定し，その目的や調査・設計・実験方法などを企画・実行し，それらを考察する。こうし
た PBL（Project Based Learning）の実践により，これまで修得してきた建築学の理論や技術等を社会に実装してい
くための基礎的な能力を修得する。

建築設計演習　　2 単位
Special Seminar on Architectural Design
　建築設計コンペを課題として，建築を構想し，設計する短期集中型の授業である。建築家，建築学科専任教員の指
導を受け，最終提出物を公開プレゼンテーションして講評・評価を受ける。

建築設計ワークショップ　　2 単位
Architectural Design Workshop
　建築デザイン分野を中心として，建築構造・設備・ランドスケープ・照明・施工・監理など実際の工事・設計実務
に関連した各分野の専門家による集中的な講義を通して，建築設計に求められる幅広い要求・知識・社会的役割や責
任などについて具体的に学ぶ。また，工事現場見学などを交えた実務についても触れる。受講生は 10 名を限度とし，
将来建築デザインの分野に進もうとしている学生を優先する。
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建築計画特論Ⅰ　　2 単位
Architectural Planning Ⅰ
　建築計画は時代の要請によって変化する。本講義では，過去から現在に至る芸術文化施設を中心とした建築計画を
解説する。アートを鑑賞・公開するための場所は，かつては美術館や劇場・ホールなどの施設であったが，現在では
建築物にとらわれないものにまで拡張している。このような事例とともに，これからの建築計画について考える。

建築計画特論Ⅱ　　2 単位
Architectural Planning Ⅱ
　建築は常に社会との関係の中で成立しており，計画・デザインや，建築の使われ方及び建築に求められることは，
それが生み出された時代や地域の社会に強く左右される。主に現代建築を対象に，常に変化する現代社会においてど
のように建築を考えるべきか，国・地域や時代を横断しながら，建築と社会の関係について議論する。

建築計画特論Ⅲ　　2 単位
Architectural Planning Ⅲ
　公共の地域施設計画に対するニーズは，社会の変化とともに変遷してきている。建築に関わる利用者，設計者，運
営者，管理者，行政などの様々な立場からみた施設計画について，新旧の具体的な事例を通して考察する。教育施設，
スポーツ施設，福祉施設について，施設見学会や実務に関わっている方々の講義をまじえて学ぶ。

サスティナブルデザイン特論　　2 単位
Special Lecture on Sustainable Design
　建築設計を広義の環境意識を持って考える。デザイン行為は，社会において長く活躍し，生き続けていくためのも
のでなければならない。新たな建築・都市空間を造るという視点に留まらず，建設から運営，そして改修や廃棄に至
る全プロセスに視野を広げ，責任ある建築デザインについて考えていく。住宅から非住宅，まちに至るまで，多くの
事例を通して，建築デザインの新たな視点と可能性を探り，具体的な設計手法を学んでいく。

建築史意匠特論　　2 単位
History of ArchitecturaI Design
　建築家によるマニュフェスト（建築論・作品論）を取り上げ，その読解および分析を行いながら，かれらの作品の
背景をなした思想とその意義について考えていきたい。リーディング・アーキテクトによる建築論は，建築家が置か
れている社会状況を映し込み，また建築デザインの潮流とその針路を照らし出す。おもに戦後日本のモダニズム建築
を牽引した建築家たちに焦点を当て，建築とその時代状況との関連について探っていく。

近代建築史特論　　2 単位
History of Modern Architecture
　20 世紀の建築（運動）が，どういう課題を抱え，いかなる視点を抱き，どのように決着をつけようと試みてきたのか，
その軌跡と様相について多角的に考えていく。これに伴い，これまでの解釈では目に見えてこなかった 20 世紀建築
の実像と可能性について知見を拡げ，21 世紀における建築の未来像を導き出せる能力を育む。

建築保存修復学特論　　2 単位
Conservation and Restoration of Historical Architecture
　建築物は先人達によるさまざまな建築的課題の解決法を示してきた。過去の建築は歳月を超越して現代に生きる
我々に示唆に富んだ教材としての意味をもっている。そのような伝統を踏まえながら，既存建築を現代に対応させる
ための手法として保存修復学がある。その手法を意匠と計画の両面から分析することによって，保存修復に際しての
技術と精神について学ぶ。

都市計画特論　　2 単位
City Planning
　都市計画と地区スケールの整備手法について学修する。数回の講義で都市計画と地区スケールの整備の実態を理解
するためのレクチャーを行い，その後，指定する図書について受講者が読解・輪講して最新の都市に関する理論や事
例について理解する。さらに，各時間において受講者全員の討議を行い，より理解を深める。
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都市居住環境特論　　2 単位
Urban Residential Environment
　住環境・居住環境，生活環境（ハウジング）とは何か。現代社会に「住む」ことの諸相を考える。戦後からの我が
国の都市の居住環境の状況，改良・整備の変遷を辿り，近年の住生活基本計画の策定などを取り上げる。人口減少や
少子・高齢化，地球環境問題や多様化する災害への対応等，今日的な社会課題やトレンドと “ 住まい ” との関係性を
理解し，今後のあり方を探求する。

都市再生特論　　2 単位
Urban Renewal and Rehabilitation
　人口減少下における成熟社会を迎えたわが国において，持続可能な都市再生とは何か？都市再生の背景と理念を概
観し，地域課題から計画・事業までの流れについて具体例をとりあげて学修する。受講者全員による討議を交えなが
ら，都市再生手法・マネジメント手法とその実践のための計画技術について理解を深める。

都市デザイン特論　　2 単位
Urban Design
　現代的な都市デザインの理解には人中心の都市デザインの理論と実践を学修することは欠かせない。前半は海外の
都市デザインの理論（アーバニズム）と国内の実践（タクティカル・アーバニズム，プレイスメイキング）について
解説する。後半は都市デザインの図書に関する読解・輪講を通じて，人中心の都市デザインの理論と実践について，
受講者全員の討議により理解を深める。

建築環境工学特論Ⅰ　　2 単位
Architectural Environment Engineering Ⅰ
　建築空間における熱・湿気・空気などの環境特性と，これらを形成する建築設備の動作特性，さらには在室者の知
覚特性について論じ，シミュレーションに必要なモデル化と計算手法を学ぶ。また受講者によるシミュレーションに
関する発表や討論を通して理解を深める。

建築環境工学特論Ⅱ　　2 単位
Architectural Environment Engineering Ⅱ
　視覚，聴覚，皮膚感覚等の人間の感覚と建築空間の快適性について論じ，環境工学からみた建築設計について，受
講者の発表と討論を行って，理解を深める。さらに，聴覚と振動感覚を取り上げ，固体音と環境振動に関する測定・
評価・対策について，理解を深める。

建築環境工学特論Ⅲ　　2 単位
Architectural Environment Engineering Ⅲ
　音声会話や音楽演奏など情報伝達を主目的とする建築空間をとりあげ，音の心理評価，室形状と内装設計，音場計
測，物理的評価・予測法，電気音響支援などのテーマを通して，室に求められる室内音響の諸特性や音場評価法及び
設計法について学修する。また受講者による発表と討論を通して建築室内音響への理解を深める。

建築環境工学特論Ⅳ　　2 単位
Architectural Environment Engineering Ⅳ
　建築の用途に応じて建築設備が配慮すべき は何かを扱うとともに，建築設備が現代において果たすべき役割につ
いて論ずる。また受講者による発表と討論を通して建築設備への理解を深める。

建築設備計画演習　　2 単位
Special Seminar on Planning of Architectural facilities
　空気調和設備，給排水衛生設備などの建築設備設計に関する実務的フローのポイントを講義する。その後，与えら
れた設計課題を完成させる過程で，個人指導を受けながら設備設計実務のノウハウを体験する。
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建築構造特論Ⅰ　　2 単位
Structural Engineering and Design Ⅰ
　現行の建築構造設計法について，限界状態設計の側面から体系的にまとめて講義する。まず，構造耐力の性能評価
に必要である骨組構造および構造部材の弾塑性特性を中心として，塑性設計法の意義，定義および基礎仮定などをサー
ベイし，さらに構造設計法に組み込まれた塑性解析理論の特徴と位置付けを論じる。

建築構造特論Ⅱ　　2 単位
Structural Engineering and Design Ⅱ
　建築構造設計の成り立ちと現行設計大系の構成について講義する。構造設計の可能性やアーキテクトとエンジニア
のコラボレーションのあり方について，構造設計事例を題材として実務的な処理法とその位置づけを学ぶ。また，建築・
都市施設の大規模・複合化が進展し，超々高層や大深度地下建造物の構築も模索されている。その一方，阪神・淡路
大震災等で見たように，建造物の倒壊，損傷時に関する検討も緊要な検討課題となっている。本講義では，倒壊建物
からの救助技術に関する視座から，建築・都市施設の安全性のあり方を理念・事例を基に考察する。

建築構造特論Ⅲ　　2 単位
Structural Engineering and Design Ⅲ
　建築物の安全性確保のための構造設計における設計用荷重の設定は重要な課題である。固定荷重，積載荷重，雪荷
重，風荷重，地震荷重など各種荷重の設定について法令，指針について解説し，その問題点，設定のあり方について
論ずる。また荷重と安全性について確率信頼性評価の観点から論述する。

建築構造特論Ⅳ　　2 単位
Structural Engineering and Design Ⅳ
　木という天然材料を使用する木造建物は，森林保全，二酸化炭素の固定化と排出量の抑制，地域産業の活性化など
多くの可能性を有しており，古くて新しい構法として近年注目されている。また，日本では長年培われた優れた技術
の蓄積がある。本講義では，この歴史的な背景を確認しつつ，木質材料の特性を踏まえながら木質構造の基本的な考
え方を学び，これからの木質構造の可能性と設計法のあるべき姿を展望する。

建築材料特論Ⅰ　　2 単位
Building Materials Ⅰ
　建築設計図書の一部である特記仕様書を中心として，設計者，設計監理者，工事監理者に必要とされる能力を養う
ための講義を行う。鉄筋コンクリート構造建築物について，材料・施工の品質管理とその技術について学ぶ。

建築材料特論Ⅱ　　2 単位
Building Materials Ⅱ
　建築物の耐久性・耐用性は建物が具備すべきもっとも重要な性能のひとつである。鉄筋コンクリート造建築物の耐
久性についてその劣化要因，耐久性向上技術，耐久設計法等の各論について講義する。

建築基礎構造特論　　2 単位
Building Foundation Engineering 
　最近の建築物の地震被害は，液状化や造成地盤の崩壊など地盤変状に起因する被害が多い。そのため地形・地盤の
影響を考慮した基礎構造の合理的な設計・施工が求められている。この講義では，液状化をはじめ基礎構造の設計・
施工に必要な基礎知識について概説する。また機会があれば，基礎工法の最新の施工技術を見学する。

構造動力学特論Ⅰ　　2 単位
Structural Dynamics Ⅰ
　免震構造の設計方法について講義を行う。講義内容は，ある建物を免震構造とするために免震部材の選定方法およ
び配置や，限界ＭＡＰなどを用いて実務で実際に必要となる設計事項を講義を通して修得する。また，時刻歴応答解
析による設計でどのような意図で免震部材の選定をしたのかを発表し議論することで理解を深めることを目的として
いる。
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構造動力学特論Ⅱ　　2 単位
Structural Dynamics Ⅱ
　建築物の耐震設計に関わる基礎理論を講義する。地震に対する建築物の設計法は大きく分けると静的設計法と動的
設計法がある。本来，地震による建物の挙動は動的なものであり，動的な設計は，地震による建物の挙動を評価して
設計しようとするものである。動的な設計といっても，時刻歴応答解析，応答スペクトル法，エネルギー法など種々
の解析方法がある。これらを構造計画，実施設計などの段階で併用し，種々の角度から，建築物の応答性状を総合的
に判断することが望ましい。

鉄筋コンクリート工学特論Ⅰ　　2 単位
Reinforced Concrete Engineering Ⅰ
　鉄筋コンクリート構造の発展の歴史を振り返りながら，鉄筋コンクリート構造物の耐震設計法およびその基礎とな
る各種理論や解析法について概説する。また，現在の鉄筋コンクリート構造に関わる諸問題について考察し，その解
決策について検討する。併せて，鉄筋コンクリート構造に関する最新研究に触れながら，未来に向けて取り組むべき
課題について探求する。

鉄筋コンクリート工学特論Ⅱ　　2 単位
Reinforced Concrete Engineering Ⅱ
　構造解析法の一つである有限要素法（FEM）の基礎について学び，それを用いて建築構造物が地震などの外荷重
を受けた場合の挙動を解析する手法について学習する。さらにコンクリート系構造物を解析するための材料構成モデ
ルおよび解析事例を紹介し，非線形解析手法に関する理解を深める。

空間構造デザイン特論Ⅰ　　2 単位
Space Structure and Design Ⅰ
　建築空間と構造デザインの交差点における顕著な 5 つの視点―歴史・人物・構造・形態・発想から建設ヘ・スト
ラクチュラルアートを軸に，空間構造の多様な展開とエンジニアの独創性，構造デザインの可能性やアーキテクトと
エンジニアのコラボレーションのあり方を展望する。

空間構造デザイン特論Ⅱ　　2 単位
Space Structure and Design Ⅱ
　ケーブル構造，膜構造，スペースフレームなどの軽量構造の設計時には，従来のラーメン構造や壁構造などとは異
なる知識や思想が必要とされる。本特論では，軽量構造の設計に考慮すべき基礎的な理論や力学特性を整理すると共
に，設計用構造モデルや解析手法等について考察する。

建築構造計画演習Ⅰ　　2 単位
Special Seminar Ⅰ on Advanced Structural Planning of Architecture
　建築用途，規模，意匠設計コンセプト，等に応じて適切な工法や架構計画を選択し，大略の部材断面やディテール
を決定し，竣工時の空間イメージまで提示できる能力，すなわち「構造計画」能力は，IT を利用した構造設計がめ
ざましく進歩している現代において，その重要性が高まってきている。本演習は，実在の建築物の内，事例の多い集
合住宅やオフィスなどを取り上げ，構造計画に関わる演習問題を通じて構造設計につなげる技術や思考プロセスを習
得することを目的とする。

建築構造計画演習Ⅱ　　2 単位
Special Seminar Ⅱ on Advanced Structural Planning of Architecture
　建築用途，規模，意匠設計コンセプト，等に応じて適切な工法や架構計画を選択し，大略の部材断面やディテール
を決定し，竣工時の空間イメージまで提示できる能力，すなわち「構造計画」能力は，IT を利用した構造設計がめ
ざましく進歩している現代において，その重要性が高まってきている。本演習は，実在の建築物の内，特殊な構造的
な考え方が必要な超高層建築物や軽量構造物などを取り上げ，構造計画に関わる演習問題を通じて構造設計につなが
る技術や思考プロセスを習得することを目的とする。
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建築構造設計演習　　2 単位
Special Seminar on Structural Design of Architecture
　構造計画の概要を講義した後，ケーススタディの対象として鉄骨造建物を設定し，構造設計の実務に準じた手続き
を踏襲して，構造設計図書を完成させる演習を行う。最終提出物に対して指導教員から講評・評価を受ける。

司法と建築　　2 単位
Judicature in Architecture
　建築の設計・施工・監理・販売等に関わり，居住者－供給者間のトラブルや訴松事件が多発している。本講では，
建築紛争の実情を紹介・解説し，専門家としての責任や説明義務の重要性・必要性を示すと共に，建築民事訴訟事件
例を紹介し，紛争解決のための司法・学会等の取り組み状況を解説する。

建築学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Architecture
　近年の建設業界における職種は多様化し技術進歩も目覚ましく，求められる人材の能力は大学教育内容だけでは十
分とは言えない傾向にある。本科目は企業からの寄付講座の利点を生かし，建設業界の各種業種のトップレベルの講
師を招き，専門業種の細分化・多様化の内容と現状及び将来，各業種に求められる専門能力の内容と変化，先端技術
の現状と将来，業種別に必要な考え方と対応方法等を学び，将来のリーダーとしての能力を養う。

建築学インターンシップ　　4 単位
Architectural Internship
　社会のニーズを探求し，所与の実務環境で最善の解決策を見出す訓練を行う。連続または分割して合計 4 週間（実
時間 135 時間）以上の間，あらかじめ受け入れ契約を交わした事業所において，建築設計，構造設計，設備設計，専
攻監理等の実務に従事し，与えられた課題に関するレポートを事業所の指導担当一級建築士および大学院の指導担当
教員に提出して講評・評価を受ける。

建築学特別演習　　2 単位
Special Seminar on Architecture
　建築設計，建築計画，環境工学，建築構造学の研究分野のうち，各自の想定する修士論文や特定の課題に関連する
調査や実験などを行い，修士論文や特定の課題に必要な基礎的な知識の修得を行う。

建築設計特別研究　　6 単位
Graduate Research on Architectural Design
　各自が受講している建築設計特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する建築設計を行う。数
回の中間指導・中間発表会においては特別研究指導教員全員の講評・指導を受ける。この成果を別途に設計作品とし
て取りまとめる。

建築計画特別研究　　6 単位
Graduate Research on Architectural Planning
　各自が受講している建築計画特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に修士論文として取りまとめる。

環境工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Architectural Environment Engineering
　各自が受講している環境工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に修士論文として取りまとめる。

建築構造学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Structural Engineering and Design of Architecture
　各自が受講している建築構造学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この
成果を別途に修士論文として取りまとめる。
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【博士後期課程】

建築学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Architecture
　建築学の講義や演習課題を通じて，各自が特別研究で取り組む独自の研究テーマに関連した専門的知識や応用力を
広く修得する。

建築計画特別研究　　8 単位
Graduate Research on Architectural Planning
　各自が受講している建築計画特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に博士論文として取りまとめる。

環境工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Architectural Environment Engineering
　各自が受講している環境工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に博士論文として取りまとめる。

建築構造学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Structural Engineering and Design of Architecture
　各自が受講している建築構造学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この
成果を別途に博士論文として取りまとめる。
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海洋建築工学専攻

【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

（環境系科目群） 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中，必修科目２単位を含めて 14 単
位以上は左記の授業科目から修得しなければならない。
また，海洋建築工学インターンシップⅠ・Ⅱ，海洋工学特論Ⅰ～
Ⅳ及び「共通教育科目」については修了に必要な単位数に算入し
ない。

　海洋環境工学特論Ⅰ（海洋物理環境） 2 2

　海洋環境工学特論Ⅱ（海洋化学生物環境） 2 2

　海洋環境マネジメント特論 2 2

　海洋システム工学特論 2 2

　海洋計測工学特論 2 2

　水波工学特論 2 2

（計画系科目群）

　海洋建築計画特論 2 2

　海洋建築デザイン特論 2 2

　海洋建築ユニバーサルデザイン特論 2 2

　ウォーターフロント計画特論 2 2

　親水環境計画特論 2 2

　港湾空間計画特論 2 2

　海洋空間利用計画特論 2 2

　沿岸防災計画特論 2 2

（構造系科目群）

　海洋建築構造工学特論Ⅰ（構造システム工学） 2 2

　海洋建築構造工学特論Ⅱ（地震リスク評価） 2 2

　耐震構造設計特論 2 2

　コンクリート構造工学特論 2 2

　応答制御構造設計特論 2 2

　地盤基礎工学特論 2 2

　浮体工学特論 2 2

　海洋構造物建設特論 2 2

　海洋構造物設計特論 2 2

　沿岸構造物設計特論 2 2

（総合科目群）

　海洋建築工学特別講義Ⅰ 2 2

　海洋建築工学特別講義Ⅱ 2 2

　海洋建築技術者倫理 2 2

　海洋建築プロジェクトマネジメント 2 2

　計算工学特論Ⅰ（数値流体力学） 2 2

　計算工学特論Ⅱ（連続体力学） 2 2

　海洋建築情報システム工学特論 2 2

　海洋工学特論Ⅰ 2 2

　海洋工学特論Ⅱ 2 2



－45－

海洋建築工学専攻 海洋建築工学専攻

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

　海洋工学特論Ⅲ 2 2

　海洋工学特論Ⅳ 2 2

海洋建築工学インターンシップⅠ 3 3

海洋建築工学インターンシップⅡ 3 3

海洋建築特別演習 2 2

海洋環境工学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。
海洋空間利用計画特別研究 6 6

海洋建築構造工学特別研究 6 6

海洋建築工学特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

海洋建築工学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

海洋環境工学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。
海洋空間利用計画特別研究 8 8

海洋建築構造工学特別研究 8 8

海洋建築工学特別研究 8 8

学位論文
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授業科目概要

海洋建築工学専攻
Oceanic Architecture and Engineering Major

【博士前期課程】

海洋環境工学特論Ⅰ（海洋物理環境）　　2 単位
Ocean Environmental Engineering Ⅰ （Physical environment）
　海洋建築工学の対象領域である海域特性の内，構造物や施設の計画設計や性能評価，環境影響評価の際に必要な海
洋物理環境について学ぶ。安全安心かつライフサイクルコストに配慮した計画・設計・評価手法の基礎となる海洋の
物理環境を学ぶことができる。

海洋環境工学特論Ⅱ（海洋化学生物環境）　　2 単位
Ocean Environmental Engineering Ⅱ （Chemical and Biological environment）
　海洋建築工学の対象領域である海域特性の内，生物生息環境とそれを左右する物理・化学・生物条件について学ぶ。
海洋の化学生物環境を正しく理解し，生物多様性を保全し，海洋環境と共生していく為に必要な環境保全・回復技術
について修得できる。

海洋環境マネジメント特論　　2 単位
Ocean Environmental Management
　実務経験者の指導に基づき，海域での様々な事業に伴い発生しうる事象を理解し，実践的な環境影響評価（アセス
メント）手法を修得する。

海洋システム工学特論　　2 単位
Advanced Ocean System Engineering
　海洋の流れ，波浪，海上風などの海洋物理現象とそれらの相互影響，現象の観測方法及び数値シミュレーションに
よる現象の再現方法を修得するとともに，数値シミュレーションにより現象を再現しそれらの特性を理解する。また，
海洋の流れや波浪など海洋再生可能エネルギーを利用する発電システムについて理解を深める。

海洋計測工学特論　　2 単位
Ocean Measurement Engineering
　海洋に様々な施設を建設する際，広域かつ時間的に連続した大量の環境情報を計測・処理・判断する必要がある。
計測器本体の特性のみならず，環境を正しく把握する計測システムとして取り扱うための知識を修得する。

水波工学特論　　2 単位
Ocean Wave Mechanics
　海洋建築物・海洋構造物と水波の動的相互作用を Radiation 問題と Diffraction 問題という線形理論を基本としたポ
テンシャル理論の観点から理解する。さらに，それらの数値解法と結果の評価方法の基礎を修得する。

海洋建築計画特論　　2 単位
Oceanic Architectural Planning
　海洋建築を計画・設計するためには沿岸地域特有の諸条件を考慮する必要があり，地域文脈，社会的要求事項，歴
史性，関連法制度等，多岐にわたる。本講義では，海洋建築を沿岸域（陸上・水上）に計画する上での方法論につい
て，ケーススタディを交えながら概説する。

海洋建築デザイン特論　　2 単位
Advanced Oceanic Architectural Design
　海洋建築を実現するための方策とは，企画，デザイン，運営など多岐にわたる。このため，過去の建築家の提案や
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修士及び卒業設計などを概観し，それらを実現するための方法論の構築を議論しながら進めていく。講義と演習によ
り受講生自身が海洋建築そのものを考究し，さらに新たな提案が可能となるような能力を修得する。

海洋建築ユニバーサルデザイン特論　　2 単位
Oceanic Architectural Universal Design
　現在我が国では超高齢社会といわれる時代を迎えている。その様な超高齢社会において重要な視点がバリアフリー
やユニバーサルデザインの考え方である。本講義で概説する海浜空間のバリアフリーやユニバーサルデザインに対す
る理解を深めることにより，社会資本整備としての福祉のまちづくり計画及びその整備手法を修得する。

ウォーターフロント計画特論　　2 単位
Urban Waterfront Planning
　わが国のウォーターフロントを取り巻く社会の変遷と諸課題に関する情報をメディアから収集・分析し，これから将
来「21 世紀の社会においてウォーターフロントが果たすべき役割」を受講生自身が考究・提案可能な能力を修得する。

親水環境計画特論　　2 単位
Water Environmental Planning
　海洋建築工学において必要とされる “ 生態学的 ” な水との係わりについて概説する。今日的に「SDGs」を考慮し
た水と人間との関係性が最重要課題となっているため，生存や生活のための水，清浄な水の確保，快適性の高い水辺
の獲得，街づくりにおける水辺空間など，人間生活における水の役割について概説する。

港湾空間計画特論　　2 単位
Advanced Port & Harbor Planning and Design
　海洋空間と陸域空間の双方にまたがる空間である港湾空間について，港湾空間の過去の整備とこれからの整備の考
え方と実際の計画を理解する。さらに，海洋空間を利用するために港湾がどのような役割を果たすのか，そのための
空間計画がどのようにあるべきかについてその思想と具体的なデザイン手法を学ぶ。

海洋空間利用計画特論　　2 単位
Ocean Space Utilization Planning
　日本の海洋政策と海洋基本法を理解した上で，海洋基本計画や港湾政策に基づく最新の海洋開発や海域利用の状況
を政策的，技術的に理解する。その上で海洋資源開発における日本の状況と世界の情勢を理解して，これからの日本
の海洋開発のあり方を議論するための知識を修得する。

沿岸防災計画特論　　2 単位
Coastal Disaster Prevention Planning
　沿岸地域における，防災（安全）と環境（自然・景観・産業）は，建築と土木の融合で達成されることを理解し，
その計画手法を修得する。

海洋建築構造工学特論Ⅰ（構造システム工学）　　2 単位
Oceanic Structural Engineering Ⅰ（Structural System Engineering)
　主としてコンクリート構造建物を対象とし，工業化施工の概要と施工計画を理解し，その設計手法を修得する。

海洋建築構造工学特論Ⅱ（地震リスク評価）　　2 単位
Oceanic Structural Engineering Ⅱ（Seismic Risk Evaluation)
　鉄筋コンクリート造超高層建築物と鋼構造超高層建築物を対象とした，最新の耐震構造設計技術・施工技術および
地震リスク評価技術等について修得する。

耐震構造設計特論　　2 単位
Seismic Structural Design
　性能規定が導入された改正建築基準法における構造計算方法である， 仕様規定型設計法と性能規定型設計法を修得
する。
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コンクリート構造工学特論　　2 単位
Concrete Structural Engineering
　プレストレストコンクリート造建築物の設計例を題材として、終局強度型設計の設計体系とこれに用いられている
諸設計式の基となっている技術的背景を理解し、安全かつ適切に設計する手法を修得する。

応答制御構造設計特論　　2 単位
Response Control Structural Design
　鋼構造建物を対象とした耐震構造設計法に必要な知識を修得するとともに， 免震構造・制振構造の応答制御構造の
設計法を修得する。

地盤基礎工学特論　　2 単位
Geotechnical Engineering
　基礎構造の設計・施工に関する地盤の特性と，必要十分な地盤情報を取得するための方法（地盤調査法）を理解し，
適切な調査計画を立案するための基礎的な知識を修得する。また，地盤状況に応じた基礎構造形式を選択し，適切な
設計・施工を行うための実践的知識を修得する。

浮体工学特論　　2 単位
Floating Structure Engineering
　規則波中および不規則波中における浮体式構造物の運動の取り扱いを弱非線形仮定までの非線形性を考慮したポテ
ンシャル理論の基本を修得する。この扱いに必要な基礎理論と波荷重や流体反力やそれらの理論的関係性を理解する
と共に，周波数領域および時間領域の境界値問題から運動方程式まで修得する。

海洋構造物建設特論　　2 単位
Construction of Oceanic Structures
　沿岸に設置される構造物には港湾構造物や海上空港，波浪観測装置などが挙げられる。特に港湾は島嶼国日本に必
要不可欠な施設であり，その整備には多額の資金が投入されている。本講義では，港湾の外郭施設（防波堤），係留
施設（岸壁）を中心に港湾構造物，沿岸の海洋構造物の設計や建設に資する実務的な知識を修得する。

海洋構造物設計特論　　2 単位
Structural Design of Offshore Structures
　海洋エネルギー・鉱物資源への期待が高まる昨今，海洋開発は沖合化，大水深化が求められている。本講義では，
そうしたオフショア開発の基盤となるセミサブ，ジャッキアップ，FPSO，スパーブイ，TLP などの構造形式の特性
を理解し，設計例をもとに条件設定，性能・構造・係留計画，建造法の具体的手法を修得する。

沿岸構造物設計特論　　2 単位
Design of Coastal structures
　沿岸構造物のなかで護岸，胸壁，離岸堤などの海岸保全施設や防波堤は，沿岸域の人々の生命・財産の防護，海岸
の環境保全や利用に資することを目的としており，海洋建築物に対しても重要な施設である。本授業では，これらの
構造物に求められる要求性能と性能規定を理解し，防護・環境・利用に配慮した設計方法を修得する。

海洋建築工学特別講義Ⅰ　　2 単位
Special Lecture on Oceanic Architectural Engineering Ⅰ
　日本大学理工学部寄付講座及び寄付研究プロジェクトに関する内規に基づき，（一財）港湾空港総合技術センター
からの寄付金によって支援される科目である。本講義は海洋建築工学を巨視的な視点で捉え，学際的なアプローチに
よる有識者からの講義を展開することで，社会的問題に対する意識や問題・課題解決の方法等を修得する。

海洋建築工学特別講義Ⅱ　　2 単位
Special Lecture on Oceanic Architectural Engineering Ⅱ
　海洋建築工学の諸分野のテーマについてオムニバス形式で講義を行う。
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海洋建築技術者倫理　　2 単位
Ethics of Oceanic Architecture
　建設工事における不正事案の発生等により，建築物の品質確保に対する信頼性が揺らいでおり，技術者個人や企業
における倫理意識の高揚が必要になっている．そこで，本授業では，海洋建築の設計・施工・維持管理に関わる技術
者の意思決定と行動の枠組みを倫理の観点から理解し，行動を律する際の拠り所になる規範を議論する。

海洋建築プロジェクトマネジメント　　2 単位
Oceanic Architectural Project Management
　実務経験者の指導に基づき，事業計画から運用までを担う「プロジェクトマネジメント」の基礎を修得し，実
務活用を目指す。本授業に合格すると，プロジェクトマネジメントのエントリ資格 PMCe（Project Management 
Coordinator-Entry）を取得できる。

計算工学特論Ⅰ（数値流体力学）　　2 単位
Computational Engineering Ⅰ（Computational Fluid Dynamics）
　風や海流の流体運動を論じるために，運動方程式の誘導方法とそれの数値シミュレーション手法について講義する。
数値シミュレーションでは，有限差分法，有限要素法あるいは粒子法が使われることが多いので，これらによる離散
化手法，数値解の安定化手法および時間数値積分法について修得する。

計算工学特論Ⅱ（連続体力学）　　2 単位
Computational Engineering Ⅱ（Continuum Mechanics）
　弾性力学の基礎と応用について講義を行う。これらの静的・動的な力学的性状を捉えるためには数値シミュレーショ
ンの実施が必要であるため，エネルギー論（ポテンシャルエネルギーおよびラグラジアン）に基づいた有限要素法と
時間数値積分及び弾性力学の体系的な計算法について修得する。

海洋建築情報システム工学特論　　2 単位
Information Systems for Oceanic Architecture
　現代におけるデータの種類やオープンデータの意義，データを分析・視覚化して情報を抽出するデータ処理技術や
関連するソフトウェア，さらに海洋建築分野における情報の動向やセキュリティや知的財産など，情報システムや情
報技術についての知識を修得する。

海洋工学特論Ⅰ　　2 単位
Ocean Engineering Ⅰ
　海洋構造物の運用や船舶の運航や，それらの建造における CO2 排出量削減を目的とした取り組みが世界的に行わ
れている。建造段階における生産効率向上と CO2 排出量削減のための各種技術を国内外の事例を通して修得する。
なお，講義の言語は英語である。

海洋工学特論Ⅱ　　2 単位
Ocean Engineering Ⅱ
　海洋構造物の運用や船舶の運航や，それらの建造における CO2 排出量削減を目的とした取り組みが世界的に行わ
れている。運用段階，そして船舶においてはエコシップと呼ばれる技術による CO2 排出量削減方策などについて，
国内外の事例を通して修得する。なお，講義の言語は英語である。

海洋工学特論Ⅲ　　2 単位
Ocean Engineering Ⅲ
　海洋の情報は観測ブイや漂流ブイ，あるいは船舶の定期航路で計測されるデータなど様々な形で存在する。また，
近年では衛星リモートセンシングによる大量の海洋情報が取得されており，海洋ビッグデータとして取り扱われる。
これらの観測・計測技術を国内外の事例を通して修得する。講義の言語は英語である。
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海洋工学特論Ⅳ　　2 単位
Ocean Engineering Ⅳ
　海象や気象に関する情報は衛星リモートセンシング技術の活用によって膨大になっている。それらのビッグデータ
を活用することで海洋波，流れや気象の短期予測から中長期予報まで精度よくできるようになってきている。これら
の状況や技術を国内外の事例を通して修得する。講義の言語は英語である。

海洋建築工学インターンシップⅠ　　3 単位
 Internship Ⅰ on Oceanic Architectural Engineering
　構造設計の実務で実際に利用されている一貫構造計算プログラムを用いて，鉄筋コンクリート造の建物を設計し，
これまでの知識の習熟と実務設計の勘所について学修する。意匠設計の分野では，実務に近い調査，企画，基本設計，
実施設計，詳細設計を行い，これまでの知識の習熟と実務設計の勘所について学修する。

海洋建築工学インターンシップⅡ　　3 単位
 Internship Ⅱ on Oceanic Architectural Engineering
　建築設計あるいは施工監理の実務実績のある一級建築士て， 本大学院が指導者としてふさわしいと認めた実務者の
もとで， 設計や施工監理の補助業務を行う。 1 年次ないしは 2 年次の夏季休暇期間中事前ガイダンスと実施報告を含
め約 3 週間（計 135 時間程度）のインターンシップを行う。

海洋建築特別演習　　2 単位
Special Seminar on Oceanic Architecture 
　海洋環境工学，海洋空間利用計画，海洋建築構造工学，海洋建築工学の各特別研究課題に対する演習・進捗報告会
を実施し，ポートフォリオを作成する。

海洋環境工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Oceanic Environmental Engineering
　各自が設定した海洋環境工学特別研究テーマに対し， 担当教員の指導を受けて研究を行い， その成果を修士論文と
して取りまとめる。

海洋空間利用計画特別研究　　6 単位
Graduate Research on Ocean Space Utilization Planning
　各自が設定した海洋空間利用計画特別研究テーマに対し， 担当教員の指導を受けて研究を行い， その成果を修士論
文として取りまとめる。

海洋建築構造工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Structural Engineering of Oceanic Architecture
　各自が設定した海洋建築構造工学特別研究テーマに対し， 担当教員の指導を受けて研究を行い， その成果を修士論
文として取りまとめる。

海洋建築工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Oceanic Architectural Engineering
　各自が設定した海洋建築工学特別研究テーマに対し， 担当教員の指導を受けて研究を行い， その成果を修士論文と
して取りまとめる。
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【博士後期課程】

海洋建築工学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Oceanic Architectural Engineering
　海洋環境工学，海洋空間利用計画，海洋建築構造工学，海洋建築工学の各特別研究における様々な最新の科学技術
の知識を横断的に修得する。
　Students will cross-functionally acquire knowledge of various latest scientific technologies in the special research 
fields of Oceanic Environmental Engineering, Oceanic Space Utilization Planning, Oceanic Architectural Structural 
Engineering, and Oceanic Architectural Engineering.

海洋環境工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Oceanic Environmental Engineering
　各自が設定した海洋環境工学特別研究テーマに対し， 担当教員の指導を受けて研究を行い， その成果を博士論文と
して取りまとめる。
　Students conduct research on a self-selected Oceanic Environmental Engineering research theme under the 
guidance of the faculty member in charge, and compile the results as a Doctoral thesis.

海洋空間利用計画特別研究　　8 単位
Graduate Research on Ocean Space Utilization Planning
　各自が設定した海洋空間利用計画特別研究テーマに対し， 担当教員の指導を受けて研究を行い， その成果を博士論
文として取りまとめる。
　Students conduct research on a self-selected Oceanic Space Utilization Planning research theme under the 
guidance of the faculty member in charge, and compile the results as a Doctoral thesis.

海洋建築構造工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Structural Engineering of Oceanic Architecture
　各自が設定した海洋建築構造工学特別研究テーマに対し， 担当教員の指導を受けて研究を行い， その成果を博士論
文として取りまとめる。
　Students conduct research on a self-selected Oceanic Architectural Structural Engineering research theme 
under the guidance of the faculty member in charge, and compile the results as a Doctoral thesis.

海洋建築工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Oceanic Architectural Engineering
　各自が設定した海洋建築工学特別研究テーマに対し， 担当教員の指導を受けて研究を行い， その成果を博士論文と
して取りまとめる。
　Students conduct research on a self-selected Oceanic Architectural Engineering research theme under the 
guidance of the faculty member in charge, and compile the results as a Doctoral thesis.
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【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

まちづくり政策特論 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中，必修科目４単位を含めて 14 単
位以上は左記の授業科目から修得しなければならない。
また，「共通教育科目」については修了に必要な単位数に算入し
ない。

プロジェクトマネジメント特論 2 2

都市デザイン特論 2 2

市街地整備特論 2 2

地域・都市経営特論 2 2

環境心理学特論 2 2

まちづくり特別講義 2 2

環境まちづくり特論 2 2

治水とまちづくり特論 2 2

防災まちづくり特論 2 2

景観まちづくり特論 2 2

観光まちづくり特論 2 2

景観・観光行政特論 2 2

歴史まちづくり特論 2 2

社会と福祉まちづくり特論 2 2

健康・医療とまちづくり特論 2 2

福祉と支援テクノロジー特論 2 2

まちづくりプロジェクト演習 1 1

インターンシップ 1 1

まちづくり工学特別演習Ⅰ 2 2

まちづくり工学特別演習Ⅱ 2 2

都市・地域マネジメント工学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。
環境・防災まちづくり工学特別研究 6 6

景観・観光まちづくり工学特別研究 6 6

健康・福祉まちづくり工学特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

まちづくり工学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

都市・地域マネジメント工学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。
環境・防災まちづくり工学特別研究 8 8

景観・観光まちづくり工学特別研究 8 8

健康・福祉まちづくり工学特別研究 8 8

学位論文
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授業科目概要

まちづくり工学専攻
Town Planning and Design Major

【博士前期課程】

まちづくり政策特論　　2 単位
Policy for Town Planning and Design
　人口減少・少子高齢化，国際化等を背景に，地方創生，都市再生が大きな課題となり，まちづくり分野でも集約型
の都市構造，価値創出型のまちづくり，新たな暮らし・楽しみ方，コミュニティの創生など新たな視点からの政策が
求められている。本授業では，新たなまちづくり政策の視点・枠組み，そして課題と方向性を学修する。

プロジェクトマネジメント特論　　2 単位
Project Management
　主に市街地における都市整備プロジェクトを念頭に，プロジェクトの企画・立案から，資金調達・計画・設計（PPP，
PFI ほか），事業実施・運用方策，維持管理（エリアマネジメント，指定管理者ほか）など，都市整備に関する一連
のプロジェクトマネジメントに必要な理論と実践方策を習得する。

都市デザイン特論　　2 単位
Urban Design
　本講義では国土計画（マクロ）から都市計画・デザインそしてまちづくりまでを一貫して概観する。社会的空間を
取り巻く状況変化を踏まえ，人類史的な事例から，実践的な取組・事例紹介までを通じて，都市デザインの最前線を
学んでいく。

市街地整備特論　　2 単位
Urban District Development and Maintenance
　市街地の先進的なまちづくりを景観，福祉，安全安心，都市再生，参加・協働，ダイバーシティ，被災地復興等様々
なキーワードを手掛かりに概観する。さらに市街地を取り巻く課題の抽出方法と基本計画の立案方法について事例を
踏まえ解説する。そして市街地の地区計画を自ら立案し発表・討議を通して知識・技術の定着を図る。

地域・都市経営特論　　2 単位
Regional and Urban Area Management
　農山漁村・中山間地域・都市部における地域産業や経済構造等の現状を概観し，地域に応じた産業クラスター構造
等の地域経済分析手法を理解する。また農山漁村・中山間地域の第一次産業が地域経済に与える影響や都市部の高次
産業が地域経済に与える影響等を学習し，諸地域において地域活性化を促す地域産業の方途を検討する。

環境心理学特論　　2 単位
Environmental Psychology
　環境は人間生活のすべてにおいてかかわりをもち，環境心理学はこれらの関係を「システム」として捉える。この
環境には，社会学，建築学，都市計画，造園学，景観学，交通計画学などの学問分野を包含している。そうした環境
に対して人間は心理的，あるいは人間行動において，どのような影響を受けるのかを探求する。

まちづくり特別講義　　2 単位
Special Lecture of Town Planning and Design
　わが国で行われている最先端のまちづくりに関わる各種事例を紹介し，まちづくりへの理解を深める。
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環境まちづくり特論　　2 単位
Environmental Planning and Design
　まちに関わる環境問題に関して，現状と各種問題に関する取組みに着目するとともに，各主体の役割など実例を紹
介しながら将来を展望する。さらに，まちづくりの基本となる歴史や生活など地域固有の環境にも着目する。それら
環境の形成過程を学び，いかにまちづくりへと活かしていくことができるかを探究する。

治水とまちづくり特論　　2 単位
River Engineering in Urban Area
　都市域における洪水は，資産および人命に大きな打撃を加える。特に，近年，地球規模の気候変動に伴い，その様
子が様変わりしている。本講義では，水の循環・流出解析に関する基礎知識を教授する。そして，最新の都市型洪水
への対策について言及する。

防災まちづくり特論　　2 単位
Disaster Prevention Engineering
　まちの持続的発展を妨げる災害の対処法について，地震災害を例として各方面での取り組みを概説する。防災・減
災対策，災害事前対策としての地震保険や法制度整備，支援体制，ハザードマップの整備と活用，防災計画等を主と
して講義する。

景観まちづくり特論　　2 単位
Landscape for Town Planning and Design
　本講義では，景観まちづくりに関する ①系譜，②研究の変遷，③景観計画活用法，④地域診断の留意点，⑤原単位（景
観把握モデル，視覚の法則，空間スケールと原単位），⑥デザインボキャブラリー，⑦合意形成とワークショップ手法，
⑧震災復興の留意点，⑨地域活性化プロジェクトの実践例と留意点などを習得する。

観光まちづくり特論　　2 単位
Tourism for Town Planning and Design
　本特論では，「観光まちづくり」による新たな地域活性化システムを学ぶにあたり，地域計画論や都市計画学の知
見をもとに，空間整備をはじめとするハード面とサービスや産業などの諸活動や交流，教育などのソフト面，双方か
らのアプローチより捉え，具体的な地域の諸問題を解決する方法論について学習し，理解を深める。

景観・観光行政特論　　2 単位
Administration on Landscape and Tourism for Town Planning and Design
　我が国の景観・観光に関わる行政上の制度や仕組みを解説するとともに，国，都道府県，市町村等の景観・観光行
政の特徴も解説する。特に景観法については，成立経緯や有効性と限界を学ぶ。また，基礎自治体の景観法に基づく
景観計画等を調査しその内容を把握するとともに，それら自治体における景観・観光行政の実態を学ぶ。

歴史まちづくり特論　　2 単位
Theory and Implementation of Historic Preservation
　生活の質的向上を図る上で，生活の場であるまちに蓄積されてきた歴史的資原を今後のまちづくりに活用していく
ことは有効な手段の一つである。本特論では，そうした歴史まちづくりの考え方やまちの歴史の読み解き方，さらに
歴史的資原の活用方法等について，日本のみならず海外事例も踏まえ実践的な内容に踏み込んで論ずる。

社会と福祉まちづくり特論　　2 単位
Town Planning and Design for an Inclusive Society
　「ノーマライゼーション」の実現のためには，私たちをとりまくまちとしての公共空間は，高齢者や障害者はもち
ろん，子ども，妊婦，それ以外の生活困窮者などを含む全ての人々にとって平等な利用環境となる必要がある。本講
義は，この思想をまちづくりの立場から実現していくための技術的方策をその理念とともに探求する。
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健康・医療とまちづくり特論　　2 単位
Health and Medical Care in Town Planning and Design
　まちに住む人々にとって健康は重要な関心事であり，行政にとっても住民の健康を維持増進することは重要課題で
ある。近年は特に高齢人口の増加による疾病予防，介護予防の観点から，健康増進や健康寿命の延長等の政策が求め
られており，まちづくりにおける医療を含めた健康政策について学び，具体的な方法について検討する。

福祉と支援テクノロジー特論　　2 単位
Asistive Technology for Inclusion
　障がいや高齢などによって不自由さを有する人を，まちとの関わりを踏まえて支援するテクノロジーについて講義
する。日常生活や就労における様々な場面において生じる困難さを軽減するために，有効な工学的技術および関連す
る制度やコミュニティとの関わりを示し，多様な人々を包括的に支えるテクノロジーについて言及する。

まちづくりプロジェクト演習　　1 単位
Seminar on Project for Town Planning and Design
　まちづくりに関する具体的な問題を課題にして，具体的解決策を検討，提案する一連のプロセスを演習を通じて学
ぶ。そして，まちづくり実務者としての素養を涵養する。

インターンシップ　　1単位
Internship
　これまでに修得したまちづくりに関連する知識や技術を，行政機関あるいは企業での実習の場で実践し，就業体験
を通して将来の進路決定に役立てる。また，ビジネスマナーや社会でのコミュニケーションについて，実践を通じて
体得する。

まちづくり工学特別演習Ⅰ　　2 単位
Special Seminar on Town Planning and Design Ⅰ
　都市・地域マネジメント工学系，環境・防災まちづくり工学系，景観・観光まちづくり工学系，健康・福祉まちづ
くり工学系のいずれかを選択させ，各担当者が設定した課題について演習を行う。

まちづくり工学特別演習Ⅱ　　2 単位
Special Seminar on Town Planning and Design Ⅱ
　都市・地域マネジメント工学系，環境・防災まちづくり工学系，景観・観光まちづくり工学系，健康・福祉まちづ
くり工学系のいずれかを選択させ，各担当者が設定した課題について演習を行う。

都市・地域マネジメント工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Management Engineering of City and Suburb Area
　各自が受講している都市・地域マネジメント工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する
研究を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。

環境・防災まちづくり工学特別研究　　6単位
Graduate Research on Environment and Disaster Prevention Engineering for Town Planning and Design
　各自が受講している環境・防災まちづくり工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研
究を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。

景観・観光まちづくり工学特別研究　　6単位
Graduate Research on Landscape and Tourism Engineering for Town Planning and Design
　各自が受講している景観・観光まちづくり工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研
究を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。
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健康・福祉まちづくり工学特別研究　　6単位
Graduate Research on Health and Welfare Engineering for Town Planning and Design
　各自が受講している健康・福祉まちづくり工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研
究を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。

【博士後期課程】

まちづくり工学特別講義　　2 単位
Special Lecture of Town Planning and Design
　まちづくり分野における研究および実務の最新動向等の理解を通して，各自の研究内容および方法等の改善につな
げるとともに，各自の研究と社会との関連について考究する。

都市・地域マネジメント工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Management Engineering of City and Suburb Area
　各自が受講している都市・地域マネジメント工学特別研究の担当教員のもとで指導を受けて，独自のテーマに対す
る調査・研究を行う。この成果を，査読付き論文等で発表を行い，その内容を別途に博士論文として取りまとめる。

環境・防災まちづくり工学特別研究　　8単位
Graduate Research on Environment and Disaster Prevention Engineering for Town Planning and Design
　各自が受講している環境・防災まちづくり工学特別研究の担当教員のもとで指導を受けて，独自のテーマに対する
調査・研究を行う。この成果を，査読付き論文等で発表を行い，その内容を別途に博士論文として取りまとめる。

景観・観光まちづくり工学特別研究　　8単位
Graduate Research on Landscape and Tourism Engineering for Town Planning and Design
　各自が受講している景観・観光まちづくり工学特別研究の担当教員のもとで指導を受けて，独自のテーマに対する
調査・研究を行う。この成果を，査読付き論文等で発表を行い，その内容を別途に博士論文として取りまとめる。

健康・福祉まちづくり工学特別研究　　8単位
Graduate Research on Health and Welfare Engineering for Town Planning and Design
　各自が受講している健康・福祉まちづくり工学特別研究の担当教員のもとで指導を受けて，独自のテーマに対する
調査・研究を行う。この成果を，査読付き論文等で発表を行い，その内容を別途に博士論文として取りまとめる。
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機械工学専攻

【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

応用弾性学特論Ⅰ 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中１4 単位以上は左記の授業科目か
ら修得しなければならない。
また，「共通教育科目」については修了に必要な単位数に算入し
ない。

応用弾性学特論Ⅱ 2 2

弾塑性学Ⅰ 2 2

弾塑性学Ⅱ 2 2

塑性力学特論Ⅰ 2 2

塑性力学特論Ⅱ 2 2

機械力学特論 2 2

振動工学特論Ⅰ 2 2

振動工学特論Ⅱ 2 2

生産工学特論Ⅰ 2 2

生産工学特論Ⅱ 2 2

塑性加工学特論Ⅰ 2 2

塑性加工学特論Ⅱ 2 2

工作法特論 2 2

熱工学特論Ⅰ 2 2

熱工学特論Ⅱ 2 2

熱工学特論Ⅲ 2 2

熱工学特論Ⅳ 2 2

機械工学特別講義Ⅰ 2 2

機械工学特別講義Ⅱ 2 2

自動車工学特論Ⅰ 2 2

自動車工学特論Ⅱ 2 2

自動車工学特論Ⅲ 2 2

流体工学特論Ⅰ 2 2

流体工学特論Ⅱ 2 2

流体工学特論Ⅲ 2 2

静粛工学特論 2 2

数値流体力学 2 2

混相流体力学 2 2

制御工学特論 2 2

機械材料Ⅰ 2 2

機械材料Ⅱ 2 2

熱機関特論Ⅰ 2 2

熱機関特論Ⅱ 2 2

応用数学Ⅰ 2 2

応用数学Ⅱ 2 2

エンジニアリング・プレゼンテーション・スキルⅠ 2 2
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授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

エンジニアリング・プレゼンテーション・スキルⅡ 2 2

機械工学演習 2 2

弾塑性学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。

熱工学特別研究 6 6

流体工学特別研究 6 6

工作法特別研究 6 6

熱機関特別研究 6 6

自動車工学特別研究 6 6

機械力学特別研究 6 6

金属材料特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

機械工学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

弾塑性学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。

熱工学特別研究 8 8

流体工学特別研究 8 8

工作法特別研究 8 8

熱機関特別研究 8 8

自動車工学特別研究 8 8

機械力学特別研究 8 8

金属材料特別研究 8 8

学位論文
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履修モデル
機械工学専攻　履修系統図

弾塑性力学

機械力学

自動車工学

熱工学・熱機関

流体工学

工作法

金属材料

基礎・総合力

研究

授業科目名

応用弾性学特論Ⅰ 応用弾性学特論Ⅱ → 

塑性力学特論Ⅰ 塑性力学特論Ⅱ → 

弾塑性学Ⅰ 弾塑性学Ⅱ → 

弾塑性学特別研究 熱学特別研究 流体工学特別研究 

エンジニアリングプレゼンテーションスキルⅠ エンジニアリングプレゼンテーションスキルⅡ → 

機械工学演習 

機械工学特別講義Ⅰ 

機械工学特別講義Ⅱ 

工作法特別研究 熱機関特別研究 

自動車工学特別研究 機械力学特別研究 金属材料特別研究 学位論文 

振動工学特論Ⅰ 振動工学特論Ⅱ → 

機械力学特論 

制御工学特論 

自動車工学特論Ⅱ 
自動車工学特論Ⅰ 

自動車工学特論Ⅲ 

→ 

→ 

→ 熱工学特論Ⅰ 熱工学特論Ⅱ 

熱工学特論Ⅲ 熱工学特論Ⅳ 

熱機関特論Ⅰ 熱機関特論Ⅱ 

機械材料Ⅰ 機械材料Ⅱ → 

生産工学特論Ⅰ 生産工学特論Ⅱ → 

塑性加工学特論Ⅰ 塑性加工学特論Ⅱ → 

工作法特論 

流体工学特論Ⅰ 流体工学特論Ⅱ 

流体工学特論Ⅲ 

静粛工学特論 数値流体力学 

混相流体力学 

→ 

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ → 

→ 

機械工学専攻
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授業科目概要

機械工学専攻
Mechanical Engineering Major

【博士前期課程】

応用弾性学特論Ⅰ　　2 単位
Applied Elasticity Ⅰ
　「平面弾性理論，棒の高級理論」を論ずる。平面歪，平面応力，直角座標，曲線座標での平面弾性論と棒のねじり
と曲げに関する高級理論について述べる。
　Discusses "advanced theories of plane elasticity and rods." It covers plane elasticity in Cartesian and curvilinear 
coordinates (plane strain/stress) and advanced theories on the torsion and bending of rods.

応用弾性学特論Ⅱ　　2 単位
Applied Elasticity Ⅱ
　「平板と殻の理論」を論ずる。平板の基礎理論を述べ，様々な境界条件，荷重条件下での解析法を紹介する。次に，
円筒殻，球殻の薄膜理論，一般理論について述べる。
　Discusses "theories of plates and shells." It introduces basic plate theory and analysis methods under various 
boundary and loading conditions, followed by membrane and general theories for cylindrical and spherical shells.

弾塑性学Ⅰ　　2 単位
Theory of Elasticity and Plasticity Ⅰ
　大変形・有限歪の領域に解析を拡張する上で重要な因子である幾何学的非線形性と塑性及び粘弾性によって代表さ
れる材料非線形性の 2 つについて，理論的な取り扱いとその具体的な応用例を概説する。
　Outlines the theoretical treatment and specific applications of geometric nonlinearity (essential for extending 
analysis to large deformations/finite strain) and material nonlinearity (represented by plasticity and viscoelasticity).　

弾塑性学Ⅱ　　2 単位
Theory of Elasticity and Plasticity Ⅱ
　連続体損傷力学に基づく弾性，塑性及び損傷を考慮した材料非線形応答の解析法について学んでいく。
　Focuses on learning analysis methods for material nonlinear response considering elasticity, plasticity, and 
damage based on continuum damage mechanics.

塑性力学特論Ⅰ　　2 単位
Mechanics of Plasticity Ⅰ
　塑性力学の基礎（降伏条件および塑性流動則など）について学ぶ。また，塑性解析でしばしば用いられる上下界定
理について述べ，これを応用した極限設計の幾つかを紹介する。
　Covers the fundamentals of plasticity (yield criterions, plastic flow rules, etc.) and introduces limit design 
applications using upper and lower bound theorems frequently used in plastic analysis.

塑性力学特論Ⅱ　　2 単位
Mechanics of Plasticity Ⅱ
　有限要素解析のための非線形連続体力学について学ぶ．幾何学的非線形及び材料非線形を考慮した数値シミュレー
ションにより，構造解析を実行する方法について学ぶ。
　Covers nonlinear continuum mechanics for finite element analysis. Students learn how to perform structural 
analysis through numerical simulations considering geometric and material nonlinearities.
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機械力学特論　　2 単位
Dynamics of Machinery
　機械は多数の部品の組み合わせにより構成された機構の相対運動によって機能が発揮される。このような系はマル
チボディシステムと呼ばれる。このマルチボディシステムの機構解析技術（マルチボディダイナミクス）を学ぶ。主
に平面問題を対象とし，マルチボディシステムの運動方程式の立て方，シミュレーション技術等を扱う。
　Focuses on Multibody Dynamics (MBD) for mechanisms composed of multiple parts. The course mainly covers 
planar problems, including formulating equations of motion and simulation techniques.

振動工学特論Ⅰ　　2 単位
Vibration Engineering Ⅰ
　機械系の振動現象のメカニズムは様々である。本講義では最も基本的な「1 自由度集中質量系の線形振動」から始
まり「多自由度連成系の振動」「分布定数系の線形振動」「回転機械の振動」「非線形振動」など，基本的な機械振動
現象について詳しい知識を与える。また，振動工学に基づく受動的振動抑制法などについても概説する。
　Provides detailed knowledge of basic vibration phenomena, from 1-DOF linear systems to multi-DOF coupled 
systems, continuous systems, rotating machinery, and nonlinear vibrations, including passive suppression.

振動工学特論Ⅱ　　2 単位
Vibration Engineering Ⅱ
　制振工学の基礎とともに，状態空間法に基づくいくつかのアクティブ振動制御系設計法について述べる。取り上げ
る方法は，LQ 状態フィードバック系設計法，LQ 出力フィードバック系設計法，極配置法，周波数成型 LQG 制御法，
H∞

 制御法などである。この講義は受講者が振動力学および古典制御理論の基礎を理解していることを前提とする。
　Covers the basiscs of vibration damping and active vibration control system design methods based on state-
spacemodel (e.g. LQ state/output feedback, pole placement, frequency-shaped LQG control and H-infinity control).　

生産工学特論Ⅰ　　2 単位
Manufacturing Engineering Ⅰ
　高速切削機構の理論と現象論を講義する。これらを理解するために， 衝撃力学の基礎， 応用として衝撃変形特性や
動的変形下の材料特性や，高速切削加工の材料物理現象に及ぼす影響について解説する。
　Lectures on the theory and phenomena of high-speed cutting, covering impact mechanics, impact deformation 
characteristics, and the impact of material properties under dynamic deformation.

生産工学特論Ⅱ　　2 単位
Manufacturing Engineering Ⅱ
　「ものづくり」をキーワードとして，生産加工に利用される各種加工技術について考える。本講義では各加工技術
についてその原理にのっとって考えることを基本とし，各加工技術が果たす役割について考える。
　Explores various manufacturing technologies used in "Monozukuri" (craftsmanship), focusing on their 
fundamental principles and the roles they play in production processes.

塑性加工学特論Ⅰ　　2 単位
Plasticity in Engineering Ⅰ
　降伏条件，降伏後の応力－ひずみ関係などの塑性変形の基礎理論や成形限界線図，および塑性変形の微視的考察に
ついて理解を深め，鍛造加工，圧延加工，押出し加工などについて，初等解法，すべり線場法，上界法などによる解
法を適用して種々の加工における変形を解説する。
　Deepens understanding of plastic deformation theories (yield conditions, forming limit diagrams) and applies 
elementary analysis, slip-line field methods, and upper-bound methods to forging, rolling, and extrusion.

塑性加工学特論Ⅱ　　2 単位
Plasticity in Engineering Ⅱ
　製造メーカで実際に使用されている塑性加工技術について紹介する。そして，製造現場では何が課題で，それをど
のように捉えて解決するための技術開発が行われてきたかを，素形材の製造からプレス成形，曲げ加工，チューブ
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フォーミングなどの豊富な実例に基づいて解説する。
　Introduces plastic working technologies used in actual manufacturing, explaining how technical developments 
solve field challenges based on examples like press forming and tube forming.

工作法特論　　2 単位
Mechanical Technology 
　切削理論の基礎事項，研削加工の基礎事項，その他切削加工法および工作機械に関する身近な研究成果の概要およ
び興味ある問題点の解説を行う。
　Provides an overview of fundamental matters in cutting and grinding theories, other machining methods, and 
recent research findings or interesting issues regarding machine tools.

熱工学特論Ⅰ　　2 単位
Heat Engineering Ⅰ
　伝熱現象は機械工学分野にとどまらず，他分野においても利活用されている。そこで，伝熱現象の本質を理解する
ことを目指して，機械工学における伝熱工学を基礎に，空調設計を一例として伝熱現象に関連する身近な環境や現象
を取り上げることにより，他分野における伝熱現象の利活用等について検討する。
　Aims to understand the essence of heat transfer phenomena. Using air conditioning design as an example, it 
examines the application of heat transfer engineering in mechanical engineering and other fields.

熱工学特論Ⅱ　　2 単位
Heat Engineering Ⅱ
　管内流や翼面の境界層，バーナーなどの噴流の自由せん断層では，固体壁面と作動流体あるいは流速の異なる流れ
の自由せん断流において，運動量，熱，物質の移動，拡散が生じる。このような熱流体の輸送現象の基礎について学
ぶと共に，工業的な応用例について触れる。
　In pipe flows, boundary layers on blade surfaces, and free shear layers of jets such as burners, the free shear 
flow between a solid wall and a working fluid or between flows with different flow velocities causes the transfer 
and diffusion of momentum, heat, and mass. This course will cover the basics of such thermal fluid transport 
phenomena and touch upon examples of industrial applications.

熱工学特論Ⅲ　　2 単位
Heat Engineering Ⅲ
　主要なエネルギー発生源としての燃焼現象について述べる。燃焼現象の物理的・化学的性質，各種燃料の燃焼形態
と燃焼過程，燃焼生成物の生成機構など燃焼の基礎原理について解説する。また，熱エネルギーの有効利用，排気ガ
スの効果的な制御方法，新燃焼技術などの応用技術について，内燃機関を例にとり解説する。
　Covers combustion phenomena as a major energy source, explaining fundamental principles (physical/chemical 
properties, emissions) and applied technologies in internal combustion engines.

熱工学特論Ⅳ　　2 単位
Heat Engineering Ⅳ

機械工学特別講義Ⅰ　　2 単位
Special Lecture on Mechanical Engineering Ⅰ
　鉄および鉄鋼材料の特性，鉄鋼製品の製造プロセス，および，工業製品における鉄鋼材料の活用について講義する。
本講を通じて，原料から鉄鋼製品が製造されるまでのプロセス，薄鋼板（特に自動車向け）の利用技術を理解すると
ともに，大学で学ぶ数学や力学が，ものづくりの現場で活用されていることを実感することを目標とする。
　Lectures on the manufacturing process of steel and the utilization of steel materials (especially for automobiles) 
in industrial products, bridging academic mechanics with the manufacturing site.



－68－

機械工学専攻

機械工学特別講義Ⅱ　　2 単位
Special Lecture on Mechanical Engineering Ⅱ
　機械製品の多くは，機械工学における様々な技術を活用している。制振技術は，振動工学と制御工学との境界領域
を扱う技術であり，高層ビル，橋梁などの大型構造物において強風や地震による揺れを低減する制振装置にも応用さ
れている。講義では制振装置の実用例を紹介し，製品と種々の技術との関わりについて理解を与える。
　Introduces practical examples of vibration damping devices used in large structures like high-rise buildings and 
bridges, explaining the relationship between products and various engineering technologies.

自動車工学特論Ⅰ　　2 単位
Automotive Engineering Ⅰ
　自動車の運動に支配的なタイヤ力について基礎概念ならびに簡単なモデル計算を試みる。その上で，車両運動特性
を検討するための運動方程式の誘導をすすめ基礎特性の理解を深める。併せて，ITS，ADAS など近年の技術に触れ
ることで将来的な自動車工学のトレンドについてもみていく。
　自動車工学特論Ⅱ，Ⅲを理解する上での基礎知識を受け持つ。 
　Covers basic concepts of tire forces, derivation of equations of motion for vehicle dynamics, and modern 
technologies such as ITS and ADAS to understand future trends.

自動車工学特論Ⅱ　　2 単位
Automotive Engineering Ⅱ
　非線形領域における自動車の運動特性解析法について述べる。まず，解析に用いる簡単な非線形車両モデルを導い
た後，非線形システムに特有な運動の特徴を概観する。続いて非線形領域における自動車の運動特性解析法として提
案されているいくつかの手法（位相面解析法，ハンドリング線図，モーメント法，平衡点近傍における安定解析法な
ど）について説明する。
　Discusses motion characteristic analysis of vehicles in nonlinear regions, including nonlinear vehicle models, 
phase plane analysis, handling diagrams, and stability analysis.

自動車工学特論Ⅲ　　2 単位
Automotive Engineering Ⅲ
　自動車工学の基礎理論を解説する。動力性能，制御性能，操安性，運転行動等について述べる。
　Explains basic theories of automotive engineering, including power performance, control performance, handling/
stability, and driving behavior.

流体工学特論Ⅰ　　2 単位
Fluids Engineering Ⅰ
　非圧縮粘性流体の運動についての入門講義である。流体工学特論 I では，主として層流の境界層流れについて述べ
る。主な内容は，粘性流体の運動の概要，境界層流れの概要，運動量方程式の誘導，二次元流れの境界層方程式，境
界層方程式の一般的性質および層流から乱流への遷移等である。
　An introductory lecture on incompressible viscous fluid motion, focusing on laminar boundary layer flows, the 
derivation of momentum equations, and the transition to turbulence.

流体工学特論Ⅱ　　2 単位
Fluids Engineering Ⅱ
　流体工学に関する入門的な講義であり，まず，流体工学や熱力学の基礎となる保存則を完全に理解する。次いで，
流体の基本的な性質である，粘性作用と対流効果に関して理解を深め，そのバランスで発生する乱流についても理解
する。講義の後半では数式を使った保存則の記述や数式中の各項の物理的な意味を説明し，工学的に重要となる乱流
の数値解析方法も紹介する。
　Focuses on conservation laws, viscosity, convection effects, and turbulence. It explains the physical meaning of 
mathematical descriptions and introduces numerical analysis methods for turbulence.
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流体工学特論Ⅲ　　2 単位
Fluids Engineering Ⅲ
　流体工学の位置を明らかにするとともに流体工学全般の課題を明らかにすることを目標とし，流体機械で重要とな
る運動量理論や翼素理論，羽根車設計理論などの基礎理論と空力音発生メカニズムのほか流体計測法について学ぶ。
　Aims to clarify challenges in fluid engineering, covering fundamental theories for fluid machinery (momentum, 
blade element theories), aerodynamic noise mechanisms, and measurement methods.

静粛工学特論　　2 単位
Silence Amenity Engineering
　機械文明と環境問題の接点として，住居，オフィス，交通機関などにおいて静粛で快適な生活空間を実現するため
の手法を，工学的および心理学的な面から考え，音響学の基礎および流体音の基本メカニズムから予測方法，制御技
術・低減技術までを，事例に基づいて解説する。
　Explores methods for creating quiet and comfortable living spaces. It covers acoustics, flow noise mechanisms, 
prediction methods, and control/reduction technologies from engineering and psychological perspectives.

数値流体力学　　2 単位
Computational Fluid Dynamics
　流れの数値計算は流体に関連した研究開発や製品設計における欠かせないツールとして定着している。この講義で
は，まず，保存則やそれから導出される流れの基礎方程式を理解する。次いで，基礎方程式の近似解を求める方法と
して，差分法，有限体積法などの数値解析手法を理解した後，それぞれの数値解析手法の長所や短所も理解する。ま
た，実用上重要となる，並列計算アルゴリズム，安定化手法，数値誤差などに関しても理解を深める。
　Explains CFD as a vital tool in design. It covers governing equations, numerical methods (finite difference/
volume), parallel algorithms, stabilization techniques, and numerical errors.

混相流体力学　　2 単位
Multiphase Flow Dynamics
　粉粒体と流体の混合物のうち，固体あるいは流体のどちらか，あるいは両方が移動する流れを混相流と呼んでいる。
産業界でよく使用される混相流の単位操作には，空気輸送と集塵，スラリー輸送とろ過があり，流体と粉粒体の動き
には共通の現象や関係式がある。本講義では混相流における流動現象とその理論について解説する。
　Explains the flow phenomena and theories of multiphase flows (mixtures of solids and fluids). It covers common 
industrial operations like pneumatic transport and slurry transport.

制御工学特論　　2 単位
Control Engineering
　本講義では，磁気浮上システムの適用を例としながら，現代制御理論の基本的な諸概念と解析法をしっかりと理解
し，実際の機械システムへの応用ができるようにすることを目標としている。そのため，理論の厳密な理解よりも，
むしろ学生諸君が実社会で現場で問題に遭遇したときに，「このような考え方もあったはずだ」と思い出せるように，
現代制御の諸概念を直感的に捉えさせることに主眼を置いて講義を行う。
　Aims to provide an intuitive understanding of modern control theory concepts and analysis methods for 
application to real mechanical systems, using magnetic levitation as an example.

機械材料Ⅰ　　2 単位
Engineering Materials Ⅰ
　機械の設計・製造で必要な材料について学ぶ。特に固体の原子・分子構造，結晶構造，その強度と変形・破壊機構
とその試験方法について学ぶ。さらに，合金設計の基礎となる平衡状態図と相変態，主要金属合金での相変化，熱処
理について学ぶ。また，主要な機械材料である，合金・セラミックス・高分子材料について総合的に学ぶ。
　Covers materials for design/manufacturing, focusing on atomic/crystal structures, strength, deformation/
fracture mechanisms, equilibrium diagrams, heat treatment, and major industrial materials.
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機械材料Ⅱ　　2 単位
Engineering Materials Ⅱ
　機械の設計・製造で必要な材料を幅広く学ぶ。一般的な機械材料である金属・セラミックス・高分子材料に留まら
ず，バイオマテリアルや電磁材料まで機械設計に必要な材料について総合的に学ぶ。また，金属材料の加工技術につ
いても，鋳造，溶接から粉末冶金，AM 技術まで広範囲に学ぶ。
　Broadly covers materials including biomaterials and electromagnetic materials, as well as metal processing 
technologies like casting, welding, powder metallurgy, and AM (Additive Manufacturing).

熱機関特論Ⅰ　　2 単位
Heat Engines Ⅰ
　熱機関は地球環境，省資源の観点から熱効率のさらなる向上，排気浄化が求められている。はじめに熱機関の物流，
交通機関として果たしてきた役割と現状を解説する。最新の自動車用エンジンの技術論文を主な教材にして，⑴世界
の排気規制と最新の排気浄化技術，⑵燃焼反応，燃焼ガス温度，排気組成，化学平衡，熱解離等のエンジン燃焼の基礎，
⑶ F1，二輪車，軽自動車の最新エンジン技術について解説をする。
　Details diesel and gas engines, focusing on combustion, fuel injection, and emission reduction through post-
treatment. It also introduces alternative fuels, hybrids, and electric vehicles.

熱機関特論Ⅱ　　2 単位
Heat Engines Ⅱ
　熱機関特論Ⅰを基礎にして，ディーゼルエンジン，ガスエンジンや代替燃料等について解説する。特に圧縮着
火機関における (1) 燃焼室形状，(2) 燃料噴射装置，(3) 燃料噴霧および着火燃焼過程，(4) 排出ガス生成特性，(5) 燃
焼改善による排出ガス成分低減，(6) 後処理による排出ガス成分低減について詳説する。続いて，ガス燃料 (LNG，
CNG，LPG)，代替燃料，ハイブリッドエンジン，電動車についても紹介する。
　Explains the latest technologies for compression ignition engines to reduce exhaust and fuel consumption, 
covering NOx/PM issues, catalysts, DPF, and low-temperature oxidation combustion.

応用数学Ⅰ　　2 単位
Applied Mathematics Ⅰ
　学部までに習った数学の知識を発展させ，現象シミュレーション・AI・データサイエンスの手法を幅広く習得する。
ものづくり分野における種々の課題とそれを解決できそうな数学手法を結びつけられる力をつける。適宜ものづくり
企業の事例も紹介する。
　Develops math knowledge for simulation, AI, and data science. It aims to build the ability to link mathematical 
methods with "Monozukuri" challenges through corporate case studies.

応用数学Ⅱ　　2 単位
Applied Mathematics Ⅱ
　機械工学分野に現れる諸現象を適切にモデル化し数値解析手法や AI・データサイエンス手法等を用いて課題解決
できることを目指す。前半は有限要素法などの数値解析手法を正しく利用するために重要な数学的な理論や手法を学
び，後半はいくつかの課題を実際に計算しながら課題解決の勘所を学習する。適宜ものづくり企業の事例も紹介する。
　Focuses on modeling and solving mechanical engineering problems using numerical analysis (like FEM) and AI/
data science through practical calculation and corporate examples.

エンジニアリング・プレゼンテーション・スキルⅠ　　2 単位
Engineering Presentation Skill Ⅰ
　現在の国際社会に生き残るためには，英語によるコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力が不可欠であ
ることは言うまでもない。本講では，インターナショナルなエンジニアに最低限要求される，英語におけるパワーポ
イント作成方法，英語論文作成方法，英語によるテクニカル・コミュニケーションについて講義を行う。
　Lectures on essential English skills for international engineers, including PowerPoint creation, technical 
communication, and research paper writing.
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エンジニアリング・プレゼンテーション・スキルⅡ　　2 単位
Engineering Presentation Skill Ⅱ
　エンジニアリング・プレゼンテーション・スキルⅠに続いて，本講義では，より高度なプレゼンテーション・スキ
ルを身につけるために，論理をどのように英語で展開するかというロジック・ビルディング手法，インパクトあるプ
レゼンテーションを行うための英語によるテクニカル・プレゼンテーション法について講義を行う。
　Following Skill I, this course covers advanced skills like logic building for English presentations and technical 
presentation methods (Note: Not offered in 2025).

機械工学演習　　2 単位
Seminar on Mechanical Engineering
　機械工学専攻の特別研究担当者であるものが，それぞれの専攻する分野についての研究を行う為の基礎的訓練を行
う。この場合，大学院生の各々の資質に合った素材を選び，各教員の独自な方法で，個性的な特色ある研究能力の発
現を目指す。
　Provides basic training for conducting research in students' respective specialized fields within the Mechanical 
Engineering major.

弾塑性学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Elasto-Plasticity
　各自が受講している弾塑性学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Individual research on a original theme under the guidance of supervisors, summarized as a Master's thesis.

熱工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Heat Engineering
　各自が受講している熱工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果
を別途に修士論文として取りまとめる。
　Individual research on a original theme under the guidance of supervisors, summarized as a Master's thesis.

流体工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Fluid Engineering
　各自が受講している流体工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Individual research on a original theme under the guidance of supervisors, summarized as a Master's thesis.

工作法特別研究　　6 単位
Graduate Research on Manufacturing Engineering
　各自が受講している工作法特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果
を別途に修士論文として取りまとめる。
　Individual research on a original theme under the guidance of supervisors, summarized as a Master's thesis.

熱機関特別研究　　6 単位
Graduate Research on Heat Engine
　各自が受講している熱機関特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果
を別途に修士論文として取りまとめる。
　Individual research on a original theme under the guidance of supervisors, summarized as a Master's thesis.

自動車工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Automotive Engineering
　各自が受講している自動車工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この
成果を別途に修士論文として取りまとめる。
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　Individual research on a original theme under the guidance of supervisors, summarized as a Master's thesis.

機械力学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Engineering Mechanics
　各自が受講している機械力学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Individual research on a original theme under the guidance of supervisors, summarized as a Master's thesis.

金属材料特別研究　　6 単位
Graduate Research on Metals
　各自が受講している金属材料特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Individual research on a original theme under the guidance of supervisors, summarized as a Master's thesis.

【博士後期課程】

機械工学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Mechanical Engineering
　機械工学の様々な専門分野に関して，基礎的な学問から現在行われている研究まで，具体的な事例を示しながら各
専門の教員がオムニバス的に講義を行う。
　An omnibus-style lecture covering specialized fields from basic academics to current research through specific 
case studies.

弾塑性学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Elasto-Plasticity
　各自が受講している弾塑性学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博士論
文として取りまとめる。
　Advanced research on an original theme under supervisor guidance, to be summarized as a Doctoral 
dissertation.

熱工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Heat Engineering
　各自が受講している熱工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博士論文
として取りまとめる。
　Advanced research on an original theme under supervisor guidance, to be summarized as a Doctoral 
dissertation.

流体工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Fluid Engineering
　各自が受講している流体工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Advanced research on an original theme under supervisor guidance, to be summarized as a Doctoral 
dissertation.

工作法特別研究　　8 単位
Graduate Research on Manufacturing Engineering
　各自が受講している工作法特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果
を別途に博士論文として取りまとめる。
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　Advanced research on an original theme under supervisor guidance, to be summarized as a Doctoral 
dissertation.

熱機関特別研究　　8 単位
Graduate Research on Heat Engine
　各自が受講している熱機関特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果
を別途に博士論文として取りまとめる。
　Advanced research on an original theme under supervisor guidance, to be summarized as a Doctoral 
dissertation.

自動車工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Automotive Engineering
　各自が受講している自動車工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この
成果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Advanced research on an original theme under supervisor guidance, to be summarized as a Doctoral 
dissertation.

機械力学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Engineering Mechanics
　各自が受講している機械力学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Advanced research on an original theme under supervisor guidance, to be summarized as a Doctoral 
dissertation.

金属材料特別研究　　8 単位
Graduate Research on Metals
　各自が受講している金属材料特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Advanced research on an original theme under supervisor guidance, to be summarized as a Doctoral 
dissertation.
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精密機械工学専攻

【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

精密計測特論Ⅰ 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中 14 単位以上は左記の授業科目か
ら修得しなければならない。
また，「共通教育科目」については修了に必要な単位数に算入し
ない。

精密計測特論Ⅱ 2 2

制御工学特論 2 2

システム工学特論Ⅰ 2 2

システム工学特論Ⅱ 2 2

ロボット制御工学特論Ⅰ 2 2

ロボット制御工学特論Ⅱ 2 2

ロボットシステム特論Ⅰ 2 2

ロボットシステム特論Ⅱ 2 2

人間工学特論Ⅰ 2 2

人間工学特論Ⅱ 2 2

エネルギー変換工学特論Ⅰ 2 2

エネルギー変換工学特論Ⅱ 2 2

薄板構造力学特論 2 2

材料加工学特論Ⅰ 2 2

材料加工学特論Ⅱ 2 2

微小機械設計特論Ⅰ 2 2

微小機械設計特論Ⅱ 2 2

微小電気機械システム特論Ⅰ 2 2

微小電気機械システム特論Ⅱ 2 2

半導体集積回路特論Ⅰ 2 2

半導体集積回路特論Ⅱ 2 2

物質工学特論Ⅰ 2 2

物質工学特論Ⅱ 2 2

安全設計工学特論 2 2

情報素子特論 2 2

音波工学特論 2 2

応用数学Ⅰ 2 2

応用数学Ⅱ 2 2

有限要素法 2 2

精密機械工学特別講義 2 2
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授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

計測工学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。

制御工学特別研究 6 6

人間工学特別研究 6 6

熱流体工学特別研究 6 6

機械加工学特別研究 6 6

微小機械設計特別研究 6 6

電気機械システム特別研究 6 6

電子・機能性材料特別研究 6 6

精密工学特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

精密機械工学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

計測工学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。

制御工学特別研究 8 8

人間工学特別研究 8 8

熱流体工学特別研究 8 8

機械加工学特別研究 8 8

微小機械設計特別研究 8 8

電気機械システム特別研究 8 8

電子・機能性材料特別研究 8 8

精密工学特別研究 8 8

学位論文
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履修モデル
精密機械工学専攻

領域・分野

精密計測特論Ⅰ → 精密計測特論Ⅱ

制御工学特論

システム工学特論Ⅰ → システム工学特論Ⅱ

ロボット制御工学特論Ⅰ → ロボット制御工学特論Ⅱ

ロボットシステム特論Ⅰ → ロボットシステム特論Ⅱ

人間工学特論Ⅰ → 人間工学特論Ⅱ

物質工学特論Ⅰ → 物質工学特論Ⅱ

材料加工学特論Ⅰ → 材料加工学特論Ⅱ

微小機械設計特論Ⅰ → 微小機械設計特論Ⅱ

薄板構造力学特論

半導体集積回路特論Ⅰ

微小電気機械システム特論Ⅰ → 微小電気機械システム特論Ⅱ

情報素子特論

音波工学特論

安全設計工学特論

エネルギー変換工学特論Ⅰ → エネルギー変換工学特論Ⅱ

応用数学Ⅰ

有限要素法

計測・制御系

機械系

電気系

情報系

力学系

精密機械工学専攻
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授業科目概要

精密機械工学専攻
Precision Machinery Engineering Major

【博士前期課程】

精密計測特論Ⅰ　　2 単位
Precision Instrumentation Ⅰ
　高密度実装プリント基板の組み立て検査などでは，画像を使った非接触な高精度計測を利用している。一方，デジ
タルカメラで写真を撮影し印刷する，ホームページ掲載用に加工するなどのように，現在では，デジタル画像処理を
当然の技術として利用している。ここでは，画像を使った精密計測技術について，幾何学，光学，信号処理，画像処
理，ステレオビジョンなどを説明する。
　High-precision and non-contact image measurements are used for assembly inspection in many factories. 
Meanwhile, we are using digital image processing for photographs and printing them. This lecture will explain 
precision image measurement technology, including optical geometry, image signal processing and stereo-vision. 

精密計測特論Ⅱ　　2 単位
Precision Instrumentation Ⅱ
　精密計測特論 I に引き続き，画像を使った精密計測技術とその背景にある技術について説明する。フーリエ変換を
利用した画像処理，ステレオビジョンによる距離計測の基本となる画像間の位置合わせ技術，画像認識などに関して
説明する。さらに，CG-ARTS 協会の画像処理エンジニア検定（エキスパート級）合格を目指し，関連技術を説明する。
　Following Precision Instrumentation 1, this lecture will explain some advanced techniques behind the image 
measurements. They cover Fourier transforms, very precise image alignment techniques, image recognition, and 
more. 

制御工学特論　　2 単位
Control Engineering
　制御システムが複雑化している現代において，他入力多出力系の制御系設計は重要な課題であり，主に現代制御理
論について学ぶ。まず，古典制御理論との違いについて，状態空間法・状態方程式について述べる。そして可制御性・
可観測性や状態フィードバック・最適レギュレータなどについて学習する。
　In today's era of increasingly complex control systems, designing control systems for multi-input multi-output 
(MIMO) systems is a critical challenge. This course primarily focuses on modern control theory. We begin by 
discussing the differences from classical control theory, covering state-space methods and state equations. We 
then study controllability, observability, state feedback, and optimal regulators.

システム工学特論Ⅰ　　2 単位
Advanced Systems Engineering Ⅰ
　ロボットに代表される高度な工学システムは，機械工学，電気・電子工学，制御工学など，複数の分野の工学技術
の融合によって成立している。これらの専門分野で学んだ知識を統合して高度なシステムヘ応用するために，システ
ムのモデル化の方法や設計の考え方，さらにシステムの性能評価の方法や最適化について学ぶ。
　Advanced engineering systems, exemplified by robots, are established through the integration of engineering 
technologies from multiple fields such as mechanical engineering, electrical and electronic engineering, and 
control engineering. To integrate knowledge acquired in these specialized fields and apply it to advanced 
systems, students learn methods for system modeling, design approaches, and techniques for system performance 
evaluation and optimization.
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システム工学特論Ⅱ　　2 単位
Advanced Systems Engineering Ⅱ
　システム工学特論Ⅰに続いてシステムを解析するために必要となるプラントのモデル化に始まりシステムの特性を
理解するための安定性について解説する。また，「最も望ましいシステム」を開発するために必要となる最適化の概
念や最適化手法を学ぶ。
　Following Advanced Systems Engineering I, this course begins with plant modeling—essential for system 
analysis—and explains stability to understand system characteristics. It also covers optimization concepts and 
techniques necessary for developing the most desirable systems.

ロボット制御工学特論Ⅰ　　2 単位
Advanced Robotic Control System Ⅰ
　ロボットの高度な制御技術は，ロボット工学や制御工学のみならず，機械力学・材料力学・熱力学・水力学などの
力学系基礎分野の工学技術などの複合技術によって成立している。これまで学習した個々の分野における技術をさら
に高め，それらを融合させたロボット制御手法について学ぶ。
　Advanced control technology for robots is established by a combination of technologies such as engineering 
technology in basic fields of mechanics such as mechanical mechanics, material mechanics, thermodynamics, and 
hydraulics, as well as robotics and control engineering. Students will further improve the skills in each field they 
have learned so far, and learn about robot control methods that combine them.

ロボット制御工学特論Ⅱ　　2 単位
Advanced Robotic Control System Ⅱ
　ロボット制御工学特論Ⅰでは主にロボット本体の制御手法について学んだが，ロボットがある環境内を移動したり，
外界に対して作業を行ったりする際は，環境認識手法や行動生成手法が必要となる。そのため本科目では，具体的な事
例を交え，学習的手法や確率的手法を取り入れながら，移動しながら作業を行う際の問題点や解決手法について学習する。
　In Robot Control Engineering I, we mainly learned about the control methods of robots, but when robots move 
in a certain environment or perform tasks to the outside world, they need environmental recognition methods and 
behavior generation methods. Therefore, in this course, students will learn about problems and solutions when 
working while moving, while incorporating learning methods and probabilistic methods with specific examples.

ロボットシステム特論Ⅰ　　2 単位
Advanced Robotic Systems Ⅰ
　産業界や医療分野など最先端のロボット技術を応用した製品やサービスは必要不可欠なってきている。これらは複
数の分野の境界領域の融合により新たな需要を創造し，今後も成長が期待される分野である。ロボットシステムを構
成する制御技術，情報処理技術，センサー技術，製造技術などの個々の分野を系統的に学ぶ。
　Products and services that utilize cutting-edge robotics technology across industries such as manufacturing 
and healthcare have become indispensable. These fields create new demand through the convergence of multiple 
disciplines and are expected to continue growing. Students will systematically study the individual fields 
that constitute robot systems: control technology, information processing technology, sensor technology, and 
manufacturing technology.

ロボットシステム特論Ⅱ　　2 単位
Advanced Robotic Systems Ⅱ
　ロボットシステム特論 I で学んだ分野を横断的に統合し，ロボットシステムを構成する手法を学ぶ。ロボットビジョ
ンの応用や知的制御手法，カルマンフィルターの応用などについて解説を行い，具体的な問題を提起し，それを解決
するシステムについて考察・ディスカッションを行いながら，授業を進める。
　This course integrates the fields studied in Advanced Robotic Systems I in a cross-disciplinary manner, teaching 
methods for constructing robotic systems. It covers applications of robot vision, intelligent control techniques, 
and applications of Kalman filters. The course progresses by presenting specific problems, examining systems for 
solving them, and engaging in discussions.
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人間工学特論Ⅰ　　2 単位
Advanced Human Factors and Ergonomics Ⅰ
　機械の開発・設計においては，人間工学的設計が必要不可欠である。人間と機械との機能配分，ヒューマン・マシ
ン・インターフェース，ヒューマンエラー，振動環境や音環境の計測と評価など，特に人間－機械－環境系における
人間工学の導入と設計へのアプローチについて学ぶ。
　In the development and design of machines, ergonomic design is indispensable. This course covers functional 
allocation between humans and machines, human–machine interfaces (HMI), human error, and the measurement 
and evaluation of vibration and acoustic environments. Particular emphasis is placed on the application of 
ergonomics and design approaches within human–machine–environment systems.

人間工学特論Ⅱ　　2 単位
Advanced Human Factors and Ergonomics Ⅱ
　人間工学の導入に必要な人間の感覚に関する心理学と生理学，および生体反応の計測について学修する。感覚の心
理学では心理反応の測定方法と統計解析手法，生理学では神経系の構造と情報伝達のメカニズムについて説明し，人
間の感覚の基本的性質と心理・生理反応の計測，評価方法について学ぶ。
　This course introduces the psychology and physiology of human sensory systems relevant to ergonomic 
applications, and methods for measuring psychological and physiological responses. Psychophysics addresses 
methods for measuring psychological responses and statistical analysis techniques, while physiology covers the 
structure of the nervous system and the mechanisms of information transmission. Particular emphasis is placed on 
the fundamental properties of human sensation and the methods for measuring and evaluating psychological and 
physiological responses.

エネルギー変換工学特論Ⅰ　　2 単位
Energy Conversion Ⅰ
　精密機械を稼働させるために必要な動力・電力の容量は大小様々であり,そのためのエンジンや発電機にも大小様々
な選択肢が求められる。本特論では , エネルギーの種類と形態について整理し , 各種エネルギーから動力と電力に変
換するシステム , ならびに電力から熱エネルギーに変換するシステムについて説明する。
　There are various capacities for the power and electricity required to operate machines in a wide range of 
engines and generators. This lecture will explain systems that convert various types of energy into power and 
electricity, and that convert electricity into thermal energy.

エネルギー変換工学特論Ⅱ　　2 単位
Energy Conversion Ⅱ
　エネルギー変換工学特論 I で挙げたエネルギー変換システムについて，システムを構成する機器の構造と原理につ
いて詳しく説明する他，エネルギー変換効率を上げるための最新の機器や技術について解説し，定量的な比較をしな
がら議論する。
　This lecture will explain the structure and principles of the equipment for the energy conversion systems 
explained in Lecture on Energy Conversion Engineering I. The latest equipment and technologies for increasing 
energy conversion efficiency will be explained and discussed them through quantitative comparisons.

薄板構造力学特論　　2 単位
Mechanics of Thin-Piate Structure
　航空機や自動車，車両など軽量な構造を対象とした薄板構造の力学について述べる。薄肉断面部材の曲げ，捩りの
理論について解説し，せん断中心やせん断流れなど薄肉部材特有の事項についてその概念を説明する。自動車ボディ
の骨格部材や航空機の機体の解析例を適宜紹介する。
 　This section covers the mechanics of thin-walled structures, focusing on lightweight components such as 
aircraft, automobiles, and vehicles. It explains the theory of bending and torsion for thin-walled sections, clarifying 
concepts specific to thin-walled members such as shear centers and shear flow. Analytical examples involving 
automotive body frame members and aircraft airframes are introduced as appropriate.
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材料加工学特論Ⅰ　　2 単位
Material Processing Ⅰ
　材料加工学とは，材料を構造形成に活かすための手法を取り扱う学問である。本講義では，材料加工法の中でも構
造形成に欠かせない「接合プロセス」について主に取り上げる。構造材料の代表である金属材料について，基礎的な
性質や加工による材料的挙動について説明する。
　Material Processing is the discipline that deals with techniques for utilizing materials in structure formation. 
This class primarily focuses on “welding & joining process,” which are indispensable for structure formation 
among material processing methods. It explains the fundamental properties and material behavior during 
processing of metals, which are representative structural materials.

材料加工学特論Ⅱ　　2 単位
Material Processing Ⅱ
　材料加工学特論Ⅰの内容を基に，最新の接合技術について解説し，それに伴う材料的挙動について説明する。また，
材料的挙動を知るために欠かせない組織解析法についても取り扱う。
　Based on Material Processing I, this class explains the advanced welding & joining processing and describes 
the associated material behavior. It also covers microstructural analysis technique, which are essential for 
understanding material behavior.

微小機械設計特論Ⅰ　　2 単位
Engineering Design for Very Small Size Mechanics Ⅰ
　メカトロニクス機器において微小化，高精度化などを実現するために用いられている機構，計測原理，製作方法な
どを扱う。
　This course covers the design and mechanisms, measurement principles, and manufacturing methods used to 
achieve miniaturization and high precision in mechatronics equipment.

微小機械設計特論Ⅱ　　2 単位
Engineering Design for Very Small Size Mechanics Ⅱ
　ミクロの理工学をもとに，実際に設計を行ううえで考慮すべき点を従来の製作例等を参考として解説する。また課
題を与え，どのように設計するかのディスカッションも行う。
　Based on micro-science and micro-engineering, important points that should be considered when actually 
designing are explained using examples of conventional products. Students consider and discuss how to design a 
given engineering problems.

微小電気機械システム特論Ⅰ　　2 単位
Micro Electro Mechanical Systems Ⅰ
　半導体微細加工技術を応用した微小電気機械システムにより，センサや電源，アクチュエータ等の技術開発が進み，
電子機器の小型化に寄与している。本講義においては，機械，電気電子，情報，化学，物理など様々な分野の概念を
用いてわかりやすく説明することで，微小電気機械システムの基礎概念を理解する。
　Micro Electro Mechanical Systems, developed using semiconductor microfabrication technology, have advanced 
the development of sensors, power sources, actuators, and other technologies, contributing to the miniaturization 
of electronic devices. This lecture aims to provide a clear explanation using concepts from various fields, including 
mechanical engineering, electrical and electronic engineering, information science, chemistry, and physics, thereby 
enabling students to grasp the fundamentals of microelectromechanical systems.

微小電気機械システム特論Ⅱ　　2 単位
Micro Electro Mechanical Systems Ⅱ
　微小電気機械システム I の内容を踏まえ，さらに詳しく製作技術や応用例を理解したい学生のために，微小電気機
械システムの動作原理およびその性能を左右する問題点に関して議論する。また，最近注目されている微小電気機械
システムのバイオ素材や化学分野への応用に関しても議論する。
　Building upon the content of Micro Electro Mechanical Systems I, this course discusses the operating principles 
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of Micro Electro Mechanical Systems and the issues that affect their performance, for students who wish to gain a 
deeper understanding of fabrication techniques and application examples. It also discusses the application of Micro 
Electro Mechanical Systems to biomaterials and the chemical field, which have recently attracted significant 
attention.

半導体集積回路特論Ⅰ　　2 単位
Integrated Circuits Ⅰ
　半導体による集積回路はエレクトロニクスシステムの高機能化・高信頼性化・低価格化を担うキーデバイスである。
本講義では，集積回路の設計技術について，特に論理設計以降の設計工程を中心に解説する。また，人工知能技術や
ロボット技術を融合した集積回路開発事例についても紹介する。
　Integrated circuits based on semiconductors are key devices responsible for enhancing the functionality, 
reliability, and affordability of electronic systems.
This course will explain integrated circuit design techniques, focusing particularly on the design stages following 
logic design. It will also introduce examples of integrated circuit development that integrate artificial intelligence 
and robotics technologies.

半導体集積回路特論Ⅱ　　2 単位
Integrated Circuits Ⅱ
　半導体集積回路特論Ⅰの内容を基本として，システム LSI 及び SoC（System on Chip）に代表される大規模集積
回路の概要を説明する。また，マイクロコントローラ，GPU，FPGA などの応用デバイスについて紹介する。
　Building upon the content of Integrated Circuits I, this course provides an overview of large-scale integrated 
circuits, as exemplified by system LSIs and SoCs (Systems on Chip). It also introduces application devices such as 
micro-controllers, GPUs, and FPGAs.

物質工学特論Ⅰ　　2 単位
Functional Material Ⅰ
　半導体，磁性体，誘電体，超伝導体などの物質自体の特性を利用する機能性材料を理解するためには，古典的電磁
気学，力学を基礎に電子を波動として扱う量子力学を導入する必要がある。本講義では物質を結晶と捉え，波動との
相互作用を扱ったのちに量子力学の基本を解説する。オンライン教材・重要論文の講読も取り入れる。
　To understand functional materials that exploit the intrinsic properties of substances such as semiconductors, 
magnetic materials, dielectrics, and superconductors, it is necessary to introduce quantum mechanics, which treats 
electrons as waves, based on classical electromagnetism and mechanics. This lecture will treat matter as crystals, 
discuss their interaction with waves, and then explain the fundamentals of quantum mechanics. Online materials 
and readings of important papers will also be incorporated.

物質工学特論Ⅱ　　2 単位
Functional Material Ⅱ
　物質工学特論Ⅰで扱った結晶，波動，量子力学を踏まえ，統計力学，k 空間を導入し，とくに IC デバイスを設計・
製作をする際に必要になる半導体物性について扱う。また，磁性体，誘電体，超伝導体などの機能性材料を扱う。最
近の業界動向を踏まえ，オンライン教材・重要論文の講読も取り入れる。
　Building upon the crystals, waves, and quantum mechanics covered in Functional Material I, this course 
introduces statistical mechanics and k-space, focusing particularly on semiconductor properties essential for 
designing and fabricating IC devices. It also addresses functional materials such as magnetic materials, dielectrics, 
and superconductors. Reflecting recent industry trends, the course incorporates online materials and readings of 
key papers.

安全設計工学特論　　2 単位
Advanced Safety Design Engineering
　安全対策が重要となる機械システムや医療機器等を開発する際の，安全性向上のための設計手法（リスクアセスメ
ント）や信頼性確保のための基本的な技術（信頼性工学の基礎）を中心に解説する。また，予見保全の観点から，機
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械システムの機能不全や構造強度低下を早期に検知できる健全性評価技術やその先駆的な事例について詳解する。
　This course focuses on explaining design methodologies for enhancing safety (risk assessment) and fundamental 
technologies for ensuring reliability (fundamentals of reliability engineering) when developing machinery systems 
and medical devices where safety measures are critical. It also provides detailed explanations of health assessment 
technologies capable of early detection of machinery system malfunctions or structural strength degradation from 
a predictive maintenance perspective, along with pioneering case studies.

情報素子特論　　2 単位
Advanced Information Device
　近年，情報技術を支える多種多様な次世代情報素子が開発・研究されている。本講義では，現代の素子および次世
代情報素子の理解に必要な半導体および強相関電子系について基礎から学ぶ。
　Driven by the rapid advancement of information technology, research and development into a wide variety of 
next-generation devices have flourished in recent years. This course covers the fundamentals of semiconductors 
and strongly correlated electron systems, providing the necessary foundation for understanding both current and 
future information devices.

音波工学特論　　2 単位
Acoustical Engineering
　音響工学の基本的な性質として，初めに波動方程式を求め，音波の反射および透過，定在波音場，エネルギー密度，
および音の強さなどについて，実際の現象を交えて概説する。また，音の放射の性質として，音場，指向性などにつ
いても講義する。合わせて最近の話題などについても言及する。
　As fundamental properties of acoustical engineering, this course first derives the wave equation and provides 
an overview of phenomena such as sound reflection and transmission, standing-wave sound fields, energy density, 
and sound intensity, incorporating practical examples. The course also covers characteristics of sound radiation, 
including sound fields and directivity. Recent topics in the field will also be addressed.

応用数学Ⅰ　　2 単位
Applied Mathematics Ⅰ
　データ解析において重要な役割を担う，最小二乗法の原理ならびに適用について説明する。また，工学解析に有用
な関数について，グラフで示しながら解説する。さらにフーリエ解析，ウェーブレット解析等の信号処理の原理と，
計算機での実現について説明する。
　This course explains the principles and applications of the least squares method, which plays an important 
role in data analysis. It also explains functions useful for engineering analysis using graphs. It also explains the 
principles of signal processing such as Fourier analysis and wavelet analysis, and how they can be implemented 
on a computer.

応用数学Ⅱ　　2 単位
Applied Mathematics Ⅱ

有限要素法　　2 単位
Finile Element Method
　有限要素法は，様々な環境条件で使われる複雑な機械構造物に対して定式化される現象の支配方程式を解くために，
計算機の演算能力を活用して合理的に近似解を求めるための解析法であり，設計開発の現場で頻繁に用いられる。こ
の講義では，様々な境界値問題を有限要素法で解くための基礎理論と定式化の方法，解を求めるための合理的な行列
演算手法について修得することを目標とする。
　The finite element method is an analytical technique that utilizes computational power to efficiently approximate 
solutions for governing equations describing phenomena in complex mechanical structures subjected to various 
environmental conditions. It is frequently employed in design and development settings. This course aims to equip 
students with the fundamental theory and formulation methods for solving various boundary value problems 
using the finite element method, as well as efficient matrix manipulation techniques for obtaining solutions.



－84－

精密機械工学専攻

精密機械工学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Precision Machinery Engineering
　学外から講師を招いて精密機械工学の諸分野のテーマについて講義を行う。
　Invite lecturers from outside the university to deliver lectures on various topics within the field of Precision 
Machinery Engineering.

計測工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Measurement Engineering

制御工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Control Engineering
　各自が受講している制御工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途修士論文として取りまとめる。
　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member of 
Graduate Research on Control Engineering. The student will compile the results of this research into a separate 
master's thesis.

人間工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Ergonomics
　各自が受講している人間工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途修士論文として取りまとめる。
　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member of 
Graduate Research on Ergonomics. The student will compile the results of this research into a separate master's 
thesis.

熱流体工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Energy Conversion
　各自が受講している熱流体工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行う。この
成果を別途修士論文として取りまとめる。
　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member of 
Graduate Research on Energy Conversion. The student will compile the results of this research into a separate 
master's thesis.

機械加工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Manufacturing Processes
　各自が受講している機械加工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行う。この
成果を別途修士論文として取りまとめる。
　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member of 
Graduate Research on Manufacturing Processesn. The student will compile the results of this research into a 
separate master's thesis.

微小機械設計特別研究　　6 単位
Graduate Research on Design of Very Small Size Machinery
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電気機械システム特別研究　　6 単位
Graduate Research on Micro Electro Mechanical Systems
　各自が受講しているマイクロシステム特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行う。
この成果を別途修士論文として取りまとめる。
　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member of 
Graduate Research on  Micro Electro Mechanical Systems. The student will compile the results of this research 
into a separate master's thesis.

電子・機能性材料特別研究　　6 単位
Graduate Research on Electronic Functionality Materials

精密工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Precision Machinery Engineering 
　各自が受講している精密工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途修士論文として取りまとめる。
　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member of 
Graduate Research on  Precision Machinery Engineering. The student will compile the results of this research 
into a separate master's thesis.

【博士後期課程】

精密機械工学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Precision Machinery Engineering
　精密機械工学の諸分野のテーマについて講義を行う。
　Lectures will cover topics in various fields of Precision Mechanical Engineering.

計測工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Measurement Engineering

制御工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Control Engineering
　各自が受講している制御工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行い，博士論
文として取りまとめる。
　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member of 
Graduate Research on Control Engineering. The student will compile the results of this research into a doctoral 
dissertation.

人間工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Ergonomics
　各自が受講している人間工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行い，博士論
文として取りまとめる。
　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member 
of Graduate Research on Ergonomics. The student will compile the results of this research into a doctoral 
dissertation.

熱流体工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Energy Conversion
　各自が受講している熱流体工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行い，博士
論文として取りまとめる。
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　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member of 
Graduate Research on Energy Conversion. The student will compile the results of this research into a doctoral 
dissertation.

機械加工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Manufacturing Processes
　各自が受講している機械加工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行い，博士
論文として取りまとめる。
　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member of 
Graduate Research on Manufacturing Processes. The student will compile the results of this research into a 
doctoral dissertation.

微小機械設計特別研究　　8 単位
Graduate Research on Design of Very Small Size Machinery

電気機械システム特別研究　　8 単位
Graduate Research on Micro Electro Mechanical Systems
　各自が受講しているマイクロシステム特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行い，
博士論文として取りまとめる。
　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member of 
Graduate Research on Micro Electro Mechanical Systems. The student will compile the results of this research 
into a doctoral dissertation.

電子・機能性材料特別研究　　8 単位
Graduate Research on Electro Mechanical Systems

精密工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Precision Machinery Engineering 
　各自が受講している精密工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，各自のテーマに関する研究を行い，博士論
文として取りまとめる。
　Each student will conduct research on their assigned topic under the supervision of the faculty member of 
Graduate Research on Precision Machinery Engineering. The student will compile the results of this research into 
a doctoral dissertation.
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航空宇宙工学専攻

【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

応用数学Ⅰ 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中 14 単位以上は左記の授業科目か
ら修得しなければならない。
また，「共通教育科目」については修了に必要な単位数に算入し
ない。

応用数学Ⅱ 2 2

流体力学特論Ⅰ 2 2

流体力学特論Ⅱ 2 2

流体力学特論Ⅲ 2 2

流体力学特論Ⅳ 2 2

流体力学特論Ⅴ 2 2

宇宙推進システム 2 2

最適化手法Ⅰ 2 2

最適化手法Ⅱ 2 2

応用流体力学特論Ⅰ 2 2

応用流体力学特論Ⅱ 2 2

応用流体力学特論Ⅲ 2 2

航空宇宙推進工学特論Ⅰ 2 2

航空宇宙推進工学特論Ⅱ 2 2

航空宇宙推進工学特論Ⅲ 2 2

安全工学特論 2 2

宇宙機力学特論 2 2

航空宇宙制御論Ⅰ 2 2

航空宇宙制御論Ⅱ 2 2

航空宇宙制御論Ⅲ 2 2

航空原動機 2 2

飛行力学特論 2 2

柔軟構造解析 2 2

システム工学特論 2 2

破壊力学 2 2

極限環境材料学 2 2

宇宙機システム工学 2 2

航空宇宙材料工学特論 2 2

航空宇宙材料強度学 2 2

宇宙航行力学 2 2

宇宙科学 2 2

宇宙環境工学 2 2
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授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

航空宇宙工学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。

流体工学特別研究 6 6

制御工学特別研究 6 6

熱工学特別研究 6 6

構造工学特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

航空宇宙工学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

航空宇宙工学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。

流体工学特別研究 8 8

制御工学特別研究 8 8

熱工学特別研究 8 8

構造工学特別研究 8 8

学位論文
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履修モデル

航空宇宙制御論Ⅰ

航空宇宙制御論Ⅱ

航空宇宙制御論Ⅲ

宇宙機力学特論

宇宙航行力学

飛行力学特論

航空宇宙材料強度学

航空宇宙材料工学特論

宇宙機システム工学

極限環境材料学

柔軟構造解析

破壊力学

流体力学特論Ⅰ・Ⅱ

流体力学特論Ⅲ・Ⅳ

流体力学特論Ⅴ

応用流体力学特論Ⅰ

応用流体力学特論Ⅱ

応用流体力学特論Ⅲ

航空宇宙推進工学特論Ⅰ

航空宇宙推進工学特論Ⅱ

航空宇宙推進工学特論Ⅲ

安全工学特論

宇宙推進システム

航空原動機

宇宙科学

宇宙環境工学

応用数学Ⅰ

応用数学Ⅱ

最適化手法Ⅰ

最適化手法Ⅱ

システム工学特論

燃焼・推進工学系科目 熱工学特別研究

共通科目

航空宇宙工学特別研究

航空宇宙工学専攻　履修モデル

誘導・制御工学系科目 制御工学特別研究

材料・構造工学系科目 構造工学特別研究

流体工学系科目 流体工学特別研究

航空宇宙工学専攻
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授業科目概要

航空宇宙工学専攻
Aerospace Engineering Major

【博士前期課程】

応用数学Ⅰ　　2 単位
Applied Mathematics Ⅰ
　機械学習一般について，その適切な使用やモデリング開発について述べる。確率・統計の基礎から始め，ベイズ統
計学や一般線形回帰の事例を通じて機械学習の基本を学習する。モデリングや実装で必要な，線形代数や数理最適化
の補足的な学習も行う。また，必要に応じて Python によるプログラム実習により理解を深める。
　This course describes general machine learning and its appropriate use and modeling development. Starting 
from the basics of probability and statistics, students learn the basics of machine learning through examples of 
Bayesian statistics and general linear regression. Supplementary learning of linear algebra and mathematical 
optimization necessary for modeling and implementation is also conducted. In addition, understanding is deepened 
through programming practice using Python as necessary.

応用数学Ⅱ　　2 単位
Applied Mathematics Ⅱ
　応用数学Ⅰに続き，回帰におけるガウス過程やニューラルネットワーク，また生成モデルといったより実用的なモ
デルを学習する。最終的にはこれらを，統合した見方で自由なモデリングの例としてまとめることで，実際の科学・
工学上の目標に応じた，適切な機械学習モデルの選択と作成ができるようになることを目標とする。
　Following Applied Mathematics I, students learn more practical models such as Gaussian processes in 
regression, neural networks, and generative models. The final goal is to enable students to select and create 
appropriate machine learning models according to actual scientific and engineering goals by summarizing these as 
examples of free modeling from an integrated perspective.

流体力学特論Ⅰ　　2 単位
Fluid Mechanics Ⅰ
　非圧縮性が仮定できる流体の運動について学ぶ。流体の運動・変形と速度勾配の関係，流れ場の支配方程式，渦度
輸送方程式，渦現象，渦の抽出法，境界層などについて取り上げる。
　Students learn about the motion of fluids that can be assumed to be incompressible. Topics covered include the 
relationship between fluid motion/deformation and velocity gradients, governing equations of flow fields, vorticity 
transport equations, vortex phenomena, vortex extraction methods, and boundary layers. 

流体力学特論Ⅱ　　2 単位
Fluid Mechanics Ⅱ
　流体力学特論Ⅰに続き，非圧縮性が仮定できる流体の運動について学ぶ。流れの安定性，乱流の特徴，境界層の層
流から乱流への遷移，エネルギーカスケード過程，コルモゴロフの局所等方性理論，乱流モデルなどについて取り上げる。
　Following Fluid Mechanics I, students learn about the motion of fluids that can be assumed to be incompressible. 
Topics covered include flow stability, characteristics of turbulent flow, transition from laminar to turbulent flow in 
boundary layers, energy cascade processes, Kolmogorov's local isotropy theory, and turbulence models. 

流体力学特論Ⅲ　　2 単位
Fluid Mechanics Ⅲ
　いわゆる高速気体力学（電気的に中性な圧縮性流体の流れ）を取り扱う。主流のマッハ数を指標として，流れ場は
①亜音速流，②遷音速流，③超音速流，④極超音速流に分類される。このうち本講義が対象とするのは，高亜音速流
から超音速流までの範囲である。主に内部流を中心に，衝撃波と膨張波の発生過程について詳述する。
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　This course deals with so-called high-speed gas dynamics (flow of electrically neutral compressible fluids). Using 
the Mach number of the main stream as an index, flow fields are classified into (1) subsonic flow, (2) transonic flow, 
(3) supersonic flow, and (4) hypersonic flow. This lecture targets the range from high subsonic flow to supersonic 
flow. It describes in detail the generation process of shock waves and expansion waves, mainly focusing on 
internal flows. 

流体力学特論Ⅳ　　2 単位
Fluid Mechanics Ⅳ
　噴流は流れを実現する機構が簡単であるため工業的に広く使われているが，学部の授業では深く取り上げられてい
ない流れである。噴流の解析解や基本的な性質を示し，実際の応用分野や近年の受動及び能動制御の例を取り上げる。
　Although jets are widely used industrially because the mechanism for realizing the flow is simple, they are 
flows that are not covered in depth in undergraduate classes. This course shows analytical solutions and basic 
properties of jets and takes up examples of actual application fields and recent passive and active control. 

流体力学特論Ⅴ　　2 単位
Fluid Mechanics Ⅴ
　計算空気力学の基礎的な考え方と代表的な数値解法について述べる。まず常微分方程式の数値解法と応用として渦
糸近似法を紹介する。次に，偏微分方程式について差分法を中心として安定性解析，上流差分法，非圧縮性および圧
縮性流体の流れの数値解法，乱流モデル，格子生成法などからトピックをいくつか選んで講述する。
　This course describes basic concepts and representative numerical solutions of computational aerodynamics. 
First, it introduces the numerical solution of ordinary differential equations and the vortex filament approximation 
method as an application. Next, for partial differential equations, several topics are selected and lectured on, 
such as stability analysis centered on the finite difference method, upwind schemes, numerical solutions for 
incompressible and compressible fluid flows, turbulence models, and grid generation methods. 

宇宙推進システム　　2 単位
Space Propulsion Systems
　ロケットエンジン内は一般的な内燃機関と比べ，高温，高圧，高流速で且つ化学反応を伴う場となっている。また，
宇宙機用の電気スラスタでは高温のプラズマ流場となっている。本講義では，熱力学の観点からこれらのエンジンの
構造，燃焼，プラズマ流について学ぶ。最新の具体的な設計事例の紹介を含めながら講義を行う。
　Compared to general internal combustion engines, the inside of a rocket engine is a field with high temperature, 
high pressure, high flow velocity, and chemical reactions. In addition, electric thrusters for spacecraft have high-
temperature plasma flow fields. In this lecture, students learn about the structure, combustion, and plasma flow 
of these engines from the perspective of thermodynamics. Lectures are given while introducing recent specific 
design examples. 

最適化手法Ⅰ　　2 単位
Optimization Methods Ⅰ
　システム設計に関する最適化問題の定式化および数学的解法を修得し，実社会への応用について理解を深める。最
適化手法Ⅰでは，数理最適化法の応用について概観した後，「線形計画」，「整数計画と組合せ最適化」の基礎理論と
応用事例について Python によるプログラム実習も組合せながら学習を深めていく。
　Students acquire the formulation and mathematical solutions of optimization problems related to system 
design and deepen their understanding of applications in the real world. In Optimization Methods I, after giving 
an overview of the application of mathematical optimization methods, students deepen their learning of the 
basic theories and application examples of "linear programming" and "integer programming and combinatorial 
optimization" while also combining programming practice with Python. 
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最適化手法Ⅱ　　2 単位
Optimization Methods Ⅱ
　最適化手法Ⅰでは，「線形計画」，「整数計画と組合せ最適化」につて学習した。最適化手法Ⅱでは，「非線形計画」
の学習の後，畳み込みニューラルネットワーク，ディープラーニングの基礎理論と応用事例について最新の研究事例
を引用しながら学習する。Python によるプログラム実習も組合せながら学習を深めていく。
　In Optimization Methods I, students learned about "linear programming" and "integer programming and 
combinatorial optimization." In Optimization Methods II, after learning "nonlinear programming," students learn 
about the basic theories and application examples of convolutional neural networks and deep learning while citing 
the latest research examples. Students deepen their learning while also combining programming practice with 
Python. 

応用流体力学特論Ⅰ　　2 単位
Applied Fluid Mechanics Ⅰ
　航空機の空力解析を対象として数値流体力学（CFD）の基礎知識を整理した上で，遷音速・超音速流れにおける
衝撃波捕捉手法や RANS／LES 乱流モデルなどの発展的話題を含め，航空機CFDに特有の数値解析手法を解説する。
また，簡単なプログラム実習を組み合わせることで，理論と実装の両面から実践的かつ発展的な CFD 活用能力の修
得を目指す。
　To acquire practical and advanced CFD application skills from both theoretical and implementation 
perspectives, focusing on aerodynamic analysis of aircraft. This involves organizing fundamental CFD knowledge, 
explaining aircraft-specific numerical analysis methods including advanced topics like shock-capturing techniques 
for transonic/supersonic flow and RANS/LES turbulence models, and combining this with simple programming 
exercises.

応用流体力学特論Ⅱ　　2 単位
Applied Fluid Mechanics Ⅱ
　流体工学の目標の一つが，流体現象が絡む機器の性能向上のために流れを制御することである。Flow Control の
基本的な概念を説明し，抗力の削減，揚力の増大，及び混合・伝熱の促進などの応用例を示す。
　One of the goals of fluid engineering is to control the flow to improve the performance of equipment involving 
fluid phenomena. This course explains the basic concepts of Flow Control and shows application examples such as 
drag reduction, lift increase, and promotion of mixing/heat transfer. 

応用流体力学特論Ⅲ　　2 単位
Applied Fluid Mechanics Ⅲ
　物体の第 4 の状態といえるプラズマの流体力学について概説する。流体粒子となる荷電粒子の基礎知識を説明した
後，最も単純な振る舞いをする水素プラズマの流体力学（Magneto-Hydro Dynamics）系を説明する。プラズマ流体
の応用分野は宇宙物理学から推進工学まで幅広いが，特に電気推進器の例も解説する。
　This course provides an overview of the fluid mechanics of plasma, which can be called the fourth state of 
matter. After explaining basic knowledge of charged particles that become fluid particles, it explains the Magneto-
Hydro Dynamics (MHD) system of hydrogen plasma, which exhibits the simplest behavior. The application fields 
of plasma fluids are wide, ranging from astrophysics to propulsion engineering, and examples of electric thrusters 
are also explained in particular. 

航空宇宙推進工学特論Ⅰ　　2 単位
Aerospace Propulsion Engineering Ⅰ
　化学ロケットの推進剤の種類と特性，燃焼機構に関して講義を行う。また，推進剤の低環境負荷への取り組みに関
する最新の話題を中心に，海外の文献または国際学会の論文を資料として最新技術を解説する。
　Lectures are given on the types and characteristics of propellants for chemical rockets and their combustion 
mechanisms. In addition, focusing on recent topics related to efforts toward low environmental impact of 
propellants, the latest technology is explained using foreign literature or international conference papers as 
materials. 
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航空宇宙推進工学特論Ⅱ　　2 単位
Aerospace Propulsion Engineering Ⅱ
　液体ロケットエンジンシステムにつき主要要素の具体例と関連理論を詳説する。また燃焼振動問題や要素間相互
干渉など多変数系の振舞いの分析法として直交分解法と深層学習法を概説する。課題として不具合事例についての
FTA 解析を行うことで推進システムの要素特性と全体の挙動を理解する。
　This course explains in detail specific examples of major elements and related theories for liquid rocket engine 
systems. It also provides an overview of orthogonal decomposition methods and deep learning methods as 
analysis methods for the behavior of multi-variable systems such as combustion oscillation problems and mutual 
interference between elements. As an assignment, students understand the element characteristics and overall 
behavior of the propulsion system by performing FTA analysis of failure cases. 

航空宇宙推進工学特論Ⅲ　　2 単位
Aerospace Propulsion Engineering Ⅲ
　航空機の推進システムの一つであるレシプロエンジンを対象として，特徴や種類について概説する。また，高効率
化・低公害化に必要な要素技術や異常燃焼の発生メカニズム等について，講義や数値解析例を交えながら説明をする。
最後に，最新の研究について調査し，エンジン開発の最新動向についての理解を深める。
　Targeting reciprocating engines, which are one of the propulsion systems for aircraft, this course provides an 
overview of their characteristics and types. In addition, elemental technologies necessary for high efficiency and 
low pollution, as well as the occurrence mechanism of abnormal combustion, are explained using lectures and 
numerical analysis examples. Finally, students investigate the latest research and deepen their understanding of 
the latest trends in engine development. 

安全工学特論　　2 単位
Safety Engineering
　安全工学は，分野を問わず，広く工学系に必須の学問である。そこで本講義では，初めに工学分野に共通する安全
とリスクに関する基礎知識を学ぶ。次に化学物質の爆発現象を取り上げ，爆発危険性の評価方法や爆発予測方法につ
いて解説する。最後に，ロケットの打ち上げを中心に，宇宙機の運用上の安全設計について解説する。
　Safety engineering is an essential discipline for engineering in general, regardless of the field. Therefore, in this 
lecture, students first learn basic knowledge about safety and risk common to the engineering field. Next, taking 
up the explosion phenomenon of chemical substances, the evaluation methods of explosion risk and explosion 
prediction methods are explained. Finally, safety design in the operation of spacecraft, focusing on rocket launches, 
is explained. 

宇宙機力学特論　　2 単位
Spacecraft Mechanics Engineering
　月や深宇宙を航行する宇宙探査機は自律性が要求される。搭載センサによる自己位置の推定情報を用いて目標軌道
の再設計が搭載計算機で行われる。限られた推進薬を有効に使用するために軌道の最適化が行われる。本講義では最
適化の基礎知識から実探査機の軌道設計までを解説する。
　Space probes navigating the Moon or deep space are required to be autonomous. The redesign of the target 
orbit is performed by the onboard computer using the self-position estimation information from the onboard 
sensors. Orbit optimization is performed to use limited propellant effectively. This lecture explains everything 
from basic knowledge of optimization to the orbit design of actual probes. 

航空宇宙制御論Ⅰ　　2 単位
Control Theory Ⅰ
　様々な外乱を受け複雑な運動をする航空機や宇宙機は，複数のセンサやアクチュエータを用いており，一般的に 
MIMO システムとして表現される。この授業では，MIMO システムにおける制御系設計時の注意点やテクニックに
ついて紹介するとともに，H∞制御理論を中心に，外乱等にロバストな制御理論について解説する。
　Aircraft and spacecraft that move in complex ways under various disturbances use multiple sensors and 
actuators and are generally represented as MIMO systems. This class introduces precautions and techniques 
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when designing control systems in MIMO systems and explains control theories robust against disturbances, etc., 
focusing on H-infinity control theory. 

航空宇宙制御論Ⅱ　　2 単位
Control Theory Ⅱ
　航空機や宇宙機の最適制御について包括的に学ぶ。具体的には以下の項目について学習する。関数最適化／変分法
入門／ラグランジュの運動方程式／ハミルトンの正準方程式／条件付き変分法／最適制御問題／最適レギュレータ問
題／最小原理／数値最適化／その他。
　Students comprehensively learn about the optimal control of aircraft and spacecraft. Specifically, the following 
items are learned: Introduction to function optimization/variational calculus / Lagrange's equations of motion / 
Hamilton's canonical equations / Conditional variational calculus / Optimal control problems / Optimal regulator 
problems / Minimum principle / Numerical optimization / Others. 

航空宇宙制御論Ⅲ　　2 単位
Control Theory Ⅲ
　現在，航空宇宙の分野では，線形近似モデルに基づく第 1 ～ 3 世代の制御理論と異なり，第 1 原理から導かれた非
線形モデルを基にした制御理論が注目されている。本講義では，非線形システムの基礎事項を解説し，主要な論文を
受講生と輪読する。Isidori の標準形／ゼロダイナミクス／厳密な線形化／非線形適応制御
　Currently, in the aerospace field, control theories based on nonlinear models derived from first principles are 
attracting attention, unlike first to third-generation control theories based on linear approximation models. In this 
lecture, basic matters of nonlinear systems are explained, and major papers are read together with the students. 
Standard form of Isidori / Zero dynamics / Exact linearization / Nonlinear adaptive control. 

航空原動機　　2 単位
Air Breathing Engines
　民間用旅客機から極超音速機まで広い応用範囲をもつジェットエンジンにつき，ファン・圧縮機などターボ要素を
中心とし，主に設計と言う観点から演習も交え実践的に解説する。また最近特にエコ問題が注目を集めているため，
ターボ要素の高効率化や低騒音化といった最新のジェットエンジン技術開発の動向についても触れる。
　Jet engines, which have a wide range of applications from commercial passenger aircraft to hypersonic aircraft, 
are explained practically from the perspective of design, focusing on turbo elements such as fans and compressors, 
including exercises. In addition, since ecological issues have been attracting attention recently, the latest trends in 
jet engine technology development, such as increasing the efficiency and reducing the noise of turbo elements, are 
also mentioned. 

飛行力学特論　　2 単位
Flight Mechanics
　航空機や宇宙飛行体の航法の基礎となる技術と理論の概要について述べる。また，こうした技術を利用した航法シ
ステム，軌道決定，さらにその応用である航空交通管理などの概要を説明する。基礎的な部分では確率の基礎，誤差
の性質，最小二乗法とカルマンフィルター，GPS で用いられている通信技術などにも触れる。
　This course describes an overview of the technology and theory that form the basis of navigation for aircraft 
and space flight vehicles. It also explains an overview of navigation systems using such technology, orbit 
determination, and aviation traffic management, which is an application thereof. In the basic part, the basics 
of probability, characteristics of errors, the method of least squares and Kalman filters, and communication 
technology used in GPS are also mentioned. 

柔軟構造解析　　2 単位
Flexible Structural Analysis
　航空・宇宙構造物には薄板，シェルあるいは紐や膜等の柔軟な構造部材が使用される。これらの構造部材は初期形
状が変わる程の大変形を受ける事がある。本科目ではこの様な大変形問題を解析する理論について解説する。また，
実際の数値解析例について紹介する。
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　Flexible structural members such as thin plates, shells, or strings and membranes are used in aeronautical and 
space structures. These structural members may undergo large deformations that change their initial shape. This 
subject explains the theory for analyzing such large deformation problems. In addition, actual numerical analysis 
examples are introduced. 

システム工学特論　　2 単位
Advanced Systems Engineering
　固体ロケットの開発に関する熱・流体力学の基礎と応用に焦点を置き，数理解析を活用したシステム工学の枠組み
内で設計，燃焼ダイナミクス，熱管理，ノズル設計を学ぶ。さらに，プロジェクト管理の基本も取り入れ，固体ロケッ
トの複雑な設計と開発の理解を深める。
　Focusing on the basics and applications of thermo-fluid mechanics related to the development of solid rockets, 
students learn design, combustion dynamics, thermal management, and nozzle design within the framework of 
systems engineering utilizing mathematical analysis. Furthermore, basic project management is incorporated to 
deepen the understanding of the complex design and development of solid rockets. 

破壊力学　　2 単位
Fracture Mechanics
　機械構造物について，疲労破壊，脆性破壊，クリープなどの破壊現象を紹介するとともに，それらの力学的取り扱
いとしての破壊力学的アプローチを解説する。また，実際の航空機・宇宙機などの構造の強度を考える際に必要とな
る，設計上の考え方や信頼性解析についての基礎的な事項を学習する。
　This course introduces fracture phenomena such as fatigue fracture, brittle fracture, and creep in mechanical 
structures, and explains the fracture mechanics approach as a mechanical treatment for them. In addition, 
students learn basic matters about design concepts and reliability analysis necessary when considering the 
strength of structures of actual aircraft and spacecraft. 

極限環境材料学　　2 単位
Extreme Environment Materials Science
　ロケット打上げ時の衝撃や加速度といった機械環境，また高温や極低温，温度サイクルといった熱環境に加え，銀
河や太陽から飛来する高エネルギー荷電粒子，また放射線や紫外線，そして地球や金星，火星，タイタンなどの大気
中を高速飛行する際に生じる高エンタルピ流などを理解し，それに耐荷できる材料について議論する。
　Students study the mechanical environments encountered during rocket launch, including impact and 
acceleration; the thermal environments such as high temperatures, cryogenic conditions, and thermal cycling; 
exposure to high-energy charged particles, cosmic radiation, and ultraviolet radiation from the Sun and the 
galaxy; and high-enthalpy flows generated during high-speed atmospheric flight around Earth, Venus, Mars, Titan, 
and other planetary bodies. They then examine and discuss materials capable of withstanding these extreme 
conditions. 

宇宙機システム工学　　2 単位
Space Systems Engineering
　人工衛星モデルの設計・製作・実験の体験を通じて，宇宙機システムの基礎知識（電力・データ処理・センサ・通
信・熱・構造）を学びながら，大規模複雑な宇宙機システムを開発する場合に，システムをどのようにして開発して，
どのように運用するか，という「システムズエンジニアリング」について学ぶ。
　Through the experience of designing, manufacturing, and experimenting with satellite models, students learn 
basic knowledge of spacecraft systems (power, data processing, sensors, communication, heat, structure) while also 
learning about "systems engineering," which is how to develop and operate a system when developing a large-
scale complex spacecraft system. 

航空宇宙材料工学特論　　2 単位
Aerospece Material Engineering
　航空宇宙分野で使用される材料について，それぞれの特性や使用上の利点欠点を説明できることを目指す。最初に
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航空機や宇宙機の構造用材料について幅広く習得し，各材料の特性が発現する原理を考える。さらに，なぜそこにそ
の材料が使用されているのか，経済・環境・社会など多方面の視点から議論する。
　This course aims to enable students to explain the characteristics and advantages/disadvantages in use of 
materials used in the aerospace field. First, students widely acquire knowledge about structural materials for 
aircraft and spacecraft and consider the principles by which the characteristics of each material are manifested. 
Furthermore, the reasons why those materials are used there are discussed from various perspectives such as 
economy, environment, and society. 

航空宇宙材料強度学　　2 単位
Strength of Aerospace Materials
　脱炭素化を目指す動きに対応するため，航空機や自動車などの輸送分野では軽量化による省エネ，エネルギー効率
の向上が求められている。この軽量化には高比強度の「繊維強化複合材」の採用が望まれる。本講義では，連続繊維
や短繊維で強化された複合材の力学的解析法（積層理論）および破壊挙動について解説する。
　To respond to the movement toward decarbonization, energy saving through weight reduction and 
improvement of energy efficiency are required in transportation fields such as aircraft and automobiles. For this 
weight reduction, the adoption of "fiber-reinforced composite materials" with high specific strength is desired. This 
lecture explains the mechanical analysis method (lamination theory) and fracture behavior of composite materials 
reinforced with continuous or short fibers. 

宇宙航行力学　　2 単位
Space Flight Dynamics
　宇宙機を利用するうえで重要な軌道決定及び誘導制御について解説する。前半は軌道力学を中心に，惑星間探査を
念頭に解いた最適軌道決定法や軌道推定等について説明する。この他，宇宙機の姿勢表現や運動方程式の特徴につい
て説明するとともに，宇宙機の誘導法や制御理論について，具体例を交えながら解説する。
　This course explains orbit determination and guidance control, which are important for using spacecraft. The 
first half focuses on orbital mechanics and explains optimal orbit determination methods and orbit estimation with 
interplanetary exploration in mind. In addition, the characteristics of attitude representation and equations of 
motion for spacecraft are explained, and guidance methods and control theories for spacecraft are explained using 
specific examples. 

宇宙科学　　2 単位
Space Sciences
　天文学，惑星科学，宇宙生物学から太陽地球系物理学まで，宇宙科学の幅広い内容について解説する。ビックバン
に始まり銀河形成から現在の太陽・惑星・小天体形成に至る時間軸に沿って，天体観測に必要な基礎知識を含め，全
天サーベイ，天文観測衛星，探査機などによる最先端の科学成果を紹介しながら解説する。
　This course explains a wide range of space science from astronomy, planetary science, and astrobiology to solar-
terrestrial physics. Along the time axis from the Big Bang and galaxy formation to the formation of the current 
sun, planets, and small bodies, the latest scientific results from all-sky surveys, astronomical observation satellites, 
probes, etc., are introduced and explained, including basic knowledge necessary for astronomical observation. 

宇宙環境工学　　2 単位
Space Environment
　宇宙環境は微小重力，高真空，強力な宇宙放射線，激しい熱環境変化など，地上とは大きく異なっており，宇宙シ
ステムの設計と運用に大きく影響を与える。本講義では宇宙環境の特徴を理解し，宇宙システムの設計へ役立てるこ
とを目的とする。またその極限環境で人間を生かすための環境制御・生命維持システムの解説も行う。
　The space environment is significantly different from that on Earth, such as microgravity, high vacuum, 
powerful cosmic radiation, and intense thermal environment changes, and greatly affects the design and operation 
of space systems. This lecture aims to understand the characteristics of the space environment and use them for 
the design of space systems. It also explains environmental control and life support systems for keeping humans 
alive in such extreme environments. 
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航空宇宙工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Aerospace Engineering
　高い専門性を有する教員により航空宇宙工学の全般に亘る広い分野をカバーする。他の特別研究科目の枠をはみ出
すあるいは学際的といわれる領域の研究（航空宇宙工学の研究はそうであることが多い）について担当教員の下で指
導を受け，独自のテーマについて研究を実施し，修士論文としてまとめる。
　Covering a wide range of fields throughout aerospace engineering by faculty members with high expertise. 
Under the guidance of the faculty member in charge, students conduct research on a unique theme for research 
in areas that fall outside the framework of other special research subjects or are said to be interdisciplinary 
(aerospace engineering research is often so) and summarize it as a master's thesis. 

流体工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Fluid Dynamics
　流体力学および航空流体力学の基礎的な項目を取り上げ，風洞実験あるいは数値実験を主体にした研究を実施し，
修士論文としてまとめる。
　Taking up basic items of fluid mechanics and aero-fluid mechanics, students conduct research mainly based on 
wind tunnel experiments or numerical experiments and summarize it as a master's thesis. 

制御工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Control Engineering
　航空機，ロケット，人工衛星等の航空機・宇宙機に関する誘導・制御方式とシミュレーション技術に関連した研究
を実施し，修士論文としてまとめる。
　Students conduct research related to guidance/control methods and simulation technology for aircraft and 
spacecraft such as rockets and satellites, and summarize it as a master's thesis. 

熱工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Thermal Engineering
　ジェット／レシプロ／ロケットエンジンなどの推進系，燃焼・伝熱などの基礎科学技術など，熱工学に関する研究
を実施し，修士論文としてまとめる。
　Students conduct research on thermal engineering, such as propulsion systems like jet/reciprocating/rocket 
engines and basic science and technology like combustion and heat transfer, and summarize it as a master's thesis. 

構造工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Structural Engineering
　おもに航空機や宇宙機構造の強度あるいは変形挙動，安定問題，また各種材料の力学的特性などの研究を実施し，
修士論文としてまとめる。
　Students conduct research mainly on the strength or deformation behavior and stability problems of aircraft 
and spacecraft structures, as well as the mechanical properties of various materials, and summarize it as a 
master's thesis. 
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【博士後期課程】

航空宇宙工学特別講義　　2 単位
State of the Art Aerospace Engineering
　航空宇宙工学およびその関連分野や基礎となる学問について各分野の教員が個々の研究活動に基づき最新の話題や
先進的な取り組みを紹介する。
　Regarding aerospace engineering and its related fields and basic disciplines, faculty members in each field 
introduce the latest topics and advanced efforts based on their individual research activities. 

航空宇宙工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Aerospace Engineering
　高い専門性を有する教員により航空宇宙工学の全般に亘る広い分野をカバーする。他の特別研究科目の枠をはみ出
すあるいは学際的といわれる領域の研究（航空宇宙工学の研究はそうであることが多い）について担当教員の下で指
導を受け，独自のテーマについて研究を実施し，博士論文としてまとめる。
　Covering a wide range of fields throughout aerospace engineering by faculty members with high expertise. 
Under the guidance of the faculty member in charge, students conduct research on a unique theme for research 
in areas that fall outside the framework of other special research subjects or are said to be interdisciplinary 
(aerospace engineering research is often so) and summarize it as a doctoral dissertation. 

流体工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Fluid Dynamics
　流体力学および航空流体力学の基礎的な項目を取り上げ，風洞実験あるいは数値実験を主体にした研究を実施し，
博士論文としてまとめる。
　Taking up basic items of fluid mechanics and aero-fluid mechanics, students conduct research mainly based on 
wind tunnel experiments or numerical experiments and summarize it as a doctoral dissertation. 

制御工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Control Engineering
　航空機，ロケット，人工衛星等の航空機・宇宙機に関する誘導・制御方式とシミュレーション技術に関連した研究
を実施し，博士論文としてまとめる。
　Students conduct research related to guidance/control methods and simulation technology for aircraft and 
spacecraft such as rockets and satellites, and summarize it as a doctoral dissertation. 　

熱工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Thermal Engineering
　ジェット／レシプロ／ロケットエンジンなどの推進系，燃焼・伝熱などの基礎科学技術など，熱工学に関する研究
を実施し，博士論文としてまとめる。
　Students conduct research on thermal engineering, such as propulsion systems like jet/reciprocating/rocket 
engines and basic science and technology like combustion and heat transfer, and summarize it as a doctoral 
dissertation. 

構造工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Structural Engineering
　おもに航空機や宇宙機構造の強度あるいは変形挙動，安定問題，また各種材料の力学的特性などの研究を実施し，
博士論文としてまとめる。
　Students conduct research mainly on the strength or deformation behavior and stability problems of aircraft 
and spacecraft structures, as well as the mechanical properties of various materials, and summarize it as a 
doctoral dissertation.
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【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

電気機器特論 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中 14 単位以上は左記の授業科目か
ら修得しなければならない。パワーエレクトロニクス特論 2 2

制御工学特論 2 2

現代制御特論 2 2

エネルギー工学特論 2 2

電力システム 2 2

エネルギー環境工学特論 2 2

列車制御特論 2 2

電子デバイス特論 2 2

機能デバイス特論 2 2

メディカルエレクトロニクス 2 2

計測工学特論 2 2

画像処理特論 2 2

電子回路 CAD 特論 2 2

コンピュータグラフィックス 2 2

回路とシステム特論 2 2

信号処理特論 2 2

情報工学特論 2 2

電磁理論特論 2 2

電磁波工学特論 2 2

光エレクトロニクス特論 2 2

光センシング特論 2 2

量子エレクトロニクス 2 2

音響工学特論 2 2

超音波工学特論 2 2

物性科学特論 2 2

応用物性工学特論 2 2

量子デバイス工学特論 2 2

超伝導特論 2 2

レーザ工学特論 2 2

放電プラズマ工学特論 2 2

先端科学技術特論 2 2

電気工学特別講義 2 2

エネルギー・制御特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。通信・情報・音響特別研究 6 6

材料・エレクトロニクス特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

電気工学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

エネルギー・制御特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。通信・情報・音響特別研究 8 8

材料・エレクトロニクス特別研究 8 8

学位論文
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授業科目概要

電気工学専攻
Electrical Engineering Major

【博士前期課程】

電気機器特論　　2 単位
Electric Machinery
　交流回転機の制御にも使われる d-q 理論について解説し，この理論を用いた電気機器のダイナミック現象を解析す
るための数学モデルによる電力システム，制御システムヘの適用などについて学ぶ。

パワーエレクトロニクス特論　　2 単位
Power Electronics
　1. 半導体電力変換装置， 2. 半導体電力変換装置の電気機器への適用， 3. 半導体電力変換装置の電力系統への適用， 
4. 半導体電力変換装置の適用についての問題点とその対策。

制御工学特論　　2 単位
Control Engineering
　本講義では，学部に設置された制御工学及び関連科目を基礎として，Mathematica 等の数式処理ソフトを用いて，
制御に関連する理論を可視化することにより制御工学のさらに深い理解を目標とする。また，ロバスト性解析や位相
補償による制御系設計について学ぶ。

現代制御特論　　2 単位
Modern Control Engineering
　この講義では代表根指定法，状態フィードバック制御，ディジタルフィルタ，有限時間整定法などの設計手法につ
いて学習する。

エネルギー工学特論　　2 単位
Advanced Study on Electric Energy
　本講義では，エネルギー需給問題を考える上で必要な基礎的知識，ならびに燃料電池発電システムを例にとり，シ
ステム分析手法や評価手法に重点をおいて学習する。

電力システム　　2 単位
Electric Power System
　電気エネルギーの安定供給を維持するために必要な基本的事項（周波数，電圧，系統安定度）について理解し，安
定供給に必要な技術について学習する。また，再生可能エネルギー（太陽光発電，風力発電）の大量導入が電力系統
に与える影響および将来の電力系統における技術課題について理解する。

エネルギー環境工学特論　　2 単位
Energy Environmental Engineering
　本講義では，発電技術がシステム工学，熱工学，材料工学，化学工学および環境工学の集体系である事を学ぶ。さらに，
環境対策としての高効率発電や再生可能エネルギーの利用実態，世界中で取り組んでいる環境保全について学ぶ。

列車制御特論　　2 単位
Train Control System
　本講義は，電気工学と計測工学の観点から列車検知，間隔制御，進路制御，列車制御，踏切制御を学ぶ。また線路・
構造物，電気車の性能と制御，電気車の機器と構成，列車運転，集電システム，電力供給方式，信号保安システム，
鉄道通信，駅務・旅客案内の先端技術を取り上げ，応用事例と包括的な動向を論ずる。
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電子デバイス特論　　2 単位
Electronic Devices
　本講義では，最近のエレクトロニクス，情報メディア関連のデバイス開発について概説し，半導体研究，撮像デバ
イス，ディジタル通信，ディスプレイ，メモリーデバイス，超音波デバイス，高速プロセッサ等の技術動向とその応
用について学ぶ。

機能デバイス特論　　2 単位
Functional Device
　既存のデバイスでは得られない複合的あるいは高度な機能を実現する各種デバイスについて，物理的，化学的現象
をも含めて解説する。圧電アクチュエータデバイス，弾性表面波デバイス，超音波顕微鏡，マイクロマニピュレータ，
マイクロロボット，ナノテクノロジーデバイス。

メディカルエレクトロニクス　　2 単位
Medical Electronics
　現代医学の発展には，工学的技術の進歩が大きな役割を果たしてきた。特に CT・ MRI 等の医用画像診断装置，
病原体を検出するバイオセンサーなどは飛躍的な進歩を遂げている。これら，最新工学機器の基礎的な原理と利用価
値を理解し，新たな工学技術の開発に役立つことを目的として，医学と工学技術の結びつきを紹介する。

計測工学特論　　2 単位
Measurement Engineering
　計測の基礎概念を理解し，センサおよび計測システムの構成を学び，先端技術における 2 ～ 3 のトピックを取り
上げる。さらに，具体的な理解のために光・放射の応用，画像応用計測，パターン計測および生態計測の事例をもと
に技術的な解説を加え総合力を高める。

画像処理特論　　2 単位
Image Processing
　画像処理の概要および基礎として画像の取得生成，基本的な画像処理，時系列・空間情報処理などについて学ぶ。
次に応用としてコンピュータビジョン分野の理解のため，機械学習による問題解決の考え方，画像と特徴量およびパ
ターン認識との関係，いわゆる AI や深層学習の社会実装および諸問題について学ぶ。

電子回路CAD特論　　2 単位
Computer Aided Design for Electronic Circuit
　電力用電子回路を含むアナログ・ディジタル電子回路を中心として回路の動作をシミュレーションし，それらの特
徴を解説する。次いで，CAD による特性解析，自己診断機能，最悪値設計，集積化に伴う寄生トランジスタの影響
及びその対策等について講義を進める。

コンピュータグラフィックス　　2 単位
Computer Graphics
　コンピュータグラフィックスは，21 世紀においてさらなる発展が期待されている。マルチメディア社会における
基盤技術の一つである。その成果は，画像情報処理技術はもちろんのこと，情報通信，建築，土木，さらには芸術分
野にまで利用されている。本講義では，工学・科学基礎としてのコンピュータグラフィックス技術を解説し，応用分
野や社会におけるコンピュータグラフィックス技術の位置付けについて述べる。

回路とシステム特論　　2 単位
Networks and Systems
　システム理論の主要な体系は回路網理論を現代化することによって形成される。本講では，回路網理論を具体的・
体系的な内容に対応させながら，システム理論の抽象的な内容の理解を助けることを目的とし，次のテーマの中から 
2， 3 の主題を選んで講義する。
⑴ 電気回路の計算法を考える，⑵ 状態変数と回路方程式，⑶ 電流の連続条件と電圧の連続条件，⑷ 微分回路と積分
回路の条件，⑸ 可観測性と可制御性。



－105－

電気工学専攻 電気工学専攻

　必要な予備知識：学部の回路の応答，学部の電気回路Ⅰ及び演習，電気回路Ⅱ及び演習，学部の回路とシステムの
基礎，学部の電磁波の基礎電磁波工学。

信号処理特論　　2 単位
Signal Processing
　情報の担い手としての信号の解析と処理の基礎的な事項が学習の中心となる。信号解析と信号処理の手法を学ぶた
め，次のテーマから 2，3 のトピックを取り上げて講義する。
⑴ 信号の性質とシステム応答，⑵ フーリエ解析，⑶ ラプラス変換と伝達関数，⑷ Z 変換，⑸ ディジタルフィルタ，
⑹ 雑音を含む信号のろ波 （Wiener Fi1ter，Ka1man Fi1ter），⑺ 信号検出。
　必要な予備学習：学部の回路の過渡応答，回路とシステムの基礎，情報工学，電磁波の基礎

情報工学特論　　2 単位
Information Engineering
　下記テーマから 2 ～ 3 のトピックを選んで講義を行う。
⑴ アルゴリズムと Turing マシン，⑵ 有限状態オートマトン，⑶ グラフ理論，⑷ 情報セキュリティと暗号，⑸ 公開
鍵暗号，⑹ 誤り訂正符号，⑺ 認証方式，⑻ 量子コンピュータ

電磁理論特論　　2 単位
Electromagnetic Field Theory
　本講義では , 電磁気学の学び方を習得後，下記のテーマから 2 ～３のトピックを選んで，電磁気学の演習も含め講
義する。
⑴ 電磁理論の公理系，⑵ 電磁理論の基礎方程式，⑶ 電磁場の保存則（エネルギー保存則，運動量保存則），⑷ 電磁
ポテンシャル，⑸ 運動媒質を含む電磁場の表現，⑹ 誘電体に働く力，⑺ 分散性媒質中のパルス伝搬，⑻ 周期構造媒
体中の光伝搬，⑼ メタ電磁気学

電磁波工学特論　　2 単位
Electromagnetic Wave Engineering
　電磁波利用の工学的側面から 2 ～ 3 のトピックをとりあげる。⑴ 物質中の電磁気学と電磁界表示，⑵ 波動工学，
⑶ 幾何光学，⑷ 光導波路，⑸ 光回路，⑹ 放射・散乱・回折，⑺ 相対論的電磁気学，⑻ 計算電磁気学
　必要な予備知識：学部の電磁波の基礎，電磁波工学

光エレクトロニクス特論　　2 単位
Optical Electronics
　光エレクトロニクスは情報化社会を支える基盤技術であり，光の発生，検出，制御の光デバイスの働き並びに光と
物質の相互作用の諸現象について学ぶ。

光センシング特論　　2 単位
Optical Sensing Technology
　光の持つ時間領域，空間領域，周波数領域における高速性，高密度性，高分解能性に基づいた新しいセンシング技
術について論ずる。

量子エレクトロニクス　　2 単位
Quantum Electronics
　量子エレクトロニクスの概要からはじめ，その基礎となる電磁気学，それに基づく波動光学の原理とその適用につ
いて述べる。次に光と物質の相互作用について述べ，レーザの基礎と動作原理について紹介する。

音響工学特論　　2 単位
Acoustical Engineering
　3 次元空間，剛壁で作られた矩形ダクト内，直方体および円筒ダクト内の音場の解析，および機械・音響系の電気
的等価回路について述べる。
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超音波工学特論　　2 単位
Ultrasonic Engineering
　弾性波の基礎をはじめ，圧電材料における弾性波と圧電振動論，その応用である圧電超音波振動子と応用デバイス
について学ぶ。また，強力超音波の発生技術とその応用について学ぶ。

物性科学特論　　2 単位
Material Science
　光と物質の相互作用の理解を深めることを目的として，電磁場中における原子・分子の量子論を学ぶ。量子力学の
基礎からはじめて，時間依存シュレディンガー方程式やマックスウェル方程式の数値解法を解説し，関連分野の最先
端の研究についても紹介する。

応用物性工学特論　　2 単位
Advanced Material Engineering
　電気工学で必要な物性として輸送現象（熱・電気伝導・スピン伝導）および光学的特性を取り上げ，それぞれ以下
の項目に沿って講義する。⑴ 金属の輸送現象，⑵ 金属の光学的性質，⑶ 半導体・絶縁体の輸送現象，⑷ 半導体・絶
縁体の光学的性質，⑸ 磁場と輸送現象，⑹ 磁性体とスピン，⑺ 人工的構造体（メタマテリアル）における輸送現象
と光学的性質

量子デバイス工学特論　　2 単位
Quantum Device Engineering
　電気工学において量子効果デバイスへの理解は必須となっている。これについて理解深めるため，以下の項目につ
いて講義する。⑴ ナノテクノロジーと量子効果，⑵ 弾道的伝導と拡散的伝導，⑶ 微小接合におけるサイズ効果と量
子効果，⑷ 半導体量子効果デバイス，⑸ スピン伝導現象，⑹ 超伝導と Josephson 効果，⑺ 超伝導量子ビット，⑻ 非
平衡現象へのアプローチ。

超伝導特論　　2 単位
Theory of Superconductivity
　超伝導は極低温領域で多くの金属や酸化物が示す巨視的量子効果である。超伝導現象の概観，ロンドン方程式，熱
力学的考察，GL 理論，BCS 理論，ジョセフソン効果，高温超伝導体などについて学ぶ。超伝導の応用についても触
れる予定である。

レーザ工学特論　　2 単位
Laser Engineering
　レーザの発振原理やレーザ光の特徴とその応用について，セミナー形式で授業を行う。主に集光性と指向性，黒体
放射，誘導放出，反転分布，放射スペクトル，光の増幅，利得の飽和，レーザ発振・パルス発振・加工・三次元造形・
誘起微細周期構造・アブレーションのシミュレーションなどについて学ぶ。

放電プラズマ工学特論　　2 単位
Electric Discharge and Plasma Engineering
　物質の電気破壊現象と発生するプラズマの基礎概念について，セミナー形式で授業を行う。主に，気中放電の火花・
グロー・アーク・コロナ放電やプラズマの性質・電磁場内での運動・化学 / 物理気相堆積法・診断，シミュレーショ
ンとしてタウンゼント実験・ストリーマ・高周波放電・CIP 法などについて学ぶ。

先端科学技術特論　　2 単位
Frontier Science and Technology
　電気工学に関連する技術を中心に，日本が世界に誇る先端技術を抽出し，その第一線で活躍中の研究者・技術者を
招聘して，その基調講演を核とした講義を進める。具体的には，超電導技術，電子線・光応用，超高情報伝送，ナノ
技術，ヒューマノイドなどを予定する。 （量子理工学専攻の「先端科学技術特論」と共同開講；当該科目の概要参照）
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電気工学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Electrical Engineering
　The review of electromagnetic theory, fundamental solutions of antenna problems, andantenna parameters 
are presented. Next, the principles of operation and methods of analysis for various antenna configurations 
are discussed.Design issues and technological challenges of novel antenna systems for next-generation mobile 
communications are also presented.

エネルギー・制御特別研究　　6 単位
Graduate Research on Energy and Controll Application
　各自が受講しているエネルギー・制御特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。
この成果を別途に修士論文として取りまとめる。

通信・情報・音響特別研究　　6単位
Graduate Research on Communication, Information, and Acoustics Engineering
　各自が受講している通信・情報・音響特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。
この成果を別途に修士論文として取りまとめる。

材料・エレクトロニクス特別研究　　6単位
Graduate Research on Material and Electronics Engineering
　各自が受講している材料・エレクトロニクス特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究
を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。

【博士後期課程】

電気工学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Electrical Engineering
　指導を受けている特別研究担当教員の下で，独自のテーマに関連する専門領域を深め，専門分野の知見を幅広く習
得する。
　Under the supervising faculty member in charge of their special research, students will deepen their specialized 
knowledge related to an original theme and widely acquire expertise in their specialized field. 

エネルギー・制御特別研究　　8 単位
Graduate Research on Energy and Controll Application
　各自が受講しているエネルギー・制御特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，
博士論文としてまとめる。
　Students receive guidance from the supervising faculty member in charge of the Energy and Control Graduate 
Research in which they are enrolled, conduct research on an original theme, and compile it as a doctoral 
dissertation. 

通信・情報・音響特別研究　　8単位
Graduate Research on Communication, Information, and Acoustics Engineering
　各自が受講している通信・情報・音響特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，
博士論文としてまとめる。
　Students receive guidance from the supervising faculty member in charge of the Graduate Research on Material 
and Electronics Engineering in which they are enrolled, conduct research on an original theme, and compile it as 
a doctoral dissertation. 
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材料・エレクトロニクス特別研究　　8単位
Graduate Research on Material and Electronics Engineering
　各自が受講している材料・エレクトロニクス特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究
を行い，博士論文としてまとめる。
　Students receive guidance from the supervising faculty member in charge of the Communication, Information, 
and Acoustics Graduate Research in which they are enrolled, conduct research on an original theme, and compile 
it as a doctoral dissertation. 
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【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

電気・電子回路特論 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中 14 単位以上は左記の授業科目か
ら修得しなければならない。符号理論特論 2 2

パターン認識特論 2 2

オートマトン論 2 2

電子計測工学特論 2 2

制御基礎論 2 2

制御工学特論 2 2

電磁波工学特論 2 2

宇宙通信システム工学 2 2

マイクロ波素子 2 2

磁気工学特論 2 2

磁気物性工学特論 2 2

電子材料特論Ⅰ 2 2

電子材料特論Ⅱ 2 2

半導体集積回路Ⅰ 2 2

半導体集積回路Ⅱ 2 2

量子エレクトロニクス 2 2

光システム 2 2

情報通信システム特論 2 2

画像工学特論 2 2

通信理論特論 2 2

通信制御特論 2 2

システム工学特論 2 2

電子システム工学 2 2

信頼性工学 2 2

メディカルエレクトロニクス 2 2

音波工学特論 2 2

光工学特論 2 2

情報ネットワーク特論 2 2

コンピュータシステム特論 2 2

情報・記憶素子特論 2 2

電子物理計測・分析 2 2

回路・制御工学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。
電子材料・デバイス工学特別研究 6 6

情報工学特別研究 6 6

通信・光工学特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

電子工学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

回路・制御工学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。
電子材料・デバイス工学特別研究 8 8

情報工学特別研究 8 8

通信・光工学特別研究 8 8

学位論文
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授業科目概要

電子工学専攻
Electronic Engineering Major

【博士前期課程】

電気・電子回路特論　　2 単位
Electric and Electronic Circuits
　学部で学習した知識を基礎として，電気回路および電子回路について総括的な見直しを行う。学部では，主として
個々の回路の計算法を学習することが多いが，ここでは電気回路としての一般的な性質の把握，および実際の電子回
路の検討を主眼とする。
　Based on the knowledge learned in the undergraduate course, a comprehensive review of electrical and 
electronic circuits will be conducted. While undergraduate courses often focus on calculation methods for 
individual circuits, the main focus here is on understanding the general properties of electrical circuits and 
examining actual electronic circuits.

符号理論特論　　2 単位
Coding Theory
　まず，符号化と復号化の考え方を整理し，高効率符号化と高信頼符号化について述べる。次に，ガロア体における
線形代数に基づく線形符号の理論を述べる。具体例を用いて，その代数的構造と誤り訂正能力との関係を説明し，符
号理論の体系を理解させる。さらに，情報科学における符号理論の応用例についても述べる。
　First, the concepts of encoding and decoding are organized, and high-efficiency coding and high-reliability 
coding are discussed. Next, the theory of linear codes based on linear algebra in Galois fields is presented. Using 
specific examples, the relationship between algebraic structures and error-correction capabilities is explained to 
facilitate an understanding of the coding theory system5. Furthermore, application examples of coding theory in 
information science are discussed.

パターン認識特論　　2 単位
Pattern Recognition
　パターン認識の根幹となる情報幾何論，画像の直交関数展開と特徴抽出論，識別論などの数学的側面について論ず
る。更に，パターン認識の応用として，幾何学的特徴や場の特徴など，文字認識などで実際に使用されている特徴量
や，神経回路網による識別法について論ずる。加えて，物理計測への機械学習の応用などにも触れる。
　Mathematical aspects such as information geometry, which is the core of pattern recognition, orthogonal 
function expansion of images and feature extraction theory, and identification theory are discussed. Furthermore, 
as applications of pattern recognition, feature quantities actually used in character recognition, such as geometric 
features and field features, and identification methods using neural networks are discussed. Additionally, the 
application of machine learning to physical measurements is touched upon.

オートマトン論　　2 単位
Automata
　自動機械の意味で使われるオートマトンは，コンピュータ科学の基礎理論として永らく使われてきたが，ネットワー
ク概念と融合することにより，自律分散／自己組織化／オートポイエーシスと呼ばれる，新しいシステム論への発展
が進んでいる。この講義では，工学から神経・免疫系までカバーする方向で進んでいるシステム研究の概要と課題，
及び主要理論となる複雑系ネットワークを使って明らかになる自然界や社会構造の特徴と，グラフ理論解析の方法等
について説明する。
　Automata, used in the sense of automatic machines, has long been used as a foundational theory of computer 
science, but by merging with network concepts, it is developing into a new system theory called autonomous 
decentralization/self-organization/autopoiesis. This lecture explains an overview and challenges of system 
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research covering from engineering to neural and immune systems, as well as the characteristics of nature and 
social structures clarified using complex network theory, and methods of graph theory analysis.

電子計測工学特論　　2 単位
Electronic Measurement Engineering
　近年の計測技術は，より先進的な社会創造のための方向性を見据えて進んでいる。このような背景の下，国際標準
化の意義やその動向，および，最新の計測に係わるいくつかの話題とその根底にある考え方について説明する。
　Recent measurement technology is progressing with a focus on directions for creating a more advanced society. 
Against this background, the significance and trends of international standardization, as well as several topics 
related to the latest measurements and the underlying concepts, will be explained.

制御基礎論　　2 単位
Theory of Fundamental Control
　学部で学習したと思われる制御理論をまとめながら，古典制御理論，現代制御理論の概要を述べる。また，ディジ
タル制御にもふれ，さらには制御理論の新たな展開として，適応制御理論等，最新の制御技術についても勉強する。
　While summarizing the control theory presumably learned in the undergraduate course, an overview of 
classical control theory and modern control theory is provided. Digital control is also touched upon, and as new 
developments in control theory, the latest control technologies such as adaptive control theory are studied.

制御工学特論　　2 単位
Advanced Engineering of Control
　電子工学・情報通信工学の分野において重要な制御システムとして PLL（位相同期回路）がある。その挙動の理
解には学部で勉強した線形制御理論や非線形制御に係る知識も必要となる外，応用分野の進展に伴って PLL の構成
法についても種々の方式が考案されるに至っている。この講義では制御ンステムの一例として PLL を取上げ，その
基礎から応用などについて勉強する。
　PLL (Phase Locked Loop) is an important control system in the fields of electronic engineering and information 
communication engineering.  Understanding its behavior requires knowledge of not only the linear control theory 
studied in undergraduate courses but also the nonlinear control.  Furthermore, various methods for configuring 
PLLs have been devised as applications in the field have progressed.  In this lecture, we will take up PLLs as an 
example of a control system and study their fundamentals and applications.

電磁波工学特論　　2 単位
Electromagnetic Wave Engineering
　本講義は，近年注目されている電磁環境問題の対策を通して，電磁波工学のさらなる理解を深める。これらの電磁
環境問題の対策には，電波吸収体や電磁遮へい材が利用される。対策を効果的に行うには，電波吸収体や電磁遮へい
材の電磁界中での取扱い，および電波吸収や電磁遮へいの機構を理解しておく必要がある。この講義では，それら電
磁波の吸収と遮へい技術について学ぶ。
　This class will deepen understanding of electromagnetic wave engineering by solving electromagnetic 
environment problems that have been attracting attention in recent years. Electromagnetic wave absorbers and 
electromagnetic shielding materials are used to solve these electromagnetic environment problems. To implement 
effective measures, it is necessary to understand the handling of these materials in electromagnetic fields and the 
mechanisms of electromagnetic wave absorption and electromagnetic shielding. This class covers these absorption 
and shielding technologies.

宇宙通信システム工学　　2 単位
Space Communication System Engineering
　宇宙で用いられる通信システムは，超小型衛星から宇宙ステーンョンにわたる。広義では，機能的に情報の伝送か
らエネルギー伝送，電波計測までを含み，周波数的にマイクロ波から光波までを含んでいる。本講義では，主に情報
の伝送を中心に，これらシステム構成，方式，回路素子について学ぶ。
　Communication systems used in space range from microsatellites to space stations. In a broad sense, it 
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functionally includes everything from information transmission to energy transmission and radio measurement, 
and frequency-wise includes everything from microwaves to lightwaves. This lecture mainly focuses on 
information transmission and covers system configurations, methods, and circuit elements.

マイクロ波素子　　2 単位
Microwave Device
　無線通信，センシング，電力伝送システム等における基礎理論の 1 つであるマイクロ波工学において，各種システ
ムを構成するマイクロ波素子としてアンテナおよび給電回路の基本特性・機能，解析法，設計法の理解を深めること
を目的とする。⑴ 電磁波の基礎　⑵ 各種アンテナ（線状アンテナ，平面アンテナ，開口面アンテナ，アレーアンテナ）
⑶ 各種平面回路，立体回路（各種ハイブリッド結合器およびフィルタ等）。
　In microwave engineering, which is one of the fundamental theories in wireless communication, sensing, and 
power transmission systems, this course aims to deepen the understanding of basic characteristics, functions, 
analysis methods, and design methods of antennas and feeding circuits as microwave elements constituting 
various systems. Topics include: (1) Basics of electromagnetic waves, (2) Various antennas (linear, planar, aperture, 
and array antennas), (3) Various planar and three-dimensional circuits (hybrid couplers, filters, etc.).

磁気工学特論　　2 単位
Applied Magnetic Engineering
　⑴ 磁性体物理（原子の磁気，磁性の分子磁界理論，結晶構造，磁気異方性，磁区，磁化過程）  ⑵ 軟質および硬質
磁性材料  ⑶ 磁性薄膜  ⑷ 光磁気工学  ⑸ マイクロ波磁気工学  ⑹ 磁気記録  ⑺ 磁気測定  ⑻ 磁気応用
　This course covers: (1) Physics of magnetic materials (atomic magnetism, molecular field theory of magnetism, 
crystal structure, magnetic anisotropy, magnetic domains, magnetization process), (2) Soft and hard magnetic 
materials, (3) Magnetic thin films, (4) Magneto-optical engineering, (5) Microwave magnetic engineering, (6) 
Magnetic recording, (7) Magnetic measurement, and (8) Magnetic applications.

磁気物性工学特論　　2 単位
Magnetism and Magnetic Materials
　この講義では，物質の磁気的性質は物理学においてどのように理解され，それがどのように応用されているかを解
説する。磁気物性・材料の概略とともに，量子論の観点も含み，磁気工学とエレクトロニクス融合分野であるスピン
トロニクスの概要を紹介する。磁気工学の基礎，磁性の起源，電流磁気現象を通じてスピントロニクス基礎，熱磁気
物性を通じスピンカロリトロニクス基礎，動的磁気物性を通じ光スピントロニクス基礎／磁化ダイナミクスを学ぶ。
　This lecture explains how the magnetic properties of materials are understood in physics and how they are 
applied in modern technologies. Along with an overview of magnetic properties and materials, it introduces 
spintronics, a field merging magnetic engineering and electronics, including quantum theoretical perspectives. 
Students learn the basics of spintronics through the foundations of magnetic engineering, the origin of magnetism, 
and current-induced magnetic phenomena; spin caloritronics through thermo-magnetic properties; and optical 
spintronics/magnetization dynamics through dynamic magnetic properties.

電子材料特論Ⅰ　　2 単位
Electronic Materials Ⅰ
　電子機能性の視点に立ち，軌道と周期律表の関係，角運動量，LS 多重項とフント則，エルミート演算子，演算子
と交換関係，ハイゼンベルグの行列表記，摂動論，スピン軌道相互作用，多粒子径の波動関数を学ぶ。また，受講生
による話題提供と参加者との質疑応答を行う場を設け，電子物性の基礎的概念に関して理解を深める。
　From the perspective of electronic functionality, students learn the relationship between orbitals and 
the periodic table, angular momentum, LS multiplets and Hund's rules, Hermitian operators, operators and 
commutation relations, Heisenberg's matrix notation, perturbation theory, spin-orbit interaction, and wave 
functions of multi-particle systems. A forum for topics presented by students and Q&A sessions with participants 
is provided to deepen the understanding of basic concepts of electronic properties.
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電子材料特論Ⅱ　　2 単位
Electronic Materials Ⅱ
　積層膜に代表される界面での電子挙動を理解するために，スレーター行列式，多電子系の波動関数とハミルトニア
ンの行列表記・対角化，超交換相互作用から導かれる 3d 遷移化合物の磁気秩序を学ぶ。また，受講生による話題提
供と参加者との質疑応答を行い，電子物性の基礎的概念に関して理解を深める。
　To understand electronic behavior at interfaces represented by multilayer films, students learn Slater 
determinants, matrix notation and diagonalization of wave functions and Hamiltonians in multi-electron systems, 
and magnetic order in 3d transition compounds derived from superexchange interactions. Additionally, topics 
presented by students and Q&A sessions are conducted to deepen the understanding of basic concepts of 
electronic properties.

半導体集積回路Ⅰ　　2 単位
Integrated Circuit Engineering Ⅰ
　集積回路技術は，微細化・高密度化と共に，低消費電力・高速化・システム化が進んでいる。本講義では集積回路
の基本構造である MOSFET の構造・特性，CMOS 回路の特徴や集積化の意義について説明した後，各種半導体メ
モリーの構造および特徴，および現在の研究動向について学ぶ。
　Integrated circuit technology is advancing toward miniaturization, higher density, lower power consumption, 
higher speed, and systemization. After explaining the structure and characteristics of MOSFETs, which are basic 
structures of integrated circuits, and the characteristics and significance of CMOS circuits, this lecture covers the 
structure, characteristics, and current research trends of various semiconductor memories.

半導体集積回路Ⅱ　　2 単位
Integrated Circuit Engineering Ⅱ
　集積回路技術は，微細化・高密度化と共に，低消費電力・高速化・システム化が進んでいる。本講義ではバイポー
ラ IC および MOSIC の作製プロセス技術，デバイスの微細化とその問題，高集積回路の設計，回路技術を中心に学ぶ。
また，強誘電体メモリー，単一電子素子など，新規デバイスに関する話題も適宜取り入れ，今後の高密度集積回路の
展望についても紹介する。
　Integrated circuit technology is advancing toward miniaturization, higher density, lower power consumption, 
higher speed, and systemization. This lecture focuses on fabrication process technologies for bipolar and MOS 
ICs, device miniaturization and its problems, high-density circuit design, and circuit technology. It also introduces 
topics on new devices such as ferroelectric memory and single-electron devices, and presents prospects for future 
high-density integrated circuits.

量子エレクトロニクス　　2 単位
Quantum Electronics
　量子エレクトロニクスの概要からはじめ，その基礎となる電磁気学，それに基づく波動光学の原理とその適用につ
いて述べる。次に光と物質の相互作用について述べ，レーザの基礎と動作原理について紹介する。
　Starting with an overview of quantum electronics, this course covers the basics of electromagnetism and the 
principles and applications of wave optics based on it. Next, the interaction between light and matter is discussed, 
and the basics and operating principles of lasers are introduced.

光システム　　2 単位
Optical System
　この講義では，モバイルを含む光通信網やその要素技術，加えて光利用技術について学ぶ。手軽に誰ともいつでも
つながり，また，必要なときに必要なデータが得られる通信網の実現は，我々の生活を著しく変えた。そこで，モバ
イルを含む光通信ネットワーク網に用いられる光通信技術の解説や光ファイバ特性の解説，それに関する光通信用測
定器の紹介と原理解説を行う。加えて，これらの測定器を用いた光センシング技術と，企業人として知っておくべき
国際標準化戦略の考え方，第 6 世代をはじめとする次世代モバイルの動向について紹介する。
　In this lecture, students learn about optical communication networks, including mobile networks, their elemental 
technologies, and light utilization technologies. The realization of networks that allow people to easily connect 



－116－

電子工学専攻

with anyone at any time and obtain necessary data has significantly changed our lives. Therefore, this course 
explains optical communication technologies used in optical communication networks (including mobile), optical 
fiber characteristics, and introduces the principles of optical communication measuring instruments. Additionally, 
it introduces optical sensing technology using these instruments, international standardization strategies for 
corporate professionals, and trends in next-generation mobile technologies like 6G.

情報通信システム特論　　2 単位
Information Transmission System
　情報通信の分野では，伝送路，フィルタ，アンテナなどこれを司る構成要素は多岐にわたっている。これらの特性
を解析する基本的なツールとしてラプラス変換があげられる。また，最近のデジタル情報伝送技術として z 変換が利
用されており，これらは，各種情報処理技術として非常に広範囲に利用されている。
　本講義では，このラプラス変換に注目して，通信における回路理論の重要性の説明を試みる。また，実際の数値解
析についても計算ソフトを用いて実習する。
　In the field of information communication, components such as transmission lines, filters, and antennas are 
diverse. Laplace transform is a basic tool for analyzing these characteristics. Also, transforms are used in 
recent digital information transmission technology and are very widely used as various information processing 
technologies. This lecture focuses on the Laplace transform to explain the importance of circuit theory in 
communication, and includes practical exercises in numerical analysis using calculation software.

画像工学特論　　2 単位
Image Processing Engineering
　画像工学は，撮像・処理・伝送・記録・表示等広い分野を含む。本特論では，近年新分野への応用が広がっている
画像処理技術にフォーカスする。基本手法（アルゴリズム）を概観した後に，3D 計測や物体検出等，画像処理の応
用について触れる。その一事例として，ステレオカメラ画像を用いた物体計測実習を行い理解を深める。
　Image processing engineering includes a wide range of fields such as imaging, processing, transmission, 
recording, and display. This course focuses on image processing technology, which has expanding applications 
in new fields. After overviewing basic methods (algorithms), it touches on applications such as 3D measurement 
and object detection. As an example, object measurement exercises using stereo camera images are conducted to 
deepen understanding.

通信理論特論　　2 単位
Communication Theory
　ディジタル通信方式の基礎理論である信号解析，符号化に関わる原理・定理の他，待ち行列理論／トラヒック理論，
ネットワーク・アーキテクチャ，暗号理論とセキュリティなど，現在の情報通信構築の基礎となっている諸理論を概
説し，今後の情報通信ネットワークヘの洞察力を高める。
　This course provides an overview of theories that form the basis of current information communication 
construction, such as signal analysis and principles/theorems related to coding (the basic theory of digital 
communication), as well as queuing theory/traffic theory, network architecture, and cryptography and security. It 
aims to enhance insight into future information communication networks.

通信制御特論　　2 単位
Communication Control
　通信の性能は接続特性，伝送特性，可用性および，セキュリティで評価される。本講義ではこれらの性能を良好に
維持管理するために実施されている通信制御技術（呼制御，サービス品質制御，冗長化・負荷分散，ネットワークセ
キュリティなど）の概要を体系的に理解する。
　Communication performance is evaluated by connection characteristics, transmission characteristics, availability, 
and security. In this lecture, an overview of communication control technologies (call control, quality of service 
control, redundancy, load balancing, network security, etc.) implemented to maintain and manage these 
performances is systematically understood.
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システム工学特論　　2 単位
System Engineering
　巨大化・複雑化した現代の設備・機器の安全性や信頼性，効率などを考える際には，機械，電気，化学など個々の
要素技術の検討だけでは不十分であり，これらを一つのシステムとして総合的に取り扱う「システム工学」の考え方
が不可欠である。本講義では，システムの安全性や信頼性を確保するための基本的手法について，具体例を交え説明
する。さらに設備・機器にとどまらず，より広範な社会や自然の事象をシステムと捉え，システム的思考によって問
題を解決する，エンジニアとしての実践的方法論についても学ぶ。
　When considering the safety, reliability, and efficiency of modern facilities and equipment that have become 
huge and complex, it is insufficient to examine individual elemental technologies like mechanical, electrical, 
or chemical engineering. The concept of "System Engineering," which treats these as a single system 
comprehensively, is indispensable. This lecture explains basic methods for ensuring system safety and reliability 
using specific examples. Furthermore, students learn practical methodologies for engineers to solve problems 
through systemic thinking, treating broader social and natural phenomena as systems.

電子システム工学　　2 単位
Electronic System Engineering
　電子システム工学では，様々な測定システムを例に挙げ，複雑化する測定システムに於いて用いられている主要技
術について，工学的観点から解説する。測定システムを実現するにあたり，ハードウェア・ソフトウェアの機能設計
例について実例をもとに解説し，測定システムに用いられる主要デバイスについても併せて紹介する。
　Electronic System Engineering takes various measurement systems as examples to explain the main 
technologies used in increasingly complex measurement systems from an engineering perspective. Examples of 
functional design for hardware and software in realizing measurement systems are explained based on actual 
cases, and main devices used in measurement systems are also introduced.

信頼性工学　　2 単位
Reliability Engineering
　信頼性工学は，システムや機器装置，構成部品が必要な機能を確実に遂行し，安全かつ信頼性の高い運用を行うた
めの基本的な知識と手法を習得することを目的としている。具体的には，FTA や FMEA による伝統的な故障解析
手法だけでなく，STAMP/STPA を用いたシステム思考に基づく安全分析，モデルベースシステムエンジニアリン
グ（MBSE）を活用した要求定義および設計管理，アシュアランスケースによる信頼性・安全性の体系的な保証など，
新たな枠組みを扱う。また，適用分野として自動運転システムを含め，実際の設計・開発プロセスにおける信頼性向
上や安全確保の実践的手法について検討する。
　Reliability engineering aims to acquire basic knowledge and methods for ensuring that systems, equipment, and 
components reliably perform required functions and operate safely and with high reliability. Specifically, it covers 
new frameworks such as safety analysis based on systems thinking using STAMP/STPA, requirement definition 
and design management using Model-Based Systems Engineering (MBSE), and systematic assurance of reliability 
and safety through assurance cases, in addition to traditional failure analysis methods like FTA and FMEA. It 
also examines practical methods for improving reliability and ensuring safety in actual design and development 
processes, including autonomous driving systems.

メディカルエレクトロニクス　　2 単位
Medical Electronics
　現代医学の発展には，工学的技術の進歩が大きな役割を果たしてきた。特に CT・ MRI 等の医用画像診断装置，
病原体を検出するバイオセンサーなどは飛躍的な進歩を遂げている。これら，最新工学機器の基礎的な原理と利用価
値を理解し，新たな工学技術の開発に役立つことを目的として，医学と工学技術の結びつきを紹介する。
　The advancement of contemporary medicine has been greatly aided by progress in engineering technology. 
Medical imaging diagnostic systems such as CT and MRI, along with biosensors for detecting pathogens, have 
achieved remarkable progress. “Medical Electronics” introduces the connection between medicine and engineering 
technology, aiming to help understand the fundamental principles and practical value of these latest engineering 
devices and to contribute to the development of new engineering technologies.
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音波工学特論　　2 単位
Acoustical Engineering
　音響工学の基本的な性質として，初めに波動方程式を求め，音波の反射および透過，定在波音場，エネルギー密度，
および音の強さなどについて，実際の現象を交えて概説する。また，音の放射の性質として，音場，指向性などにつ
いても講義する。合わせて最近の話題などについても言及する。
　Regarding the basic properties of acoustic engineering, wave equations are first derived, and an overview of 
phenomena such as reflection and transmission of sound waves, standing wave fields, energy density, and sound 
intensity is provided using actual cases. Lectures also cover properties of sound radiation, such as sound fields and 
directivity, along with recent topics.

光工学特論　　2 単位
Optical Engineering
　光学における回折（フランホーファー回折）現象は開口のフーリエ変換そのものが光の強度分布として観測される。
この講義では，数値計算プログラムを用いたフーリエ変換の実習も交えて，空間周波数領域における画像のフィルタ
リングや計算機合成ホログラムの生成・再生の理論の理解と実際の数値計算の手順を習得する。
　Diffraction (Fraunhofer diffraction) in optics is observed as the intensity distribution of light, which is the 
Fourier transform of the aperture itself. This lecture includes practical exercises in Fourier transforms using 
numerical calculation programs to master the understanding of image filtering in the spatial frequency domain 
and the theory of generating and reconstructing computer-generated holograms, as well as actual numerical 
calculation procedures.

情報ネットワーク特論　　2 単位
Information Network
　コンピュータネットワークにおけるデーターは，ルーターによる適切なルート選択によって宛先に届くようになっ
ている。この講義では，どのような仕組みでルートの選択がなされるか，ルート選択に関連してどのような問題点が
あるのかについて述べる。併せて，実験用ネットワークを用いて，ルーティングの実習をはじめネットワークの管理
に必要な事柄について実習を通じて学ぶ。
　Data in computer networks reaches its destination through appropriate route selection by routers. This 
lecture describes the mechanisms of route selection and the problems associated with it. Additionally, students 
learn matters necessary for network management, including routing exercises, through practical work using an 
experimental network.

コンピュータシステム特論　　2 単位
Computer System
　この講義では，コンピュータアーキテクチャを対象に，高速化，高機能化を意図した各種技術について学ぶととも
に，近年の命令セットアーキテクチャの動向についても考察する。更に実際のシステム開発の立場からコンピュータ
利用の課題を採り上げ，高信頼化，高機能化に関する方法論について議論する。
　This lecture covers various technologies intended for high speed and high functionality in computer 
architecture, and considers trends in recent instruction set architectures. Furthermore, it addresses challenges 
in computer utilization from the standpoint of actual system development and discusses methodologies for high 
reliability and high functionality.

情報・記憶素子特論　　2 単位
Information Processing and Memory Devices
　情報科学の進展を支える計算機の重要な構成要素である計算・記憶素子の基本原理から応用までを論じ，ハード
ウェアに対する情報科学分野からの限りないニーズとこれに対応するシーズヘの物性的側面からの挑戦について考察
する。具体的には，記憶階層論，それらを構成する記憶素子各論，光記憶，更には将来の超大容量光記憶，連想記憶，
光コンピュータなど次世代技術の基礎について論じる。また，超高速演算素子など次世代機能素子概論とその基礎と
なる半導体エレクトロニクスについて論ずる。
　This course discusses the basic principles and applications of computing and memory elements, which are key 
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components of computers supporting the progress of information science. It considers the endless needs from 
the field of information science for hardware and the challenges from a physical property perspective to provide 
corresponding seeds. Specifically, it discusses memory hierarchy theory, details of memory elements, optical 
storage, and foundational next-generation technologies like ultra-large capacity optical storage, associative memory, 
and optical computers. It also discusses next-generation functional elements like ultra-high-speed computing 
elements and the semiconductor electronics that form their basis.

電子物理計測・分析　　2 単位
Physical metrology and analysis for solid state electronics
　　電子工学・材料科学分野で必須となる物理計測・分析・物性計測に関連する以下の項目を中心に講義し，電子デ
バイスや成膜プロセス等で必要となる計測・分析・物性導出の原理から応用までを学ぶ。
物理計測概説／実時間計測と周波数空間計測／接触・非接触による物理計測（電気／磁気／光学／磁気共鳴）と物
性評価／物理計測と微細加工／物理分析概説／真空・ 真空ゲージ／成膜装置と in-situ 測定（RHEED ／ LEED ／
SMOKE）／分光測定（AES，XPS，SIMS）／ SPM（Scanning Probe Microscope）ファミリー／その他の評価，
表面分析応用例
　This lecture focuses on the following items related to physical measurement, analysis, and property 
measurement essential in the fields of electronic engineering and materials science, covering principles to 
applications required for electronic devices and film formation processes: Overview of physical measurement; 
Real-time and frequency-domain measurement; Contact/non-contact physical measurement (electrical/magnetic/
optical/magnetic resonance) and property evaluation; Physical measurement and microfabrication; Overview of 
physical analysis; Vacuum and vacuum gauges; Film formation equipment and in-situ measurement (RHEED / 
LEED / SMOKE); Spectroscopic measurement (AES, XPS, SIMS); Scanning Probe Microscope (SPM) family; Other 
evaluations and surface analysis application examples.

回路・制御工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Electronic Circuit and Control Engineering
　受講する回路・制御工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果を
別途に修士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the special research on circuit and control engineering, 
students conduct research on a unique theme. The results are compiled separately as a master's thesis.

電子材料・デバイス工学特別研究　　6単位
Graduate Research on Electronic Material and Device Engineering
　受講する電子材料・デバイス工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。こ
の成果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the special research on electronic material and device 
engineering, students conduct research on a unique theme. The results are compiled separately as a master's 
thesis.

情報工学特別研究　　6単位
Graduate Research on Information Engineering
　受講する情報工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果を別途に
修士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the special research on information engineering, 
students conduct research on a unique theme. The results are compiled separately as a master's thesis.

通信・光工学特別研究　　6単位
Graduate Research on Communication and Optical Engineering
　受講する通信・光工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果を別
途に修士論文として取りまとめる。
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　Under the guidance of the faculty member in charge of the special research on communication and optical 
engineering, students conduct research on a unique theme. The results are compiled separately as a master's 
thesis.

【博士後期課程】

電子工学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Electronics
　受講生の研究テーマに即し，専攻内複数教員による関連研究や周辺技術に関連し設定された講義を受講し，自身の
研究を深化する。
　Based on the student's research theme, students attend lectures set in relation to related research and 
peripheral technologies by multiple faculty members within the major to deepen their own research.

回路・制御工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Electronic Circuit and Control Engineering
　受講する回路・制御工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博士論文と
して取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the special research on circuit and control engineering, 
students conduct research on a unique theme and compile it as a doctoral dissertation.

電子材料・デバイス工学特別研究　　8単位
Graduate Research on Electronic Material and Device Engineering
　受講する電子材料・デバイス工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博
士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the special research on electronic material and device 
engineering, students conduct research on a unique theme and compile it as a doctoral dissertation.

情報工学特別研究　　8単位
Graduate Research on Information Engineering
　受講する情報工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博士論文として取
りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the special research on information engineering, 
students conduct research on a unique theme and compile it as a doctoral dissertation.

通信・光工学特別研究　　8単位
Graduate Research on Communication and Optical Engineering
　受講する通信・光工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博士論文とし
て取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the special research on communication and optical 
engineering, students conduct research on a unique theme and compile it as a doctoral dissertation.



－121－

情報科学専攻 情報科学専攻

情報科学専攻

【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

情報論 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中 14 単位以上は左記の授業科目か
ら修得しなければならない。
また，アントレプレナーシップについては修了に必要な単位数に
算入しない。

数値解析特論 2 2

シミュレーション特論 2 2

オートマトン論 2 2

システム工学特論 2 2

符号理論特論 2 2

言語理論 2 2

データベース 2 2

画像工学特論 2 2

パターン認識特論 2 2

人工知能Ⅰ 2 2

人工知能Ⅱ 2 2

人工心システム特論Ⅰ 2 2

人工心システム特論Ⅱ 2 2

組込システム特論 2 2

情報・記憶素子特論 2 2

光工学特論 2 2

コンピュータシステム特論 2 2

ソフトウェア工学特論 2 2

情報通信システム特論 2 2

情報ネットワーク特論 2 2

情報メディア論 2 2

コンピュータグラフィックス 2 2

メディカルエレクトロニクス 2 2

生体情報科学 2 2

マン・マシンシステム 2 2

交通情報応用工学 2 2

情報科学特別講義 2 2

情報処理・ソフトウェア工学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。
組込みシステム・システム工学特別研究 6 6

情報メディア・ネットワーク特別研究 6 6

知能・情報システム特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

情報科学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

情報処理・ソフトウェア工学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。
組込みシステム・システム工学特別研究 8 8

情報メディア・ネットワーク特別研究 8 8

知能・情報システム特別研究 8 8

学位論文
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授業科目概要

情報科学専攻
Computer Science Major

【博士前期課程】

情報論　　2 単位
Information Theory
　情報論は，情報を扱う幅広い技術や手法を対象とし，技術英語教育に加えて，資料作成やデータ分析への AI ツー
ルの効果的な活用にも焦点を当てる。具体的には，英文法や技術特有の文章表現を確認しつつ，機械翻訳や生成型
AI による効率的な資料作成，分析ツールを活用した情報整理技法を習得することを目指す。これにより，国際的な
コミュニケーション力を高めるとともに，情報処理と活用の基盤力を強化する。

数値解析特論　　2 単位
Numerical Analysis
　この講義では，基本的アルゴリズムと数値解析アルゴリズムを論じる。数値解析アルゴリズムにおいては，ハード
ウェアとの関連から生じる誤差からはじまり，数値微分，数値積分，非線形方程式，線型代数数値計算，FFT など
を扱う。また，計算の高速化の例として，ホログラムの生成についても論じる。

シミュレーション特論　　2 単位
Computer Simulation
　シミュレーションとは，実世界における現象等を定式化し，その上でコンピュータを活用することにより現実との
類似または乖離を見出しつつ，問題解決に役立たせるものである。本科目では，社会やビジネスを対象としたシミュ
レーション実験を通して，データの分析手法や現象のモデリング手法，およびシミュレーションの設計・実装・計画
手法について学ぶ。

オートマトン論　　2 単位
Automata
　自動機械の意味で使われるオートマトンは，コンピュータ科学の基礎理論として長い研究の歴史があり，暗号の複
雑さの理論や量子コンピュータの理論等に発展している。本講義では，「計算」を数学的に定義し，コンピュータの
モデルであるチューリング機械で解決できる問題と限界を示し，さらに先進的な話題等も紹介する。

システム工学特論　　2 単位
Theory of Fundamental Control System
　巨大化・複雑化した現代の設備・機器の安全性や信頼性，効率などを考える際には，機械，電気，化学など個々の
要素技術の検討だけでは不十分であり，これらを一つのシステムとして総合的に取り扱う「システム工学」の考え方
が不可欠である。本講義では，システムの安全性や信頼性を確保するための基本的手法について，具体例を交え説明
する。さらに設備・機器にとどまらず，より広範な社会や自然の事象をシステムと捉え，システム的思考によって問
題を解決する，エンジニアとしての実践的方法論についても学ぶ。

符号理論特論　　2 単位
Coding Theory
　まず，符号化と復号化の考え方を整理し，高効率符号化と高信頼符号化について述べる。次に，ガロア体における
線形代数に基づく線形符号の理論を述べる。具体例を用いて，その代数的構造と誤り訂正能力との関係を説明し，符
号理論の体系を理解させる。さらに，情報科学における符号理論の応用例についても述べる。
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言語理論　　2 単位
Language Theory
　基礎情報学の立場から，機械情報・社会情報・生命情報として分類される 情報社会の情報と性質について概説し，
さらにコミュニケーションの原理と仕組み，学習の本質などについて講義し，さらに基礎情報学から考察した AI 研
究開発に於ける課題について議論する。

データベース　　2 単位
Data Base
　データを効率よく収集・管理することは，学術分野のみならず一般社会においても，必要不可欠のものになってい
る。この講義では，データベース設計において，データをどのように分類し蓄えれば，矛盾なく，効率よくデータを
蓄積・管理できるかについて学ぶ。具体的には，正規化論を中心に，データベースのあり方を明らかにする。

画像工学特論　　2 単位
Image Processing Engineering
　画像工学は，撮像・処理・伝送・記録・表示等広い分野を含む。本特論では，近年新分野への応用が広がっている
画像処理技術にフォーカスする。基本手法（アルゴリズム）を概観した後に，3D 計測や物体検出等，画像処理の応
用について触れる。その一事例として，ステレオカメラ画像を用いた物体計測実習を行い理解を深める。

パターン認識特論　　2 単位
Pattern Recognition
　パターン認識の根幹となる情報幾何論，画像の直交関数展開と特徴抽出論，識別論などの数学的側面について論ず
る。更に，パターン認識の応用として，幾何学的特徴や場の特徴など，文字認識などで実際に使用されている特徴量
や，神経回路網による識別法について論ずる。加えて，物理計測への機械学習の応用などにも触れる。

人工知能Ⅰ　　2 単位
Artificial Intelligence Ⅰ
　講義の前半では知識処理，人工知能とそうでないもの，探索，記号表現，知識の分類，各種の適用例を通じて，古
典的な人工知能の考え方を紹介する。後半は人工知能の経緯の中で登場した考え方や技術を紹介し，今後の人工知能
について展望する。また現代の人工知能について，具体的な例を通じて考え方を紹介する。

人工知能Ⅱ　　2 単位
Artificial Intelligence Ⅱ
　人工知能の中の機械学習に焦点を当て，機械学習の各種技法とニューラルネットワーク（深層学習を含む）につい
て説明する。また，機械学習によって解決する問題として，回帰・分類・クラスタリングを取り上げ，それぞれに適
した機械学習の手法を学ぶ。

人工心システム特論Ⅰ　　2 単位
Artificial Mind System Ⅰ
　本講義では，より人間らしい振る舞いをするような人工知能デザインを行うために，工学分野のみならず認知心理
学および言語学的知見も踏まえて提案された人工心システムについて論ずる。人工心システム特論 I では人工知能の
歴史を振り返り，その上で既存の人工ニューラルネットワークモデルについて省察する。

人工心システム特論Ⅱ　　2 単位
Artificial Mind System Ⅱ
　人工心システム特論Ⅱでは，人工心システム特論Ⅰにて省察された既存の人工ニューラルネットワークモデルにお
ける様々な問題点を克服かつ拡張する新しいモデルであるカーネルメモリーについて論じ，人工心システムにおける
各モジュールがどのようにカーネルメモリーにより構成され得るか，ということについても論じる。
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組込システム特論　　2 単位
Embedded System
　組込みシステムは多くの家電製品や産業機器に採用されており，その重要性が増してきている。本講義では，組込
みシステムの特徴や各種要素技術について述べる。また，プログラマブルなデバイスの一つである FPGA について，
その特徴などについて述べるとともに，実際の FPGA を用いた具体的な開発手法についても学ぶ。

情報・記憶素子特論　　2 単位
Information Processing and Memory Devices
　情報科学の進展を支える計算機の重要な構成要素である計算・記憶素子の基本原理から応用までを論じ，ハード
ウェアに対する情報科学分野からの限りないニーズとこれに対応するシーズヘの物性的側面からの挑戦について考察
する。

光工学特論　　2 単位
Optical Engineering
　光学における回折（フランホーファー回折）現象は開口のフーリエ変換そのものが光の強度分布として観測される。
この講義では，数値計算プログラムを用いたフーリエ変換の実習も交えて，空間周波数領域における画像のフィルタ
リングや計算機合成ホログラムの生成・再生の理論の理解と実際の数値計算の手順を習得する。

コンピュータシステム特論　　2 単位
Computer System
　この講義では，コンピュータアーキテクチャを対象に，高速化，高機能化を意図した各種技術について学ぶととも
に，近年の命令セットアーキテクチャの動向についても考察する。更に実際のシステム開発の立場からコンピュータ
利用の課題を採り上げ，高信頼化，高機能化に関する方法論について議論する。

ソフトウェア工学特論　　2 単位
Software Engineering
　情報処理システムや組込みシステムを支えるソフトウェアには，高い品質と生産性が求められている。本講義では，
要求分析から設計・実装，テストまでの開発プロセス全般やプロジェクトマネジメント技術について，最新の研究成
果を参照しながら学習する。また，LLM（大規模言語モデル）の導入を通して，AI を活用したソフトウェア開発手
法やツールへの理解を深め，実践的演習を通じて効果的な利用方法を習得することを目的とする。

情報通信システム特論　　2 単位
Information Transmission System
　情報通信の分野では，伝送路，フィルタ，アンテナなどこれを司る構成要素は多岐にわたっている。これらの特性
を解析する基本的なツールとしてラプラス変換があげられる。本講義では，このラプラス変換に注目して，通信にお
ける回路理論の重要性の説明を試みる。また，実際の数値解析についても実習する。

情報ネットワーク特論　　2 単位
Information Network
　コンピュータネットワークにおけるデータは，ルーターによる適切なルート選択によって宛先に届くようになって
いる。この講義では，ルート選択の仕組みやルート選択に関連してどのような問題点があるのかについて述べる。併
せて，実験用ネットワークを用いて，ネットワークの管理に必要な事柄について実習を通じて学ぶ。

情報メディア論　　2 単位
Information Media
　本講義では，インターネットとウェブ技術によるネットワークの構造的な特徴について理解し，ウェブサービスで
重要となるウェブサイトの構築・運営について学ぶ。さらに，ウェブサービスの中で注目すべき映像コンテンツにつ
いて，信号形式・ファイルフォーマット・圧縮・復元などの信号理論について習得する。
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コンピュータグラフィックス　　2 単位
Computer Graphics
　コンピュータグラフィックス（CG）及びその応用技術は，映像情報を多用する現代社会において重要性を増して
いる。本講義では，基盤となる知識及びディスプレイ技術について触れた後，CG 技術を，モデリング及びレンダリ
ングの観点から解説する．そして，クロスリアリティや可視化等の応用分野についても概観する。

メディカルエレクトロニクス　　2 単位
Medical Electronics
　現代医学の発展には，工学的技術の進歩が大きな役割を果たしてきた。特に CT・ MRI 等の医用画像診断装置，
病原体を検出するバイオセンサーなどは飛躍的な進歩を遂げている。これら，最新工学機器の基礎的な原理と利用価
値を理解し，新たな工学技術の開発に役立つことを目的として，医学と工学技術の結びつきを紹介する。

生体情報科学　　2 単位
Biomimetics
　人間の神経系を模倣した装置を構成すれば人間と同様な情報処理が実現できるに違いないという立場から，脳の情
報処理の解明とその工学的応用を目的に，神経細胞のモデル化，学習認識系（学習，記憶，脳内における情報処理），
神経回路網におけるダイナミックスなどについて解説する。

マン・マシンシステム　　2 単位
Man-Machine System
　あらゆる人工システムは，人間との関わりなしには存在しえない。そのため，システムの設計段階において，人間
中心のシステムの実現を目標とすることが必要である。ここでは，人間と機械の相互作用について理解し，人間の特
性に合った機械や人工環境の設計を行える専門知識と技法を習得することを目標とする。

交通情報応用工学　　2 単位
Traffic Information Engineering
　道路交通及び鉄道交通に関して，情報工学の視点から取り扱う。道路交通においては，道路交通の ICT 版とも言
われる ITS に関する事項を学び，高度情報化を図る上で必要な技術と課題を考察する。鉄道交通については，列車
制御と情報とのかかわりや旅客情報システムなどに関する事項を学び，鉄道システムの将来を展望する。

情報科学特別講義　　2 単位
Special Lecture of Computer Science
　情報科学は世界や私たちをどう変えていくのか。人文社会諸科学との対話を通じて，「情報」と呼ばれるものの本
性を洞察する力，異質な情報の連関可能性を構想する力，多様な情報を批判的に考察する力，以上の洞察を表現する
論理力と語彙力などを鍛え，情報科学技術のあり方を提案していくための教養を磨くことを目指す。

情報処理・ソフトウェア工学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Information Processing and Software Engineering
　各自が受講している情報処理・ソフトウェア工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する
研究を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。

組込みシステム・システム工学特別研究　　6単位
Graduate Research on Embedded System and Systems Engineering
　各自が受講している組込みシステム・システム工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関す
る研究を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。

情報メディア・ネットワーク特別研究　　6単位
Graduate Research on Information Media and Network
　各自が受講している情報メディア・ネットワーク特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する
研究を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。
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知能・情報システム特別研究　　6単位
Graduate Research on Artificial Intelligence and Information System
　各自が受講している知能・情報システム特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行
う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。

【博士後期課程】

情報科学特別講義　　2 単位
Special Lecture of Computer Science
　情報処理・ソフトウェア工学，組込みシステム・システム工学，情報メディア・ネットワークおよび知能・情報シ
ステムの各分野の専門的知識・応用力を修得し，自身の研究を発展的に遂行できることを目的とする。

情報処理・ソフトウェア工学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Information Processing and Software Engineering
　各自が受講している情報処理・ソフトウェア工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する
研究を行い，博士論文として取りまとめる。

組込みシステム・システム工学特別研究　　8単位
Graduate Research on Embedded System and Systems Engineering
　各自が受講している組込みシステム・システム工学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関す
る研究を行い，博士論文として取りまとめる。

情報メディア・ネットワーク特別研究　　8単位
Graduate Research on Information Media and Network
　各自が受講している情報メディア・ネットワーク特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する
研究を行い，博士論文として取りまとめる。

知能・情報システム特別研究　　8単位
Graduate Research on Artificial Intelligence and Information System
　各自が受講している知能・情報システム特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行
い，博士論文として取りまとめる。
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【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中，必修科目６単位，各領域から４
単位以上合計 12 単位以上，応用化学特別講義Ⅱ～Ⅳのうちから
２単位以上，修得しなければならない。（物質化学領域）

　無機化学特論Ⅰ 2 2 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，４単位以上を修得しなければならない。

　無機化学特論Ⅱ 2 2

　物理化学特論Ⅰ 2 2

　物理化学特論Ⅱ 2 2

　有機機能材料特論 2 2

　有機物質化学特論 2 2

　有機合成化学特論 2 2

（応用化学領域）

　無機材料化学特論 2 2 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，４単位以上を修得しなければならない。

　分析化学特論Ⅰ 2 2

　分析化学特論Ⅱ 2 2

　資源環境工学特論 2 2

　エネルギー資源化学特論 2 2

　化学工学特論Ⅰ 2 2

　化学工学特論Ⅱ 2 2

　化学工学特論Ⅲ 2 2

　高分子合成化学特論 2 2

　高分子構造特論 2 2

　高分子物性特論 2 2

　環境化学特論 2 2

（生命化学領域）

　生化学特論 2 2 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，４単位以上を修得しなければならない。

　有機応用化学特論 2 2

　資源天然物化学特論 2 2

　微生物生理学 2 2

　生体高分子特論 2 2

　細胞生物学特論 2 2

応用化学特別講義Ⅰ 2 2

応用化学特別講義Ⅱ 2 2 ⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

このうちから，２単位以上を修得しなければならない。応用化学特別講義Ⅲ 2 2

応用化学特別講義Ⅳ 2 2

応用化学特別演習Ⅰ 2 2

応用化学特別演習Ⅱ 2 2
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授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

物質化学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。応用化学特別研究 6 6

生命化学特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

物質応用化学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

物質化学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。応用化学特別研究 8 8

生命化学特別研究 8 8

学位論文
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授業科目概要

物質応用化学専攻
Materials and Applied Chemistry Major

【博士前期課程】

無機化学特論Ⅰ　　2 単位
Advanced Inorganic Chemistry Ⅰ
　無機材料を理解するのに必要な無機化学の基礎知識の習得を目的とし，1）結晶の構造，2）結晶の不完全性，3）個
体の相平衡，4）焼結，5）メカノケミストリー，6）非晶質・ガラスの構造，7）金属材料の構造，8）工学的特性，
などについて解説する。
　With the aim of acquiring basic knowledge of inorganic chemistry necessary to understand inorganic materials, 
this course explains: 1) crystal structure, 2) crystal imperfection, 3) phase equilibrium of solids, 4) sintering, 
5) mechanochemistry, 6) structure of amorphous and glass, 7) structure of metallic materials, 8) engineering 
properties, etc. 

無機化学特論Ⅱ　　2 単位
Advanced Inorganic Chemistry Ⅱ
　粉体の材料化学に基礎を置いた粉体ハンドリング技術は，現代のハイテク産業を支える基盤技術の一つである。粉
体の物理化学的性質を俯鰍し，粉体材料をいかに設計し作製するかを解説する。1. 粉体の基礎，2. 粉体特性の測定，3. 粉
体の作製，4. 粉体の運動，5. 粉体の分離・分級
　Powder handling technology based on powder material chemistry is one of the fundamental technologies 
supporting modern high-tech industries. This course provides an overview of the physicochemical properties 
of powders and explains how to design and produce powder materials. 1. Basics of powder, 2. Measurement of 
powder properties, 3. Production of powder, 4. Motion of powder, 5. Separation and classification of powder. 

物理化学特論Ⅰ　　2 単位
Applied Physical Chemistry Ⅰ
　エネルギーの有効利用は時代の要請であり，持続可能社会の構築に必須である。熱力学データベースに基づく化学
プロセス解析から始め，熱力学第二法則に基づく概念であるエクセルギー（最大有用仕事）を活用して省エネルギー
プロセスをどう評価するか，解説する。データベースのもとになる統計力学についても講述する。
　Effective use of energy is a requirement of the times and essential for building a sustainable society. Starting 
with chemical process analysis based on thermodynamic databases, this course explains how to evaluate energy-
saving processes using exergy (maximum useful work), a concept based on the second law of thermodynamics. 
Statistical mechanics, which forms the basis of the database, will also be lectured. 

物理化学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Applied Physical Chemistry Ⅱ
　物質の性質を決定する基本粒子は電子である。ゆえに，電子物性を学び，理解することで材料の性質の理解が進む。
本講義では，半導体・金属・分子・ナノサイズの材料の電子物性を講述し，これに基づく光電気化学素子・バイオセ
ンシング・アップコンバージョンなどの先進的応用の機構について紹介する。
　The basic particles that determine the properties of substances are electrons. Therefore, by learning and 
understanding electronic properties, the understanding of material properties progresses. In this lecture, the 
electronic properties of semiconductor, metal, molecular, and nano-sized materials will be discussed, and the 
mechanisms of advanced applications such as photoelectrochemical devices, biosensing, and upconversion based 
on these will be introduced. 
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有機機能材料特論　　2 単位　　隔年開講
Functional Organic Materials
　光が関与する機能材料を理解する基礎となる有機光化学について解説する。まず，化合物による光の吸収と分子内
の光エネルギーの移動，光による有機化合物の反応について説明し，それらを利用した様々な有機機能材料について
紹介する。また，有機材料の機能化を行うための光反応についても紹介する。
　This course explains organic photochemistry, which is the basis for understanding functional materials involved 
with light. First, the absorption of light by compounds, the transfer of light energy within molecules, and the 
reaction of organic compounds by light will be explained, and various organic functional materials using these will 
be introduced. In addition, photoreactions for functionalizing organic materials will also be introduced. 

有機物質化学特論　　2 単位
Applied Organic Materials Chemistry
　分子を理解するためには量子力学の理解が必須である。ところが，量子力学は数式が多く登場するため敬遠されが
ちである。数式を使わないでわかったつもりになれる解説書もあるが，本講義では，数式を避けては本当の理解はで
きないという立場から，教科書や参考書では省略されがちな途中の計算や量子力学の考え方に重点をおいて解説する。
なぜ原子から分子ができるのか，分子はどのような性質をもっているか，を基礎から理解することが目標である。
　Understanding quantum mechanics is essential for understanding molecules. However, quantum mechanics 
tends to be avoided because many mathematical formulas appear. Although there are explanatory books that 
make you feel like you understand without using formulas, this lecture takes the position that true understanding 
is impossible without formulas, and explains with an emphasis on calculations and the way of thinking in quantum 
mechanics that are often omitted in textbooks and reference books. The goal is to understand from the basics 
why molecules are formed from atoms and what properties molecules have. 

有機合成化学特論　　2 単位
Applied Organic Ssynthetic Chemistry
　有機合成反応における接触水素化反応について論ずる。不均一系金属触媒を実際の有機合成に利用するためには，
それぞれの反応に適した条件を設定する必要がある。ここでは貴金属触媒を用いた接触水素化反応に関して吸着，触
媒と担体の相関（濃度，粒度など），反応温度と圧力，反応溶媒の効果を解説し，さらに実際の反応における触媒の
選択について解説する。
　Catalytic hydrogenation reactions in organic synthesis reactions are discussed. In order to utilize heterogeneous 
metal catalysts in actual organic synthesis, it is necessary to set conditions suitable for each reaction. Here, 
regarding catalytic hydrogenation using precious metal catalysts, adsorption, correlation between catalyst and 
carrier (concentration, particle size, etc.), reaction temperature and pressure, and the effect of reaction solvents 
will be explained, and the selection of catalysts in actual reactions will be discussed. 

無機材料化学特論　　2 単位
Applied Inorganic Materials Chemistry
　セラミックスの製造技術は主として酸化物粉体原料の合成，成形，焼結，融解の反応を基盤としている。本講義で
はセラミックスの合成についてより深く理解することを目的とする。主な講義項目は，1. 合成反応（固相，液相，気
相反応）の基盤，2. 単結晶の合成法（融解法，水熱法，高圧法），3. 成形と焼結，などである。
　Ceramic manufacturing technology is primarily based on the reactions of synthesis, molding, sintering, and 
melting of oxide powder raw materials. This lecture aims to deepen the understanding of ceramic synthesis. The 
main lecture items are 1. Basis of synthesis reactions (solid-phase, liquid-phase, gas-phase reactions), 2. Synthesis 
methods for single crystals (melting method, hydrothermal method, high-pressure method), 3. Molding and 
sintering, etc. 

分析化学特論Ⅰ　　2 単位
Applied Analytical Chemistry Ⅰ
　環境モニタリング，食品の品質管理など，私たちの日常生活は分析化学が想像以上に大きな役割を果たしている。
本講義では，フローシステムによる分析法に焦点を置き，その種類と原理について解説する。また，液体クロマトグ
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ラフィー，キャピラリー電気泳動，質量分析法などについて詳しく解説すると共に，それらの応用例についても紹介
する。
　Analytical chemistry plays a larger role in our daily lives than we imagine, such as in environmental monitoring 
and food quality control. This lecture focuses on analytical methods using flow systems and explains their types 
and principles. In addition, liquid chromatography, capillary electrophoresis, and mass spectrometry will be 
explained in detail, and examples of their applications will be introduced. 

分析化学特論Ⅱ　　2 単位
Applied Analytical Chemistry Ⅱ
　有機化合物や生体分子の立体構造や分子動的挙動解析が可能な核磁気共鳴（NMR）は，分析化学における代表的
な機器分析法である。本講義では，NMR 測定方法に応答する核スピンの振る舞いを記述できる密度行列を概説し，
古典的な磁化ベクトルモデルでは理解することが困難な多次元 NMR 法の原理と応用について学ぶ。
　Nuclear Magnetic Resonance (NMR), which is capable of analyzing the three-dimensional structure and 
molecular dynamic behavior of organic compounds and biomolecules, is a representative instrumental analysis 
method in analytical chemistry. In this lecture, the density matrix that can describe the behavior of nuclear 
spins responding to NMR measurement methods will be outlined, and the principles and applications of multi-
dimensional NMR methods, which are difficult to understand with a classical magnetization vector model, will be 
studied. 

資源環境工学特論　　2 単位
Advanced Study on Resources and Environmental Engineering
　人類が急速に開放して自然循環システムを脅かす原因となっている炭素資源について，地球環境に配慮した利用効
率の向上と後始末の問題を考究する。特に，この問題に対応した最新の工業技術を学習し，解決すべき課題について
討論する。
　Regarding carbon resources, which humans have rapidly released and are a cause of threatening the natural 
circulation system, this course investigates the improvement of utilization efficiency and the problem of disposal 
with consideration for the global environment. In particular, students will learn about the latest industrial 
technologies corresponding to this problem and discuss issues to be solved. 

エネルギー資源化学特論　　2 単位
Energy Resources
　人類の持続的な発展のためには，様々なエネルギー資源を有効に利用することが大きな課題である。本講義では，「化
石燃料」の利用に対する将来展望，エネルギーを無駄なく利用するための様々な産業技術，再生可能な植物資源の普
及に向けた課題などに対して，代表的な事例を挙け，関連する学術理論を盛り込みながら解説する。
　For the sustainable development of mankind, effective utilization of various energy resources is a major 
challenge. In this lecture, representative cases will be cited and explained while incorporating related academic 
theories regarding the future outlook for the use of "fossil fuels," various industrial technologies for using energy 
without waste, and challenges toward the spread of renewable plant resources. 

化学工学特論Ⅰ　　2 単位
Applied Chemical Engineering Ⅰ
　エネルギーの有効利用・省エネルギーは，いわゆる持続可能な社会を実現するための鍵課題の一つである。本講で
は，エネルギーとエントロピーの法則をまず取り上け，次にエネルギー保存の法則とエントロピーに基づく熱力学第
二法則を結合することで定義されるエクセルギー（最大有用仕事）を説明し，エクセルギーを用いてエネルギー有効
利用・省エネルギーの理論的な目標値がどのように解明されるか，またその評価をどのように行うかを，具体的なプ
ロセス例を用いて解説する。
　Effective use of energy and energy saving is one of the key issues for realizing a so-called sustainable society. In 
this course, the laws of energy and entropy are first taken up, and then exergy (maximum useful work), which is 
defined by combining the law of conservation of energy and the second law of thermodynamics based on entropy, 
will be explained. How the theoretical target values for effective energy use and energy saving are clarified and 



－136－

物質応用化学専攻

how to evaluate them will be explained using specific process examples. 

化学工学特論Ⅱ　　2 単位
Applied Chemical Engineering Ⅱ
　化学反応を工学的に活用するには，物質移動や熱移動の理解と挙動解析に基づく最適な反応器設計が重要である。
本講義では，反応速度式や設計方程式を基礎に，効率的で安全な反応器設計のための知識を学ぶ。また，多様な反応
形式や反応器の事例を通じて，実用的な設計・運用の基礎力を養成する。
　To utilize chemical reactions engineering-wise, optimal reactor design based on understanding and behavioral 
analysis of mass transfer and heat transfer is important. In this lecture, students will learn knowledge for efficient 
and safe reactor design based on reaction rate equations and design equations. In addition, through examples of 
various reaction formats and reactors, basic skills for practical design and operation will be cultivated. 

化学工学特論Ⅲ　　2 単位
Applied Chemical Engineering Ⅲ
　化学プロセスの設計・開発において基礎となる純物質および混合物の熱力学性質を解説する。本講義では，まず純
物質の物性値として P-V-T 関係，蒸気圧，蒸発潜熱などを述べ，状態方程式を用いた P-V-T 関係ならびにエンタルピー
偏倚の計算法を学ぶ。次に分離プロセスの設計に重要な混合物の相平衡について述べ，活量係数式による気液平衡お
よび固液平衡の計算法を学ぶ。
　This course explains the thermodynamic properties of pure substances and mixtures, which are the basis for 
chemical process design and development. In this lecture, first, the P-V-T relationship, vapor pressure, latent 
heat of vaporization, etc., are described as physical property values of pure substances, and students will learn 
the P-V-T relationship using equations of state and calculation methods for enthalpy deviation. Next, the phase 
equilibrium of mixtures, which is important for separation process design, will be described, and calculation 
methods for vapor-liquid equilibrium and solid-liquid equilibrium using activity coefficient equations will be 
learned. 

高分子合成化学特論　　2 単位
Advanced Polymer Synthetic Chemistry
　タンパク質，核酸など生体高分子が発現する精緻な機能は，一般に，制御された分子量，モノマー配列，構造に起
因している。剛性高分子において，これらの一次構造が制御された高分子を剛性するためには，重合反応を精密に制
御する必要がある。本講では，精密重合法と得られたポリマーの物性に関して最新のトピックスを紹介する。
　The precise functions expressed by biopolymers such as proteins and nucleic acids are generally due to 
controlled molecular weight, monomer sequence, and structure. In order to synthesize polymers with these 
controlled primary structures in rigid polymers, it is necessary to precisely control the polymerization reaction. 
In this course, the latest topics regarding precision polymerization methods and the physical properties of the 
obtained polymers will be introduced. 

高分子構造特論　　2 単位
Structure Analysis of Polymers
　高分子物質と低分子物質の主な違いは，分子量が大きいこと，分子量に分布があること，多様な分子鎖の形態を取
りうることである。これらの差異は，高分子鎖の単独の構造や集合状態の構造及びそれらが示す物性に低分子物質に
は見られない顕著な特徴をもたらす。本講では高分子鎖の構造と物性との関係を例を使って概説した後，高分子鎖が
作る各種の構造の解析法とそれらの解析例について述べる。
　The main differences between polymer substances and low-molecular-weight substances are large molecular 
weight, distribution in molecular weight, and the ability to take various molecular chain forms. These differences 
bring about remarkable characteristics not seen in low-molecular-weight substances in the single structure of 
polymer chains, the structure of the aggregate state, and the physical properties they exhibit. In this course, 
after outlining the relationship between polymer chain structure and physical properties using examples, analysis 
methods for various structures created by polymer chains and examples of their analysis will be described. 
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高分子物性特論　　2 単位
Advanced Polymer Physics
　高分子の魅力的な性質は，その巨大分子構造に由来する。このため，材料の基本物性である弾性，粘性，塑性といっ
た多様な性質を示す。材料設計には，それらの性質を分子動力学的な視点で理解することが重要である。本講では，
これらの性質を概説し，静的，動的な視点から粘弾性体の分子論について考察する。
　The attractive properties of polymers are derived from their macromolecular structure. For this reason, they 
exhibit various properties such as elasticity, viscosity, and plasticity, which are the basic physical properties 
of materials. For material design, it is important to understand these properties from a molecular dynamic 
perspective. In this course, these properties will be outlined, and the molecular theory of viscoelastic bodies will 
be considered from static and dynamic perspectives. 

環境化学特論　　2 単位
Advanced Environmental Chemistry
　現代社会は，化石燃料および各種の化学製品の使用により支えられている。ライフサイクルアセスメント（Life 
Cycle Assessment）の概念に基づいて，化石燃料の使用における生産・輸送・変換・利用といったライフサイクル
における環境影響を解説する。また各種の素材および化学製品の環境側面に関しても紹介する。
　Modern society is supported by the use of fossil fuels and various chemical products. Based on the concept 
of Life Cycle Assessment, the environmental impact in the life cycle of fossil fuel use, such as production, 
transportation, conversion, and utilization, will be explained. Environmental aspects of various materials and 
chemical products will also be introduced. 

生化学特論　　2 単位
Advanced Biochemistry
　放射線や放射性同位体を用いた技術はエネルギー分野や計測技術などの工業利用だけではなく，医療や農業などの
幅広い分野で応用されている。本講では放射化学の基礎から，人体に与える影響を中心に多角的な知識を学ぶ。また，
バイオ医薬品の歴史，種類・特徴，開発と現状，遺伝子改変技術，再生医療・個別改良，およびゲノム医学と遺伝子
治療についても紹介する。
　Technologies using radiation and radioactive isotopes are applied not only to industrial use such as the energy 
field and measurement technology but also to a wide range of fields such as medicine and agriculture. In this 
course, from the basics of radiochemistry, multi-faceted knowledge will be learned, focusing on the effects on the 
human body. In addition, the history, types/characteristics, development and current status of biopharmaceuticals, 
gene modification technology, regenerative medicine/individual improvement, and genome medicine and gene 
therapy will also be introduced. 

有機応用化学特論　　2 単位
Applied Organic Chemistry
　有機化学は，有機材料や生体分子の構造や機能を理解し，われわれの生活に役立つ分子を見出す上で，有用な知識
体系である。その応用分野は多岐にわたるが，本講義では，主に生体分子（動物・植物・微生物に存在する有機分子）
を例にとり，その利用方法ならびに研究方法（抽出・精製・結晶化・構造決定等）を概説する。
　Organic chemistry is a useful knowledge system for understanding the structures and functions of organic 
materials and biological molecules, and for finding molecules useful for our lives. Its application fields are diverse, 
but in this lecture, mainly biological molecules (organic molecules existing in animals, plants, and microorganisms) 
will be taken as examples, and their utilization methods and research methods (extraction, purification, 
crystallization, structure determination, etc.) will be outlined. 

微生物生理学　　2 単位
Microbial Physiology
　様々な環境（特に地球の平均的な環境とは大きく異なるところ）に生息する微生物の生理学的特徴を学ぶと共に微
生物の単離・培養法などを概説する。また，工業的な微生物の利用や食品工業への応用などの講義をおこなう。
　Students will learn the physiological characteristics of microorganisms that live in various environments 
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(especially those that differ greatly from the average environment of the Earth), and the isolation and culture 
methods of microorganisms will be outlined. In addition, lectures on the industrial use of microorganisms and their 
application to the food industry will be given. 

資源天然物化学特論　　2 単位
Advanced Study on Chemistry of Organic Natural Resources
　生物活性天然物質に重点を置いた天然物化学についての講義を行う。新規生物活性物質や薬剤の開発には多大な費
用と年月を要するが，近年における自然回帰の趨勢の中で，原料を天然物質に求めようとする流れがある。本講義で
は先ず，天然物化学および生物活性天然物質に関する概説を行う。続いて生物資源の単離法，構造決定，生物学的評
価，生合成 ，部分合成について講義を行う。さらに最近における生物活性天然物質に関する幾つかの話題を提供する。
　Lectures on natural product chemistry focusing on bioactive natural substances will be given. Development 
of new bioactive substances and drugs requires enormous costs and years, but in the recent trend of returning 
to nature, there is a movement to seek raw materials in natural substances. In this lecture, first, an overview of 
natural product chemistry and bioactive natural substances will be given. Subsequently, lectures on the isolation, 
structure determination, biological evaluation, biosynthesis, and partial synthesis of biological resources will be 
given. Furthermore, some recent topics regarding bioactive natural substances will be provided. 

生体高分子特論　　2 単位
Advanced Polymeric Biomaterials
　本科目は学部で学んだ生体高分子，すなわちタンパク質，糖質，核酸に関してさらに詳細な知識を習得することを
目的とする。タンパク質に関してはタンパク質と酵素，タンパク質の構造，タンパク質の精製，糖質に関しては生体
の糖鎖構造，精製および構造解析例，疾患との関連性，核酸に関しては遺伝子発現の調節，遺伝子とゲノムの進化，
組換え DNA 技術に関して解説する。
　This subject aims to acquire more detailed knowledge regarding biopolymers learned in the undergraduate 
course, namely proteins, carbohydrates, and nucleic acids. Regarding proteins, protein and enzymes, protein 
structure, and protein purification will be explained; regarding carbohydrates, biological glycan structure, 
purification and structural analysis examples, and relationship with diseases will be explained; regarding nucleic 
acids, regulation of gene expression, evolution of genes and genomes, and recombinant DNA technology will be 
explained. 

細胞生物学特論　　2 単位
Molecular Cell Biology
　生物の基本単位としての細胞を物質面（構造）と機能面（反応）から理解することを目的とする。細胞壁や細胞膜，
細胞内小器官の構造と機能を学ぶ。また，多細胞生物であるヒトにおける細胞間の情報伝達とその破綻によって起こ
る病気を学ぶ。さらに，病気の治療方法について調査し，討論を行う。
　The purpose is to understand cells as the basic unit of life from the substance aspect (structure) and functional 
aspect (reaction). Students will learn the structure and function of cell walls, cell membranes, and organelles. 
In addition, cell-to-cell communication in humans, which are multicellular organisms, and diseases caused by its 
failure will be learned. Furthermore, treatment methods for diseases will be investigated and discussed. 　

応用化学特別講義Ⅰ　　2 単位
Special Lecture on Applied Chemistry Ⅰ
　物質応用化学専攻の物質化学領域，応用化学領域，および生命化学領域の 3 領域について，専攻の特徴が理解でき
るオムニバス形式の講義。本専攻で行われている各領域における最先端かつ実社会に即した研究を知り，自分の専門
分野だけでなく広い視野から高度な学問を習得することを目的とする。
　An omnibus-style lecture that allows students to understand the characteristics of the major across the three 
areas of the Materials and Applied Chemistry Major: Materials Chemistry, Applied Chemistry, and Life Chemistry. 
The purpose is to learn about the cutting-edge and socially relevant research being conducted in each area of this 
major and to acquire advanced knowledge from a broad perspective, not just within one's own specialized field. 
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応用化学特別講義Ⅱ　　2 単位
Special Lecture on Applied Chemistry Ⅱ
　The ceramics classified as inorganic and nonmetallic materials are fabricated by compacting the powder and 
then firing at high temperatures. This lecture offers the topics of ( i ) syntheses of high purity powders and ( ii ) 
compacting/firing techniques, with the special attention to the sintering theory for the fabrication of advanced 
ceramics. The lecture is conducted in English.

応用化学特別講義Ⅲ　　2 単位
Special Lecture on Applied Chemistry Ⅲ
　生体高分子を物理化学的視点から深く探究する。酵素タンパク質の構造・機能と生体反応を詳解し，さらに，酵素
分析を臨床化学検査へ応用し起業に至った事例を紹介する。科学技術の社会実装における課題解決プロセスやリスク
について討論し，研究成果の社会還元能力の向上を目指す。
　Explore biopolymers deeply from a physicochemical perspective. Detail the structure and function of enzyme 
proteins and biological reactions, and introduce cases where enzyme analysis was applied to clinical chemistry 
tests, leading to entrepreneurship. Discuss problem-solving processes and risks in the social implementation of 
science and technology, and aim to improve the ability to return research results to society. 

応用化学特別講義Ⅳ　　2 単位
Special Lecture on Applied Chemistry Ⅳ
　地球温暖化問題など，社会がサステナブルな発展を遂げるために解決すべき課題は多く，国連は 17 の目標を掲げ
て課題の解決に取り組んでいる。その中で，化学が果たす役割は大きい。そこで本講義は，高分子を中心に化学がサ
ステナブルな社会の実現にどのように貢献するかを解説すると共に，課題の解決策を一緒に考える。
　There are many issues to be solved for society to achieve sustainable development, such as the global warming 
issue, and the United Nations has set 17 goals and is working to solve these issues. Among them, the role played 
by chemistry is large. Therefore, this lecture explains how chemistry, focusing on polymers, contributes to the 
realization of a sustainable society, and considers solutions to issues together. 

応用化学特別演習Ⅰ　　2 単位
Seminar on Applied Chemistry Ⅰ
　院生が自身の希望や資質にあった研究テーマに関し，各特別研究担当者との議論を通じて研究背景や意義を明確に
する。関連研究動向などの知識も習得し，学位論文の完成度を上げる。
　Graduate students clarify the research background and significance of a research theme that fits their own 
wishes and aptitudes through discussions with each special research supervisor. They also acquire knowledge of 
related research trends and improve the level of completion of their master's thesis. 

応用化学特別演習Ⅱ　　2 単位
Seminar on Applied Chemistry Ⅱ
　応用化学特別演習Ⅰに引き続き，自身の研究テーマの内容や応用の可能性を各特別研究担当者と議論することによ
り，学位論文の完成度を上げる。
　Continuing from Seminar on Applied Chemistry I, they improve the level of completion of their master's 
thesis by discussing the content and potential applications of their research themes with each special research 
supervisor. 

物質化学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Materials Chemistry
　各自が受講している物質化学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を修士論文としてまとめる。なお，修士論文審査会での発表が必須である。
　Each student conducts research on a unique theme under the guidance of the faculty member in charge of the 
special research on materials chemistry they are taking. This achievement is summarized as a master's thesis. 
An oral presentation at the master's thesis defence is mandatory.
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応用化学特別研究　　6単位
Graduate Research on Applied Chemistry
　各自が受講している応用化学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を修士論文としてまとめる。なお，修士論文審査会での発表が必須である。
　Each student conducts research on a unique theme under the guidance of the faculty member in charge of the 
special research on applied chemistry they are taking. This achievement is summarized as a master's thesis. 
An oral presentation at the master's thesis defence is mandatory.

生命化学特別研究　　6単位
Graduate Research on Life Chemistry
　各自が受講している生命化学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を修士論文としてまとめる。なお，修士論文審査会での発表が必須である。
　Each student conducts research on a unique theme under the guidance of the faculty member in charge of the 
special research on life chemistry they are taking. This achievement is summarized as a master's thesis. 
An oral presentation at the master's thesis defence is mandatory.

【博士後期課程】

物質応用化学特別講義　　2 単位
Seminar on Materials and Applied Chemistry
　自身の博士論文の研究テーマに関して，自身の研究分野のみならず他分野に所属する教員との討論を行う。異分野
の視点から見た自身の研究の意義をさらに明確にし，研究背景や研究の先にある応用分野の知識を深く，幅広く習得
して，博士論文の完成度を上げる。
　Regarding the research theme of one's own doctoral dissertation, discussions are held not only in one's own 
research field but also with faculty members belonging to other fields. By clarifying the significance of one's 
own research from the perspective of different fields and acquiring deep and broad knowledge of the research 
background and the application fields beyond the research, the level of completion of the doctoral dissertation will 
be improved. (Not offered in FY2025) 

物質化学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Materials Chemistry
　各自が受講している物質化学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を博士論文としてまとめる。
　Each student conducts research on a unique theme under the guidance of the faculty member in charge of the 
special research on materials chemistry they are taking. This achievement is summarized as a doctoral dissertation. 

応用化学特別研究　　8単位
Graduate Research on Applied Chemistry
　各自が受講している応用化学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を博士論文としてまとめる。
　Each student conducts research on a unique theme under the guidance of the faculty member in charge of the 
special research on applied chemistry they are taking. This achievement is summarized as a doctoral dissertation. 

生命化学特別研究　　8単位
Graduate Research on Life Chemistry
　各自が受講している生命化学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を博士論文としてまとめる。
　Each student conducts research on a unique theme under the guidance of the faculty member in charge of the 
special research on life chemistry they are taking. This achievement is summarized as a doctoral dissertation. 
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【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

素粒子物理学Ⅰ 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中，必修科目４単位を含めて 14 単
位以上は左記の授業科目から修得しなければならない。素粒子物理学Ⅱ 2 2

量子力学特論 2 2

一般相対論Ⅰ 2 2

一般相対論Ⅱ 2 2

原子核物理学 2 2

原子核反応論特論 2 2

統計物理学特論Ⅰ 2 2

統計物理学特論Ⅱ 2 2

多体問題特論Ⅰ 2 2

多体問題特論Ⅱ 2 2

物性物理学特論Ⅰ 2 2

物性物理学特論Ⅱ 2 2

超伝導特論Ⅰ 2 2

超伝導特論Ⅱ 2 2

低温物理学特論 2 2

プラズマ物理学特論Ⅰ 2 2

プラズマ物理学特論Ⅱ 2 2

高温プラズマ加熱特論Ⅰ 2 2

高温プラズマ加熱特論Ⅱ 2 2

量子物理学 2 2

電磁力学 2 2

統計力学 2 2

固体電子論Ⅰ 2 2

固体電子論Ⅱ 2 2

科学史特論Ⅰ 2 2

科学史特論Ⅱ 2 2

場の理論特論Ⅰ 2 2

場の理論特論Ⅱ 2 2

非線形物理学 2 2

宇宙物理学特論Ⅰ 2 2

宇宙物理学特論Ⅱ 2 2

天体物理学特論 2 2

高エネルギー宇宙物理学特論Ⅰ 2 2

高エネルギー宇宙物理学特論Ⅱ 2 2

磁気流体力学Ⅰ 2 2

磁気流体力学Ⅱ 2 2
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授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

数理情報学特論 2 2

生物物理学特論Ⅰ 2 2

生物物理学特論Ⅱ 2 2

量子ビーム科学特論Ⅰ 2 2

量子ビーム科学特論Ⅱ 2 2

物理学講究Ⅰ 2 2

物理学講究Ⅱ 2 2

場の理論特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。

量子ビーム科学特別研究 6 6

物性物理学理論特別研究 6 6

プラズマ物理学特別研究 6 6

物性物理学実験特別研究 6 6

生物物理学特別研究 6 6

科学史特別研究 6 6

宇宙物理学特別研究 6 6

数理情報学特別研究 6 6

学位論文



－143－

物理学専攻 物理学専攻

【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

物理学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

場の理論特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。

量子ビーム科学特別研究 8 8

物性物理学理論特別研究 8 8

プラズマ物理学特別研究 8 8

物性物理学実験特別研究 8 8

生物物理学特別研究 8 8

科学史特別研究 8 8

宇宙物理学特別研究 8 8

数理情報学特別研究 8 8

学位論文
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授業科目概要

物理学専攻
Physics Major

【博士前期課程】

素粒子物理学Ⅰ　　2 単位
Elementary Particle Physics Ⅰ
　微視的物質科学の最前線にある素粒子物理学全般について，その基本的な概念や現象に焦点を合わせて講義する。
クォーク・レプトンの性質やそれらの間に働く電磁相互作用，弱い相互作用および強い相互作用について，実験的側
面を踏まえながら解説する。

素粒子物理学Ⅱ　　2 単位
Elementary Particle Physics Ⅱ
　素粒子物理学に関する事柄を理論的立場から解説する。素粒子の分類や対称性を議論する際の基礎となるリー群と
リー代数について説明した後，素粒子に働く基本的な力の性質を場の量子論に基づいて議論する。特に，自発的対称
性の破れと漸近的自由性について説明する。

量子力学特論　　2 単位
Advanced Quantum Mechanics 
　量子力学の構造と考え方の解説から始め，量子力学の現代的手法の一つである経路積分を定式化する。経路積分を
基礎として，量子力学の基本問題を再考し，摂動計算における有効性も確かめる。さらに適用対象を場の量子論や統
計物理学にも拡張し，現代物理学におけるいくつかのトピックスに関わる応用も解説する。

一般相対論Ⅰ　　2 単位
General Relativity Ⅰ
　近年，Einstein の重力理論（一般相対論）は，宇宙物理や素粒子の研究を進めるための基礎理論の一つとして，重
要性がますます高まってきている。本講義では，前半では，一般相対論の基礎についてその根幹となる原理や必要な
数学的手法を説明し，それをもとに Einstein の重力場の方程式を発見法的に導出する。後半では，Einstein 方程式
の基本事項，とその応用を扱う。

一般相対論Ⅱ　　2 単位
General Relativity Ⅱ
　自然界に存在する四つの相互作用のうち，最も身近なものが重力相互作用である。ところが重力相互作用は微小な
領域での性質，つまり量子論的性質が十分に理解されていない。本講義では，こうした課題へのアプローチとして，
ブラックホール熱力学やホログラフィック原理，さらには超弦理論に関する入門的な話題等を取り扱う。

原子核物理学　　2 単位
Nuclear Physics 
　原子核の構造と反応について，具体的な例を多く扱いながら習得する。まず，ラザフォード散乱，原子核の形状因
子などを扱う。続いて，液滴模型に基づく原子核の質量公式，核力，殻模型に加えて，核分裂や核融合の基礎につい
て学ぶ。

原子核反応論特論　　2 単位
Theory of Nuclear Reactions 
　原子核反応には核融合と核分裂があるが，特に核融合は恒星や宇宙の進化に大きく関わっている。恒星内部では定
常的に核融合反応が起こり，また超新星では爆発的な核融合反応が起こり，多様な元素が作られ，周囲に拡散される。
こうして宇宙の化学組成は長い時間をかけて進化してきた。この過程について解説する。
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統計物理学特論Ⅰ　　2 単位
Advanced Statistical Physics Ⅰ
　強磁性相互作用，反強磁性相互作用，ランダム相互作用を持つ Ising 模型の相転移について，数学的に厳密な理論
の解説を行う。特に，低温で起こる対称性を持つ常磁性から対称性を破る強磁性や反強磁性への相転移や，ランダム 
系におけるレプリカ対称性の破れについて詳細に解説する。

統計物理学特論Ⅱ　　2 単位
Advanced Statistical Physics Ⅱ
　横磁場 Ising 模型や Heisenberg 模型に代表される量子スピン系や，Hubbard 模型に代表される格子電子系の低温
での振る舞いについて，数学的に厳密な理論の解説を行う。特に，低温で起こる対称性を破る強磁性や反強磁性の振
る舞いについて詳細に解説する。

多体問題特論Ⅰ　　2 単位
Many-Body Theories Ⅰ
　フェルミ，ボース自由粒子系の基礎を習得した後，相互作用する 粒子系の性質について解説する。第二量子化に
よる多対問題の取り扱いの基礎と種々の近似方法を解説する。

多体問題特論Ⅱ　　2 単位
Many-Body Theories Ⅱ
　多体問題が本質的に重要である超伝導，近藤効果，量子ホール効果，相転移などの具体的な物理現象を取り上げ，
それらの歴史的背景，物理学上の意義を解説した後，近似法による取り扱い，厳密解による解析方法，計算機シミュ
レーションなどを具体的に修得する。

物性物理学特論Ⅰ　　2 単位
Condensed Matter Physics Ⅰ
　この講義では，まず結晶に関する基礎的な概念を紹介し，次にその構造決定についての原理的な考察を行う。X 線
回析を主な考察対象とするが，必要に応じ電子線および中性子線回析にも言及する。構造決定の分野での歴史的な原
論文を紹介し，それらを考究することにより，構造解析の実際を学ぶ。主な内容：結晶についての基礎知識・放射線
回析の基礎・逆格子とその利用・やや高度な理論的取扱い・構造解析の実際。

物性物理学特論Ⅱ　　2 単位
Condensed Matter Physics Ⅱ
　この講義では，磁気物性に関して取り扱う。まず基本的な磁気物性の知識を概観し，量子力学や統計力学の知識に
基づき，単一の原子における磁性を理解する。続いて，多体系へとステップアップし，化合物や金属で生じる磁性を
ミクロな観点から理解する。

超伝導特論Ⅰ　　2 単位
Advanced Superconductivity Ⅰ
　代表的な金属である銅には，よく電気が流れ，ガラスなどには電気は流れない。さらに超伝導体では電気抵抗ゼロ
も実現される。このように材料によって超伝導体，常伝導体，絶縁体の区別が現れるのはなぜだろう。この問題に答
えるために，量子力学，固体電子論をもちいてミクロな立場から電気伝導現象を理解する。このとき，電場に対する
電子の運動を議論し「オームの法則」を理解するとともに，磁場に対する運動についても議論し，ホール効果や磁気
抵抗についても理解する。この他，超伝導でも重要となる様々なフォノンとの相互作用を取り扱い，ポーラロンも理
解する。電気伝導の基礎理論を学んだ後，超伝導現象について紹介する。超伝導現象を理解するために BCS 理論に
おける超伝導の熱力学的性質などの基礎を学ぶ。

超伝導特論Ⅱ　　2 単位
Advanced Superconductivity Ⅱ
　低温での基礎的な物性測定技術の解説と超伝導の基礎を学ぶ。超伝導を特徴付けている現象を紹介し，それらを理
論的に解説する。
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低温物理学特論　　2 単位
Advanced Low Temperature Physics
　水素分子における分子軌道を LCAO 近似を用いて計算し，結合軌道と反結合軌道の生成を理解する。この後，議
論をベンゼンに拡張し，バンドが形成されることを学ぶ。さらに，クローニッヒペニーのモデルを含むバンド理論の
基礎も紹介する。時間があれば，単純な金属についての輸送現象（オームの法則，ホール効果，磁気抵抗）にも触れる。

プラズマ物理学特論Ⅰ　　2 単位
Advanced Plasma Physics Ⅰ
　プラズマの定義，プラズマの基本的な性質（デバイ遮蔽，プラズマ振動，クーロン衝突）およびプラズマを記述す
るモデルの概略などプラズマ物理学を学ぶ上での基本事項について解説する。次に，軌道運動論を用いて磁場中のプ
ラズマ粒子の運動について解説する。最後に，運動論的モデルによるプラズマの扱いや弱電離，完全電離プラズマの
輸送係数，プラズマの緩和係数などについて解説する。

プラズマ物理学特論Ⅱ　　2 単位
Advanced Plasma Physics Ⅱ
　プラズマ物理学で取り扱う現象を実験的に解明する際に必要とされる実験技術，測定技術，各種プラズマ計測法
について解説する。また，解説する内容に関する重要とされる最新・過去の学術論文（Nuclear Fusion, Physics of 
Plasmas, Review of Science Instrument, Plasma Physics and Controlled Fusion）について紹介する。

高温プラズマ加熱特論Ⅰ　　2 単位
High Temperature Plasma Heating Ⅰ
　核融合を起こさせるためには高温・高密度の燃料プラズマを長時間閉じ込める必要が有り，いろいろなプラズマ加
熱法が試みられている。本講義においては，これらの加熱法を修得するために必要なプラズマ物理の基礎概念に付い
て解説する。分布関数を用いたプラズマモデルおよび運動論的取り扱いについて述べ，衝突緩和過程を特徴付けるい
ろいろな時間や距離について説明する。後半では，断熱圧縮，ショック加熱や磁気再結合によるプラズマ加熱や誘電
体としてのプラズマの扱いについて簡単にふれる。

高温プラズマ加熱特論Ⅱ　　2 単位
High Temperature Plasma Heating Ⅱ
　核融合を起こさせるためには，燃料プラズマの高温，高密度，長時間閉じ込めが必須である。この目安は，プラズ
マ中心の温 （keV）と密度（m-3 ）とエネルギー閉じ込め時間（Sec）の積（核融合三重積）が 6 × 10 21 程度とされ，
磁場閉じ込め核融合については 1020/m3 ，温度数億度，エネルギー閉じ込め時間数秒が目安とされる。本講義におい
ては，プラズマを数億度まで加熱する方法として，高温プラズマ加熱特論 I で得られた種々の概念を基に，主に中性
粒子入射（NBI）法，電磁波動加熱（RF）法について述べる。したがって，事前に高温プラズマ加熱特論 I を習得
していることが望ましい。

量子物理学　　2 単位
Quantum physics
　学部レベルの量子力学を修得した学生を対象とし， 量子力学の構成原理と基礎概念の再確認から始めて， 量子の自
然像への理解をさらに深めることを目指す。量子情報科学などへの応用も念頭に， 量子測定の定式化，不確定性関係
の一般化， ベル不等式と非局所相関， 量子位相とゲージ相互作用など最近の進展に関する話題も取り扱う。

電磁力学　　2 単位
Electrodynamics
　電磁気学の基本法則，荷電粒子と電磁場の相互作用についての基礎的事項を学ぶ。特に，場の理論の典型例として
電磁気学が物理学の中で占める重要性，特殊相対論との整合性などに注意を払う。また，特殊関数やグリーン関数な
どの数学的手法についても最小限の知識を習得する。
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統計力学　　2 単位
Statistical Mechanics
　学部レベルの統計学と統計力学を修得済みの学生を対象とする。統計力学の基礎を再確認すると共に，理解をさら
に深めることを目指す。統計学や統計力学の実社会への応用や演習も含めて，これらの結果の現代的な意義について 
学ぶ。

非線形物理学　　2 単位
Nonlinear Physics
　学部レベルの力学，物理数学を修得済みの学生を対象とし，これらの科目の基礎を再確認すると共に，理解をさら
に深めることを目指す。特に振動・波動に関わる非線形現象を中心テーマとし，弦の波動方程式，音波，ソリトン，
偏微分方程式とグリーン関数，光の反射と屈折，カオスなどについて学ぶ。

固体電子論Ⅰ　　2 単位
Solid State Physics Ⅰ
　固体の結晶構造と電子論の基礎について詳述する。結晶点群や空間群に続き，自由電子モデル，ほぼ自由な電子によ
る近似，強く束縛された電子による近似について解説し，電子状態の対称性まで議論する。時間があれば半導体のエネ
ルギーバンド構造にも触れる。

固体電子論Ⅱ　　2 単位
Solid State Physics Ⅱ
　固体電子論 I に引き続き，半導体のエネルギーバンド構造について詳述する。k・p 摂動法，スピン軌道相互作用や
2 重群について解説し，その後，代表的な半導体のエネルギーバンドの概要とその決定方法について解説する。不純
物状態については有効質量方程式について述べる。時間があれば量子井戸などについても解説する。

科学史特論Ⅰ　　2 単位
History of Science and Technology Ⅰ
　物理学専攻の大学院生として身につけておくべき物理学の歴史に関する教養を深めるために，自然科学の成立過程，
力学史，電磁気学史，熱力学・統計物理学史などを説明する。また，物理学をその歴史を通して復習することで，「物
理学とは何か」を説明できるようになることを目指す。

科学史特論Ⅱ　　2 単位
History of Science and Technology Ⅱ
　科学史特論 I に引き続き，エネルギーの科学史および量子力学・素粒子物理学，物性物理学・低温物理学，原子力

（核分裂・核融合）などの各分野に関する歴史を取り上け，「物理学」に関する広い視野を構築することを目指す。

場の理論特論Ⅰ　　2 単位
Introduction to Field Theory Ⅰ
　場の理論に関する入門的な講義を初学者向けに行う。初めに非相対論的な場合として，シュレディンガー場の正準
量子化と多体系の量子論について説明する。次に相対論的な場合として，スカラー場，スピナー場，電磁場の正準量
子化とこれらの場の相互作用について説明する。

場の理論特論Ⅱ　　2 単位
Introduction to Field Theory Ⅱ
　相対論的場の量子論の基礎について学ぶ。前半では実スカラー場の理論を例に，散乱振幅の LSZ 公式，Green 関
数や頂点関数の生成汎関数，有効作用のループ展開などについて学ぶ。後半では非可換ゲージ理論について学ぶ。摂
動計算の修得を目標とする。

宇宙物理学特論Ⅰ　　2 単位
Astrophysics Ⅰ
　恒星の性質や構造と進化に関する基本的な理論および観測について，進化の時間を追って概説する。もともと宇宙
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は星のみからなると考えられており，現在では他の天体も大量にあることがわかっているが，恒星は宇宙の主要な光
源であり，最初に取り組むべき重要な天体である。

宇宙物理学特論Ⅱ　　2 単位
Astrophysics Ⅱ
　宇宙を構成する階層構造（星，銀河，銀河団，宇宙全体）のそれぞれの中から代表的なものをいくつか取り上げ，
その基本的な理論および観測を概説する。宇宙における天体現象の解明において用いられる物理学の手法について具
体例を挙げて解説する。最新の観測による発見など，ホットなトピックスについても適宜紹介する。

天体物理学特論　　2 単位
Physics of Astrophysics 
　宇宙における高エネルギー物理過程，強い重力場が関与する現象，宇宙全体の進化などを理解するために必要な場
の量子論と一般相対論の基礎について学ぶ。天体物理学における重要な例について，場の量子論と一般相対論の簡単
な計算を行えるようにすることを目的とする。

高エネルギー宇宙物理学特論Ⅰ　　2 単位
High Energy Astrophysics Ⅰ
　中性子星やブラックホールなどの特殊な天体が観測されるようになったのは人類が X 線で宇宙を観測するように
なった 1970 年前後からである。授業では，そのような高エネルギー宇宙観測で必要となる統計学の基礎から，X 線
検出器の原理，その発展とともに解明されてきた様々な天体物理現象について学ぶ。特に，それらの理解に欠かせな
い降着円盤と，それに起因するバーストやアウトバーストと呼ばれる突発現象を中心に最新の観測結果を踏まえ解説
する。

高エネルギー宇宙物理学特論Ⅱ　　2 単位
High Energy Astrophysics Ⅱ
　高エネルギー宇宙物理学特論 I で触れる種々の放射過程や降着円盤の物理について，理論的な観点から理解を深め
ることを目的とする。学ぶにあたって，力学，電磁気学，流体力学，相対論を理解していることが望ましい。

磁気流体力学Ⅰ　　2 単位
Magnetohydrodynamics Ⅰ
　物質の第四形態ともいわれる “ プラズマ ” は主にイオンと電子から構成される流体だが，その振る舞いは通常の流
体力学だけでは足りず電磁気的な力を含めた“磁気流体力学”で記述される。本講義では，荷電粒子の運動を手始めに，
磁気流体力学の基本となる方程式を導出し，プラズマの様々な興味ある特性を学ぶ。

磁気流体力学Ⅱ　　2 単位
Magnetohydrodynamics Ⅱ
　本講義では，磁気流体力学 I で学んだ内容を発展させ，磁場閉じ込め方式核融合装置（トカマクなど）を念頭に置
き，各種磁場配置内の高温・高密度プラズマの振る舞いを理解，制御するために必要となる，プラズマの波動，拡散，
平衡，不安定性などについて，理想磁気流体力学を通して学ぶ。

数理情報学特論　　2 単位
Computational Mathematics and Informatics
　理学や工学のさまざまな分野で，コンピュータを使って数学的な問題を数値的に解く必要が生じる場面は少なくな
い。本講義では，そういった数値計算の基礎として，数値計算について回る数値誤差について解説し，連立一次方程
式，代数方程式，常微分方程式の数値解法，および数値積分の手法などについて解説する。 

生物物理学特論Ⅰ　　2 単位
Advanced Biophysics Ⅰ
　生体は，分子から生体組織まで複数の階層からなるシステムである。その根底となる蛋白質，核酸，生体膜などの
構造と機能について，物理化学的手法で得られた知見について概説する。とくに脳神経系は多層の階層性を持ち，そ
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の構造と機能の理解に貢献した物理学的手法について最前線の研究を紹介する。

生物物理学特論Ⅱ　　2 単位
Advanced Biophysics Ⅱ
　脳は膨大な化学的・物理学的過程をもつ巨大な動的システムである。非線形力学系，熱力学の情報論的解釈，ネッ
トワーク科学などを通して，認識，記憶学習，行動制御に至る脳神経機能の原理について考察する。

量子ビーム科学特論Ⅰ　　2 単位
Quantum Beam Science Ⅰ
　相対論的な速度に到達するような高エネルギー荷電粒子が影響を及ぼす物理現象を理解することが本授業の目的で
ある。古典電磁気学における散乱現象の理解として多極子放射から始め，特殊相対論の必要性，またそれを取り入れ
た上での相対論的電磁気学における散乱や放射現象について説明を行う。

量子ビーム科学特論Ⅱ　　2 単位
Quantum Beam Science Ⅱ
　高強度のレーザーや電磁波は，加工や通信を始めとして様々な利用用途で我々の生活を支えており，現代の技術と
して欠かせないものとなっている。本授業では，運動方程式を解くことで光の束の伝搬を理解し，その応用について
学ぶことを目的とする。なお，本授業は「量子ビーム科学特論Ⅰ」とは独立して履修可能である。

物理学講究Ⅰ　　2 単位　　
Seminar for Researches in Physics Ⅰ
　物理学専攻担当の全教員が，大学院生の各々の資質に合った素材を選び，それぞれの専攻する分野についての研究
を行うための基礎的訓練を行う。

物理学講究Ⅱ　　2 単位　　
Seminar for Researches in Physics Ⅱ
　物理学専攻担当の全教員が，大学院生の各々の資質に合った素材を選び，各教員の独自な方法で，それぞれの専攻
する分野についての個性的な特色ある研究能力の発現を目指す。

場の理論特別研究　　6 単位
Graduate Research on Field Theory
　大学卒業者と同等の学力がある者を対象とし，場の理論にかかわる基本的で今日的な話題からテーマを選択して研
究計画を立てる。これに従って用意された，講義，ゼミナール，研究発表などの課題を経て到達した研究成果を，修
士論文として取りまとめる。

量子ビーム科学特別研究　　6単位
Graduate Research on Quantum Beam Science
　放射線や加速器物理を含む量子ビーム科学に関する指導を受けて，独自のテーマに関する実験や研究を行う。この
成果を別途に修士論文として取りまとめる。

物性物理学理論特別研究　　6単位
Graduate Research on Theoretical Condensed Matter Physics
　各自が受講している物性物理学理論特別研究の担当教員の下で指導を受けて，先行研究を網羅的に勉強し，自分の
テーマに関する研究を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。

プラズマ物理学特別研究　　6単位
Graduate Research on Plasma Physics
　各自が受講しているプラズマ物理学特別研究の下で指導を受けて，プラズマ，核融合に関する実験的および理論的
な研究を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。
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物性物理学実験特別研究　　6単位
Graduate Research on Experimental Solid State Physics
＊化合物試料を作製し，構造解析と磁性または超伝導に関する新しい知見を付加えうる実験的研究を行う。
＊�超伝導線材や超伝導磁石の中で起こっている電磁現象について新規テーマを創生し，線材やモデル磁石を試作し実

験的研究を行う。
＊�「強相関電子系物質を研究対象として純良試料の製作と精密物性測定を行い，エキゾチック超伝導をはじめとする

新奇電子物性を探索・研究する。」
各自が受講している物性物理学実験特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。こ
の成果を別途に修士論文として取りまとめる。

生物物理学特別研究　　6単位
Graduate Research on Biophysics
　生物物理学に関する独自のテーマについて，指導教員の指導の下で実験的および理論的研究を行い，修士論文とし
て取りまとめる。

科学史特別研究　　6単位
Graduate Research on History of Science
　物理学史について独自のテーマに基づき資料調査及び研究を行い，この成果を修士論文としてまとめる。

宇宙物理学特別研究　　6単位
Graduate Research on Astrophysics
　各自が受講している宇宙物理学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この
成果を別途に修士論文として取りまとめる。

数理情報学特別研究　　6単位
Graduate Research on Applied Mathematics and Informatics
　教材開発，特にネットワークを利用した教育に関する研究を中心に行う。主として，携帯電話の画面や Java を利
用した動画等を活用することにより，興味を持って，学習できる教材作りを目指す。この成果を別途に修士論文とし
て取りまとめる。

【博士後期課程】

物理学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Physics
 　各自が受講している博士後期課程の研究指導教員が，受講する大学院生の博士論文の研究テーマに合わせた独自
な方法で，当該分野の基礎的な解説と最近の研究動向の紹介を聴講する授業計画を立て，受講者が研究分野の全体を
見渡しながら，幅広い視野に立って研究に取り組めることを目指す。
　The research supervisor for each student in the Doctoral Program will devise a unique class plan tailored to the 
student's Ph.D. thesis theme, which includes fundamental explanations and introductions to recent research trends 
in the relevant field. The goal is for students to engage in research with a broad perspective while overseeing the 
entire research field.

場の理論特別研究　　8 単位
Graduate Research on Field Theory
　修士の学位を有するものと同等の学力がある者を対象とし，素粒子物理，物性理論，数理物理にわたる広い分野か
ら場の理論にかかわる重要かつ先進的な話題を選択して独自の研究テーマを設定し，学位論文の完成に向けた研究計
画を立てる。これに従って用意された，講義，ゼミナール，研究発表などの課題を経て到達した研究成果を，博士論
文として取りまとめる。
　Targeting individuals with academic abilities equivalent to those holding a Master's degree, this course involves 
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selecting important and advanced topics related to field theory from a wide range of fields—including particle 
physics, condensed matter theory, and mathematical physics—to set an original research theme. Students will 
formulate a research plan toward the completion of their degree thesis. The research results achieved through 
lectures, seminars, and research presentations prepared according to this plan will be compiled as a Doctoral 
dissertation.

量子ビーム科学特別研究　　8単位
Graduate Research on Quantum Beam Science
　放射線や加速器物理を含む量子ビーム科学に関する指導を受けて，独自のテーマに関する実験や研究を行い，博士
論文として取りまとめる。
　Students receive guidance on Quantum Beam Science, including radiation and accelerator physics, conduct 
experiments and research on an original theme, and compile the results as a Doctoral dissertation.

物性物理学理論特別研究　　8単位
Graduate Research on Theoretical Condensed Matter Physics
　各自が受講している物性物理学理論特別研究の担当教員の下で指導を受けて，先行研究を独自の視点から再構成す
る。それに伴い独自のテーマに関する研究を行い，論文を専門誌から出版する。これらの成果を別途に博士論文とし
て取りまとめる。
　Students receive guidance from the supervising faculty member, reconstruct prior research from an original 
perspective. Subsequently, they conduct research on an original theme and publish papers in specialized journals. 
These results are separately compiled as a Doctoral dissertation.

プラズマ物理学特別研究　　8単位
Graduate Research on Plasma Physics
　各自が受講しているプラズマ物理学特別研究の下で指導を受けて，プラズマ，核融合に関する実験的および理論的
な研究を行う。この成果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Students receive guidance in Graduate Research on Plasma Physics, conducting experimental and theoretical 
research on plasma and nuclear fusion. The results are separately compiled as a Doctoral dissertation.

物性物理学実験特別研究　　8単位
Graduate Research on Experimental Solid State Physics
＊化合物試料を作製し，構造解析と磁性または超伝導に関する新しい知見を付加えうる実験的研究を行う。
＊�超伝導線材や超伝導磁石の中で起こっている電磁現象について新規テーマを創生し，線材やモデル磁石を試作し実

験的研究を行う。
＊�「強相関電子系物質を研究対象として純良試料の製作と精密物性測定を行い，エキゾチック超伝導をはじめとする

新奇電子物性を探索・研究する。」
各自が受講している物性物理学実験特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。こ
の成果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Students receive guidance from the supervising faculty member for Experimental Solid State Physics, 
conduct research on an original theme, and compile the results as a Doctoral dissertation. Key research areas 
include: producing compound samples for structural analysis and adding new insights into magnetism or 
superconductivity ; creating new themes regarding electromagnetic phenomena in superconducting wires and 
magnets, and conducting experimental research by prototyping ; and researching strongly correlated electron 
materials, producing high-quality samples and performing precise physical property measurements to explore 
novel electronic properties.

生物物理学特別研究　　8単位
Graduate Research on Biophysics
　生物物理学に関する独自のテーマについて，指導教員の指導の下で実験的および理論的研究を行い，博士論文とし
て取りまとめる。
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　Students conduct experimental and theoretical research on an original theme related to biophysics under the 
guidance of the supervisor, and compile the results as a Doctoral dissertation.

科学史特別研究　　8単位
Graduate Research on History of Science
　物理学史について，特に学説史を中心とする独自のテーマに基づき資料調査及び研究を行い，この成果を博士論文
としてまとめる。
　Students conduct research and documentary investigation on an original theme related to the history of physics, 
particularly focusing on the history of theories, and compile the results as a Doctoral dissertation.

宇宙物理学特別研究　　8単位
Graduate Research on Astrophysics
　各自が受講している宇宙物理学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この
成果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Students receive guidance from the supervising faculty member for Graduate Research on Astrophysics, 
conduct research on an original theme, and compile the results as a Doctoral dissertation.

数理情報学特別研究　　8単位
Graduate Research on Applied Mathematics and Informatics
　教材開発，特にネットワークを利用した教育に関する研究を中心に行う。主として，携帯電話の画面や Java を利
用した動画等を活用することにより，興味を持って，学習できる教材作りを目指す。この成果を別途に博士論文とし
て取りまとめる。
　This research focuses mainly on the development of educational materials, particularly those utilizing networks. 
The aim is to create engaging learning materials by primarily utilizing content such as mobile phone screens and 
Java-based videos. The results are separately compiled as a Doctoral dissertation.
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【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

解析学特論ⅠＡ 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中，必修科目４単位を含めて 14 単
位以上は左記の授業科目から修得しなければならない。
また，「共通教育科目」については修了に必要な単位数に算入し
ない。

解析学特論ⅠＢ 2 2

解析学特論ⅡＡ 2 2

解析学特論ⅡＢ 2 2

解析学特論ⅢＡ 2 2

解析学特論ⅢＢ 2 2

幾何学特論ⅠＡ 2 2

幾何学特論ⅠＢ 2 2

幾何学特論ⅡＡ 2 2

幾何学特論ⅡＢ 2 2

代数学特論ⅠＡ 2 2

代数学特論ⅠＢ 2 2

代数学特論ⅡＡ 2 2

代数学特論ⅡＢ 2 2

応用数学特論ⅠＡ 2 2

応用数学特論ⅠＢ 2 2

応用数学特論ⅡＡ 2 2

応用数学特論ⅡＢ 2 2

応用数学特論ⅢＡ 2 2

応用数学特論ⅢＢ 2 2

確率及び統計学特論Ａ 2 2

確率及び統計学特論Ｂ 2 2

応用解析学特論Ａ 2 2

応用解析学特論Ｂ 2 2

計算数学特論Ａ 2 2

計算数学特論Ｂ 2 2

数学特別演習Ａ 2 2

数学特別演習Ｂ 2 2

応用数学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。
幾何学特別研究 6 6

解析学特別研究 6 6

代数学特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

数学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

応用数学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。
幾何学特別研究 8 8

解析学特別研究 8 8

代数学特別研究 8 8

学位論文
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授業科目概要

数学専攻
Mathematics Major

【博士前期課程】

解析学特論ⅠＡ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Analysis ⅠＡ
　可測集合の族・ルベーグ測度の構成からルベーグ積分の定義に至るまでを概観した後，ルベーグ積分の性質，特に
収束定理を講義する。また，Lp 空間の定義とその基本的な性質を講義し，関数空間論への導入とする。

解析学特論ⅠＢ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Analysis ⅠＢ
　局所可積分関数の弱微分（一般化された微分），L1 空間におけるフーリエ変換を起点にして，ソボレフ空間へと進む。
ソボレフ空間の基本的性質を講義した後，ソボレフ空間において微分方程式を考察する。

解析学特論ⅡＡ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Analysis ⅡＡ
　常微分方程式論の基礎から始めた上で，関数解析，フーリエ解析，超関数論など，偏微分方程式の研究に役立つ話
題へと進む。

解析学特論ⅡＢ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Analysis ⅡＢ
　解析学特論ⅡA で扱った内容のより発展的な理論を講義するとともに，理論を応用して具体的な微分方程式の解
の構造を解析する。

解析学特論ⅢＡ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Analysis ⅢＡ
　線形偏微分方程式の典型例である Laplace 方程式，熱方程式，波動方程式の導出過程と関連する物理背景や変分原
理を学ぶ。次にこれらの微分方程式に対する解公式を導出する。さらに，解の性質を理解するための解析手法を学び，
方程式の導出過程を知ること，解公式を利用することの有用性を理解する。

解析学特論ⅢＢ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Analysis ⅢＢ
　線形偏微分方程式の関数解析的研究手法を概説する。微分方程式を研究するために有用となる弱微分と Sobolev 空
間を紹介する。次に関数解析の諸定理を復習して，偏微分方程式の解の存在にどのように応用されるかを解説する。
特に，数値解法に関係の深い Galerkin 法について詳説する。

幾何学特論ⅠＡ　　2 単位
Advanced Geometry ⅠＡ
　微分幾何学・位相幾何学・微分位相幾何学に関する話題を選び，基礎的事項から応用までを講ずる。

幾何学特論ⅠＢ　　2 単位
Advanced Geometry ⅠＢ
　微分幾何学・位相幾何学・微分位相幾何学に関する話題を選び，基礎的事項から応用までを講ずる。
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幾何学特論ⅡＡ　　2 単位
Advanced Geometry ⅡＡ
　有限次元多様体上の Morse 理論を主に曲面に限って学習する。Morse 理論で必要となる臨界点，Hesse 行列， 
Morse 関数やハンドル分解などの基本的概念を導入し，多様体の位相幾何学的な扱い方の一端を，曲面を題材にし
て紹介する。更に，高次元多様体上の Morse 理論に向けての準備を行う。

幾何学特論ⅡＢ　　2 単位
Advanced Geometry ⅡＢ
　グラフ理論や離散幾何に関する話題を講義する。授業では基礎的な事項からはじめ，比較的新しい結果や予想，未
解決問題等に触れながら，離散的な構造や性質，その応用について議論する。

代数学特論ⅠＡ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Algebra ⅠＡ
　リー群に含まれる曲線（ワンパラメーター群）の接ベクトルを用いて，リー群とリー環について理解する。主に行
列を用いて，リー群とリー環の定義およびその性質について学ぶ

代数学特論ⅠＢ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Algebra ⅠＢ
　リー群の作用を用いて，無限回微分可能関数の空間における不変微分作用素について理解する。オービット分解（カ
ルタン分解）や，部分空間の直和への分解（ヴィット分解）について学ぶ。

代数学特論ⅡＡ　　2 単位
Advanced Algebra ⅡＡ
　代数学のみならず，幾何学・解析学・計算機科学・情報数学等の分野において中心的な役割を担う「楕円曲線論」
の基礎理論を学ぶ。楕円関数の基本的性質から整数論への応用までを紹介する。
　英語を併用して授業を行う。

代数学特論ⅡＢ　　2 単位
Advanced Algebra ⅡＢ
　代数学，特に環論の基礎事項を確認しながら，「代数幾何学」がどのようなものであるかについて概観する。さらに，
代数曲線や代数曲面の具体例を詳しく学び，代数多様体の解析に必要となる因子や交点数などの概念に習熟する。そ
の上で，分類理論の発展的な話題をいくつか選んで紹介する。

応用数学特論ⅠＡ　　2 単位
Advanced Applied Mathematics ⅠＡ

応用数学特論ⅠＢ　　2 単位
Advanced Applied Mathematics ⅠＢ

応用数学特論ⅡＡ　　2 単位
Advanced Applied Mathematics ⅡＡ

応用数学特論ⅡＢ　　2 単位
Advanced Applied Mathematics ⅡＢ

応用数学特論ⅢＡ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Applied Mathematics ⅢＡ
　データサイエンスについて学ぶ。特に，深層学習などの学習理論に関する分野から話題を紹介し，基礎から応用ま
で順を追って学ぶ。
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応用数学特論ⅢＢ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Applied Mathematics ⅢＢ
　複素解析学・代数幾何学・学習理論に関する分野から話題を紹介し，基礎から応用まで順を追って学ぶ。

確率及び統計学特論Ａ　　2 単位
Advanced Probability and Statistics Ａ
　確率論，特に確率過程論において基礎となる，ランダムウォーク・マルチンゲール・マルコフ過程について，その
基礎的概念および諸性質について講ずる。

確率及び統計学特論Ｂ　　2 単位
Advanced Probability and Statistics Ｂ
　確率及び統計学特論 A に引き続き，確率論・確率過程論の基礎的概念について講ずる。特に，確率過程に対する
極限定理を中心に講ずる。

応用解析学特論Ａ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Applied Analysis Ａ
　微分方程式の数値解析における一般的な手法の一つである差分法の基本を扱う。差分法を用いて，双曲型，放物型，
楕円型の典型的な偏微分方程式の数値計算による求解について説明し，数値計算を通して，偏微分方程式の初期値問
題，境界値問題について考察する。また，ロジスティック方程式等のよく知られた具体的な微分方程式の解のふるま
いについて，数値実験を交えて考察する。

応用解析学特論Ｂ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Applied Analysis Ｂ
　よく知られている物理現象や社会現象などについて，微分方程式で記述される数理モデルを用いて数値シミュレー
ンョンを行う方法を解説する。さらに数値計算を通して，微分方程式の解のふるまいと実際の現象との関係を考察し，
数理モデルについての理解を深め，モデルの構築方法についても触れる。実際の数値解析の例なども紹介する。

計算数学特論Ａ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Computational Mathematics Ａ
　巨大ネットワークにおけるデータサイエンスの基礎を学ぶ。特に，現実世界のデータに普遍的に現れる複雑ネット
ワークとよばれる構造に関して，ネットワーク上の特徴量・生成モデルといった話題を中心に扱い，量子コンピュー
タに関する話題にも触れる。

計算数学特論Ｂ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Computational Mathematics Ｂ
　本講義ではアルゴリズム設計のための様々なパラダイムを学ぶ。分割統治法・動的計画法・貪欲法・近似アルゴリ
ズム・乱拓アルゴリズム・局所探索法などにおける典型的な手法を習得することで，様々な計算問題に対して多角的
な視点からアルゴリズムを設計できるようになることを目指す。

数学特別演習Ａ　　2 単位
Special Seminar on Mathematics Ａ
　数学の理解力・創造力・研究力を培い，大学院博士前期課程の授業内容を定着させるため，基礎的な問題の演習を
行う。解答発表を繰り返させることで，プレゼンテーション能力を向上させる。

数学特別演習Ｂ　　2 単位
Special Seminar on Mathematics Ｂ
　数学特別演習 A に引き続き，数学の理解力・創造力・研究力を培い，大学院博士前期課程の授業内容を定着させ
るため，基礎的な問題の演習を行う。解答発表を繰り返させることで，プレゼンテーション能力を向上させる。
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応用数学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Applied Mathematics
　各自が受講している応用数学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に修士論文として取りまとめる。

幾何学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Geometry
　各自が受講している幾何学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果
を別途に修士論文として取りまとめる。

解析学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Analysis
　各自が受講している解析学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果
を別途に修士論文として取りまとめる。

代数学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Algebra
　各自が受講している代数学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果
を別途に修士論文として取りまとめる。

【博士後期課程】

数学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Mathematics
　数学の理解力・創造力・研究力を培うため，幅広い数学分野の最先端の研究の紹介を行う。
　This course introduces cutting-edge research across diverse mathematical fields to foster deep understanding, 
creativity, and advanced research skills.

応用数学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Applied Mathematics
　各自が受講している応用数学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成
果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Students conduct original research under the supervision of their faculty advisor for Graduate Research on 
Applied Mathematics and compile their findings into a doctoral dissertation.

幾何学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Geometry
　各自が受講している幾何学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果
を別途に博士論文として取りまとめる。
　Students conduct original research under the supervision of their faculty advisor for Graduate Research on 
Geometry and compile their findings into a doctoral dissertation.

解析学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Analysis
　各自が受講している解析学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果
を別途に博士論文として取りまとめる。
　Students conduct original research under the supervision of their faculty advisor for Graduate Research on 
Analysis and compile their findings into a doctoral dissertation.
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代数学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Algebra
　各自が受講している代数学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。この成果
を別途に博士論文として取りまとめる。
　Students conduct original research under the supervision of their faculty advisor for Graduate Research on 
Algebra and compile their findings into a doctoral dissertation.
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【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

自然地理学特論Ⅰ 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中，調査法１又は調査法２のいずれ
か４単位を含めて 14 単位以上は左記の授業科目から修得しなけ
ればならない。
また，「共通教育科目」については２単位を上限として修了に必
要な単位数に算入することができる。

自然地理学特論Ⅱ 2 2

自然環境変遷学特論Ⅰ 2 2

自然環境変遷学特論Ⅱ 2 2

人文地理学特論Ⅰ 2 2

人文地理学特論Ⅱ 2 2

歴史地理学特論Ⅰ 2 2

歴史地理学特論Ⅱ 2 2

経済地理学特論Ⅰ 2 2

経済地理学特論Ⅱ 2 2

産業地理学特論Ⅰ 2 2

産業地理学特論Ⅱ 2 2

自然災害科学特論Ⅰ 2 2

自然災害科学特論Ⅱ 2 2

社会地理学特論Ⅰ 2 2

社会地理学特論Ⅱ 2 2

文化地理学特論Ⅰ 2 2

文化地理学特論Ⅱ 2 2

観光地理学特論Ⅰ 2 2

観光地理学特論Ⅱ 2 2

地域景観特論Ⅰ 2 2

地域景観特論Ⅱ 2 2

地誌学特論Ⅰ 2 2

地誌学特論Ⅱ 2 2

比較地域特論Ⅰ 2 2

比較地域特論Ⅱ 2 2

地理情報科学特論Ⅰ 2 2

地理情報科学特論Ⅱ 2 2

地理情報技術特論Ⅰ 2 2

地理情報技術特論Ⅱ 2 2

環境地理学特論Ⅰ 2 2

環境地理学特論Ⅱ 2 2

環境情報科学特論Ⅰ 2 2

環境情報科学特論Ⅱ 2 2

気候環境学特論Ⅰ 2 2

気候環境学特論Ⅱ 2 2

地球科学特論Ⅰ 2 2
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授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

地球科学特論Ⅱ 2 2

プロセス地形学特論Ⅰ 2 2

プロセス地形学特論Ⅱ 2 2

人文地理学特別講義 2 2

自然地理学特別講義 2 2

地理情報科学特別講義 2 2

人文地理学調査法Ⅰ 2 2 ⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

調査法 1
人文地理学調査法Ⅱ 2 2

自然地理学調査法Ⅰ 2 2 ⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

調査法 2
自然地理学調査法Ⅱ 2 2

自然地理学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。人文地理学特別研究 6 6

地理情報科学特別研究 6 6

学位論文
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【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

地理学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

自然地理学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。人文地理学特別研究 8 8

地理情報科学特別研究 8 8

学位論文
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Geography Major

【博士前期課程】

自然地理学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Physical Geography Ⅰ
　地域における景観の成り立ちを明らかにする視点で問題提議し，主題となる自然環境の構造をイメージするところ
から始める。対象域を広げ題材を絞り込むことで見えてくる課題について，地球規模で起こる環境変動の影響を踏ま
えて議論を進める。その過程で得られる関連分野からの情報も取り入れ，話題の有用性を多面的に解説していく。特
に，古環境復原に関する内容が中心となる。

自然地理学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Physical Geography Ⅱ
　地域から見えてきた課題に対して有効な方法で調査することを考える。現地での材料の収集や分析について，具体
的な実例をあげて解説していく。特に，受講生の研究課題に関連した内容が中心となる。

自然環境変遷学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Geohistory on Physical Environment Ⅰ
　地球規模のグローバルな視点で捉えられた，環境変遷に関わる研究成果を概観するところから始める。特に古気候
について，海洋および氷床から得られたボーリングサンプルからの，データ分析や取り扱い方法を詳細に解説する。
続いて，それらを国内に適用した事例を紹介し，地域での自然環境の変化を論じる。

自然環境変遷学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Geohistory on Physical Environment Ⅱ
　陸域における第四紀の環境変遷について，その研究方法と事例を中心に述べていく。特に，化石群を用いた成果を，
基礎研究から適用研究にいたるまで幅広く取り上げる。またそれらと，現在分布している生物群との関係から，環境
の変化に適応した群集動態について考察を進めていく。

人文地理学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Human Geography Ⅰ
　国際的にも人文地理学の最先端領域として注目される「人間の時空間行動」について，前半では，行動地理学と時
間地理学の概念を整理し，その基礎理論と日本国内における発展のプロセスを概観する。後半では，国内の主要な文
献を講読し，日本の都市部における具体的な事例を通じて，時空間アプローチの有効性を考察する。

人文地理学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Human Geography Ⅱ
　「人文地理学特論Ⅰ」で得た基礎知識を土台に，海外の最新文献を読み解き，世界的な研究動向を把握する。 特に，
GIS や ICT 技術を活用した最新の調査手法について解説する。講義後半では，受講者自身の研究テーマに即し，具
体的な調査デザインや分析手法への応用を実践的に検討するワークショップ形式を取り入れる。

歴史地理学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Historical Geography Ⅰ
　人文地理学はもとより自然地理学の研究においても史資料から地理的事象の展開過程を把握し分析する歴史地理学
的分析手法は有用であり，近年，その評価は地理学以外でも高まりをみせる。講義では，その歴史地理学的分析手法
の修得を目的とし，講義形式にて古地図・古文書等の種類や利用法等について確認した後，ゼミ（演習）形式にて伊
能図・測量日記等を読解する。
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歴史地理学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Historical Geography Ⅱ
　経済・文化など人文地理的事象の地域展開や地域の形成過程について，動態的かつ生態的に捉えて分析する歴史地
理学的分析手法の修得を目的とする。講義では，史資料を収集し分析する方法等について確認した後，ゼミ（演習）
形式にて動態的かつ生態的な視点をもつ人文地理学論文を精選し購読，討議する。

経済地理学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Economic Geography Ⅰ
　この授業では，日本の国土開発の歴史をふりかえりつつ，近年に特徴的な新しいタイプの開発への理解も深め
る。東京，北海道，オーストラリアにおける都市観光開発を事例としながら，都市成長および脱成長化社会（Post- 
growth society）をテーマに，教員と受講生双方からの話題提供も交えてディスカッションする。

経済地理学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Economic Geography Ⅱ
　日本と世界の国土開発と都市開発の歴史と，近年の特徴的な新しいタイプの都市開発への理解を深め，脱成長化社
会（Post-growth society）における新たな都市開発の視点について検討する。日本と欧米・豪の都市における先進的
な開発事例をとりあげ，教員と受講生双方からの話題提供も交えてディスカッションする。

産業地理学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Industrial Geography Ⅰ
　日本独自の産業集積である「産地」の形成と維持について講義する。具体的には石川県の輪島漆器業，富山県の井
波彫刻業などの在来工業地域の集積をとりあげる。既存の経済地理学のみならず，都市地理学・都市経済学・社会学・
文化人類学の諸理論を援用し，産地を多面的に理解する方法を考える。

産業地理学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Industrial Geography Ⅱ
　在来工業地域の調査方法を野外実習を通じて学び取る。対象は鹿児島県の大島紬産地である。調査の計画から実施，
データの分析，論文作成にいたる一連のプロセスを修得する。

自然災害科学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Natural Disaster Science Ⅰ
　土石流や地すべり災害，火山災害，水害などの近年の自然災害の事例を講義するとともに，災害に関わる国内法に
ついて解説する。講義は，おもに受講生による文献の輪読をしながら進め，その内容について討議する。

自然災害科学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Natural Disaster Science Ⅱ
　自然災害科学特論 I の講義内容に基づき，令和 8 年度に生じた自然災害の特徴や実際の災害対応の理解を深める。
そのため，受講生による文献と報道資料の輪読と分析をしながら進め，その内容について討議する。

社会地理学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Social Geography Ⅰ
　様々な局面においてグローバル化の進展する今日，社会現象および人々の生活様式もまた，地域や国の違いを越え
て共通化する傾向は強まっている。しかしながら一方で，今なお地域社会の特徴には，その地域の歴史や伝統文化，
あるいは地理的な空間特性の違いが色濃く反映されている。そこで本講義は，現代社会における諸現象および生活様
式について国内外における具体的なデータや事例を示しながら解説し，社会的構造にみられる地域的な差異や地域固
有の問題点について考察したい。

社会地理学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Social Geography Ⅱ
　地域社会の持続的発展のあり方が模索される今日，そのために有効な開発手法を確立し実践することは喫緊の課題



－168－

地理学専攻

となっているが，その中で主柱とされるべきものが地域資源である。地域固有の資産ともいえる地域資源は，地域社
会の中で育まれ，存続してきたものであり，その地域社会の特色の中でこそ高い価値を持つものである。そこで本講
義は，社会地理学的な視点に基づいて，地域資源を現代における地域社会の中で評価し地域開発の実践において有効
に活用する方法論について解説し，理解を深めるものである。

文化地理学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Cultural Geography Ⅰ
　人間はそれぞれが置かれた自然環境の中で特有の文化を創造し，時にはこれらを変容させてきた。この科目では，
国内外の人々の文化（生活に関わる文化）をテーマに，これらにどのような地域差がみられるか，また，その形成要
因とは何かについて解説していく。

文化地理学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Cultural Geography Ⅱ
　世界には実に様々な宗教・信仰が存在し，これらは人々の生活に大きな影響を与えてきた。この科目では，国内外
の宗教・信仰に焦点を当てて，これらの分布や崇敬者の動向にどのような地域差がみられるか，また，その形成要因
とは何かについて解説していく。

観光地理学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Geography of Tourism Ⅰ
　近年，わが国における地域振興策の多くは観光業の拡充を主柱に据えるもので，各地で新たな観光業の育成策が模
索されるが，同様な動きは世界的な傾向でもあり，地域開発の手法として観光地づくりを推進する事例が少なからず
みられる。本講義は，観光動向や観光業の変遷，あるいは今日的な観光地開発の実状について，国内外における具体
的なデータや事例を示しながら解説し，観光業の地域構造にみる特徴や問題点について考察したい。

観光地理学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Geography of Tourism Ⅱ
　今日，地域資源を有効活用する手法として，それらの観光利用が注目されている。むろん，地域の実情に照らして
適正なツーリズムを実現することは，地域資源の持続的な利用という命題にかなうものであるが，地域資源は，地域
固有の財産であることに鑑みれば，地域住民の福祉に活用されることこそが本義である。本講義は，地域資源を評価
し有効に活用する地理学的な視点と方法論について具体的な事例をあげて解説し，理解を深めるものである。

地域景観特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Areal Landscape Ⅰ
　地域景観を読み解くことは地理学の見方考え方を身に着ける第一歩であり，その読み解き方の基本と本質を学ぶ。
具体的には，都市空間や農村空間，および自然空間における地域景観を細緻に読み解くことにより，さまざまな環境
を反映した景観の地域的な性格を座学と野外実習を組み合わせて理解する。さらに，景観を空間的に比較することや，
時間的に比較することにより地域の性格をより深く理解できることを学んでいく。

地域景観特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Areal Landscape Ⅱ
　地域景観を読み解き，地域の性格を理解することの応用編として地域景観の新機軸となるテーマを取り上げる。具
体的には，地域の歴史景観の重層性，景観のグローバル化とローカル化，そして景観のジェントリケーションや真正
性を内外の事例を座学で理解し，身近な地域の野外観察でさらに景観の見方・考え方の知見を深める。最終的には，
地域景観を読み解くことにより，地域の性格を探求できる技能を身に着けられるようにする。

地誌学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Regional Geography Ⅰ
　地誌学の発達と最近の研究動向を概観し，地誌学の新しい考え方と可能性について検討することを目的とする。具
体的には，日本および世界の都市地域に着目し，地域研究における地誌学の意義，地理教育における地誌学の意義，
そして社会における地誌学の意義について考える。さらに，最近の研究成果を踏まえて，地誌学のあり方と新しい方
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法について展望する。講義と文献講読を併用する形式で授業を進める。

地誌学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Regional Geography Ⅱ
　日本における農山村地域の現状と課題に着目して，地域を読み解く方法について考える。具体的には，「ポスト定
住化」「聖地創造」「地域活性化」「ツーリズム」「世界遺産」といったキーワードに基づき，人口減少社会における文
化資源活用による持続的な地域社会の構築について検討する。講義と文献講読を併用する形式で授業を進める。なお，
地誌学特論Ⅱを受講する前提として地誌学特論Ⅰを受講済みであることが望ましい。

比較地域特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Comparative Areal Study Ⅰ
　世界各地の地域的特性とその形成過程，および地域差などをテーマとした地理学分野の論考・書籍・コラムなどを
講読し，これらの研究の目的・方法の設定や結論の導き方の妥当性について検討し，地域間を比較分析する能力をよ
り高めていく。

比較地域特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Comparative Areal Study Ⅱ
　日本各地の地域的特性とその形成過程，および地域差などをテーマとした地理学分野の論考・書籍・コラムなどを
講読し，これらの研究の目的・方法の設定や結論の導き方の妥当性について検討し，地域間を比較分析する能力をよ
り高めていく。

地理情報科学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Geographical Information Science Ⅰ
　地理情報科学の最近の研究成果について，理論面，応用面に分けて講義するとともに，それに関わる文献を紹介し
購読する。新たな研究動向を学ぶとともに，研究上どのような問題点が存在しているのかを究明することを目指す。
具体的には，地理情報科学の人口と社会への利用について学ぶ。

地理情報科学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Geographical Information Science Ⅱ
　地理情報科学で使用する地理空間データベースについて，その整備状況や問題点について講義する。また，地理情
報科学の最近の研究成果の中から，GIS による人文科学のデジタル化，地理情報科学の経済への利用について説明し，
新たな研究動向を学ぶとともに，研究上どのような問題点が存在しているのかを究明することを目指す。

地理情報技術特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Geographical Information Technology Ⅰ
　地理情報技術（GIT）は，地理情報（GI），地理情報ソフトウェア（GIS など），地理情報ハードウェア（PC, スマー
トフォン，iPad，GPS，ILS（室内位置システム），RS（リモートセンシング），Web Server など）で構成されている。
本特論では，PC，スマートフォン，iPad，あるいは，WebGIS 上で，GIS を利用して，GI や RS あるいは GPS から
取得された空間データを，空間処理・空間分析するための知識を講義する。

地理情報技術特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Geographical Information Technology Ⅱ
　近年，地理情報技術（GIT）として人工知能（AI）が注目されている。本特論では，地理情報科学における AI の
利用について講義する。さらに，地理情報技術特論Ⅰで修得した知識に基づいて，GIT から取得された地理空間デー
タを，AI を使用して空間処理・空間分析するための技能を実習する。

環境地理学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Environmental Geography Ⅰ
　都市特有の気候とその中に形成されている都市特有の大気循環・大気環境を主要な題材として，近年の大気環境変
化とその形成要因を論じる。大気汚染物質の長距離輸送，都市域に形成されるヒートアイランド循環や海陸風などの
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極地循環，汚染物質の時空間動態・拡散過程を把握した上で，近年の研究動向やこれらの現象に対する解析手法につ
いて言及する。

環境地理学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Environmental Geography Ⅱ
　熱帯域から亜熱帯域を対象として，気候変化・環境変化に伴う水資源問題，地域農業や社会に対する影響の実態と
問題を論じる。山岳地域も含めた対象地域における近年の気候変動・変化の実態・要因，地域農業の動態を整理した
うえで，これらの関連性と気候変動・変化が当該地域に与える影響について議論を行う。

環境情報科学特論Ⅰ　　2 単位
Advanced Environmental Information Science Ⅰ
　現在，利用可能な様々な小地域統計の GIS での利活用の方法について，具体的な分析事例を交えながら，データ
の所在・利用上の注意などを説明する。Ⅰでは主として都市に関する内容に焦点を当て，総務省統計図書館など学外
での実習も予定している。

環境情報科学特論Ⅱ　　2 単位
Advanced Environmental Information Science Ⅱ
　現在，利用可能な様々な小地域統計の GIS での利活用の方法について，具体的な分析事例を交えながら，データ
の所在・利用上の注意などを説明する。Ⅱでは主として地方圏・農村に関する内容に焦点を当て，国立国会図書館な
ど学外での実習も予定している。

気候環境学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Environmental Climatology Ⅰ
　モンスーン気候を中心として，その季節変化と年々変動の特徴と仕組みについて論じる。具体的には，⑴ 世界の
モンスーン気候，⑵ アジアモンスーンの季節変化と年々変動，⑶ ENSO とモンスーン，などを主要な項目として挙
げる。また，これらの分野の中で用いられている時系列解析や多変量解析などの手法や具体的な計算方法についても
触れたい。

気候環境学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Environmental Climatology Ⅱ
　地球温暖化などの気候変化や気候変動は，水循環や植生，土壌などの生態系に対して影響を与え，またその結果と
して気候もさらに変化・変動すると考えられる。本講義では，気候とその他の環境要素との地表面における相互作用
を中心的な話題として，気候変動の仕組みと影響に関する知見を広げたい。

地球科学特論Ⅰ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Earth Sciences Ⅰ
　地球の起源と進化，地球システムの階層性，構成要素，構成物質，地球環境問題，地球観などの項目を柱にして，
地球システム科学に関する理解を深める。講義は，おもに受講生によるテキストの輪読をしながら進め，その内容に
ついて討議する。

地球科学特論Ⅱ　　2 単位　　隔年開講
Advanced Earth Sciences Ⅱ
　地球の環境変遷や気候変動，氷河および地すべり性地表変動などを柱に講義を進める。地すべり性地表変動につい
ては近年の地球温暖化との関係についても検討したい。講義は，おもに受講生によるテキストや論文の輪読をしなが
ら進め，その内容について討議する。

プロセス地形学特論Ⅰ　　2 単位
Process Geomorphology Ⅰ
　地形を変化させようとする営力とそれに対する地形構成物質との関係性の分析によって，地形の形成・変化を理解す
る研究法が「プロセス地形学」である。主に海岸地形に関する事例を通し，プロセス地形学に関する研究方法（現地調
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査や実験によって結論が導き出される視点・手法・論理）について講義を進める。なお，野外調査の機会をつくって実
際に観察や計測を行い，講義内容の理解を深めてもらいたいと考えている。

プロセス地形学特論Ⅱ　　2 単位
Process Geomorphology Ⅱ
　風化プロセスは，地形の形成・変化に先立つ準備段階として重要である。地形の形成・変化は，風化により地形物
質の強度低下によって生じるためである。一方，多くの石造文化財の自然劣化に風化が関わっていることから，近年，
文化財の保存・修復に風化の実態研究が重要視されるようになった。このような背景を踏まえ，本講義では受講生に
よる文献のレビューや研究発表を通じて，岩石の物理的（機械的），化学的，生物学的風化作用について理解を深め
てもらうとともに，風化が地形の形成・変化や石造文化財などに与える影響について講義する。

人文地理学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Human Geography
　先住民やアフロカリビアンの人権のための草の根運動が広がるラテンアメリカ・カリブ海地域では，知識の脱植民
地化を先導する様々な思想が生まれてきた。この授業ではとくに，ニカラグアとコロンビアを舞台として記述された
政治生態学・開発地理学の思想を批判的に読みながらこれらの思想について理解を深め，開発地理学の研究方法につ
いて議論する。

自然地理学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Physical Geography
　地球表層環境の変動について，特に第四紀を中心に，これまでの研究成果の概要を紹介する。特に，自身が関わっ
た地殻変動と地形変化に関する内容，氷床変動と地形変化に関する内容，古代文明と自然環境の関わりに関する内容
について適宜選択して講義する。

地理情報科学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Geographical Information Science
　地理情報技術が災害，経済，社会などでどのように利用・応用されているか，また，どのような問題を解決してい
るかを説明するとともに，それらに関する論文を購読する。さらに，GIS の実習を通じて，自然地理学・人文地理学・
地誌学で使用する空間データの種類や構造，GIS によるデータ作成，処理，解析の高度な方法を理解する。

人文地理学調査法Ⅰ　　2 単位
Research Methods of Human Geography Ⅰ
　各自の修士論文作成のため，人文地理学に関する基礎的文献の収集，講読を実施する。1 年次に通年で受講するこ
とで，単位を認定する。

人文地理学調査法Ⅱ　　2 単位
Research Methods of Human Geography Ⅱ
　各自の修士論文作成のためのデータ収集と処理の方法について学ぶ。2 年次に通年で受講すること。修士論文作成
のための現地調査を実施した場合や教員が実施する野外調査などに同行した場合に，単位として認定する。

自然地理学調査法Ⅰ　　2 単位
Research Methods of Physical Geography Ⅰ
　各自の修士論文作成のため，自然地理学に関する基礎的文献の収集，講読を実施する。1 年次に通年で受講するこ
とで，単位を認定する。

自然地理学調査法Ⅱ　　2 単位
Research Methods of Physical Geography Ⅱ
　各自の修士論文作成のためのデータ収集と処理の方法について学ぶ。2 年次に通年で受講すること。修士論文作成
のための現地調査を実施した場合や教員が実施する野外調査などに同行した場合に，単位として認定する。
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自然地理学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Physical Geography
　地形学や気候学をはじめとする自然地理学分野の研究を行うために必要な技能や知識を修得し，研究を進め，成果
を学会での口頭発表や修士論文としてまとめる能力を身につける。

人文地理学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Human Geography
　経済地理学，社会地理学，文化地理学，歴史地理学などの人文地理学分野の研究を行うために必要な技能や知識を
修得し，研究を進め，成果を学会での口頭発表や修士論文としてまとめる能力を身につける。

地理情報科学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Geographical Information Science
　小売り・サービス施設の立地評価システムの構築や施設へのアクセス分析，減災に資する災害情報の空間分析など，
社会的ニーズの高い研究を実施する。地理情報科学研究に必要な技能や知識を修得し，研究を進め，成果を学会での
口頭発表や修士論文としてまとめる能力を身につける。

【博士後期課程】

地理学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Geography
　自然地理学・人文地理学・地理情報科学の各特別研究担当教員がオムニバス形式で授業を担当し，それぞれの分野
における研究の視点，研究方法，研究成果などについて，事例研究にもとづいて解説する。

自然地理学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Physical Geography
　各自が設定した自然地理学分野の研究課題について，自然地理学研究の潮流の中で自身の研究を位置づけながら研
究を進め，成果を学会での口頭発表や学術論文としてまとめた上で，博士論文の作成を目指す。

人文地理学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Human Geography
　各自が設定した人文地理学分野の研究課題について，人文地理学研究の潮流の中で自身の研究を位置づけながら研
究を進め，成果を学会での口頭発表や学術論文としてまとめた上で，博士論文の作成を目指す。

地理情報科学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Geographical Information Science
　各自が設定した地理情報科学分野の研究課題について，地理情報科学研究の潮流の中で自身の研究を位置づけなが
ら研究を進め，成果を学会での口頭発表や学術論文としてまとめた上で，博士論文の作成を目指す。
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【博士前期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

量子力学Ⅰ 2 2 特別研究６単位を含めて 30 単位以上を修得しなければならない。
ただし，特別研究以外の単位中，必修科目４単位及び先端科学技
術特論・量子科学フロンティアのいずれか２単位を含め 14 単位
以上は左記の授業科目から修得しなければならない。

量子力学Ⅱ 2 2

統計物理学Ⅰ 2 2

統計物理学Ⅱ 2 2

力学特論 2 2

電磁気学特論 2 2

計測工学特論 2 2

量子力学特論 2 2

素粒子物理学Ⅰ 2 2

素粒子物理学Ⅱ 2 2

場の理論特論Ⅰ 2 2

場の理論特論Ⅱ 2 2

加速器科学Ⅰ 2 2

加速器科学Ⅱ 2 2

放射線科学 2 2

マイクロ波物理学 2 2

X 線光学 2 2

核融合特論 2 2

原子力エネルギー工学 2 2

プラズマ科学 2 2

原子光学特論 2 2

量子情報科学 2 2

量子光学 2 2

光エレクトロニクス 2 2

非線形物理学 2 2

計算機シミュレーションⅠ 2 2

計算機シミュレーションⅡ 2 2

先端科学技術特論 2 2 ⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

このうちから，２単位以上を修得しなければならない。
量子科学フロンティア 2 2

量子理工学講究Ⅰ 2 2

量子理工学講究Ⅱ 2 2

加速器・放射線科学特別研究 6 6 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか６単位を修得しなければならない。

プラズマ ･ 核融合科学特別研究 6 6

素粒子論・量子論特別研究 6 6

量子物性科学特別研究 6 6

非線型数理シミュレーション特別研究 6 6

学位論文



－174－

量子理工学専攻

【博士後期課程】

授 業 科 目 単位数 必　修単位数
選　択
単位数 履 修 方 法

量子理工学特別講義 2 2 必修科目２単位及び特別研究８単位を修得しなければならない。

加速器・放射線科学特別研究 8 8 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

このうちから，いずれか８単位を修得しなければならない。

プラズマ・核融合科学特別研究 8 8

素粒子論・量子論特別研究 8 8

量子物性科学特別研究 8 8

非線型数理シミュレーション特別研究 8 8

学位論文
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授業科目概要

量子理工学専攻
Quantum Science and Technology Major

【博士前期課程】

量子力学Ⅰ　　2 単位
Quantum Mechanics Ⅰ
　量子力学の基盤的事項の理解および再確認を目的とする。「量子」の概念が導入された歴史的背景から始め，前期
量子論への進展，シュレーディンガー方程式の発明による「量子力学」の誕生へいたる道程を詳細に辿る。量子力学
の数学的構造を概観し，さらに，量子の振る舞い（量子反射やトンネル効果など）の考究から「量子」の本質の理解
を目指す。受講者の興味やニーズを考慮し，それらに応えられるような柔軟な講義を展開したい。
　Aims to understand and reaffirm the fundamental principles of quantum mechanics. It traces the historical 
development from the introduction of the "quantum" concept to the invention of the Schrödinger equation and 
explores the mathematical structure and nature of quantum behavior.

量子力学Ⅱ　　2 単位
Quantum Mechanics Ⅱ
　量子力学Ⅰに引き続き，量子力学の基礎について学ぶ。まず量子力学的模型の雛形である調和振動子について学ん
だ後，角運動量の量子化および水素原子について学ぶ。その後，応用上重要な散乱理論や摂動論について学ぶ。
　Following Quantum Mechanics I, this course covers the harmonic oscillator, the quantization of angular 
momentum, and the hydrogen atom. It also includes scattering theory and perturbation theory.

統計物理学Ⅰ　　2 単位
Statistical Physics Ⅰ
　熱力学と統計力学の基礎について学ぶ。前半は熱力学第一法則，熱力学第二法則，エントロピー，熱力学ポテンシャ
ルなど熱力学の要点部分を解説する。後半は熱平衡系の確率論的記述である統計力学について学ぶ。等重率の原理か
ら出発し，ミクロカノニカル分布，カノニカル分布，グランドカノニカル分布を基礎から解説する。
　Focuses on the basics of thermodynamics and statistical mechanics. It covers the laws of thermodynamics, 
entropy, and thermodynamic potentials, as well as the probabilistic description of thermal equilibrium systems 
using microcanonical, canonical, and grand canonical ensembles.

統計物理学Ⅱ　　2 単位
Statistical Physics Ⅱ
　2 次相転移の臨界現象と繰り込み群について学ぶ。はじめに平均場近似で臨界現象の普遍性を概観する。その後，
Wilson の繰り込み群を導入する。講義の後半ではイプシロン展開を用いた臨界指数の摂動計算法を紹介する。臨界
現象の普遍性を繰り込み群の観点から理解することを目標とする。
　Covers critical phenomena of second-order phase transitions and the renormalization group. It examines the 
universality of critical phenomena through mean-field approximation and Wilson's renormalization group, including 
perturbation calculation using epsilon expansion.

力学特論　　2 単位
Advanced Mechanics
　この講義では物理学科以外の卒業生にも配慮し，物理学のすべての基本となる力学を基礎から学べるようにしてい
る。物体の運動，仕事とエネルギー，保存則，惑星の運動，剛体の力学等を説明し，講義に加え演習も交えて解説する。
　Designed for students from non-physics backgrounds to learn the foundations of physics. Topics include the 
motion of objects, work and energy, conservation laws, planetary motion, and rigid body mechanics through 
lectures and exercises.
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電磁気学特論　　2 単位
Advanced Electromagnetics
　物理学科学部生が学ぶ程度の内容を出発点として電磁気学を概説する。マックスウェル方程式，静電磁場，準定常
電磁場，電磁波，電気回路などを説明し，基礎論だけでなく応用にもふれる。講義と共に演習も行い，大学院各専攻
での学習・研究に対する即戦力を養えるよう配慮する。
　Provides an overview of electromagnetics starting from undergraduate physics levels. It covers Maxwell's 
equations, static and quasi-static electromagnetic fields, electromagnetic waves, and electrical circuits, focusing on 
both theory and practical applications.

計測工学特論　　2 単位
Advanced Measurement and Instrumentation
　科学的証拠・根拠には高い信頼性が求められ，その保証には実験技術だけでなく統計的分析も極めて重要である。
本講義では，誤差論やデータの統計的分析手法を学び，それらを基礎として研究（実験）の計画や実施ができるよう
実践的な力を身につける。また，光・電気を主として具体的な物理計測，補償技術を学ぶ。
　Teaches error theory and statistical analysis methods essential for research reliability. Students gain practical 
skills for planning experiments and learn about specific physical measurements and compensation techniques 
related to light and electricity.

量子力学特論　　2 単位
Advanced Quantum Mechanics 
　量子力学の構造と考え方の解説から始め，量子力学の現代的手法の一つである経路積分を定式化する。経路積分を
基礎として，量子力学の基本問題を再考し，摂動計算における有効性も確かめる。さらに適用対象を場の量子論や統
計物理学にも拡張し，現代物理学におけるいくつかのトピックスに関わる応用も解説する。
　Explains the structure of quantum mechanics and formulates path integrals. It applies path integrals to re-
examine fundamental problems and extends the scope to quantum field theory, statistical physics, and modern 
physics topics.

素粒子物理学Ⅰ　　2 単位
Elementary Particle Physics Ⅰ
　微視的物質科学の最前線にある素粒子物理学全般について，その基本的な概念や現象に焦点を合わせて講義する。
クォーク・レプトンの性質やそれらの間に働く電磁相互作用，弱い相互作用および強い相互作用について，実験的側
面を踏まえながら解説する。
　Lectures on the general field of particle physics at the forefront of microscopic science. It focuses on the 
properties of quarks and leptons and the electromagnetic, weak, and strong interactions between them, including 
experimental aspects.

素粒子物理学Ⅱ　　2 単位
Elementary Particle Physics Ⅱ
　素粒子物理学に関する事柄を理論的立場から解説する。素粒子の分類や対称性を議論する際の基礎となるリー群と
リー代数について説明した後，素粒子に働く基本的な力の性質を場の量子論に基づいて議論する。特に，自発的対称
性の破れと漸近的自由性について説明する。
　Explains particle physics from a theoretical perspective, including Lie groups and Lie algebras for classification. 
It discusses the nature of fundamental forces based on quantum field theory, specifically spontaneous symmetry 
breaking and asymptotic freedom.

場の理論特論Ⅰ　　2 単位
Introductionto Field Theory Ⅰ
　場の理論に関する入門的な講義を初学者向けに行う。初めに非相対論的な場合として，シュレディンガー場の正準
量子化と多体系の量子論について説明する。次に相対論的な場合として，スカラー場，スピナー場，電磁場の正準量
子化とこれらの場の相互作用について説明する。
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　An introductory course on field theory for beginners. It covers the canonical quantization of Schrödinger fields 
for non-relativistic cases and scalar, spinor, and electromagnetic fields for relativistic cases.

場の理論特論Ⅱ　　2 単位
Introduction to Field Theory Ⅱ
　相対論的場の量子論の基礎について学ぶ。前半では実スカラー場の理論を例に，散乱振幅の LSZ 公式，Green 関
数や頂点関数の生成汎関数，有効作用のループ展開などについて学ぶ。後半では非可換ゲージ理論について学ぶ。摂
動計算の修得を目標とする。
　Focuses on the basics of relativistic quantum field theory, including the LSZ formula for scattering amplitudes, 
generating functionals for Green's functions, and loop expansion of effective action. It also covers non-Abelian 
gauge theory and perturbation calculations.

加速器科学Ⅰ　　2 単位
Accelerator Science Ⅰ
　加速器は，高エネルギー物理学をはじめ，原子核物理学，物性物理学等の物理学の諸分野で使われてきたが，今日
では，これらにとどまらず，生物学，医学など幅広い分野で使われている重要な装置である。この授業では，加速器
の歴史を解説した後，主にマイクロ波を使って加速を実現する電子線形加速器を取り上げ，その加速原理，ビーム特
性等を詳しく解説する。
　Explains the history and principles of accelerators used in physics, biology, and medicine. It focuses specifically 
on electron linear accelerators that use microwaves, detailing acceleration principles and beam characteristics.

加速器科学Ⅱ　　2 単位
Accelerator Science Ⅱ
　粒子加速器により相対論的エネルギーまで加速された電子，陽子，イオン等の荷電粒子は，様々な学問分野，医療，
産業に利用され，科学技術の発展に寄与している。ここでは加速中・輸送中における荷電粒子ビームの振舞いについ
て解説し，周期的磁場で生じる放射光や自由電子レーザーについても概説する。
　Covers the behavior of charged particle beams (electrons, protons, ions) accelerated to relativistic energies. It 
also outlines synchrotron radiation generated by periodic magnetic fields and free-electron lasers.

放射線科学　　2 単位
Nuclear Radiation Science
　放射性同位元素，加速器より発生する放射線は，現在広い分野において利用されている。ここでは初めに原子核物
理学，放射線と物質の相互作用，放射線測定法，電子回路について基礎的な講義を行ない，次に理工学，医学等にお
いて放射線がどのように応用されているかを詳しく述べる。また放射線の人体への影響，医療放射線被曝の軽減，放
射線の安全管理等についても述べる。
　Lectures on nuclear physics, interactions between radiation and matter, and radiation measurement. It 
covers the applications of radiation in science and medicine, biological effects, safety management, and exposure 
reduction.

マイクロ波物理学　　2 単位
Microwave Physics
　マイクロ波技術に関し，電磁波や伝送路の基礎を講義し，特に加速器分野で用いられるような導波管線路，導波管
の応用回路部品・共振器回路などへの応用について解説する。シミュレーションによる例示や演習問題を行うことで，
理解が深まるようにする。
　Covers the basics of electromagnetic waves and transmission lines, focusing on waveguide lines, resonant 
circuits, and components used in accelerators through simulations and exercises.
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X線光学　　2 単位
X-ray Optics
　近年，光源加速器の進歩により，従来的な X 線源では成しえなかった，X 線の光学的な性質を利用した測定手法
が開発され，先端的な研究開発に用いられている。初めに X 線の特性などの基礎的な講義を行い，電子加速器を利
用した X 線源や，それらを用いた高度な測定手法の原理やその応用について解説する。
　Explains the basic characteristics of X-rays and advanced measurement methods using electron accelerators. It 
focuses on principles and applications of optical properties in modern research.

核融合特論　　2 単位　　隔年開講
Nuclear Fusion
　核融合炉を実現するためには高密度プラズマを高温状態に加熱し，長時間閉じ込める必要がある。本講義では先ず，
核融合反応に必要な炉心条件やプラズマの基礎特性等を概論する。次に，衝突断面積や熱平衡状態および様々な放射・
輻射に関して概論する。最後に，気体運動論的や電磁流体的なプラズマの取り扱いを論述する。
　Outlines the plasma conditions and fundamental characteristics required for fusion reactors. It covers 
collision cross-sections, thermal equilibrium, radiation, and the treatment of plasma through kinetic and 
magnetohydrodynamic theories.

原子力エネルギー工学　　2 単位
Nuclear Energy
　核分裂および核融合などの原子力エネルギーの基礎およびその利用について解説する。初等的な力学，電磁気学，
量子力学のみを前提として講義を行う。核エネルギーの利用に伴い発生する放射線に関しても解説する。日本におけ
る原子力エネルギー利用の将来を見据え，エネルギー問題，地球環境問題に関する解説を行う。
　Explains the basics of fission and fusion energy, as well as radiation and future energy/environmental issues in 
Japan. The course assumes only elementary mechanics, electromagnetism, and quantum mechanics.

プラズマ科学　　2 単位　　隔年開講
Science of Plasmas
　プラズマは雷などの放電現象や宇宙空間における電離層など，様々な場所に発生する。またプラズマ放電技術は半
導体プロセスやナノテクノロジー等の様々な分野においても重要な役割を果たしている。プラズマの諸現象を理解す
るために必要な，遮蔽，衝突，輸送について基礎的な解説を行い，プラズマを記述する方程式を論述する。
　Explains shielding, collisions, and transport phenomena necessary to understand plasma in nature and 
technology. It details the equations describing plasma and its role in semiconductor and nanotechnology processes.

原子光学特論　　2 単位
Atom Optics
　中性原子のレーザー冷却は，量子技術の発展に関与する重要な研究テーマである。またその応用として，ほぼ純粋
な巨視的量子物質である原子気体のボース・アインシュタイン凝縮がある。本講義では，レーザー冷却技術や原子気
体ボース・アインシュタイン凝縮の物理の理解に必要な，基礎および応用に焦点をあてて学修する。
　Focuses on the basics and applications of laser cooling of neutral atoms and the physics of Bose-Einstein 
condensation in atomic gases, which are vital for quantum technology.

量子情報科学　　2 単位
Quantum Information Science
　現代物理学の基礎である量子力学を情報処理に応用することにより，既存の技術では不可能な情報処理を実現でき
る。本講義では量子暗号，量子計算，量子テレポーテーション，量子イメージングなどの量子情報処理技術について
解説する。
　Explains quantum information processing technologies, including quantum cryptography, quantum computation, 
quantum teleportation, and quantum imaging, achieved through the application of quantum mechanics.
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量子光学　　2 単位
Quantum Optics
　光の量子力学的性質は，単一光子において顕著に現れる。特に，絡み合わせ状態にある光子対の持つ非局所性は，
量子力学の基礎に関する非常に興味深い性質であるのみならず，量子情報処理において非常に重要な役割を果たす。
本講義では，非線形光学過程による絡み合わせ状態にある光子対の発生とその性質について解説する。
　Discusses the quantum properties of light, specifically single photons and non-locality in entangled photon pairs. 
It explains the generation and properties of entangled photon pairs via nonlinear optical processes.

光エレクトロニクス　　2 単位
Optical Electronics
　レーザー応用技術は光通信，LiDAR，光ディスク，光加工など，広範な分野で利用され，現代の科学技術になく
てはならないものとなっている。本講義では，電磁気学を出発点としてコヒーレント光波の基礎的法則・現象を学び，
その後，レーザーおよびその応用技術（線形・非線形光学，光制御）について学ぶ。
　Studies the fundamental laws of coherent light waves and laser technologies (linear/nonlinear optics, light 
control) based on electromagnetism, covering applications in communication, LiDAR, and processing.

非線形物理学　　2 単位
Nonlinear Physics
　非線形物理学の入門的な解説を行う。カオス，フラクタル，ソリトンといった基礎概念ついて，具体例を挙げて平
易に解説する。非線形ダイナミクスの基礎理論や，プラズマ物理，工学における応用についても触れる。
　Provides an introductory explanation of chaos, fractals, and solitons using concrete examples. It also touches on 
nonlinear dynamics theory and applications in plasma physics and engineering.

計算機シミュレーションⅠ　　2 単位
Computer Simulation Ⅰ
　理工学の諸分野で用いられる数値シミュレーションの基礎について講義する。題材は非線形性に富んだプラズマが
中心となる。計算機シミュレーションⅠでは主に常微分方程式に関連した差分法の基礎を，数値的な誤差や安定性に
注意して解説する。後半は，楕円型，放物型の線形偏微分方程式の基礎的な数値解法について説明する。
　Teaches the basics of numerical simulation in science and engineering, focusing on finite difference methods for 
ordinary differential equations (stability/error) and numerical solutions for linear partial differential equations.

計算機シミュレーションⅡ　　2 単位
Computer Simulation Ⅱ
　計算機シミュレーションⅠの内容に引き続き，双曲型の偏微分方程式の基礎的な数値解法について解説する。また
移流拡散型方程式の数値解法について最近の展開を踏まえながら説明する。後半は流体の数値シミュレーションや核
融合プラズマに関連したシミュレーションを紹介するとともに，その他の応用面についても適宜述べる。
　Continues from Simulation I to cover numerical solutions for hyperbolic and advection-diffusion partial 
differential equations. It introduces simulations for fluids and fusion plasma.

先端科学技術特論　　2 単位
Frontier Science and Technology
　先端科学技術特論の前半は，量子技術，加速器科学，核融合科学等の最近のトピックスや先端研究を学内外の専門
家に分かりやすく講義していただく。講義後半は電気工学専攻が担当する。内容については電気工学専攻の「先端科
学技術特論」の概要を参照すること。（電気工学専攻の「先端科学技術特論」と共同開講）
　Features lectures by experts on recent topics such as quantum technology, accelerator science, and fusion 
science. It is a joint course with the Electrical Engineering major.

量子科学フロンティア　　2 単位
Frontiers of Quantum Science
　量子理工学専攻・量子科学研究所所属の全教員が，それぞれの専門分野（加速器科学，核融合・プラズマ，量子光
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学・量子情報，原子光学，素粒子・量子力学，計算物理など）の最新の研究成果を概説することにより，量子科学へ
の誘い，導きとする。
　All faculty members provide overviews of the latest research in their specialized fields (accelerators, fusion, 
quantum optics, etc.) to introduce students to quantum science.

量子理工学講究Ⅰ　　2 単位
Seminars for Research on Quantum Science Ⅰ
　量子理工学専攻担当の全教員が，それぞれの専門分野についての研究を行うための基礎的訓練を行う。大学院生の
各々の資質に合った素材を選び，各教員の独自な方法で，個性的な特色ある研究能力の発現を目指す。
　Provides basic training for conducting research in specialized fields, aiming to develop students' unique research 
abilities according to their individual aptitudes.

量子理工学講究Ⅱ　　2 単位
Seminars for Research on Quantum Science Ⅱ
　量子理工学専攻担当の全教員が，量子理工学講究Ⅰの延長・発展として専門分野の研究を行うための応用的訓練を
行う。大学院生の各々の資質に合った素材を選び，各教員の独自な方法で，個性的な特色ある研究能力の向上を目指す。
　An extension of Seminars I, providing applied training for research in specialized fields to improve students' 
research capabilities.

加速器・放射線科学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Accelerator Science and Nuclear Radiatio
　各自が受講している加速器・放射線科学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，加速器，放射光，放射線等のテー
マに関する研究を行う。この研究成果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the student's Accelerator and Radiation Science Special 
Research, the student conducts research on themes such as accelerators, synchrotron radiation, and nuclear 
radiation. The results of this research are to be compiled separately as a Master's thesis. 

プラズマ ･核融合科学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Plasma and Nuclear Fusion
　各自が受講しているプラズマ・核融合科学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を
行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the student's Plasma and Nuclear Fusion Science 
Special Research, the student conducts research on an original theme. The results are to be compiled separately 
as a Master's thesis. 

素粒子論・量子論特別研究　　6 単位
Graduate Research on Particle Physics and Quantum theory
　各自が受講している素粒子論・量子論特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。
この成果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the student's Particle Physics and Quantum Theory 
Special Research, the student conducts research on an original theme. The results are to be compiled separately 
as a Master's thesis. 

量子物性科学特別研究　　6 単位
Graduate Research on Solid State Physics
　各自が受講している量子物性科学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。こ
の成果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the student's Quantum Solid State Physics Special 
Research, the student conducts research on an original theme. The results are to be compiled separately as a 
Master's thesis. 
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非線型数理シミュレーション特別研究　　6 単位
Graduate Research on Nonlinear Dynamics and Computational Physics
　各自が受講している非線形数理シミュレーション特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する
研究を行う。この成果を別途に修士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the student's Nonlinear Dynamics and Computational 
Physics Special Research, the student conducts research on an original theme. The results are to be compiled 
separately as a Master's thesis. 

【博士後期課程】

量子理工学特別講義　　2 単位
Special Lecture on Quantum Science
　受講生の特別研究指導教員と研究指導補助教員のもとで専門分野とその関連分野に関する知識と技能を学び，それ
らを確かなものにする。また，指導教員や指導補助教員以外の教員及び研究者からも受講生の研究テーマに関連する
事柄について多くを学び，研究における視野と知見を広める。
　Students learn knowledge and skills in their specialized and related fields under their primary research advisor 
and research assistance advisor to solidify their foundation. In addition, they learn from other faculty members 
and researchers about matters related to their research theme to broaden their perspectives and insights. 

加速器・放射線科学特別研究　　8 単位
Graduate Researchon Accelerator Science and Nuclear Radiatio
　各自が受講している加速器・放射線科学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，加速器，放射光，放射線等のテー
マに関する研究を行う。この研究成果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the student's Accelerator and Radiation Science Special 
Research, the student conducts research on themes such as accelerators, synchrotron radiation, and nuclear 
radiation. The results of this research are to be compiled separately as a Doctoral dissertation. 

プラズマ・核融合科学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Plasma and Nuclear Fusion
　各自が受講しているプラズマ・核融合科学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を
行う。この成果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the student's Plasma and Nuclear Fusion Science 
Special Research, the student conducts research on an original theme. The results are to be compiled separately 
as a Doctoral dissertation. 

素粒子論・量子論特別研究　　8 単位
Graduate Research on Particle Physics and Quantum theory
　各自が受講している素粒子論・量子論特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行う。
この成果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the student's Particle Theory and Quantum Theory 
Special Research, the student conducts research on an original theme. The results are to be compiled separately 
as a Doctoral dissertation. 

量子物性科学特別研究　　8 単位
Graduate Research on Solid State Physics
　各自が受講している量子物性科学特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する研究を行い，博
士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the student's Quantum Solid State Physics Special 
Research, the student conducts research on an original theme and compiles it into a Doctoral dissertation. 



－183－

量子理工学専攻 量子理工学専攻

非線型数理シミュレーション特別研究　　8 単位
Graduate Research on Nonlinear Dynamics and Computational Physics
　各自が受講している非線形数理シミュレーション特別研究の担当教員の下で指導を受けて，独自のテーマに関する
研究を行う。この成果を別途に博士論文として取りまとめる。
　Under the guidance of the faculty member in charge of the student's Nonlinear Dynamics and Computational 
Physics Special Research, the student conducts research on an original theme. The results are to be compiled 
separately as a Doctoral dissertation. 
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5　研究指導の年間スケジュール

【博士前期課程】

　博士前期課程では，修士論文の作成において研究指導教員による２年間の研究指導を受けます。

年　次 時　期 内　　　　容

１年次

４月
一年間の履修する授業科目も含め，研究指導教員と十分な打合せを行った上で，「研究指
導計画書」を作成する。

（適宜）
中間発表会
※開催時期等については，所属する専攻に確認すること

（適宜）
各自の研究の進捗状況を研究指導教員に報告する。
※報告時期等については，研究指導教員に確認すること

２年次

４月
１年次に引続き，研究指導教員と十分な相談を行った上で，「研究指導計画書」を作成する。
併せて，研究指導教員が担当する「特別研究」（研究指導科目）のほか，研究指導教員と
十分な打合せを行った上で，各自の研究課題に関する授業科目の履修登録をする。

（適宜）
中間発表会
※開催時期等については，所属する専攻に確認すること

１月 論文の題目を決定する。

２月
論文を専攻に提出する。
修士論文審査期間に実施される論文発表会にて，研究内容を発表する（併せて最終試験�
（口頭試問）が行われる）。

３月
課程修了判定
学位授与

【博士後期課程】

　博士後期課程では，博士論文の作成において研究指導教員による３年間の研究指導を受けます。

年　次 時　期 内　　　　容

１年次

４月
研究指導教員と十分な打合せを行った上で，「研究指導計画書」を作成する。
併せて，研究指導教員が担当する「特別研究」（研究指導科目）の履修登録をする。

（適宜）
各自の研究の進捗状況を研究指導教員に報告する。
※報告時期等については，研究指導教員に確認すること

２年次

４月
１年次に引続き，研究指導教員と十分な相談を行った上で，「研究指導計画書」を作成する。
併せて，研究指導教員が担当する「特別研究」（研究指導科目）の履修登録をする。

（適宜）
各自の研究の進捗状況を研究指導教員に報告する。
※報告時期等については，研究指導教員に確認すること

３年次

４月
２年次に引続き，研究指導教員と十分な相談を行った上で，「研究指導計画書」を作成する。
併せて，研究指導教員が担当する「特別研究」（研究指導科目）の履修登録をする。

１月
論文を専攻に提出する。
論文発表会にて，研究内容を発表する（併せて最終試験（口頭試問）が行われる）。

３月
課程修了判定
学位授与
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6　学位論文評価基準

修 士 論 文 （満たすべき水準）
　修士（工学）及び修士（理学）の学位論文は，評価項目１～５の評価点の合計点が 60 点以上かつ評
価項目６を遵守していると認められる者を合格とする。
１　研究の主体性
　　　論文作成者が主体的に取り組んだ研究により作成された論文であること
２　研究課題の妥当性・意義
　　　研究課題が専攻学術領域において妥当なものであり，かつ学術的・社会的な意義を有すること
３　研究方法の適切性
　　�　先行研究を十分に理解・検討し，研究課題との関連及び相違を明確に提示するとともに，研究課

題と専攻学術領域に求められる研究方法を採用し，研究結果の処理や分析・考察が適切かつ十分に
示されていること

４　研究内容の新規性・独創性・有用性
　　　研究内容に新規性，独創性又は有用性が認められること
５　論文の論理性
　　�　論文の構成・論述が明確かつ適切で，結論に至る論理展開に一貫性が認められること，並びに論

文の体裁・語句の使用・文章表現・図表の作成法が的確で，情報や文献の引用が適切であること
６　学術研究における倫理性
　　　学術研究が従うべき規範と研究倫理を遵守していること
（審査体制）
　学位論文の審査は，研究指導教員を中心に，当該専攻の分科委員会構成員及び専攻が定める教員によ
り行う。
（審査方法）
　修士論文審査期間に，修士論文の内容及び発表会における発表内容と質疑により審査する。

特定の課題
についての
研究の成果

　建築学専攻「建築設計特別研究」では，修士論文に代えて特定の課題についての研究の成果の評価を
行う。特定の課題についての研究成果とは，研究に基づいて作成される建築の設計作品であり，趣旨，
図面及び作品を立体的に表現するもの（模型等）によって構成されるものとし，以下の基準で評価される。

（満たすべき水準）
　修士（工学）の学位論文は，評価項目１～５の評価点の合計点が 60 点以上かつ評価項目６を遵守し
ていると認められる者を合格とする。
１　研究の主体性
　　　設計作品作成者が主体的に取り組んだ研究により作成された設計作品であること
２　研究課題の妥当性・意義
　　　研究課題が専攻学術領域において妥当なものであり，かつ学術的・社会的な意義を有すること
３　研究方法の適切性
　　�　先行研究を十分に理解・検討し，研究課題との関連及び相違を明確に提示するとともに，専攻学

術領域に求められる研究方法を採用し，研究成果が適切かつ十分に示されていること
４　研究内容の新規性・独創性・有用性
　　�　研究内容に新規性，独創性又は有用性が認められること
５　設計作品の論理性
　　�　設計作品の構成が明確かつ適切で，設計作品に至る論理展開に一貫性が認められること，並びに

設計作品の体裁・語句の使用・趣旨，図面及び作品を立体的に表現するもの（模型等）が的確で，
情報や文献の引用が適切であること

６　学術研究における倫理性
　　�　学術研究が従うべき規範と研究倫理を遵守していること
（審査体制）
　特定の課題についての研究成果の審査は，研究指導教員を中心に，分科委員会構成員及び専攻が定め
る教員により行う。
（審査方法）
　修士論文審査期間に，特定の課題についての研究成果及び発表会における発表内容と質疑により審査
する。
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博 士 論 文 （満たすべき水準）
　博士（工学）及び博士（理学）の学位論文は，評価項目１～５の評価点の合計点が 60 点以上かつ評
価項目６を遵守していると認められる者を合格とする。
１　研究の自立性
　　　論文作成者が自立して取り組んだ研究により作成された論文であること
２　研究課題の妥当性・意義
　　　研究課題が専攻学術領域において妥当なものであり，かつ学術的・社会的な意義が高いこと
３　研究方法の適切性
　　�　先行研究を十分に理解・検討し，研究課題との関連及び相違を明確に提示するとともに，研究課

題と専攻学術領域に求められる研究方法を採用し，研究結果の処理や分析・考察が適切かつ十分に
示されていること

４　研究内容の新規性・独創性
　　　研究内容に新規性及び独創性が認められること
５　論文の論理性
　�　�　論文の構成・論述が明確かつ適切で，結論に至る論理展開に一貫性が認められること，並びに論

文の体裁・語句の使用・文章表現・図表の作成法が的確で，情報や文献の引用が適切であること
６　学術研究における倫理性
　　　学術研究が従うべき規範と研究倫理を遵守していること
（審査体制）
　理工学研究科長は，分科委員会の審議を経て，審査委員会の構成を決定する。審査委員会の主査は，
分科委員会委員とする。審査委員会の構成員は，２名以上（主査１名，副査１名以上）とし，２名以上
の分科委員会委員を含むものとする。ただし，必要があると認めるときは，２名を超えない範囲で他研
究科の教員，他大学又は研究機関の教職員等を加えることができる。原則として５名を超えないものと
し，当該専攻の定める必要研究業績の共著者ではない者１名以上を含むものとする。
（審査方法）
　審査委員会は，論文発表会における論文の内容及び関連する専門分野について口頭試問，並びに外国
語（英語）及び専攻学術に関する口頭試問により，学位論文が学位授与に相応しい水準に達しているか
どうか審査を行う。

日本大学学則

学則全文は学部ホームページに掲載されていますので，確認してください。

URL：https://www.cst.nihon-u.ac.jp/graduate_school/about/edu_info/

QR コード :　
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日本大学学位規程

昭和34年３月31日制定
令和５年３月10日改正
令和５年４月１日施行

（趣　旨）
第 �1 条　この規程は，日本大学学則に定めるもののほか，日本大学（以下「本大学」という）が授与する学位につい
ての必要事項を定める。

（学位の種別）
第 2条　本大学において授与する学位は，学士，修士，博士及び専門職学位とする。
 2 　学士の学位に付記する専攻分野の名称は，次のとおりとする。
	 法 学　　　　文 学　　　　社 会 学　　　　社会福祉学
	 教 育 学　　　　体 育 学　　　　心 理 学　　　　地 理 学
	 理 学　　　　経 済 学　　　　商 学　　　　芸 術
	 国 際 関 係　　　　危機管理学　　　　工 学　　　　医 学
	 歯 学　　　　生物資源学　　　　獣 医 学　　　　薬 学
 3 �　修士の学位に付記する専攻分野の名称は，次のとおりとする。ただし，学術の専攻分野の名称は，学際領域等
専門別に区分し難い分野を専攻した者について授与する。

	 法 学　　　　政 治 学　　　　新 聞 学　　　　文 学
	 社 会 学　　　　教 育 学　　　　心 理 学　　　　理 学
	 経 済 学　　　　商 学　　　　芸 術 学　　　　国 際 学
	 危機管理学　　　　スポーツ科学　　　　工 学　　　　生物資源科学
	 国 際 情 報　　　　文 化 情 報　　　　人 間 科 学　　　　学 術
 4 �　博士の学位に付記する専攻分野の名称は，次のとおりとする。ただし，学術の専攻分野の名称は，学際領域等
専門別に区分し難い分野を専攻した者について授与する。

	 法 学　　　　政 治 学　　　　新 聞 学　　　　文 学
	 社 会 学　　　　教 育 学　　　　心 理 学　　　　理 学
	 経 済 学　　　　商 学　　　　芸 術 学　　　　国 際 関 係
	 工 学　　　　医 学　　　　歯 学　　　　生物資源科学
	 獣 医 学　　　　薬 学　　　　総合社会文化　　　　学 術
 5 　専門職学位の学位は次のとおりとする。
	 法務博士（専門職）
（学位授与の要件）
第 3条　本大学の学部を卒業した者には，本大学学則の定めるところにより，学士の学位を授与する。
 2 　本大学大学院の修士課程を修了した者には，本大学学則の定めるところにより，修士の学位を授与する。
 3 　本大学大学院の博士課程を修了した者には，本大学学則の定めるところにより，博士の学位を授与する。
 4 �　本大学大学院の専門職学位課程を修了した者には，本大学学則の定めるところにより，専門職学位の学位を授
与する。

 5 �　博士の学位は，本大学大学院の博士課程を修了しない者であっても論文を提出してその審査及び試験に合格し，
かつ，専攻学術に関し，本大学大学院の博士課程の教育課程を修了して学位を授与される者と同等以上の学識を
有することを，試問により確認された場合には，授与することができる。

（論文の提出）
第 �4 条　本大学大学院の博士課程を修了しない者が，博士の学位の授与を申請するときは，学位授与申請書，論文の
要旨及び論文審査手数料 20 万円を添え，学位に付記する専攻分野の名称を指定して論文を学長に提出しなければ
ならない。
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 2 �　本大学大学院の博士課程に所定の修業年限以上在学し，所定の授業科目及び単位を履修したのみで退学した者
が，再入学しないで博士の学位の授与を申請するときも，前項の規定による。ただし，退学後１年以内に論文を
提出するときは，論文審査手数料を納付することを要しない。

 3 　前 2項の規定により提出した論文及び一旦納付した論文審査手数料は，還付しない。
（論　文）
第 �5 条　前条第 1項又は第 2項により提出する論文は，１編に限る。ただし，参考として他の論文を添付することが
できる。

 2 　審査のため必要があるときは，論文の訳文，模型又は標本等の材料を，提出させることができる。
（分科委員会の指定）
第 �6 条　第 4条第 1項又は第 2項の規定により論文の提出があったときは，学長は，大学院委員会の議を経て，その
論文を審査すべき分科委員会を指定し，その審査を付託する。

（審査委員会）
第 �7 条　前条の規定により論文審査を付託された分科委員会は，その研究科の教員 2名以上から成る審査委員会を設
ける。

 2 �　分科委員会は，審査のため必要があると認めるときは，前項の規定にかかわらず，他の研究科の教員その他前
項以外の教員を審査委員会の委員のうちに加えることができる。

（審査並びに試験及び試問）
第 8条　審査委員会は，論文審査並びに試験及び試問を行う。
 2 �　試験は，論文を中心として，これに関連のある科目について行う。
 3 �　試問は，口答試問及び筆答試問により，専攻学術に関し，本大学大学院において博士課程を修了して学位を授
与される者と同等以上の学識を有することを，確認するために行い，外国語については 2種類を課する。ただし，
外国語については，分科委員会が特別の事由があると認めるときは，１種類のみを課することができる。

（試問の免除）
第 �9 条　第 4条第 2項の規定により学位の授与を申請する者が，退学の後，博士後期課程に入学した時から起算して
6年（ただし，医学，歯学，獣医学及び薬学にあっては博士課程に入学した時から起算して 8年）以内に論文を提
出したときは，試問を免除することができる。

（審査期間）
第 �10 条　審査委員会は，第 4条第 1項又は第 2項の規定により論文が提出された日から 1年以内に，論文審査並び
に試験及び試問を終了しなければならない。ただし，特別の事由があるときは，分科委員会の審議を経て，その
期間を 1年以内に限り延長することができる。

（審査委員会の報告）
第 �11 条　審査委員会は，論文審査並びに試験及び試問を終了したときは，直ちに論文の内容の要旨，論文審査の結
果の要旨，試験の結果の要旨及び試問の成績に，学位を授与できるか否かの意見を添え，分科委員会に文書で報
告しなければならない。

 2 �　審査委員会は，論文審査の結果，その内容が著しく不良であると認めるときは，試験及び試問を行わないこと
ができる。この場合には，審査委員会は，前項の規定にかかわらず，試験の結果の要旨及び試問の成績を添付す
ることを要しない。

（分科委員会の審議）
第 12 条　分科委員会は，前条第 1項の報告に基づいて，学位を授与すべきか否かを審議する。
 2 �　前項の審議には，委員全員の 3分の 2以上の出席を必要とする。ただし，公務又は出張のため出席することが
できない委員は，委員の数に算入しない。

 3 �　学位を授与できるものと意見を集約するには，出席委員の 3分の 2以上の賛成がなければならない。
（研究科長の内申）
第 �13 条　分科委員会が前条の意見を集約したときは，その分科委員会の長である研究科長は，論文とともに，論文
の内容の要旨，論文審査の結果の要旨，試験の結果の要旨及び試問の成績を添付し，学長に学位授与の可否につ
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いて内申しなければならない。ただし，試験及び試問を経ないで，学位を授与できないものと意見を集約したと
きは，試験の結果の要旨及び試問の成績を添付することを要しない。

（学位の授与）
第 �14 条　学長は，前条の内申に基づいて，学位授与の可否を決定し，学位を授与すべき者には，所定の学位記を授与し，
学位を授与できない者には，その旨を通知する。

（学位論文の要旨等の公表）
第 �15 条　本大学は，博士の学位を授与したときは，学位を授与した日から 3か月以内にその学位論文の内容の要旨
及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表する。

（学位論文の公表）
第 �16 条　博士の学位を授与された者は，学位を授与された日から 1年以内に，その学位論文の全文を公表しなけれ
ばならない。ただし，既に公表したときは，この限りでない。

 2 　前項の規定により学位論文を公表する場合には，日本大学審査学位論文である旨を明記しなければならない。
 3 �　第 1 項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない事由がある場合には，大学院委員会
の承認を得て当該論文の全文に代えて，その内容を要約したものを公表することができる。この場合において，
本大学は，求めに応じて当該論文の全文を閲覧に供する。

 4 �　博士の学位を授与された者が行う第 1項及び前項の規定による公表は，本大学が定める所定の手続に基づき，
インターネットの利用により行うものとする。

（学位授与の取消し）
第 �17 条　学位を授与された者が，その栄誉を汚す行為をしたとき又は不正の方法により学位の授与を受けた事実が
判明したときは，学長は，分科委員会の審議を経て，学位の授与を取り消し，学位記を還付させ，かつ，その旨
を公表する。

 2 �　分科委員会において前項の意見を集約するには，委員全員の 3分の 2以上の出席を必要とし，かつ，出席委員
の 4分の 3以上の賛成がなければならない。第 12 条第 2項ただし書の規定は，この場合に準用する。

（文部科学大臣への報告）
第 �18 条　本大学において博士の学位を授与したときは，本大学は，学位を授与した日から 3か月以内に，学位授与
報告書を文部科学大臣に提出する。

（学位記及び書類の様式）
第 19 条　学位記及び学位申請関係書類は，（様式第 1号）から（様式第 8号）までによるものとする。
　　　　　　　附　　則
　この規程は，令和 5年 4月 1日から施行する。
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日本大学大学院理工学研究科博士後期課程博士論文審査に関する内規

平成 21 年６月11日制定　　令和２年12月10日改正
平成 21 年４月１日施行　　令和２年５月８日施行
平成 29 年３月16日改正　　令和３年11月11日改正
平成 29 年４月１日施行　　令和４年４月１日施行
平成 29 年６月８日改正　　令和４年３月23日改正
平成 29 年５月13日施行　　令和４年４月１日施行
平成 30 年７月12日改正　　令和７年３月13日改正
平成 31 年４月１日施行　　令和７年４月１日施行
令和元年７月11日改正　　令和７年 9月25日改正
令和元年５月10日施行　　令和７年10月１日施行

（目的）
第�１条　この内規は，日本大学学則（以下「学則という」及び日本大学学位規程（以下「学位規程」という）により，
理工学研究科（以下「研究科」という）における博士論文の申請及び審査に関し必要事項を定める。

（博士論文申請に必要な研究業績）
第２条　博士論文提出に当たり，別表１に掲げる当該専攻が定めた研究業績を必要とする。
２�　学則第 106 条第３項ただし書き及び同条第５項ただし書きに基づき，特に優れた研究業績を上げた者については，
別表２に掲げる当該専攻が定めた研究業績を必要とする。

（専攻内説明会の開催申請）
第�３条　研究指導教員は，博士論文提出条件を充足していることを確認の上，専攻内説明会開催申請に当たり博士論
文提出条件「必要研究業績」の別刷り又は掲載決定通知を添えて所定の用紙を専攻主任に提出する。

（専攻内説明会）
第�４条　専攻主任は，申請書を受理した場合，専攻内説明会（以下「説明会」という）を開催し，博士論文提出の可
否について決定する。説明会には必要に応じて他専攻教員等も出席できる。

（博士論文の提出）
第�５条　専攻主任は，提出された論文が説明会において博士論文に値すると認められたとき，審査委員会（主査・副
査）の構成案を決定し，論文受理申請及び論文発表会開催申請に当たり所定の用紙を研究科長に提出する。

（審査委員会）
第�６条　審査委員会については，学位規程第７条のほか別に定める「理工学研究科学位論文審査委員会に関する申合
せ」による。

（論文発表会）
第�７条　論文発表会の開催は，次の各号による。
　①　論文発表会は，専攻主任が主催する。
　②�　論文発表会は，審査委員会構成員のほか，別表３に定める専門分野の系列の関連専攻に所属する分科委員会委

員によって構成される。
　③　論文発表会には，関係する内外の教員及び研究者を参加させることができる。
（審査委員会の報告）
第�８条　審査委員会は，学位規程第 11 条による報告のほか，所定の用紙による論文発表会の報告書を分科委員会に
提出する。

（分科委員会の審議）
第�９条　分科委員会の審議は，学位規程第 12 条による。
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　　　　　　　　附　　　　則
１　この内規は， 令和７年 10 月１日から施行する。
２�　別表１に掲げる当該専攻が定めた研究業績は， 令和４年度入学者から適用する。令和３年度以前の入学者は，従
前の例による。
３　平成 13 年９月 15 日制定の「 日本大学大学院理工学研究科学位申請論文審査に関する内規 」は廃止する。

　別表１
専攻別博士論文提出条件

専　　攻 必要研究業績

土 木 工 学 専 攻 審査付き論文１編

交通システム工学専攻 審査付き論文１編

建 築 学 専 攻 審査付き論文１編

海 洋 建 築 工 学 専 攻 審査付き論文１編

まちづくり工学専攻 審査付き論文１編

機 械 工 学 専 攻 審査付き論文１編

精 密 機 械 工 学 専 攻 審査付き論文１編

航 空 宇 宙 工 学 専 攻 審査付き論文１編

電 気 工 学 専 攻 審査付き論文１編

電 子 工 学 専 攻 審査付き論文１編

情 報 科 学 専 攻 審査付き論文１編

物 質 応 用 化 学 専 攻 審査付き論文２編

物 理 学 専 攻 審査付き論文１編

数 学 専 攻 審査付き論文１編

地 理 学 専 攻 審査付き論文１編

量 子 理 工 学 専 攻 審査付き論文１編

備考
　各専攻の審査付き論文の要件については，別に定める。

　別表２
専攻別博士論文提出条件（学則第 106 条第３項ただし書き又は同条第５項ただし書き対象者）

専　　攻 必要研究業績

土 木 工 学 専 攻 審査付き論文３編

交通システム工学専攻 審査付き論文３編

建 築 学 専 攻 審査付き論文２編

海 洋 建 築 工 学 専 攻 審査付き論文３編

まちづくり工学専攻 審査付き論文３編

機 械 工 学 専 攻 審査付き論文３編

精 密 機 械 工 学 専 攻 審査付き論文３編

航 空 宇 宙 工 学 専 攻 審査付き論文３編

電 気 工 学 専 攻 審査付き論文３編

電 子 工 学 専 攻 審査付き論文３編
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専　　攻 必要研究業績

情 報 科 学 専 攻 審査付き論文３編

物 質 応 用 化 学 専 攻 審査付き論文４編

物 理 学 専 攻 審査付き論文３編

数 学 専 攻 審査付き論文１編

地 理 学 専 攻 審査付き論文２編

量 子 理 工 学 専 攻 審査付き論文３編

備考
　各専攻の審査付き論文の要件については，別に定める。

　別表３
学内発表会関連専攻一覧表

専門分野 専　　　　攻

土木・建築・地理系
土木工学専攻，交通システム工学専攻，建築学専攻，海洋建築工学
専攻，まちづくり工学専攻，地理学専攻

機 械 系 機械工学専攻，精密機械工学専攻，航空宇宙工学専攻

電 気 系 電気工学専攻，電子工学専攻，情報科学専攻

応化・物理・数学系 物質応用化学専攻，物理学専攻，数学専攻，量子理工学専攻



﻿

－193－

博士論文審査及び博士の学位申請における必要研究業績に係る
審査付き論文の要件に関する申合せ

令和３年11月11日制定

　「日本大学大学院理工学研究科博士後期課程博士論文審査に関する内規」別表１及び「日本大学大学院理工学研究
科学位申請論文審査に関する内規」別表１の必要研究業績における「審査付き論文」の要件について，以下のとおり
申し合わせる。

１�　「日本大学大学院理工学研究科博士後期課程博士論文審査に関する内規」別表１の必要研究業績における「審査
付き論文」は，以下に掲げる要件を満たすものとする。
　①�　申請者が主たる役割を果たした著者となる論文であり，厳正な査読を経て国際的な水準にある学術雑誌等に掲

載又は掲載の決定がなされているものであること。
　②　専攻が定める以下の要件を満たす論文であること。

（土木工学専攻）
　�　博士論文との関係が深く，申請者が筆頭著者である論文で，土木学会論文集，またはそれと同等である
と土木工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られた論文集に掲載または掲載の決定がなされている
こと。

（交通システム工学専攻）
　�　博士論文に関係の深い論文であり，厳正な査読（２名以上の査読者によるピア・レビュー）が実施され
ている国内あるいは国際の学術雑誌あるいは会議プロシーディング（講演要旨集）に掲載または掲載の決
定がなされた論文で，交通システム工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの（著者順は問
わないが，申請者が論文作成に主要な貢献をしていること）。

（建築学専攻）
　�　博士論文に関係の深い論文であり，かつ以下のいずれかに該当するものであること。
　１�　申請者が筆頭著者であり，日本建築学会構造系論文集，日本建築学会計画系論文集，日本建築学会環

境系論文集のいずれかに掲載又は掲載の決定がなされているもの。
　２�　上記１と同等であると建築学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの。
（海洋建築工学専攻）
　�　以下の１および２を満たすものとする。
　１�　申請者が筆頭著者の審査付き論文であることを原則とする。
　２�　博士論文に関係の深い論文であり，かつ適切な査読体制を持つ国際的な水準にある学術雑誌における

審査付き論文として掲載（掲載決定を含む）され，海洋建築工学専攻の専攻内審査会の議を経て研究業
績と認められたもの。

（まちづくり工学専攻）
　�　申請者が筆頭著者であり，かつ博士論文に関係の深い論文で，まちづくり工学専攻の大学院分科委員会
委員の合意が得られたもの。

（機械工学専攻）
　�　博士論文に関係の深い論文であり，かつ適切な査読体制を持つ国際的学術雑誌における審査付き論文と
して掲載（掲載決定を含む）され，機械工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの（著者順
は原則として申請者が筆頭著者であること）。

（精密機械工学専攻）
　�　博士論文に関係の深い論文であり，かつ適切な査読体制を持つ国際的な水準にある学術雑誌における審
査付き論文として掲載（掲載決定を含む）され，精密機械工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得ら
れたもの（申請者が筆頭著者であること）。

（航空宇宙工学専攻）
　�　博士論文に関係が深く，申請者が筆頭著者であり，航空宇宙工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が
得られた論文。
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（電気工学専攻）
　�　博士論文に関係の深い論文であり，かつ以下のすべてに該当するものであること。
１�　申請者が筆頭著者であるもの。
２�　次に示す学会の論文集又はそれと同等であると電気工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られた
ものに掲載又は掲載の決定がなされているもの。
　・電気学会　・電子情報通信学会　・応用物理学会
　・IEEE（Institute of Electrical and Electronics Engineers）
（電子工学専攻）
　�　博士論文に関係の深い論文であり，かつ以下のいずれかに該当するものであること。
１�　申請者が筆頭著者であり，電子情報通信学会論文誌に掲載又は掲載の決定がなされているもの。
２�　申請者が筆頭著者であり，適切な査読体制を持つ国際的学術雑誌における審査付き論文として掲載（掲
載決定を含む）され，電子工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの。

（情報科学専攻）
　�　博士論文に関係の深い論文が含まれていること。上記①における学術雑誌等には，査読が実施されてい
る国際会議プロシーディング（講演要旨集）及び情報科学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られた
ものを含む。

（物質応用化学専攻）
　�　博士論文に関係の深い論文であり，かつ以下の全ての要件を満たすものとする。
１�　申請論文中，２編以上は申請者が筆頭著者であること。
２�　全て原著論文であること。
３�　１編以上の論文は英語で執筆されていること。
（物理学専攻）
　�　博士論文に関係の深い内容であり，厳正な査読が実施されている審査付きの学術雑誌に掲載（掲載決定
を含む）された論文であること（著者順は問わない）。

（数学専攻）
　�　博士論文に関係の深い論文であり，かつ以下のいずれかに該当するものであること。
１�　各専門分野の第一人者を編集者とした査読体制が構築されている国際的学術雑誌や成書において，審査
付き論文として掲載決定がなされた論文（著者順は問わない）。
２�　上記１と同等であると，数学専攻の教授および准教授が認める出版物。
（地理学専攻）
　�　以下の１および２を満たすものとする。
１�　博士論文に関係が深く，申請者を筆頭著者とする論文であること。
２�　厳正な査読を経て国際的な水準にある学術雑誌等に掲載（掲載決定を含む）された論文として，地理学
専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの。

（量子理工学専攻）
　�　博士論文に関係の深い論文であり，かつ適切な査読体制を持つ国際的学術雑誌における審査付き論文又
は査読が実施されている国際会議プロシーディング（講演要旨集）として掲載（掲載決定を含む）され，
量子理工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの（著者順は問わない）。

２�　「日本大学大学院理工学研究科学位申請論文審査に関する内規」別表１の必要研究業績における「審査付き論文」
は，以下に掲げる要件を満たすものとする。
　①�　申請者が主たる役割を果たした著者となる論文であり，厳正な査読を経て国際的な水準にある学術雑誌等に掲

載又は掲載の決定がなされているものであること。
　②　専攻が定める以下の要件を満たす論文であること。

（土木工学専攻）
　�　学位申請論文に関係が深く，申請者が筆頭著者である論文で，土木学会論文集，またはそれと同等であ
ると土木工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られた論文集に掲載または掲載の決定がなされてい
ること。ただし，１編は申請者が筆頭著者ではない論文を含めることができる。
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（交通システム工学専攻）
　�　学位申請論文に関係の深い論文であり，厳正な査読（２名以上の査読者によるピア・レビュー）が実施
されている国内あるいは国際の学術雑誌あるいは会議プロシーディング（講演要旨集）に掲載または掲載
の決定がなされた論文で，交通システム工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの（著者順
は問わない）。ただし，申請者が筆頭著者である論文を含むこと。

（建築学専攻）
　�　学位申請論文に関係の深い論文であり，かつ以下のいずれかに該当するものであること。
１�　申請者が筆頭著者であり，日本建築学会構造系論文集，日本建築学会計画系論文集，日本建築学会環境
系論文集のいずれかに掲載又は掲載の決定がなされているもの。
２�　上記１と同等であると建築学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの。
（海洋建築工学専攻）
　以下の１および２を満たすものとする。
１�　申請者が主たる著者の審査付き論文であることを原則とする。
２�　学位申請論文に関係の深い論文であり，かつ適切な査読体制を持つ国際的な水準にある学術雑誌におけ
る審査付き論文として掲載（掲載決定を含む）され，海洋建築工学専攻の専攻内審査会の議を経て研究業
績と認められたもの。

（まちづくり工学専攻）
　�　申請者が筆頭著者であり，かつ学位申請論文に関係の深い論文で，まちづくり工学専攻の大学院分科委
員会委員の合意が得られたもの。

（機械工学専攻）
　�　学位申請論文に関係の深い論文であり，かつ適切な査読体制を持つ国際的学術雑誌における審査付き論
文として掲載（掲載決定を含む）された論文又は査読が実施されている国際会議プロシーディング（講演
要旨集）であり，機械工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの（著者順は原則として申請
者が筆頭著者であること）。

（精密機械工学専攻）
　�　学位申請論文に関係の深い論文であり，かつ適切な査読体制を持つ国際的な水準にある学術雑誌におけ
る審査付き論文として掲載（掲載決定を含む）され，精密機械工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が
得られたもの（申請者が筆頭著者であること）。

（航空宇宙工学専攻）
　�　学位申請論文に関係が深く，申請者が筆頭著者であり，航空宇宙工学専攻の大学院分科委員会委員の合
意が得られた論文。

（電気工学専攻）
　�　学位申請論文に関係の深い論文であり，かつ以下のすべてに該当するものであること。
１�　申請者が筆頭著者であるもの。
２�　次に示す学会の論文集又はそれと同等であると電気工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られた
ものに掲載又は掲載の決定がなされているもの。
　　・電気学会　・電子情報通信学会　・応用物理学会
　　・IEEE（Institute of Electrical and Electronics Engineers）
（電子工学専攻）
　�　学位申請論文に関係の深い論文であり，かつ以下のすべてに該当するものであること。
１�　申請者が筆頭著者であるもの。又は筆頭著者が，申請者が主たる役割を果たした著者であると認めたもの。
２�　適切な査読体制を持つ国際的学術雑誌，又は国際会議プロシーディング（講演要旨集）に掲載（掲載決
定を含む）された論文であり，電子工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの。

（情報科学専攻）
　�　学位申請論文に関係の深い論文が含まれていること。上記①における学術雑誌等には，査読が実施され
ている国際会議プロシーディング（講演要旨集）及び情報科学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得ら
れたものを含む。

（物質応用化学専攻）
　�　学位申請論文に関係の深い論文であり，かつ以下の全ての要件を満たすものとする。
１�　申請論文中，３編以上は申請者が筆頭著者であること。
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２�　全て原著論文であること。
３�　２編以上の論文は英語で執筆されていること。
（物理学専攻）
　�　学位申請論文に関係の深い内容であり，厳正な査読が実施されている審査付きの学術雑誌に掲載（掲載
決定を含む）された論文又は査読が実施されている国際会議プロシーディング（講演要旨集）であること（著
者順は問わない）。ただし，少なくとも１編はプロシーディングでないこと。

（数学専攻）
　�　学位申請論文に関係の深い論文であり，かつ以下のいずれかに該当するものであること。
１�　各専門分野の第一人者を編集者とした査読体制が構築されている国際的学術雑誌や成書において，審査
付き論文として掲載決定がなされた論文（著者順は問わない）。
２�　上記１と同等であると，数学専攻の教授および准教授が認める出版物。
（地理学専攻）
　�　以下の１および２を満たすものとする。
１�　学位申請論文に関係が深く，申請者を筆頭著者とする論文であること。
２�　厳正な査読を経て国際的な水準にある学術雑誌等に掲載（掲載決定を含む）された論文として，地理学
専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの。

（量子理工学専攻）
　�　学位申請論文に関係の深い論文であり，かつ適切な査読体制を持つ国際的学術雑誌における審査付き論
文又は査読が実施されている国際会議プロシーディング（講演要旨集）として掲載（掲載決定を含む）され，
量子理工学専攻の大学院分科委員会委員の合意が得られたもの（著者順は問わない）。

３�　適　用
　�　申合せ事項１は令和４年度大学院理工学研究科博士後期課程入学者から適用し，申合せ事項２は令和４年度申請
者から適用する。
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Ⅱ

学生生活
STUDENT  LIFE

　本項目では，学生の皆さんに必要な大学の

事務手続きや学生生活に密接な事柄を収録し

ました。折りに触れ内容を確認し役立ててく

ださい。

【注意事項】

　学生の皆さんへの連絡は，「掲示及びＣＳＴ-

ＶＯＩＣＥ」によって行います。掲示等は，

常に確認するようにしてください。

　なお，確認を怠ったことにより生じた不利

益は自己責任となるので注意してください。
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◎ 学生課で取扱うもの

１　健康管理
　①　定期健康診断
　　　学生生活をより豊かに過ごすためには，心身ともに健康でなくてはなりません。
　　�　大学では学校保健安全法に基づき，原則，毎年 4月に定期健康診断を実施しています。この健康診断は学生全

員が必ず受診しなければなりません。受診できなかった場合は，外部の医療機関で実施し，健康診断結果の写し
を所属校舎保健室へ提出してください。

　　�　なお，健康診断の結果は，就職活動や進学，奨学金申請等の際に必要な健康診断証明書を発行するためのデー
タとなります。受診しなかった場合は，健康診断証明書の発行はできません。

　　　健康診断の結果は，CST-VOICE の Link 学生生活（住所変更・健診結果照会）から確認できます。
　　�　健康診断を受けた学生は，5月中旬以降にアクセスのうえ確認してください。
　②　保健室
　　　大学内で傷病が発生した場合の応急処置，健康相談等を行っています。
　　◎駿河台校舎タワー・スコラ 1階　☎03-3259-0612（直通）
　　◎船橋校舎 14 号館 1階　☎047-469-5222（直通）
　③　学校において予防すべき感染症の種類と出席停止期間の基準

学校保健安全法施行規則「感染症の予防」第 18 条，第 19 条
分類 対象疾病 出席停止の期間の基準

第１種

エボラ出血熱，クリミア・コンゴ出血熱，痘そう，南米出
血熱，ペスト，マールブルグ病，ラッサ熱，急性灰白髄炎，
ジフテリア，重症急性呼吸器症候群（病原体がコロナウイ
ルス属 SARS コロナウイルスであるものに限る。）及び鳥
インフルエンザ（病原体がインフルエンザウイルスＡ属イ
ンフルエンザＡウイルスであってその血清亜型が H5N1 で
あるものに限る。）感染症の予防及び感染症の患者に対す
る医療に関する法律（平成 10 年法律第 114 号）第６条第
７項から第９項までに規定する新型インフルエンザ等感染
症，指定感染症及び新感染症

治癒するまで

第２種

新型コロナウイルス感染症 発症した後５日を経過し，かつ，症状が軽
快した後１日を経過するまで

インフルエンザ（鳥インフルエンザ（H5N1）及び新型 
インフルエンザ等感染症を除く。）

発症した後５日を経過し，かつ，解熱した
後２日を経過するまで

百日咳 特有の咳が消失するまで又は５日間の適正な
抗菌性物質製剤による治療が終了するまで

麻しん 解熱した後３日を経過するまで

流行性耳下腺炎
耳下腺，顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現し
た後５日を経過し，かつ，全身状態が良好
になるまで

風しん 発しんが消失するまで

水痘 すべての発しんが痂皮化するまで

咽頭結膜熱 主要症状が消退した後２日を経過するまで

結核及び髄膜炎菌性髄膜炎 病状により学校医その他の医師において感
染のおそれがないと認めるまで

第３種

コレラ
細菌性赤痢
腸管出血性大腸菌感染症
腸チフス
パラチフス
流行性角結膜炎
急性出血性結膜炎

病状により学校医その他の医師において感
染のおそれがないと認めるまで

そ
の
他
の
感
染
症

※条件によっては出席停止措置が考慮される疾患
マイコプラズマ感染症
溶連菌感染症
伝染性紅斑
感染性胃腸炎　等
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　医療機関において学校保健安全法施行規則第 18 条に定める感染症と診断されると大学への出席は停止となります。
その場合は，速やかに所属校舎の保健室に電話連絡してください。また，授業の欠席については，治癒次第，授業科
目担当者に相談してください。
　なお，医療機関から大学への出席が許可されたら理工学部ホームページ「学生生活サポート情報（保健室）」の
ページから「学校感染症治癒証明書」をプリントアウトし，医療機関において作成の上，同証明書を所属校舎の保
健室に提出してください。

２　学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険
　①　学生教育研究災害傷害保険（学研災）
　　�　理工学部では，大学院及び短期大学部（船橋校舎）を含む全学生について，日本大学理工学部後援会の補助に

より，公益財団法人日本国際教育支援協会の学生教育研究災害傷害保険（以下「学研災」という）に一括加入し
ています。この保険は，正課中，学校行事中等に発生した事故により，学生が死亡又は怪我をした際に適用され
る補償制度です。

　②　学研災付帯賠償責任保険
　　�　学研災に付帯して，正課中，学校行事中等で他人に怪我を負わせた場合又は他人の財物を損壊した場合等にお

いて，法律上の損害賠償責任を負担することによって被る損害について保険金が支払われる制度です（対人・対
物合わせて１事故１億円を限度）。

3　日本大学学生の傷害及び死亡事故等に関する給付金制度
　正課又は課外活動中に傷害等を被ったときは「傷害事故報告書」を提出してください。原則として，公的医療保険
適用後，本人負担分を大学が給付する制度です。学研災との重複はできません。詳細については学生課に問い合わせ
てください。

＜注意事項＞
　①�　合宿・研修等を実施する場合は，行事開始１週間前までに必ず学生団体行事届（日程表・参加者名簿添付）

を学生課に提出してください。
　②�　給付金規程適用の事故が発生した場合は，速やかにクラス担任又は顧問を通じて，所定の傷害事故報告

書を学生課に提出してください。事故発生後１か月以内に提出されないものや，当該年度を越えた傷害事
故報告書は，給付金規程の対象になりません。

　③�　この規程は，本来の活動中に適用されるもので，移動中・休憩中・親睦旅行・懇親会（飲酒をともなう
もの）・本人の責任によるもの等には基本的に適用されません。本規程対象外の事故については，学研災に
て支払われる場合がありますので，学生課にて確認してください。

　　�　学研災は最低限の補償であり，任意保険にご自身で加入しておくことが，いざという時に役に立ちます。
団体での親睦・見学旅行等については ，旅行傷害保険等の加入をお勧めします。

　　�　また，試合・合宿等で目的地まで移動する場合は，公共交通機関や貸切バスなどを利用してください。

4　学生支援室（学生相談窓口）
　①　障がい学生支援（合理的配慮）について
　　�　障害者差別解消法の施行に伴い，日本大学理工学部，短期大学部（船橋校舎）及び大学院理工学研究科（地理

学専攻を除く）（以下「本学部」という）は，「日本大学障がい学生支援に関する基本方針」を踏まえて，ガイド
ラインを制定し，学生支援室を中心に教務課，学生課，教員等が連携して，障がい等のある学生が他の学生と等
しい条件のもと学生生活が送れるように様々な支援を行っています。支援の詳細は学生支援室にお問い合わせく
ださい。

　　　https://www.cst.nihon-u.ac.jp/campuslife/disabilities_support/
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　②　学生相談について
　　�　学生支援室では，コーディネーター及びカウンセラー，インテーカーが学生皆さんの学生生活上のさまざまな

問題（学業，進路，休学・退学，サークル活動，対人関係，性，恋愛，家庭，人生観，健康，経済，住まい等）
について，積極的に相談に応じています。

　　�　コーディネーター及びカウンセラー，インテーカーは，きめ細かく話を聞き，親身になって，ともに考え，と
もに悩み，解決への糸口を探してくれます。相談を希望する場合は，予約申込みができますので，各校舎の学生
支援室又は日本大学会館にある日本大学学生支援センターの予約フォームにて申請してください。

　　◎駿河台校舎　タワー・スコラ 1階  ☎03-3259-0611（直通）
				    　　　📧cst.suru-gakuseishien@nihon-u.ac.jp
　　◎船橋校舎　　14 号館 1階	 　　　☎047-469-5296（直通）
				    　　　📧cst.funa-gakuseishien@nihon-u.ac.jp
　　　窓口受付時間　10：00 ～ 17：00（休校・休暇日を除く月～金曜日）
　　　カウンセリング時間　10：30 ～ 16：30（休校・休暇日を除く月～金曜日）
　　　予約方法　直接来室又は学生支援室ホームページ内の予約フォームから申請
　　　https://www.cst.nihon-u.ac.jp/campuslife/counselling/
　　◎日本大学学生支援センター（日本大学会館）
　　　予約方法　電話又は予約フォームから申請
　　　　　　　　☎（予約専用）03-5275-8238
　　　学生支援センター　https://www.nihon-u.ac.jp/campuslife/counseling/counseling_center/
　　　障がい学生支援（合理的配慮）https://www.cst.nihon-u.ac.jp/campuslife/disabilities_support/

5　厚生施設関係
　①　食堂・購買部について
　　　学生の勉学，研究活動及び学生生活の向上のために食堂，学生ホール及び購買部を学内に設けています。
　　営業時間等は掲示板等で確認してください。
　　◎�駿河台校舎：1号館 2階に食堂（カフェテリア），タワー・スコラ 1階にカフェがあります。
　　　�　購買部はタワー・スコラ 1階にあり，9時から 17 時（土曜日は 9時から 13 時）まで営業し，文房具・OA機器・

製図機器等をはじめ学生生活に必要な日用品などを市価より 2～ 3 割安い価格で販売しています。
　　◎�船橋校舎：食堂棟「プラザ習志野」には，ダビンチ・パスカル・ファラディの三つのホールがあり，交替でい

ずれかの食堂が 8時 30 分から 19 時（土曜日は 8時 30 分から 15 時）まで営業をしています。
　　　�　ファラディホール 1階には，コンビニエンスストアが 8時から 20 時（土曜日は 8時から 15 時）まで営業し

ています。マナーを守って利用してください。
　　　�　購買部（文房具）は「プラザ習志野」の一角にあり，9時から 17 時（土曜日は 9時から 13 時）まで営業し，

駿河台校舎同様に市価より安い価格で購入することができます。
　②　八海山セミナーハウス
　　�　理工学部では，ゼミナール，卒業研究等の研修，アウトドアスポーツなどに利用できる八海山セミナーハウス

を設けています。
　　�　このセミナーハウスは，98 名（最大宿泊人数）が収容可能であり，研修室・談話室・食堂・ラウンジ等が設

置されています。また，附置施設として，本大学としては唯一の「天文台」が設置されています。天文台を利用
するには講習会（夏季開催）を受講する必要があります。

　　　詳細については，学生課窓口備付けのパンフレットまたは理工学部ホームページを参照してください。
　　　https://www.cst.nihon-u.ac.jp/campuslife/seminar-house/
　　　夏季休暇期間中の使用については，別途掲示等によりお知らせすることがあります。
　　　（1）所 在 地　新潟県南魚沼市山口 1666　☎025-775-3701
　　　（2）費 用　1泊 2食付　4,500 円
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　　　（3）交 通　東京駅から上越新幹線約 1時間 15 分，越後湯沢駅で乗り換え，上越線約 15 分，六日町駅下車，
　　　　　　　　　　バスで約 20 分，中手原下車，徒歩約 10 分（中手原に停車しない場合は山口下車，徒歩約 15 分）
　③　軽井沢研修所
　　�　大学本部が所管する厚生施設として，軽井沢研修所があります。使用を希望するときは，使用希望日の 10 日

前までにすべての手続きが完了するようにしてください。
　　　夏季休暇期間中の使用については，別途掲示等によりお知らせします。
　　　（1）所 在 地　長野県北佐久郡軽井沢町軽井沢 1052-1　☎0267-42-2401
　　　（2）費 用　1泊 2食付　4,200 円
　　　　　　　　　　（冬期間 11 月～ 3 月　暖房費 1名 1泊 300 円）
　　　（3）申込受付　使用日の 1か月前の月初めから
　　　（4）収容定員　学生 256 名，教職員 62 名
　　　（5）設 備　ソフトボール場 2面，テニスコート 7面，講義室等
　　　（6）交 通　東京駅から北陸新幹線約 1時間 20 分，軽井沢駅下車，徒歩約 20 分
　④　厚生施設等の申込み時の注意事項
　　　学生課で申込みをしてください。
　　　詳細については，「日本大学厚生施設案内」を参照してください。

6　奨学金等
　奨学金とは学生の皆さんが大学生活を送る間，金銭的な負担を軽減し，充実して勉学・研究に励んでもらうための
支援制度です。
　理工学研究科では，学業成績・人物などに優れた学生，経済的理由により修学が困難な学生に対し，学生の皆さん
の修学支援のために，さまざまな奨学金制度を用意しています。募集については，その都度，CST-VOICE 及び掲示
等でお知らせしますので，希望者は確認してください。
　また，奨学金には給付型と貸与型の 2種類があります。

給付型奨学金 返還義務のない奨学金です。

貸与型奨学金
返還義務のある奨学金で卒業後に返済しなければなりません。
有利子：借りた金額に利息分を上乗せして返還する
無利子：借りた合計金額をそのまま返還する

　①　日本大学の奨学金【給付型】
　　〇　大学本部関係

奨学金 種別 金額 対象 主要資格等 募集人数 募集時期

日本大学古田奨学金 20 万円 大学院
 （各専攻持ち回り） 学業成績・人物優秀 1 名 5 月

中旬

日本大学ロバート・Ｆ・ケネディ
奨学金 20 万円 大学院

 （各専攻持ち回り） 学業成績・人物優秀 1 名 5 月
中旬

日本大学創立 130 周年
記念奨学金

第 2 種 30 万円 学部・短大

経済的理由により，学費等の支弁が
困難であり，修学意思が堅固で優秀
な資質を持っている者（外国人留学
生を除く）

大学全体
で若干名

5 月
中旬

第 3 種 未定 学部・大学院・短大
災害等不測の事態により，学費等の
支弁が困難である者（外国人留学生
を除く）

大学全体
で若干名

災害の状
況により
設置する

日本大学オリジナル設計奨学金 20 万円 学部 学業成績・人物優秀，国家公務員採
用総合職試験の受験を志す者 2 名 5 月

中旬

日本大学創立 100 周年
記念外国人留学生奨学金

授業料
の半額 大学院・学部・短大

外国人留学生（在留資格「留学」）の
内，学業成績 ･ 人物優秀，その他本
大学奨学金を受けていない者

若干名 5 月
上旬
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　　〇　理工学部関係（学部・短大を含む）
奨学金 種別 金額 対象 主要資格等 募集人数 募集時期

日本大学理工学部
奨学金

第 1 種
40 万円（学部・
短大）
50 万円（大学院）

学部（2 年次以上）・
大学院・短大（2 年
次）

学業成績・人物優秀，経済的理由
により学費等の支弁困難な者

30 名（学部）
90 名（大学院）
2 名（短大）

5 月
中旬

第 2 種
40 万円（学部・
短大）
50 万円（大学院）

外国人留学生（在
留資格「留学」）
学部（2 年次以上）
・大学院・短大
（2 年次）

若干名 10 月
中旬

日本大学理工学部
後援会奨学金 50 万円 大学院 ･ 学部 ･ 短大 経済的理由により，学費等の支弁

が困難で，後援会費既納である者 40 名 9 月
中旬

日本大学理工学部
校友会奨学金 20 万円 学部・短大 学業成績・人物優秀，貸与奨学金

を受けている，卒業見込者 10 名 5 月
中旬

日本大学理工学部フジタ
奨学金 50 万円 大学院（博士前期

課程 1・2 年次）
学業成績・人物優秀，建築施工を
研究している者 4 名 4 月

上旬

日本大学理工学部
校友会特別奨学金 50 万円 大学院 ･ 学部 ･ 短大

自然災害等の罹災，あるいは家計急
変のため，学費等の支弁が困難で，校
友会準会員年会費既納の修了見込者

若干名
2 月末日

まで
随時

　②　日本学生支援機構奨学金【貸与型】
　　�　独立行政法人日本学生支援機構が運営する奨学金です。経済的理由により修学に困難がある優れた学生等に対

し学資として貸与（貸付）されるもので，貸与が終了した後，必ず返還しなくてはなりません。

採 用 方 法 予約採用，定期採用，緊急応急採用

対 　 　 象 大学院理工学研究科在学中の学生

基 　 　 準 学力・家計

貸 与 種 類
第一種奨学金（無利子）
授業料後払い制度（無利子）
第二種奨学金（有利子：3 ％を上限とし，3 ％以下の範囲で推移）

貸 与 金 額 希望月額貸与額を選択。詳細は理工学部奨学金制度をホームページで確認してください。
https://www.cst.nihon-u.ac.jp/campuslife/scholarship/

　　（1）予約採用
　　　�　大学等で入学前に予約採用の申請を行い，採用候補者として決定している場合は，進学後に所属校舎学生課

で手続きを行ってください。
　　（2）定期採用
　　　�　在学生を対象として年 2回（春・秋）に募集を行います。
　　（3）緊急採用（無利子）・応急採用（有利子）
　　　�　家計の急変（家計支持者の失職や著しい収入減，病気，事故，災害等）で奨学金を緊急に必要とする場合は，

申込みを所属校舎学生課で随時受け付けています。
　③　民間財団，地方公共団体の奨学金【給付型・貸与型】
　　�　都道府県や市区町村等の地方公共団体，民間育英団体等が提供する各種の奨学金があります。給付型と貸与型

の他，卒業後の返済支援等，様々な種類があります。詳細はCST-VOICE 及び掲示等でお知らせします。
　　�　また，その他の奨学金の中には大学を通さずに募集されているものもありますので，その場合は，直接その団

体に問い合わせてください。
　　　�なお，大学を通さずに応募する場合は，事前に応募書類の写しを学生課に提出してください。
　④　各種教育ローン
　　�　国（日本政策金融公庫）または銀行等で，学校納付金（授業料，施設設備資金），住居にかかる費用（アパー

ト・マンションの家賃等），教科書代・教材費等の教育費用を融資の対象としたローンの制度があります。詳細は，
それぞれのホームページを参照してください。
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　⑤　JASSO災害支援金
　　�　自然災害等により，学生又はその生計を維持する者が居住する住宅に半壊以上等の被害を受けた場合，日本学

生支援機構（JASSO）が寄附金事業として支援金（10 万円）を支給しています。
　　　詳細は日本学生支援機構ホームページを確認し，申請する場合は学生課に所定の書類を提出してください。
　　　https://www.jasso.go.jp/kihukin/shienkin/index.html

7　通学定期乗車券
　通学定期乗車券は，現住所の最寄駅から，大学の最寄駅までの最短経路に限って使用できる乗車券です。通学以外
の目的で購入することはできません。
　①　通学定期乗車券の購入について
　　　通学定期乗車券購入の際は，次の手順で購入してください。
　　　（1�）CST-VOICE 内にある「各種ドキュメント（学生用）」の「学生課」に掲載している「学生証裏面シール申請（通

学定期乗車券購入用含む）」を確認し，「申請用フォーム」から手続きしてください。
　　　（2�）学生課では，申請された経路に誤りがないかを確認し，適正な経路と認めた場合に限り，学生証裏面学籍

シールの所定箇所に「経路確認」印を押印しますので，学生証に貼付してください。
　　　　�　なお，住所等を変更しているにもかかわらず，大学登録住所等の変更手続きがされていない場合は，通学

経路の確認はできません。
　　　（3�）駅窓口で「経路確認」印が押印された学生証を提示することで，通学定期乗車券を購入できます。
　　　　※　上記通学経路確認は，住所変更等，やむを得ない場合を除き変更できません。
　　　　※�　学生課窓口での申請対応は行っておりません。必ず，CST‐VOICE掲載の「申請フォーム」から手続き

してください。通学定期乗車券発行（購入）に伴う通学経路確認の手続きが変更になった場合は，CST‐
VOICE又は掲示等でお知らせします。

　②　通学証明書について
　　�　一部交通機関（バス等）では，「経路確認」印が裏面に押印された学生証の提示と併せて，「通学証明書」の提

出が必要になる場合があります。
　　�　「通学証明書」の発行が必要な場合は，「申請フォーム」内の「通学証明書欄」から申請してください。なお，

申請があった場合でも，利用交通機関や経路により大学側で不要と判断する場合は，発行いたしません。
　③　実習用通学定期乗車券について
　　�　実習又は研究等の目的で，学校以外（通学定期乗車券区間外）の場所に通う場合は，実習用通学定期乗車券発

行の手続が必要となります。発行にあたっては事前に大学から各鉄道事業者へ申請し，承認を得る必要があります。
申請から実習用通学定期乗車券を購入するまでに１か月程度を要しますので，使用する１か月前までに学生課に
申し出てください。

　　�　なお，アルバイト及び課外活動（サークル活動）等，単位修得以外の目的の場合は，実習用通学定期乗車券は
使用できませんので，通常乗車券，回数乗車券，又は通勤定期乗車券を購入してください。

　④　不正購入・不正使用の厳禁
　　�　学生証，通学証明書等に事実と異なる住所・通学区間を記載して通学定期乗車券を購入したり，通学証明書又

は通学定期乗車券を他人に使用させたりすることは，不正購入・不正使用となりますので絶対に行わないでくだ
さい。

　　�　発覚すると差額運賃が追徴されるだけでなく，学則による懲戒，刑事処罰の対象となります。また，日本大学
の全学生に対して通学定期乗車券の発売及び学割の発行停止という措置がなされることもあります。

　⑤　定期券の購入場所
　　�　定期券は原則発着する駅での購入となりますが，実際の取扱いは鉄道会社によって異なりますので，各鉄道会

社のホームページ等で確認してください。
　　�　なお船橋校舎の最寄り駅（東葉高速鉄道船橋日大前駅）での通学定期乗車券の取扱いはありませんので，各自

確認の上，購入してください。
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8　学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）
　学割証は JR 等の片道 101km以上乗車の場合に，普通乗車券を 2割引で購入できます。学割証は，自動発行機で
発行しています。
　また，年間 1人に対する発行枚数は原則 10 枚とし，一度に申し込める枚数は，2枚までとします。有効期限は発
行の日から 3か月間です。学割証を利用して購入した普通乗車券を使用する時は学生証の携帯が必要です。

9　学生団体割引乗車券
　教職員が 1名以上引率し，学生が合宿・遠征・クラスの研修等により 8名以上でまとまって JRを利用する場合は，
普通運賃の 5割引が適用されます。利用する場合は JRの駅又は旅行会社が発行する所定の申込用紙を持参し，学生
課で承認印を得てください。
　なお，割引承認の際，所定の学生団体行事届（教職員 1名以上の引率者と学生 8名以上の参加者名簿）の提出が必
要となります。

10　車両通学
　①　自転車通学
　　（1）船橋校舎
　　　　自転車通学（駐輪場利用）の許可は，次の条件を満たす必要があります。
　　　　㋐　自転車損害賠償保険等に加入していること。
　　　　　※　千葉県自転車条例
　　　　㋑　自転車防犯登録をしていること。
　　　　　※　自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律
　　　　㋒　自転車通学許可範囲が，船橋校舎から直線距離 8km以内であること。
　　　　　※　8km以遠から通学する場合は，公共交通機関を利用してください。
　　（2）駿河台校舎
　　　　自転車通学を禁止しています。
　②　オートバイ通学
　　　船橋校舎，駿河台校舎共にオートバイ通学を禁止しています。（原動機付自転車を含む）
　③　自動車通学
　　　船橋校舎，駿河台校舎共に自動車通学を禁止しています。
　④　駐輪場利用の注意事項（船橋校舎西門・中央門）
　　（1）許可後，ステッカーを受け取り，自転車本体（指定場所）に貼ってください。
　　（2）駐輪する自転車は必ず施錠してください（ツーロックを推奨します）。
　　（3）他の自転車の駐輪の妨げになる行為は，しないでください。
　　（4）駐輪場の管理に支障を及ぼす行為は，しないでください。
　　（5）駐輪場における盗難・破損・事故等については，本学部は一切関知しません。
　　（6�）ステッカーの貼っていない自転車は，本人確認ができるまで大学で保管しますが，汚損・破損・盗難・事故

等が生じても一切の責任は負いません。また，３ヶ月以上放置されている自転車は廃棄物として処分します。
　⑤　車両に関する注意喚起
　　�　オートバイ（原動機付自転車を含む）や自動車による通学を禁止していますが，校舎周辺の商業施設内，民間

駐車場及び公道上に長時間駐車し，警察署から指導を受けるという事案が発生しています。周辺地域の方々に迷
惑にならないよう良識を持って行動しましょう。

11　アルバイト
　アルバイトは，学業とのバランスを十分に考慮した上で決めてください。肉体労働，各種調査（外勤），深夜業務等は，
給与が良くても，学業に影響を与え，事故に対する問題等もあることから，できる限り控えてください。
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12　学生寮・住まい
　①　学生寮
　　　大学直営の 6つの学生寮があります（千葉県松戸市（男子寮 1ヶ所），東京都内（男子寮 2ヶ所・女子寮 3ヶ所））。
　　　入寮に関する照会・申込み
　　　　日本大学学生部学生課　☎03-5275-8425（月～金 10：00 ～ 16：00）
　②　日本大学提携学生寮
　　　日本大学が提携している学生寮をご紹介しています。
　　　業務委託会社：株式会社共立メンテナンス
　　　https://nichidai-dormy.com/
　③　日本大学理工学部アパート・マンション紹介
　　　アパート等の紹介は，専門業者に委託しております。
　�　特に新入生は，これからの学生生活において，自分の大切な生活環境をよく整え，他人やその地域の住民に迷惑
のかからないよう注意してください。
　�　また，アパート等については貸主と契約書等を交わした場合でも，もう一度よく確認し，トラブルのないよう十
分注意してください。
　業務委託会社：㈱学生情報センター津田沼店

〒 274-0825　千葉県船橋市前原西 2-14-2　津田沼駅前安田ビル 8階
JR津田沼北口徒歩 2分
☎0120-749-194　FAX 047-473-7493
https://www.cst.nihon-u.ac.jp/campuslife/apartment/

13　遺失物
　学内で拾得された遺失物は，一定期間学生課で保管します。
　所持品を紛失したときは，学生課前のショーケース及び学生課窓口を確認してください。また，拾得物は直ちに学
生課に届けてください。他の学生と類似する教科書や教材等には，記名や目印を付ける等の工夫をすることにより，
自分の持ち物であることを明確にすることができます。また，遺失物として学生課に届けられたものは，本人確認が
できる情報が含まれている場合，速やかにお返しすることが可能です。
　本学部内における拾得物の取扱いについては，所轄警察署と相談の上，以下のとおり取扱います。

詳　　細 保管期間 備　　考

一般的な拾得物
衣類，書類，傘，各種ケーブル，
イヤフォン等

３か月

貴重品

PC，スマートフォン １か月 保管期間終了後は，所轄警察署へ届出

現金，財布，クレジットカード，
貴金属等

１週間 保管期間終了後は，所轄警察署へ届出

14　課外活動（学生団体（サークル）の活動）
　①　課外活動の意義
　　�　大学教育は，専門的学術の教授と知性の練磨をその中心的機能とし，豊かな人間形成を図ることを目的として

います。
　　�　学生生活の中での課外活動は，正課の教育課程と異なり，あくまでも学生が自主的に行う集団活動です。
　　�　それは大学という共同社会においてグループ活動による実践的な経験を通じ，社会生活上必要な自立性・協調

性を体得することはもちろんのこと，卒業後社会のリーダーとしての指導力及び創造力などを養う場として重要
視されているからです。近年，大学教育の著しい普及と学生意識の多様化などによって，学生と教職員との人間
的な触れ合いの場がますます強く求められてきています。
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　　�　このような観点から，本学は学生団体（サークル）の活動を課外活動の一環としてとらえ助育しています。
　　�　学生の皆さんがその意義を十分に理解し，より豊かな，充実した学生生活を送るよう希望します。ただし，学

生団体（サークル）の活動にのみ打ち込んで，本来の目的である学業がおろそかにならないよう自覚し，責任あ
る行動を心掛けてください。

　　�　自分の趣味・能力，あるいは勉学との関係を考えて学生団体（サークル）を選び，教室外での友人・先輩・後
輩を通して，学生生活の楽しさを味わいながら，豊富な経験と高い教養を身に付けることを大学は期待しています。

　　�　学生団体（サークル）は，船橋校舎では習志野サークル連合会，駿河台校舎では部・サークル連絡協議会に加
盟し，大学側と話し合いの機会を持つとともに，自主的な運営により成果を上げています。

　　�　なお，学生団体（サークル）に入部するときには十分内容を検討し，学生団体（サークル）の代表者に直接会っ
て状況を聞くことも大切です。

　②　学生団体（サークル）入部について
　　�　年度始めに新入部員の募集を行います。学生団体（サークル）に入部する場合は，目的をしっかり持って学生

団体（サークル）の代表者から，部活動の内容等の説明を受けた上で入部してください。
　　（大学本部所属の学生団体（サークル）に入部するときは，必ず学生課に申し出てください。）
　　なお，募集時期以外の入部希望者は学生課又はサークル室へ行き説明を受けてください。
　　各学生団体（サークル）情報は，学部ホームページに掲載されています。（サークル紹介）

15　施設使用
①　駿河台校舎

施　　設 平　　日 土 曜 日 所　　管
会議室 9 時 ～ 22 時 9 時 ～ 22 時 庶　務　課
実験実習室及び研究室 9 時 ～ 22 時 9 時 ～ 22 時 庶　務　課
教室 9 時 ～ 22 時 9 時 ～ 22 時 教　務　課
サークル室 9 時 ～ 22 時 9 時 ～ 22 時 学　生　課
体育施設 9 時 ～ 22 時 9 時 ～ 22 時 学　生　課
食堂 17 時 ～ 20 時 17 時 ～ 20 時 学　生　課
理工学研究所の諸施設 9 時 ～ 22 時 9 時 ～ 22 時 研究事務課

②　船橋校舎

施　　設 平　　日 土 曜 日 所　　管
会議室 9 時 ～ 22 時 9 時 ～ 22 時 庶　務　課
実験実習室及び研究室 9 時 ～ 22 時 9 時 ～ 22 時 庶　務　課
教室 16 時 40 分 ～ 19 時 9 時 ～ 18 時 教　務　課
サークル室 8 時 30 分 ～ 21 時 30 分 8 時 30 分 ～ 21 時 30 分 学　生　課
屋外体育施設 16 時 30 分 ～ 19 時 9 時 ～ 18 時 学　生　課
屋内体育施設 16 時 30 分 ～ 20 時 9 時 ～ 18 時 学　生　課
食堂 16 時 30 分 ～ 19 時 13 時 ～ 19 時 学　生　課
中央庭園ステージ 16 時 30 分 ～ 19 時 13 時 ～ 18 時 学　生　課
理工学研究所の諸施設 9 時 ～ 22 時 9 時 ～ 22 時 研究事務課

　学生団体（サークル）の活動において，体育施設，教室等施設を使用する場合は，「日本大学理工学部施
設使用に関する内規」別表に示す所管課に申込期限確認の上，所定用紙にて学生課へ申し込んでください。
　また，日曜日・祝日・大学が定めた休日，夏・冬季の長期休暇期間中及び定期試験及び理解度確認各期
間中等は，施設の使用が制限されますが，特別に必要と認めた場合のみ承認することがありますので，所
管課で確認してください。
　各施設の申し込みは，使用日の３日前（使用日の３日前が休・祝日等の場合はその前日）までに所管課
に所定用紙を提出してください。



﻿

－207－

16　学生団体（サークル）（学部登録済み）紹介〈令和 8年 3月現在〉

駿河台校舎所属団体
《学術系学生団体》 《運動系学生団体》

円陣会
建築構造デザイン研究会
建築写真研究会
地盤研究会
水理環境研究会
テーマパークサイエンスサークル
物理であそぼ

合気道部
ウェイトトレーニング部
剣道部
工科空手部
ゴルフ部
山岳部
柔道部
日本大学理工学部硬式庭球部
バスケットボール部
洋弓部
陸上競技部
理工学部スキー部Ｎ．Ｕ．Ｔ．Ｓ
ワンダー・フォーゲル
TOKYO HOT BUDDY（サウナ同好会）

《文化系学生団体》

ＳＦ研究会
音楽研究会
科学サークルＥＢＩ
軽音楽研究会
子どもと一緒にデザインしよう会
CST 国際交流会
駿河台理科教育サークル
ダンス同好会
天文研究会
MOON LIGHT JAZZ CREATORS

船橋校舎所属団体
《学術系学生団体》 《運動系学生団体》

セキュリティラボ Infinity（フットサル）
基礎スキー同好会
準硬式野球部
ソフトテニス部
釣り同好会
習志野サイクリング同好会
ハング・グライダ一部
理工アメリカンフットボール部
理工学部卓球部
理工サッカー部
理工自動車部
理工シューティングクラブ
理工ソフトボールサークル
理工・短大バレーボール部
理工軟式野球部
理工バドミントン部

《文化系学生団体》

現代音楽研究会（軽音楽）
航空研究会
Ｃ．Ｌ．Ｂ（漫画研究会）
写真サークル－ＯｐｔＯ－
将棋研究会
鉄道研究会
習志野コンピュータークラブ
日大理工Ｅ・Ｓ・Ｓ（英会話研究会）
メカトロニクス研究会

《日本大学本部所属学生団体》

グライダー部（運動）

※ 理工学部学生団体の活動情報については，理工学部ホームページ又は短期大学部ホームページで確認してください。
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17　学部行事
　①　各学科オリエンテーション・研修旅行
　　�　当該学科の学生間はもちろんのこと，教員との親睦と交流，さらにチームワークを図る目的で，学科別にスポー

ツ大会・研修会・旅行等を実施しています。学生・教員ともに楽しく有意義な一日を過ごすために配慮されてい
ます。詳細については，各学科で確認してください。

　②　日本大学スポーツ大会
　　�　日本大学本部が主催する全学行事としてのスポーツ大会で，毎年 5月下旬から 10 月中旬にかけて，陸上競技，
柔道，剣道，テニス，ソフトテニス，バスケットボール，バレーボール，卓球，軟式野球，サッカー，バドミン
トンの競技会が行われます。また，冬季にはスキー競技会が行われ各学部の代表選手が参加し熱戦が繰りひろげ
られます。

　③　学部祭（駿河台校舎・船橋校舎）
　　�　学部祭は学生・教職員が一体となって参加する学部挙げての祭典です。学生が中心となって企画・運営されます。
　　�　駿河台校舎開催は毎年 10 月上旬～中旬，船橋校舎開催は毎年 10 月下旬～ 11 月初旬の時期に開催し，研究発表，

展示，アトラクション，コンサート，講演会，模擬店等，多彩な催しが企画されます。
　　�　学部祭実行委員会は毎年 4月に発足します。実行委員会では，より充実した特色ある学部祭を開催すべく各学

科・サークルはもちろんのこと，多くの学生の皆さんの参加・協力を募っています。
　　�　詳細は，学部祭実行委員会又は学生課に問い合わせてください。
　④　学術講演会（研究事務課所管）
　　�　学術講演会は毎年 12 月上旬（予定）に開催され，大学院及び学部等学生の学習成果の発表の場となっています。
　　�　学生の皆さんには，日頃の学習の成果を発表し，また，興味のある成果発表を聴講できる機会となっています。

18　キャンパス内全面禁煙
　�　受動喫煙を防止するため，駿河台・船橋両キャンパスとも指定場所以外は全面禁煙となっています。学生の皆さ
んの協力をお願いします。

19　学生用掲示板の使用
　�　理工学部公認団体及び登録団体等の学生団体は，学生用の掲示板が使用できます。事前に学生課の許可を得て使
用してください。

20　盗難防止
　�　個人の荷物や貴重品（財布，スマートフォン，パソコン等）を教室，図書館，食堂や廊下のベンチ等の共有スペー
スに安易に置いたまま，気付くと盗難にあってしまったという事案が多く見受けられます。個人の貴重品は常に携
帯し，日頃から自己管理に努め，盗難の発生を未然に防ぐよう対策してください。
　�　万が一，盗難に遭った場合や貴重品等の紛失時は学生課に連絡後，最寄りの警察署へ相談するとともに，クレジッ
ト・キャッシュカード等が入っている場合は，カード会社等へ連絡してください。

21　長期休暇期間中の注意
　�　長期休暇期間中は，とかく気持ちが緩むことがあり，事故に直接結び付く危険性を帯びる時期です。
　�　健康管理に留意するとともに事故防止に努めてください。
　�　なお，研修・合宿等で日本大学理工学部の団体として行動する場合は，事前に必ず所定の学生団体行事届を学生
課に提出してください。無届けの行事で発生した傷害事故については，大学の傷害事故等給付金規程の適用が受け
られません。
　�　また，別途旅行傷害保険等に加入することを推奨することに加え，移動は公共交通機関を利用してください。

22　海外渡航
　※�　社会情勢の変化や疫病その他の理由で海外渡航を中止又は許可しない場合があります。
　①�　個人手配で留学・海外インターンシップ・観光等により海外へ渡航する場合は，所属校舎の学生課へ留学先（渡

航先）・期間・連絡先等を届け出なければなりません。
　�　�　また，海外へ渡航する場合は，外務省の「海外安全ホームページ」で危険情報等を確認の上，「海外安全虎の巻」

を参考にトラブル発生時の対応についてシミュレーションを行うことが必要です。日本人は必ず「たびレジ」又
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は「在留届」に登録してください。
　�※　「海外安全虎の巻」及び「たびレジ」は海外安全ホームページから確認できます。
　　　外務省　「海外安全ホームページ」　https://www.anzen.mofa.go.jp/
　②�　外国人留学生が母国に一時帰国する場合は，所属校舎の学生課へ帰国先・期間・連絡先等を届け出なければな

りません。所属する学科のクラス担任又は指導教員にも報告が必要となります。

23　飲酒に関する注意
　　大学では，あらゆる機会において，学生の皆さんに飲酒事故等防止に関する以下の注意喚起を行っています。
　�　過度の飲酒行為は，重大事故につながることを深く認識し，本学学生としてより一層節度ある行動をとってくだ
さい。

1 　20 歳未満の飲酒禁止
2 　飲酒強要の禁止
3 　イッキ飲み・早飲み等過度の飲酒行為の禁止
4 　酒に酔った上での迷惑行為等の禁止
5 　自己飲酒限度量の把握
6 　飲めない人への配慮等飲酒マナーの徹底
7 　飲酒による体調不良者への対処の徹底（近隣病院等への搬送又は救急車等の要請）

24　インターネット利用上の注意喚起
　�　本学の学生が SNS等に，試験時における不正行為，20 歳未満の飲酒・喫煙等社会的ルールから外れた行為を行っ
た，あるいは，行ったと見せかける内容を書き込む事例が報告されています。
　�　このような書き込みは，その内容とともに本人の個人情報の流失，流布だけでなく本学の名誉を傷つけ，学友・
校友等の関係者，家族等多くの人々に多大な迷惑を及ぼします。
　�　本学学生としての本分に反する行為が判明した場合は，学則に基づき，厳正に懲戒を行うので，学生としてのモ
ラルを遵守し，軽率な行為に及ぶことのないよう，十分留意してください。

25　インターネットによる犯罪行為に関する注意喚起
　�　近年インターネット上で，オンラインショッピングサイト等における詐欺事件等犯罪行為に関する勧誘等が問題
となっています。
　�　また，オンラインゲームから安易なアルバイトの話をもちかけられ，振り込め詐欺の「受け子」や「出し子」と
して重大な犯罪に関与し逮捕される事案も発生しています。
　�　犯罪の被害者にも加害者にもならないよう良識を持って行動しましょう。

26　薬物等への注意喚起
　�　薬物使用の開始の背景には，好奇心，周囲の人々からの誘い，薬物を手に入れやすい環境等があるといわれてい
ます。一度薬物依存症になった脳は，元の状態に戻らないと考えられ，健康を害し，死に至る事例もあります。
　�　また，使用者自身のほか，家族，社会にも多大な迷惑をかけることにもなりますので，薬物の誘い等があった場
合は，毅然とした態度で断ってください。

27　詐欺等の被害にあわないための注意
　①　振り込め詐欺
　　�　振り込め詐欺とは，電話やメール等で相手をだまし，金銭の振り込みを要求する犯罪行為の総称です。代表的

なものに「振り込め詐欺」と「架空請求詐欺」があります。
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（1）振り込め詐欺
　　�　家族や親族を装い，電話でお金が必要な状況を作り上げてお金を振り込ませる詐欺。最近では，警察

官，弁護士，鉄道関係者，暴力団員などを名乗って示談金や賠償金及び還付金等を詐取しようとするケー
スも多発しています。このような詐欺被害にあわないために，普段から事実確認手段などについて家族
と話し合っておく必要があります。家族内の「合言葉」を決めておくことも有効です。

（2）架空請求詐欺
　　�　不特定多数の者に対し，架空の事実に基づいて料金を請求する詐欺。「情報通信料」「アダルトサイト

利用料」といった名目で，E メール，はがき，封書，電報などで通知してきます。無視することが基本
対策ですが，電話で直接振り込みを強要するケースもあります。

  ※ このような詐欺に遭遇したときは，警察に連絡・相談することを勧めます。

　②　悪質商法
　　�　悪質商法（悪徳商法）には，実に多くの種類があり，また，常に新しい手口が開発されているため，被害が後

を絶ちません。ここでは学生の皆さんが被害にあいやすい代表的な手口を紹介し，注意を喚起しておきます。

（1）アポイントメントセールス
　　�　電話で有利な条件などを提示して，喫茶店や営業所に呼び出し，商品やサービスの契約を強引に結ば

せる商法。異性が誘惑して呼び出すデート商法という手口もあります。
　　�※英会話教材，アクセサリー，各種会員権等

（2）キャッチセールス
　　�　駅前や街頭でアンケートの回答を求めたりして喫茶店や営業所に引きずり込み，契約を強引に結ばせ

る商法。最初は氏名や携帯電話番号を聞きだし，後で連絡してくることもあります。
　　�※エステ会員権，化粧品，アクセサリー，家具等

（3）ネガティブ・オプション（送りつけ商法）
　　�　注文していない商品を一方的に送りつけ，受取人に支払い義務があると勘違いさせて代金の支払いを

狙う商法。
　　�※書籍，雑誌，DVD ソフト，同窓会名簿等

（4）就職商法
　　�　アルバイトの求人広告を出し，面接に来た者に商品を買わせたり，採用という形で呼びつけ商品を買

わせる商法や大学周辺で就職活動調査と称して学生に近づき，個人情報を聞き出したり，高額な講座を
受講させてトラブルとなる事案等があります。

　　�※着物，補正下着，化粧品等
（5）インターネット詐欺
　　�　人気のある商品を販売するなど虚偽の情報を掲載し，購入希望者に代金を振り込ませて詐取する方法。

代金振り込み後に連絡不通になることが多く，また，ネットオークションでのトラブルも多発しています。
　　�※コンサートチケット，薬物等

（6）連鎖販売取引（ネットワークマーケティング，マルチ商法）
　　�　一般的には，商品を購入して他者に売りつけ，買い手が増えるたびにマージンが得られる商法。
※�　多様な方式が存在し一概に違法とは言い切れないが，購入した商品が売れずに借金が増え，友人を強引

に勧誘してトラブルになることが多いようです。

　　�　このほかにも多種多様な悪質商法があります。被害にあわないための基本姿勢は，「おいしい話には裏がある」
という意識を常に持ち，誘惑や強要に屈しないことです。もし契約をしてしまっても，クーリング・オフなどの
方法で解約できることが多いので，消費者センターなどに相談して迅速に対応することが肝要です。

　③　偽装勧誘活動
　　�　サークル活動の勧誘と偽って，カルト宗教団体等に加入させる事例が多発しています。最初は大学のサークル関係
者を装って接近し，住所や電話番号などの個人情報を手に入れて，電話や訪問で執拗な勧誘を行い，入会を強要す
る手口が典型的です。いったん入会してしまうと，経済的・精神的に大きな負担を負いますし，退会も非常に困難です。

　　�　「ためしに」，「とりあえず」といった勧誘の決まり文句に乗せられないように，断固とした意志をもって断り，
個人情報は絶対に提供しないようにしてください。また，キャンパス内でこのような勧誘を受けたときは，学生
課まで連絡してください。
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　④　主な相談先リスト
　　○警視庁総合相談センター　　　　　　　　☎ 03-3501-0110 又は #9110（プッシュホン）
　　○千葉県警察本部「相談サポートコーナー」☎ 043-227-9110 又は #9110（プッシュホン）
　　○消費者庁「消費者ホットライン」　　　　 ☎ 188
　　○東京都消費生活総合センター　　　　　　☎ 03-3235-1155
　　○千葉県消費者センター　　　　　　　　　☎ 047-434-0999
　　※このほか，地方自治体単位で消費者センターが設置されていますので，最寄のセンターに相談することもできます。
　　　国民生活センターのホームページに全国消費生活センター等一覧が掲載されています。（http://www.kokusen.go. jp/）

28　災害に備えて
　①　大地震発生の場合
　�　災害の中でも，特に地震はいつ起こるかわかりません。一人一人が地震に対する認識があると，いざというとき
に大きな混乱を防ぐことができます。日頃から迅速かつ安全に行動できるように心がけておきましょう。

○講義中のとき
　�まずは，自分の身を守ってください。揺れがおさまったら，落ち着いて教員の指示に従ってください。大勢の人間

が勝手な行動をとると，出入り口や階段などで将棋倒しなどが起こり，大変危険です。
○エレベーターのとき
　全部の階のボタンをすぐに押してください。止まった階ですぐに降ります。
○実験室のとき
　�大きな実験装置の転倒防止を日常から心がけましょう。化学薬品が飛散すると火傷や火災の原因になることがあり

ます。揺れがおさまったら，ガスや電気の元を切り，ガラスの破片に気をつけ速やかに避難してください。

キャンパス内の場合

○自宅のとき
　��揺れを感じたら，机の下などにもぐりこみ，落下物から身を守り，余裕があれば，扉や窓を開けて出口を確保し

ましょう。日常から高いところに物を置かない，たんすや棚は固定する，非常口の確認を行うなどの対策を行う
ことが大切です。

〇歩行中のとき
　�高層ビルの近くでは，看板や窓ガラスの破片が落ちてくることがあります。道路や住宅に面したところでは，自

動販売機やブロック塀が倒れてくることがあります。かばんなどで頭を保護しながら落下物から身を守りましょう。
○電車やバスに乗っているとき
　�あわてて外に飛び出さず，車内放送をよく聞いて，乗務員の指示に従ってください。

キャンパス以外の場合

①  外へ逃げるときはあわてずに
②  エレベーターは絶対に使用しない
③  狭い路地やブロック塀，自動販売機には近づかない
④  避難前には再度電気・ガスの安全確認を行う
⑤  避難は徒歩で，車・オートバイは使用しない
⑥  避難は皆で協力し合う
⑦  正しい情報による確かな行動をとる

「地震時の避難の心得」
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　②　火災発生の場合
　　実際に火災が起きてしまったり，発見したりしたときには以下の点に留意して，すばやく行動しなければなりません。
　よく覚えておきましょう。

①  「火事だ」と大声を出して周囲の人に知らせる
②  周囲の人の援助を求める
③  廊下にある非常ベルを押す
④  周囲の人（誰か特定する）に，119 番通報および警備員室への通報を指示する
⑤  周囲の人と協力して，室内・廊下に設置されている消火器等で初期消火にあたる
⑥  天井に火が燃え移ったら消火を諦め，部屋のドアを閉めて速やかに避難する
⑦  避難するときは，残留者の有無を確認する

「火災に気づいたら」

①  煙が発生したら，ハンカチ等を口と鼻に当て姿勢を低くして避難する（余裕があれば，ハンカチ等を水に浸す）
②  煙の中は一気に走り抜ける
③  エレベーターは絶対に使用しない
④  いったん逃げ出したら再び戻らない
⑤  けがをしている人がいるときは，周囲の人と協力して共に避難する
⑥  逃げ遅れている人がいるときは，避難後，消防隊に知らせる

「火災時の避難の心得」

地震時の避難場所

　駿河台校舎は「※地区内残留地区」と認められた地区です。これにより地震発生の際，すぐに避難を開始するものではなく，校舎等に留まり，
被災状況を把握してください。ただし，建物等の倒壊の恐れがある場合は，「災害時退避場所」（北の丸公園・皇居外苑・皇居東御苑・日比谷公園・
外濠公園・真田堀運動場）に一時的に避難してください。
　火災発生の際は，教職員の指示に従ってください。
※「地区内残留地区」とは東京都が実態調査に基づいて，建物の不燃化が進み，大規模な延焼火災の危険性が少ないと認めて指定した地域です。
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　③　災害時の安否情報
　�　地震などの災害時には電話がつながりにくくなります。災害時に迅速に自身の安否を伝え，家族や親しい人の安
否情報を入手するためにも，日頃から周囲の人たちと災害時の通信手段について話し合っておくことが大切です。
災害時の通信手段の 1つとして，各通信事業者が災害時に提供する伝言板サービス等が有効です。体験利用などを
積極的に活用し，「もしも……」の時に備えておきましょう。

　　災害時の通信手段の例
〔NTT東日本〕
・災害用伝言ダイヤル（171）→ 171 をダイヤル
　�地震等の災害発生時に，被災地の方の安否を気遣う通話が増加し，被災地への通話がつながりにくい状況（ふ
くそう）になった場合，速やかにサービスを提供します。詳細は，
　https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/

・災害用伝言板（web171）
　インターネットを利用して被災地の方の安否確認を行う伝言板です。詳細は，
　https://www.ntt-east.co.jp/saigai/web171/

＊上記サービスの体験利用提供日
　①　毎月 1日，15 日　00 : 00 ～ 24 : 00
　②　正月三が日（1月 1日 00 : 00 ～ 1 月 3 日 24 : 00）
　③　防災週間（8月 30 日 9 : 00 ～ 9 月 5 日 17 : 00）
　④　防災とボランティア週間（1月 15 日 9 : 00 ～ 1 月 21 日 17 : 00）

〔その他の通信事業者〕
・NTTドコモ	 https://www.docomo.ne.jp/info/disaster/
・au		  https://www.au.com/mobile/anti-disaster/
・SoftBank	 https://www.softbank.jp/mobile/service/dengon/boards/

※�　理工学部では，万一の地震や火災に備えて学生の皆さんが安全に行動できるように防災マニュアルを整
備しています。「防災情報」としてホームページに掲載していますので，ぜひ参照してください。
　https://www.cst.nihon-u.ac.jp/campuslife/disaster.html

　④　被災したら
　�　被災状況・安否確認等を実施することがあります。被災され被害にあわれた場合は，学生課に相談してください。
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◎ 教務課で取扱うもの
１　学生証
　学生証は，本学学生としての身分を証明するものですから，次の注意事項をよく読み，常に携帯し，大切に扱わな
ければなりません。
　①�　学生証は，本学教職員の請求があった場合は，いつでも提示しなければなりません。特に試験時に携帯しない

場合は受験できません。
　②　学生証は，他人に貸与又は譲渡してはいけません。
　③　学生証は，通学定期乗車券の購入や学生生徒旅客運賃割引証（学割証）の申し込みに必要です。
　④　学生証を破損又は紛失した場合は，直ちに再交付の手続きをしてください。
　⑤　学生証は，修了・退学等によって学籍を失ったときは直ちに返還してください。
　⑥　学生証の有効期限は在学期間中です。
　⑦�　学生証は ICカードとなっており，裏面には「学生証裏面学籍シール」を貼付します。「学生証裏面学籍シール」

については，次のことに注意してください。
　　（1）「学生証裏面学籍シール」の有効期限は 1年間で，毎年 4月に交付します。貼付していない場合は無効です。
　　（2）「学生証裏面学籍シール」の受領後，直ちに学生番号・氏名等を確認してください。
　　（3）「学生証裏面学籍シール」は，学生生徒旅客運賃割引証（学割証）の発行控となります。
　　（4�）現住所を変更した場合など「学生証裏面学籍シール」の交換が必要な場合は，直ちに学生課に申し出て新たな

「学生証裏面学籍シール」の交付を受けてください。

２　証明書
　各種証明書を請求するときは，証明書自動発行機を利用してください。
　証明書自動発行機で，必要事項をメニュー画面に従って，選択（タッチパネル操作）し，発行手数料を入れることで，
証明書の交付を受けることができます。

３　休学・復学
　病気その他やむを得ない事由により，3か月以上修学することのできない者は，保証人連署による「休学願」（所
定用紙）を提出して許可を得て原則として入学年度を除き，その年度あるいは，前・後学期を休学することができま
す。ただし，入学年度の後学期については，修学困難な事由の場合は，認めることがあります。
　「休学願」を教務課で受領後，理由等必要事項を記入の上，クラス担任及び専攻主任の認印を得た後，教務課へ提
出します。診断書等その事由を証明する書類がある場合は，証明書類を添えてください。
休学期間は 1学期又は 1年とし，通算して在学年数の半数を超えることはできません。休学期間は修業年数（修了の
ために在籍しなければならない期間）に算入されません。
　休学理由が解消し復学を希望するときは，「復学願」を提出して許可を得てください。ただし，復学は学期の始め
からとなりますので，前学期の休学者は 8月中旬までに，後学期及び年間の休学者は 2月中旬までに手続きを済ませ
てください。
　なお，休学が許可された場合，学費等は次のとおり取り扱われます。詳細については，会計課へお問い合わせくだ
さい。
　①　休学を許可された者の休学期間中の授業料その他所定の学費について
　　（1）　5月 31 日までにその学年の休学を願い出た者は，当該年度の前学期分及び後学期分を徴収しない。
　　（2）　6月 1 日から 11 月 30 日までの間に，その学年の休学を願い出た者は，当該年度の後学期分を徴収しない。
　　（3）　5月 31 日までに前学期の休学を願い出た者は，当該年度の前学期分を徴収しない。
　　（4）11 月 30 日までに後学期の休学を願い出た者は，当該年度の後学期分を徴収しない。
　②�　上記①により学費を徴収されなかった者からは，学費を徴収されない学期ごとに，休学在籍料として 6万円を

徴収する。
　③�　上記①により休学を願い出て休学を許可された者が既に当該学期分の学費を納めている場合，当該学期分の学
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費は返還します。
　④�　上記①により休学を願い出て休学を許可された者が休学期間中に退学等により学籍を失った場合，徴収した休

学在籍料は返還しません。

４　退　学
　病気その他やむを得ない事由により，退学しようとする者は，保証人連署による「退学願」（所定用紙）を提出し，
許可を得てください。
　「退学願」を教務課で受領後，理由等必要事項を記入の上，クラス担任及び専攻主任の認印を得た後，教務課へ提
出してください。診断書等その事由を証明する書類がある場合は，証明書類を添えてください。
　※ 1 　休学・退学については，「日本大学学則（抜粋）」を参照すること。
　※ 2 　3 か月以内の欠席（病気・忌引・その他）については，各自で科目担当教員に申し出ること。

５　現住所・氏名等の変更届
　本人，保証人，授業料等納付者及び緊急連絡先の現住所・電話番号等が変更になったときは，速やかに「学生生活
支援（住所変更・健診結果照会）」（CST-VOICE にリンクあり）にて，変更の手続きを行ってください。
　なお，本人又は保証人の氏名が変更になった場合は，市区町村が発行する証明書及び学生証を持参の上，教務課窓
口にて，手続きを行ってください。

６　日本大学大学院理工学研究科博士後期課程 研究奨励制度に関する内規について
　本制度は，本研究科の大学院教育・研究強化施策の一環として，博士後期課程学生の研究活動を奨励するため，研
究奨励費を支給することにより，博士後期課程への進学を促進し，経済的負担を軽減することで，多様な人材の確保
及び研究環境の充実を図るものです。
　詳細はホームページをご確認ください。
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◎ キャリアデザインセンターで取扱うもの

　入学時からのキャリア支援・相談，就職活動時期の就職支援・相談は，学科の教員からアドバイスを受けたり，学科
事務室で就職資料や企業からの求人票を閲覧することもできます。キャリアデザインセンターでは，各学科と連携を取
りながら，キャリア形成や就職に関するバックアップを行っていますので，学年・学科関係なく利用することができます。
　駿河台校舎…… タワー・スコラ 6階
　船橋校舎……… 13 号館 1階　※�令和 8年 4月から就職指導課・キャリア支援センターは「キャリアデザインセンター」へ

名称変更。

1　就職支援プログラム・キャリア支援プログラム
　�　大学院生対象の就職支援講座は，学部生と共通し年間計画に基づいて実施しています。一部，事前申込みが必要
なものや，有料のプログラムもあります。
　※最新の就職支援情報は，以下にて確認できます。
　　日本大学理工学部　就職支援情報　https://sites.google.com/view/cstcareer/top

　＜主なプログラム例＞
　　�インターンシップ講座，適性試験対策講座，適性試験模試（SPI・玉手箱），総合就職ガイダンス，業界・企業・

職種研究講座，履歴書・エントリーシート講座，企業訪問対策講座，面接講座，模擬面接・模擬グループディス
カッション，業界・企業研究セミナー，学内（合同・個別）企業説明会，技術士第一次試験対策講座　など

　　●公務員採用試験対策
　　　�各種コース講座（基礎養成，夏期集中，実践，直前ワンポイント，合格完成，国家総合職対策），公務員就職

ガイダンス，合格体験談～合格者が語る公務員合格への道～，論作文対策，面接カード対策，面接対策，個別
面接指導（面接カード添削・模擬面接）　など

　　●教員採用試験対策
　　　�教員就職ガイダンス，教員採用試験合格者の話を聴く会，公開模擬試験，教員研究講座，論作文対策講座，面

接対策講座，直前ガイダンス，模擬面接　など

2　就職・キャリア相談
　�　経験豊富なキャリアアドバイザーが常駐しており，学年，学科にかかわらず，幅広い相談を受けています。進路
の漠然とした不安から，具体的な履歴書・エントリーシート添削，面接練習など，進路・就職に関して気軽に相談
ができます。

3　就職関連資料
　�　企業の採用情報，会社案内，インターンシップ情報，公務員募集要項，教員募集要項，各種就職関連書籍が閲覧
できます。

4　ＮＵ就職ナビ
　�　日本大学学生のための就職システムで，利用には登録が必要です。大学に集まる求人情報，
先輩の採用実績などが閲覧できます。https://uc-student.jp/nihon-u/

5　インターンシップ
　�　科目として設置されているインターンシップは教務事項となりますが，単位認定とは関係しないインターンシッ
プの募集情報閲覧，応募手続，保険手続などを取扱います。

6　学校推薦
　�　企業が学校推薦による応募を希望する場合は，学科事務室や指導教員に相談してください。大学発行の推薦書が
必要な場合は学科事務室と連絡を取り，発行手続きを行います。
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◎ 会計課で取扱うもの
１　学費の納入
　①　納入期限及び納入方法
　　�納入期限の 1か月前に振込依頼書を学費等納入者あてに郵送します。表 1の納入期限までに金融機関からお振込

ください。

　　　表 1

納期回数 1（前期） 2（後期）

納入期限 4 月 30 日 9 月 30 日

　②　納入金の内訳
　　2026 年度に入学した学生の授業料等は，表 2・3のとおりです。

　　　表 2　〔博士前期課程〕� （金額の単位は円）

学年 年度・期 入学金 授業料 実験実習費 施設設備資金 後援会費 校友会費（準会員） 計
1 入　学　時 200,000 375,000 40,000 150,000 30,000 10,000 805,000

2026 年度後期 ― 375,000 40,000 150,000 ― ― 565,000
2 2027 年度前期 ― 375,000 40,000 150,000 30,000 10,000 605,000

2027 年度後期 ― 375,000 40,000 150,000 ― ― 565,000
※数学専攻実験実習料は前，後期各 20,000 円

　　　表 3　〔博士後期課程〕� （金額の単位は円）

学年 年度・期 入学金 授業料 実験実習費 施設設備資金 後援会費 校友会費（準会員） 計
1 入　学　時 200,000 315,000 40,000 150,000 30,000 10,000 745,000

2026 年度後期 ― 315,000 40,000 150,000 ― ― 505,000
2 2027 年度前期 ― 315,000 40,000 150,000 30,000 10,000 545,000

2027 年度後期 ― 315,000 40,000 150,000 ― ― 505,000
3 2028 年度前期 ― 315,000 40,000 150,000 30,000 10,000 545,000

2028 年度後期 ― 315,000 40,000 150,000 ― ― 505,000
※数学専攻実験実習料は前，後期各 20,000 円

注（1）入学金は，入学時のみ納入。
　（2）授業料と実験実習料は，毎年同額を納入。修了延期（留年）となっても同額。
　（3�）施設設備資金は，2年次（後期課程は，3年次）まで同額を納入。ただし，休学等により施設設備資金を

納入しなかった場合には，3年目（後期課程は，4年目）以降にその不足分を納入。
　（4）後援会費は，毎年同額を納入。
　（5）校友会費（準会員）は，毎年同額を納入。
　（6）授業料等（表 2・表 3）の金額は，修了するまで改定されません。
　（7） 博士前期課程は，修了予定年度後期に，校友会費（正会員）初年度分 10,000 円を納入。
　（8） 1 年分まとめて納入を希望する場合には，会計課までご連絡ください。　☎03-3259-0598（直通）
　（9） 日本大学を卒業した者は，入学金が免除されます。
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◎ 図書館の利用

　理工学部には駿河台，船橋両校舎に図書館があります。図書館を活用して有意義な学生生活を過ごしてください。
　※図書館を利用の際は，学生証が必要です。

１　開館時間
　駿河台校舎　お茶の水校舎 4階　図書館　9時～ 21 時（土曜日は 17 時まで）

　お茶の水校舎 3階　リーディングルーム　8時～ 22 時
　船 橋 校 舎　図書館　9時～ 20 時（土曜日は 17 時まで）

13 号館 1階リーディングコーナー（自習室）　8時～ 22 時
　授業を実施していない日曜日，祝日，創立記念日，夏・冬季休暇中の一定期間，夏季休暇中の土曜日は休館です。
　開館時間の変更や臨時休館する場合は，掲示・HP等でお知らせします。
　リーディングルーム・リーディングコーナーの日曜開館はHPでお知らせしています。

図書館ホームページ   URL  https://www.lib.cst.nihon-u.ac.jp/

２　貸出
　学生証を提示してください。
　通常期の貸出冊数は 5冊です。貸出期間は 2週間です。1回に限り延長することができます。（My OPACからも申
請できます）

３　レファレンス・サービス
　資料の利用や調査に関する質問を受け付けています。カウンターに相談してください。

４　相互利用
　他学部，他大学及び他機関の図書館を利用することができます。また，文献複写・現物借用依頼も受け付けていま
す。カウンターに相談してください。

５　その他
　図書館の利用についての説明は，「図書館利用案内」及び「図書館ホームページ」を参照してください。

６　蔵書数
令和 7年 3月末現在

種類
校舎

図書（冊） 雑誌（種）
その他の資料

日本語 外国語 計 日本語 外国語 計
駿河台 133,265 89,439 222,704 1,270 1,512 2,782 293 
船　橋 142,362 72,434 214,796 283 440 723 1,965 
合　計 275,627 161,873 437,500 1,553 1,952 3,505 2,258 
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◎ 国際交流
　理工学研究科（理工学部）には，大学本部及び本学部（研究科）と取り決めのある提携校があり，交換留学制度が
設けてある大学もあります。留学生の募集については日本大学本部ホームページ（大学提携校）及び理工学部研究事
務課ホームページ（国際交流／留学）に掲載しています。
　国外留学する者は，次の事項に留意してください。
　①　留学期間等については，「日本大学学則（抜粋）」の第 6節第 27 条の 2を参照すること。
　②�　事前に，留学先での開講状況，履修要覧等を入手すること。成績（履修計画，修得単位の振替え等），留学期間，

学籍等についてよく把握しておくこと。詳細については，クラス担任，教務課に相談すること。
　③　留学に関しては，履修することについて明確な目的意識を持つこと。
　④�　留学後は遅滞無くクラス担任，事務局関連部署に必要事項を報告すること。

　派遣先大学大学院との両方の学位（修士）を 3か年で取得できるプログラムが，日本大学大学院理工学研究科とドイツ・
ダルムシュタット工科大学大学院及び韓国・韓国海洋大学校大学院との間に設けられています。

　　　学習スケジュールのイメージ

○ ダルムシュタット工科大学とのデュアル・ディグリー・プログラム
　本プログラムは，日本大学理工学部とドイツ・ダルムシュタット工科大学との学術文化交流提携のもと，3か年で日
本大学大学院理工学研究科及びダルムシュタット工科大学大学院の 2つの学位（修士）を取得することを可能とするプ
ログラムです。本学及びダルムシュタット工科大学双方の学生に対し，各々異なる文化圏で専門教育を受ける機会を与
え，国際社会において自身のキャリア展開を行い，グローバルな技術者・研究者を育成することを目的としています。
　①�　応募資格　留学期間開始時に，本学大学院理工学研究科博士前期課程土木工学・交通システム工学・建築学・

海洋建築工学専攻の 1年次に在学することが決定している者（国籍が日本以外にある場合，在留資格が「留学」
である者を除く）。ダルムシュタット工科大学土木・測量工学専攻における，2年間の独語・英語による授業及
び論文指導を含む留学生活に適応できると思われる者。所属する専攻主任及び指導教員の推薦を受けられる者。

　②　派遣人数　2名以内　　③　募集期間　留学する前年の 9月下旬（予定）
　④�　留学経費　留学先大学の授業料免除。成田空港からフランクフルト国際空港までの往復航空券を支給。その他

の経費（留学在籍料・学生寮・教材・図書費等）は個人負担。

○ 韓国海洋大学校とのダブル・ディグリー・プログラム
　本プログラムは，日本大学理工学部と韓国海洋大学校海洋科学技術大学及び工科大学との学術文化交流提携のもと，
3か年で日本大学大学院理工学研究科及び韓国海洋大学校大学院の 2つの学位（修士）を取得することを可能とする
プログラムです。本学及び韓国海洋大学校双方の学生に対し，各々異なる文化圏で専門教育を受ける機会を与え，国
際社会でのキャリア展開を先導するグローバルな技術者・研究者を育成・輩出することを目的としています。
　①�　応募資格　留学期間開始時に，本学大学院理工学研究科海洋建築工学専攻博士前期課程の 1年次に在学するこ

とが決定している者及び 2年次に在学する者。韓国海洋大学校大学院における 2年間の英語・韓国語による授業
及び論文指導を含む留学生活に適応可能な者。所属する専攻主任及び指導教員の推薦を得られる者。

　②　派遣人数　2名以内　　③　募集期間　留学する前年の 9月下旬（予定）
　④�　留学経費　留学先大学の授業料免除。成田空港から釜山国際空港までの往復航空券を支給。その他の経費（留

学在籍料・学生寮・教材・図書費等）は個人負担。

　上記の 2つのプログラムについて，派遣先大学大学院での修得単位の取り扱い，その他詳細は教務課に問い合わせ
てください。
　なお，国際情勢を鑑み，留学期間中の安全確保が難しいと判断された場合はプログラム実施を中止することがあります。

1年次 ２年次 ３年次

日本大学大学院     派 遣 先 大 学 大 学 院        日本大学大学院

理工学研究科 理工学研究科
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◎ キャンパスの主な研究施設・設備
　本学部キャンパスには，世界的レベルの研究施設・設備も多くあり，これらは教員の研究のみならず，正規授業，
大学院生・学部学生による卒業研究等の教育・研究活動にも有効に利用され，多くの実績を上げています。
　また，本学部の教職員が外部からの委託を受けて基礎開発及び実業化の研究ならびに境界領域を含めた総合的な調
査・研究等にも幅広く利用されています。

○ 船橋キャンパス
大型構造物試験センター
　実大または実大に近い大きさの大型構造物の試験ができる 30MN大型構造物試験機，反力壁のあるテストフロア
や施工実験・試験体の製作等広範に利用できる棟外試験場があり，縮小モデルから実大モデルまで，多様な試験に対
応しています。フロアには構造物の耐震性能を高い精度で検証できる多入力振動試験装置等が設置されています。こ
れらの施設設備を利用して，正規授業や教員，大学院・学部学生の教育・研究をはじめ，民間企業等との共同研究が
行われています。
https://www.str.cst.nihon-u.ac.jp

空気力学研究センター
　空気力学研究センターには大型低速風洞と 3次元煙可視化風洞があります。大型低速風洞は吹出し口が 2m×2m
の大きさで，最大 50m/s の風を流すことができる日本国内で有数の性能を持つ風洞です。この風洞は，航空機や自
動車の空力特性，建築物や大型構造物の周辺の環境風等に関する研究のための風洞実験に利用されています。併設の
3次元煙可視化風洞では煙による模型まわりの流れの可視化を行うことができます。6分力ロードセル，3分力ロー
ドセル，ロボットアームといった装置を備えており，流れ場とともに流体力の計測や動的な実験も行うことができま
す。これらの施設・装置を利用して教員，大学院生及び学部生の研究をはじめ，航空宇宙工学科，機械工学科の正規
授業，民間企業からの受託による風洞実験を行っています。
https://www.wtl.cst.nihon-u.ac.jp

先端材料科学センター
　ナノスケールで材料の表面を観察する走査型電子顕微鏡や，原子配列を観察可能な透過型電子顕微鏡，高精度に表
面加工可能な集束イオンビーム加工装置，電子線描画装置，Ｘ線光電子分光装置，SQUID-VSM装置等，ナノ材料
の研究に欠かせない多くの装置を備えています。本センターでは，半導体，磁性材料，超伝導材料から化学機能性材
料，建築材料等，広く材料物性に関する研究が行われています。研究促進のため機器講習会，材料研究者のための若
手フォーラム等を開催しています。また，文部科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」（平成 25 ～ 29 年度）「超
短時間光・物質相互作用の理解・制御が切り開く新材料・物性・デバイスの探索と創生」等の拠点となる等，多くの
世界的な成果を挙げております。
https://www.amsc.cst.nihon-u.ac.jp

環境・防災都市共同研究センター
　本施設は，文部科学省学術フロンティア推進事業に選定された「環境・防災都市に関する研究」の研究拠点として
整備された共同研究施設で，広く社会に受け入れられる研究成果を生み出すために産学連携の研究体制の下で利用さ
れています。施設内には，3次元加力を可能とする反力壁装置，並列運転や連携運転が可能な 3台の高速載荷アクチュ
エータ装置（最大加振力±400kN，最大振幅±200mm，最大速度±1.0m/sec），3次元加振が可能な電磁式振動試験装置，
試験体周辺の温度管理が可能な恒温槽付 2軸圧縮振動試験装置等様々な試験装置を保有しています。また，研究者間
の打合せや講習会等に利用できる大・小の会議室を備えています。
https://www.edpjrc.cst.nihon-u.ac.jp

マイクロ機能デバイス研究センター
　本施設は，文部科学省学術フロンティア推進事業「マイクロ機械／知能エレクトロニクス集積化技術の総合研究」
を推進するために平成 17 年に開設され，平成 21 年度から共同研究施設としての利用を開始しました。この施設では，
マイクロマシン等の超微細な機械システム，また，高機能な半導体素子，回路等の電子システムの研究開発を支援し
ています。施設では空気中の塵埃を極限まで抑えたクラス 1000（一部クラス 100）のクリーンルームが稼動し，その
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中には，シリコンウエハに超微細加工を施す装置類（両面コンタクトアライナ，プラズマエッチング装置，CVD装置等）
が導入されています。現在，マイクロマシン，マイクロロボット，センサ，耐環境デバイス，AI 素子，量子デバイ
ス等の研究テーマの支援をしています。
https://www.mdc.cst.nihon-u.ac.jp

工作技術センター
　工作実習棟と内燃機関実験棟があり，工作実習と内燃機関実験及び学内の教育・研究用機器・装置や学外からの委
託研究用機器・装置の設計・製作に当たっています。
　工作実習棟には，装置の製作を行う試作室と工作実習を行う実習室があり，実習室では鋳造・溶接・フライス盤・
NC工作機械の実習が行われています。
　内燃機関実験棟には，防音・吸排気・給排水の設備・エンジン実験等を行うためのベンチの設備が整っており，エ
ンジン性能試験や熱機関の研究等が行われています。
https://www.tech.cst.nihon-u.ac.jp

交通総合試験路
　幅 30m，全長 618mの試験コースで，密粒度のアスファルトコンクリート舗装からなり，縦断方向全長にわたって
水平を確保しています。自動車，二輪車の走行試験，小型飛行機，人力飛行機の滑走試験，運転者の生理・心理反応
特性試験や地中環境に関する調査・研究に供用されるだけでなく，グライダーの曳航実験等の正規授業，学生サーク
ル活動等においても活用されています。
http://www.rist.cst.nihon-u.ac.jp/shikenro（試験路利用予約用）
https://www.mttav.cst.nihon-u.ac.jp

テクノプレース 15
　「交流の場を核とした創造性を育む施設」，「地域社会に開かれた施設」，「周辺環境との調和と地球環境への配慮」
をコンセプトとして設計された棟であり，1階は，土木・交通モデル実験室，環境水理実験室，海洋建築試験水槽，
構造・材料実験室，氷海実験水槽，基礎構造実験室，工作実習室，航空機実験室，微小重力実験室があり，2階は，
宇宙工学実験室，航空工学実験室，落下塔，マルチホール等が設置されています。バリアフリーを考慮したエレベー
タやトイレ，環境・省エネルギー化への貢献を考えた太陽光発電パネルが設置してあります。実験・研究室の内容が
見学窓によりうかがうことができます。

測量実習センター
　測量学及び測量実習等の授業のための共通利用施設であると同時に，自然環境に関する野外調査方法の開発と研究
が行われています。収容定員約 150 名の講義教室が 2室，多数の測量機材を収納した倉庫が 2室あり，多くの学生が
測量学の講義と実習を受けています。また，衛星画像を用いた都市域の土地利用の分析，様々な環境保全のための現
地調査，海岸での飛砂量測定方法の開発等が行われています。なお，歴史的な測量機材等も保存されています。

フィールド実験実習設備
　フィールド実験実習設備は 4機のグライダーを所有しています。所有するグライダーに計測器を取付け，飛行特性
等の研究を行います。また，操縦練習を含む教育・研究活動やサークル活動にも利用されています。

○ 駿河台キャンパス
材料創造研究センター
　当センターは駿河台キャンパス 2号館地下 1階にあり，核磁気共鳴装置（NMR），質量分析装置（MS）をはじめ，
化学物質の一般計測，物性分析，構造解析に必要な多くの分析機器を有しています。装置の多くは利用者自身で操作
することができ（ライセンス制），測定スキル向上やデータ解析能力を身に着ける上で重要な役割を担っています。
当センターの装置は，大学院生，学部生の教育・研究のほか，他学部や企業との共同研究・受託研究にも利用され，
産学連携にも貢献しています。
https://www.cac.cst.nihon-u.ac.jp
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◎ 情報教育研究センター

　情報教育研究センター（駿河台校舎タワー・スコラ 5 階 S507 室，船橋校舎 12 号館 1 階 1212 室）は，皆様が利用
する理工学部のネットワーク及び各種 ICT システムの運用・管理を行っており，ご利用の皆様へ最適な ICT 環境の
提供を目指しています。（コンピュータ演習室，共用無線 LAN，ポータルサイト，電子掲示板）
　コンピュータ演習室は，ネットワーク教育，プログラミング教育，専門教育を中心とした授業で使用することを目
的に両校舎に設置されていますが，授業で占有利用していないときには自由に利用できます。

　演習室では
　・本格的なプログラムができます。＞ Microsoft Visual Studio，MATLAB
　・専門分野のソフトが使えます。＞ CAD，数式処理，可視化，その他
　・課題・レポート作成ができます。＞ Microsoft Office（Word，Excel，PowerPoint），Adobe CC
　・電子メールが使えます。＞全員にメールボックスが提供されます。
　・学内情報が見られます。＞緊急情報，イベント情報，個人伝言，休講補講，教室変更，講義連絡
　・プリンタ出力ができます。＞ポイント方式
　コンピュータの利用に際しては，情報教育研究センターガイドブック（学生版）を活用してください。また，利用する
には ID とパスワードが必要です。詳細については情報教育研究センターホームページや利用マニュアル（CST Client）
を参照してください。

○ 船橋校舎コンピュータ演習室（12 号館：1201 室，1202 室，1204 室，1222 室，1223 室）

クライアント（計 436 台）
　15.6 型ノートパソコン，Windows 11 Education

インストールソフト
　1　Microsoft Office （Word，Excel，PowerPoint，Access）
　2　Microsoft Visual Studio
　3　MATLAB ：汎用数値解析ソフト
　4　Calabo ：授業支援システム
　5　Adobe CC

プリンタ
　ポイント式カラーレーザープリンタ（有料）

利用時間
　利用は全演習室ともに 9 時～ 20 時（ただし，休講日は除く）です。
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○ 駿河台校舎コンピュータ演習室（タワー ･スコラ：S501 室，S502 室）

 クライアント（計 270 台）
　15.6 型ノートパソコン，Windows 11 Education

インストールソフト
　1　Microsoft Office （Word，Excel，PowerPoint，Access）
　2　Microsoft Visual Studio
　3　MATLAB：汎用数値解析ソフト
　4　Calabo ：授業支援システム
　5　Adobe CC

プリンタ
　ポイント式カラーレーザープリンタ（有料）

利用時間
　・S502 室は 9時～ 21 時（ただし，休講日は除く）です。
　・S501 室は 9時～ 18 時（ただし，土曜日および休講日は除く）です。
注 （1）両校舎コンピュータ演習室は，日曜祝祭日等の休校日は閉鎖します。

◎ 日本大学理工学部科学技術史料センター〔CST MUSEUM〕

　CST MUSEUM（船橋校舎テクノプレース 15 の２階）は，2004 年に開設し，2006 年には，「博物館相当施設」と
して指定されており，本学部に関係する模型や年表，書籍，図面等を常設展示しているほか，船橋校舎の 12 か所に
は屋外展示物，駿河台校舎１号館には建築装飾等が展示されています。また，毎年，特別展を開催し，触って動かせ
る「もの」を展示したり，科学の面白さをより分かりやすく解説したパネルを展示しています。
　また，本学に関係した 13 名の先生方が残された書籍や研究ノート，日記等の文庫史料を収蔵しております。

１　開館時間　　10：00 ～ 17：00 入館は 16：30 まで
２　休館日　　　日曜日，祝日，大学の定める休日及び夏季休暇期間中の土曜日
３　収蔵資料　　機器資料（測定機器，計算機器，実験道具等）
　　　　　　　　記録物（建築部材，写真等）
　　　　　　　　図書資料（文書，図書，報告書，論文，研究ノート等）
４　CST MUSEUM ホームページ
　　URL https://www.museum.cst.nihon-u.ac.jp
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◎ 各種手続き並びに証明書等料金一覧表
 1　各種手続一覧

項　　　目 受付及び手続き場所 備　　　考
奨学金関係 学生課
健康診断に関すること 学生課（保健室）
健康診断証明書発行 学生課（保健室） 定期健康診断受診者のみ発行可 （自動証明書発行機） 
学生の傷害事故 学生課
厚生施設の利用 学生課
遺失物取扱い 学生課
サークル関係 学生課
教室・施設使用申込み 学生課 サークル関係での使用に限る
アルバイト （船橋校舎のみ） 学生課 募集案内を掲示 （学生課掲示板）
アパート・下宿等 （船橋校舎のみ） 学生課 相談会開催日を掲示 （学生課掲示板・HP 掲載）
現住所， 氏名， 保証人 （勤務先） 等の変更届 教務課 氏名の変更は市区町村の証明書を添付
通学証明書 （実験実習用） 学生課 実習用通学定期券購入許可者
団体学割発行 学生課
学割証発行 学生課 自動証明書発行機
学習及びその他一身上のことで相談したい場合 クラス担任･学生支援室
学生証 教務課 修了時まで大切に扱うこと
時間割表 教務課 ガイダンス時に配付
履修に関すること 教務課 ･ クラス担任
各種証明書 （英文を含む） 教務課 自動証明書発行機
休講・補講に関すること 教務課 教務課掲示板
試験に関すること 教務課
欠席届 科目担当教員 各自で申し出ること
定期試験欠席届 教務課 欠席理由を証明するもの （診断書等） 持参
教職課程・学芸員課程 教務課
休学・退学・復学 教務課 ･ クラス担任

就職関係 キャリアデザインセンター
各学科事務室

図書貸出し等 図書館 学生証提示

　※ 1　伝達・連絡事項は全て掲示にて行いますので， 所定の掲示板を登下校時に必ず見てください。 
　※ 2　長期休暇中は事務取扱い時間が変更になったり， 事務を取り扱わない日があります。 

 2　証明書等料金一覧
種　　　別 料金（円） 種　　　別 料金（円）

在学証明書 100 英文証明書 （コピー） 200
成績証明書 200 教員免許状取得見込証明書 100
修了見込証明書 100 教員免許申請手数料 3,600

人物に関する証明書 100 学生証再発行手数料
（破損等の場合， 現物があれば無料） 1,000

健康診断証明書 100 学校学生生徒旅客運賃割引証 （学割証） ※無料

英文証明書 （オリジナル） 600 学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償
責任保険加入証明書 無料

※発行部数に制限があります。

　申込みは自動証明書発行機 （駿河台校舎 1 号館 1 階又は船橋校舎 14 号館 1 階） にて行ってください。 
　なお， 電話での受付はいたしません。
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◎ 校舎の概要並びに配置図
 1　駿河台校舎
　駿河台校舎は，JR御茶ノ水駅から徒歩 3分の交通の便に恵まれた所にあります。
　本校舎は，国の重要文化財であるニコライ堂に隣接し，歴史と文化に恵まれた由緒ある学生街の一角に位置し，大
学院・研究所等を含む 1号館から 11 号館まで（5・6・9 号館を除く）の校舎が立ち並んでいます。その 5・6・9 号
館跡地には「総合設計制度」を利用した計画として，6・9 号館解体跡地に免震・制震構造の最先端技術を駆使した
地下 3階地上 18 階の新校舎タワー・スコラが完成し，理工学部の新たな教育研究の場が誕生しました。また，5号
館解体跡地は公開空地として地域開放された広場に生まれ変わりました。
　理工学部は，大正 9年 6月，神田三崎町に日本大学高等工学校として設置され，昭和 3年に現在の駿河台に移転し
ました。以来，長年に渡り歴史を築きあげ，充実した教授陣と高度な研究施設・設備による教育研究の場として，社
会的に高い評価を得ています。� 所在地　東京都千代田区神田駿河台 1-8-14

駿河台校舎配置略図

 1 号館　教務課①・講師室①・入試事務室①・学生課①・教室③④⑤⑦・食堂②・CST ホール⑥・会議室②
 2 号館　研究室・材料創造研究センター
 3 号館　工事予定
 4 号館　工事予定
 7 号館　研究室
 8 号館　教室③④⑤・研究室
10号館　理工学研究所③・管財課②・研究事務課③・会計課④・庶務課⑥・会議室⑤⑨
11号館　研究室
タワー・スコラ
　　　　  保健室①・学生支援室①・購買（文房具）①・カフェ①・講師室②・情報教育研究センター⑤
　　　　  コンピュータ演習室⑤・キャリアデザインセンター⑥・会議室⑥⑫・教職課程室⑥・教室・研究室
お茶の水校舎
　　　　  サークル室③⑤・図書館・図書館事務課④・リーディングルーム③

※ AED 設置場所：1 号館①・2 号館①・タワー ･ スコラ①⑫・お茶の水校舎②
� （注）○中の数字は，階数を示す。
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2　船橋校舎
　東葉高速鉄道船橋日大前駅を下車すると眼前に広がる船橋校舎は，自然環境に恵まれた習志野台に広大な敷地を有
し，1～ 14 号館の校舎・図書館・階段教室・大講堂兼体育館（理工スポーツホール）・プラザ習志野（食堂・コンビニ・
購買）・サークル棟等の建物のほか，ソフトボール場・テニスコート・ゴルフ練習場・陸上競技場等の多数の運動施
設を備えています。
　研究施設としては，大型構造物試験センター，空気力学研究センター，先端材料科学センター，環境・防災都市共同
研究センター，マイクロ機能デバイス研究センター，工作技術センター，交通総合試験路，測量実習センター，テクノ
プレース 15，プラズマ理工学研究施設（物理実験A棟），物理実験B棟等があり，教育研究に十分活用されております。
　ここでは，理工学部の 1年次生（交通システム工学科，海洋建築工学科，精密機械工学科，航空宇宙工学科，電子
工学科，応用情報工学科は 1～ 4 年次生）の学生並びに短期大学部（船橋校舎）の学生が在籍し，学習と研究に励
んでいます。� 所在地　千葉県船橋市習志野台 7-24-1

船橋校舎配置略図

 1 号館　一般教育
　　　　 短期大学部
 2 号館　交通システム工学科
　　　　 応用情報工学科
 3 号館　航空宇宙工学科・教室
 4 号館　電子工学科・教室
 5 号館　一般教育・製図室・未来博士工房
 6 号館　精密機械工学科・教室
　　　　 製図室
 7 号館　交通システム工学科
　　　　 精密機械工学科・教室
 8 号館　一般教育・短期大学部
　　　　 教室・実験室
 9 号館　短期大学部・教室・実験室
10号館　教室・実験室
11号館　教室・実験室
12号館　教室
　　　　 情報教育研究センター・講師室
13号館　海洋建築工学科・教室
　　　　 庶務課・管財課・会議室
　　　　 インターネットカフェ
　　　　 インフォメーションセンター
　　　　 リーディングコーナー
　　　　 キャリアデザインセンター
14号館　教務課・学生課・保健室
　　　　 学生支援室・講師室
　　　　 会議室・教室・製図室
図書館 　�図書館事務課・パワーアップ

センター
テクノプレース 15
　　　　 実験室・実習室
　　　　 科学技術史料センター
　　　　 （CST MUSEUM）

※ �AED 設置場所：中央門警備員室・
西門警備員室・スポーツホール・
保健室（14 号館 1 階）・サークル棟・
12 号館 1 階・習志野高等学校 1 階
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日本大学情報管理宣言

　日本大学は，教育理念を実現し，社会的責任を全うし，本学の誇りを守るため，
次の三つを宣言します。

　1　日本大学は，業務・教学情報の外部持ち出しを許しません
　1　日本大学は，情報を大学の重要な財産と考え，厳格に管理します
　1　日本大学は，構成員に対し情報管理教育を徹底します

　日本大学の構成員は，自らが関わる情報が，大学の誇りと構成員・校友の尊厳に
関わるものであることを常に自覚し，良識を持って情報に接することを誓います。

大学院理工学研究科（以下「本研究科」という）では，以下に関する通知・連絡のため，
専攻，学生番号又は氏名等の個人情報を学内掲示板，CST-VOICE 又は刊行物等に
掲載することがあります。
また，成績について，父母面談時に保証人に提供いたします。
ご意見がありましたら教務課まで申し出てください。

【大学からのお知らせに関するもの】
履修の許可・不許可，履修クラス・グループ，試験（研究室配属，科目等履修生
及び転科等を含む）・修了等の結果，表彰，就職関連情報及び研究テーマ・研究
者等のお知らせその他本研究科が必要と認めたもの。

【大学からの連絡又は確認に関するもの】
履修・成績関連，各種申請等の手続又は確認等を目的とした連絡その他本研究
科が必要と認めたもの。

令和 8 年度　大 学 院 要 覧
令和 8 年 4 月 1 日発行
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発行  日本大学大学院理工学研究科
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